
図版番号　 穫
別 i　 計　　 測　　 値

廿
質 序　 数 「 始ま。色調

i

！備　 考

長 さkm）　 径　 行mラ　　乱射 cm　 遵射 g）

第工誉図　皆 工　　　 2．0　　　　　 川　　　　　 けご　　　　　 用 士 製　 円柱状，ナデ 雲母・長有 D PJOOO2
6

－
にぷい褐色 100％　 P L黒い

図版番号　 種　　 別
i　　 計　　　 測　　　 値 i 材

質　　 特　　 徴 1　 胎まあ色調　　　 備　　 考
射 cm）　 厚 さkの　 乱射 cm）　 重射 g）

範士了図　紡　錘　車 ［4．2］　　　 2。3　　　 ［0．9］　　　 04。3） 工 梨　 無文，ナデ，　 砂骨・長有・赤色粒　 D PlOOOJ
丁 黒色処理　　　 千言こぶい黄褐色　 30％　 P L 220

第醐賎号薩腰跡　第は図）
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形または長方形と推定される。

童軸方向　竃や出丸　田施設が検出されなかったため　主軸方向は不明である。南壁の直交方向は　N…摘0

…Wを指している。

壁　壁高は那～測cmで　外傾して立ち上がる。
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麿に位置していることからタ　補助経穴と考えられる。
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覆豊　5層からなる0ロームブロックを含みタブロック状に堆積していることからタ人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小プロ、ソク∴，ローム粒子少農，廃土粒子微量

2　暗褐色　ロ…ム中ブロックせローム小ブロック少鼠ロ…ム粒子の焼土粒子微量
、

4　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子多鼠　ローム車ブロック中量

5　褐　色　ローム粒子多鼠ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量

遺物土師器購点　須恵器片　意が出土している。第鼠2図日の土師器杯の田縁部鋸も覆土中から出土し

ている〇四線部の形態から　世紀代に比定され　同時期の遺構と重複していないことから　本跡に伴　可能性

が高い。

所魔　時期は　出土土器から撃　榊代と考えられる。

∴　　　　　　　　　1′！＼、

図掴号i 器　 種　 計蠣 （cm）　 器形の特徴　　　 手法の特徴　　 胎土。色調。焼成　 備
考

誓土器告温雲攫蓋警買慈菱餅票豊富；警孟芸譜浦≡≡意摘漂9

第綱帽鸞燵腰掛　第は～臓図）

位置　調査　区の北東部　捌鋤区。

′　一　　　　1　　　　　　′　　　　　　′、　′　　　′ノ　　　　′

′　′′　　　　　　　　ノ　　　、ノ

主軸方向　N－120　－W

登　壁高は姻～開臓で　ほぼ直立する。

、、　′：　：　　′　、　　　　　　三　　　：．

ある。

一　　　　′　　一′J′　　　′　一　　′　　　・・′　ノ　　　　′　′、　′　　　′　　l

′　　一／′′　　′　ノ・・　′・　ノ′　・　′　　一′ノ・＼′・、　・、、　・′′　　′′

′　　　　　　　′　　　　．・．　・・　′　　　　　　こ　　ノ′　′　′／．′ノ　ノ、．・

断面は町字形を望している。

′　　　　′　　　‥′　　　′　　′　　　・′・‾　′　　　　′　・、．ノ′　′∴ノ　　′．　1

臓　両袖部幅且腕皿である。天井部は崩落している。土層断面では芦明確に崩落土をとらえることはできなか

′　　　－ノ　　′　　　　　′・　′、∴　′′・′′′ノ　ー・′一ノ′　　　′　　′・／．′・．

と同じ高さの平坦面を使用しておりタ火熱を受け撃赤愛している。煙道はタ火床部から急な傾斜で立ち上がる。
竃土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子も砂粒少量
2　にぷい褐色　ローム粒子・砂粒中量

3　暗赤褐色　焼土粒子の砂粒少鼠炭化粒子微量
4　赤　褐　色　焼土粒子多鼠炭化粒子ぜ砂粒少量

5　暗赤褐色　焼土粒子少量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子中農廃土粒子少量

7　にぷい赤褐色　ローム粒子0焼土粒子・砂粒少量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒少量

・′′　　′　′、′‾、′：′　′　′　　L Lく－′、′′こ　∴一∴言・二二一・・・′十　二、．ら　　′．t

・　′′′　　　　′　′　　′　∴　′・ノ　　　、′ノ　′　∴′ご、　ノ　ーい　　　　言　′．、

さ極血で　張　出し部分の北側に位置している。竃と対する位置にあることから，出入り田施設に伴うピット
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第129図　第1110号住居跡実測図

ー200－



0　　　　　　1m

L＿＿　　；　　＿」

第130図　第1110号住居跡・出土遺物実測図（1）
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られる。

ビ、ソト土層解説

i　暗褐色　ローム粒子中豊

2　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中農，ロ…ム小ブロック少靂

4　黒褐色　ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中豊芦　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロッ

ク微量

6　暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム車プロッタやローム小ブロック少量

7　黒褐色　にト…ム粒子微量

一一　　　　　　′　　　　　・　　　　　　　　　　・　　‘：、　′＼　ノ

丸長方形である。深さは52CInで，壁は直立する。

′　　　　　　　　　′　、I　　　　　　　・・′　　　′　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　′　　　　　　′′　　　　　　　ノ

蔵穴の覆土は　住居の覆土と連続したま層であ軋　同時に堆積したと考えられる。

土層解説

i　暗褐色L　にト∴存小ブロックぜ焼土粒子少量，Eト…ム粒子8廃土小ブロック微量

2　黒褐色　ロ…ム粒子。焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中農

4　暗褐色　ローム小ブロック・∴ローム粒子少量ブ　ローム中ブロックの廃土粒子微量

′‘・、：．　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　．　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

点，撹乱により混入した須恵器片7点がl廿上している。土師器片の器種ごとの内訳は，婆・甑類1411点，杯類

（う2主点である。その中で確認できた個体数は，隼傑出∬点，藍・甑類126点で霹声），土器の大部分が，上層断面

図中の第1層の下部である覆土l巨層から出i二し．ている。第は（ト132図1の摘棺誇称は，竃手前の床面と竃内の

′　　　　＿／′′、　′′　′′∴′　　′　　；　′・・、ノ　　∴　′　・．1′ノ．、　　　′ノ　　′ノ　　ー　．　　ノ

いる。：う・二日ノ）土師器杯，7の須恵器杯蓋片は，いずれも北西コーナーH一寄りの覆土中層から破片の状態で出上

している。5の土師器杯は，北東部の覆土中層から正位で［廿上し．ている。6の口碑器鉢は，北西部の覆上申か

ら破片の状態で出上している。8の上師器高林の脚部片は，中央部の覆巨回書から出上している。！）の日油器

工　′　j。　　′．′ノ　ノ　　　ノ：．言　‥‥・′　．ノ′．　　′′　ノ　　　　　　　＿．　＿、　　　　　ノ　′　　′

いずれも破片の状態で出土している。接の土師器婆は　中央部の覆土中層と上層から出土した破片が接合した

ものである。臓の土師器婆は　竃の西袖脇の覆土上層から連位で出土している。臓の土師器婆は　竃の東袖手

前の床面と竃内の覆土中から出土した破片が接合したものである。蟻の土師器婆は中央部の覆土中層からタ　蟻

の土師器聾は竃の西袖脇の覆土上層から夢　路の土師器甑は北東部の覆土中層から　いずれも破片の状態で出土

′　′　　　いこ・　　＿　∴　′、　′　，　　、、′、・ノ　　　　　’′・　′　　　〟

は竃の薬禍脇の床面から夢　別の砥石は北東部の覆土中層から　それぞれ出土している。炭化米は　の壷の中か

・　　　′　　　′ノ　．　　－・′　　　　　′′　　′　　′　／　　　　！　　′　　　　’・　′　＿ノ　・′

所見　本跡は，南壁中央部に什設された長方形の張り出し内に貯蔵穴を有する特徴を持一了Cおり，当遺跡にお

いては，他に類例がない。他遺跡の類例として，ひたちなか市の三反田下高井遺跡から同様の形態をも一）古墳

時代中期から後期にかけての住居跡が確認されている。谷和原村の前田村遺跡からは，張iHIlL部分はないも

のの，出入「日月嵐設に伴うど、ソトと壁の問に貯蔵穴を有する住居跡が確認されている。また，本跡から確認さ

れた土器のほとんどは∴覆土中層から破片の状態で出土している。これらの土器は，その多くが上層断面図中

の第1層の下部から出土したものであることや遺物の総数撃　確認できる個体数が極めて多いことタ　床面から出

土した上器と覆土中層から出土した上器に時期差がはと／しど見られないことなどから，本跡が廃絶された後，

第2～4層が堆積し，まだ埋没しきっていない段階でタ　一括投棄された可能性が考えられる。時期はタ　床面か

ら出上した土器の形状から，7世紀前半と考えられる。

－…　2し12－－－－－－－一一一一一一



第131図　第1110号住居跡出土遣物実測図（2）
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第132図　第1110号住居跡出土遺物実測図（3）

第1110号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 13 0区l 杯

土　 師　 器

A　 13．4 口緑部一部欠鼠。丸底。体 部は内野 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 3 7

1 B　　 4，5 して立ち上が り，口緑部との境 に明 ヘ ラ削 り後ナデ，内面横ナデ。内 ・ 石英 9 5％

瞭な稜をもつ。口緑部は内傾する。 外面黒色処理。 灰黄褐色，普通 P L 2 13

2

杯

土　 師　 器

A　 13．0 口緑部一部欠損。丸底。休部 は内 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 38

B　　 4．7 攣 して立ち上が り，口緑部 との境 横位のヘラ削 り，内面横 ナデ。内 ・ 赤色粒 子 90％

に明瞭な稜を もつ。口緑部はわず

か に内傾する。

外面黒色処理。 橙色

普通

P L 2 14

3

杯

土　 師　 器

A　 13．8 口緑部一部欠損。丸底。休部 は内攣 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 39

B　　 4．3 して立ち上が り，口緑部 との境 に明 横位のヘラ削 り後ナデ，内面横 ナ 赤色粒子 90％

瞭な稜 をもつ。口縁部は直立する。 デ。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色 ，普通 P L 2 13

4

杯

土　 師　 器

A　 13．4 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 P 40 04 0

B　　 4．4 丸底。体 部は内野 して立ち上が り，

ロ緑 部との境 に稜 を もつ。 口緑 部

は直立す る。

横位 のヘラ削 り，内面 ナデ。 橙色

普通

65％

5

杯

土　 師　 器

A ［13．4］ 底 部から口縁部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 04 1

B　　 5．1 丸底。体部 は内野 して立ち上が り， 横位 のヘラ削 り，内面横ナデ。内 赤色粒子 4 5％

口縁 部は外傾す る。端部 内面 に沈

線 1 条が巡 る。

面黒色処理。 橙色

普通

6

鉢

土　 師　 器

A ［2 3月］ 底部 から口縁部 にか けての破片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 00 43

B　　 7．4 大形 の珂こ。平底。体部 は内轡 して 横位 のヘ ラ削 り後ナデ，内面ナデ。 子 4 0％

C ［12．8］ 立 ち上が り， ロ緑部 との境 に弱 い

稜 をもつ。 口緑部 は内傾す る。

内 ・外面黒色処理。 褐灰色

普通

P L 2 15

7

杯　　　 蓋

須　 恵　 器

A　 14．2 天井部 ・口緑部一部欠損。天井部 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。天井 砂粒 ・長石 P 4 00 42

B　　 3．3 はわずかに丸み を帯び，口緑部 と 部外面回転へ ラ削 り，内面 ロクロ 黄灰色 7 0％

の境 に明瞭な稜 をもつ。ロ縁部 は

わずかに外方 に開 く。

ナデ。 良好 P L 2 13

8

高　　　 杯

土　 師　 器

B （5．4） 脚部の破片。脚部は中空で，裾部 脚部外面縦位のヘ ラナデ，内面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 004 4

にかけてラ ッパ状に開 く。 ラ削 り。 赤色粒 子

にぷい赤褐色 ，普通

20％

一204一



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第130凶 壷 B　 0 4．4） 底 部 ・ロ縁 部欠損 。体 部は球形 を 目線部外面縦位 のヘ ラ磨 き，内面 砂粒 ・長有 ・石英 P 40 04 5

9
上　 師　 器

皇 し，頚部 で屈 曲 して，目線部 は へ ラ削 り後 ナデ。体部外面横位の 明赤褐色 80％

ほぼ直立す る。 ヘ ラ磨 き，内面輪積み痕 を残すナ

、・一．‾1さ

普通 P L 214

ア○

第13 1図 餐 A　 11．4 体部一部欠損。平底。体部は内攣 し 目線部内 ・外面構ナデ∵休部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 400 50

10 B　 13．5 て立ち上が り，目線部との境 に稜 を 縦位のへ ラ削 り，内面へラナデ。 有 英 ・赤色 粒子 90％

土　 師　 器 C　　 7．0 もつ。口縁部はわずかに内傾する。 にぷ い黄褐色，普通 P L 2 13

H

聾 A ［11．8］ 体 部 ・目線 部一部欠損 。平底。体 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 05 1

B　 lO．8 部は内攣 して立ち上 が り，日録部 中位 以上へラナデ，下位横位のへ 石英 60％
土　 師　 器 C　　 6．6 との境 に稜 を もつ。 日縁 部はわず ラ削 り，内面へ ラナデ。底部木葉 にぷい褐色 P L 2 13

かに内傾す る。 痕。 普通

第130図 聾 A ［17．2］ 底部 も体部 ・日録部一部欠損。平 日縁部，頸部内 ・外面横ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 046

12 B　 31．0 底。体部 は倒卵形 を皇 し，頚部は 部外面中位以上縦位のへ ラ磨 き， 石 英 80％
土　 師　 器 C ［7．2］ 緩やか にくびれ，目線部 は外反す 下位横位のへ ラ削 り，内面輪積 み にぷい赤褐色 P L 2 13

る。 痕 を残す横位のへ ラナデ。 普通

第131図 嚢 A　 21．8 底部欠損。体 部は倒卵 形 を皇 し， 目線部，頸部内 ・外 面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長右 ・ P 4004 7

13 B （30．0） 頚部は緩 やかに くびれ，目線 部は 部上半ナデ，下半斜位のへラ磨き， 石英 60％
土　 師　 器 外 反する。端部 は外上 方へ つまみ 内面輪積 み痕 を残すヘ ラナデ。 にぷい橙色 P L 2 13

上 げ られている。 普通

賓 A　 23．2 体部か ら目線部にかけての破片。体 日経部，頚部内 。外面横ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・
l
P 40 048

14
士　 帥　 器

B （30．2） 部は倒卵形を皇 し，頸部は横 やかに 部上半 ナデ，下半縦位のヘラ磨 き， 石英 30％

くびれ，目線部 は外反する。端部 は 内面指頭痕 を残すヘ ラナデ。 褐色 P L 2 14

外上方へつまみ上げ られている。 普通

15

牽

土　 師　 器

Å　 17．2 底部 ・体部 ・目線部一部欠損。平底。 目線部，頸部内 ・外 面横 ナデ。体 砂 粒 ・石 英 ・長右 ・ P 400 49

B　 20。0 底部は倒卵形を皇 し，頚部は緩やか 部外面積位のヘラ削 り，内面へラ 赤色 粒子 70％

C ［7．0］ にくびれ，目線部は外反する。 ナデ。 にぷ い橙色，普通 P L 2 14

第13 2図 棄

土　 師　 器

A　 12．6 底部 ・体部 e 目線部一部欠損。平底。 目線部 ，頸部 内 ・外面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 05 2

16 B　 13．6 体部は内攣 して立ち上が り，頚部は 部外面横位 のヘ ラ削 り， 内面へ ラ 赤色粒子 70％

C　　 4ユ 緩やかにくびれ，目線部は外反する。 ナデ。 にぷい橙色，普通 P L 2 14

17

当

甑 B （9．7） 体部の破片。無儀式。体部 は外傾 体部外面斜位のへ ラ磨 き，内面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 053

C ［8朗 して立 ち上が る。 ラナデ。

休 部外面 カキ ＝調整，内面ロクロ

石英 30％

土　 師　 器 にぷい赤褐色 ，普通

提　　　 瓶 B （5．6） 体部の破 片。体 部は内攣 し，背 面 砂 粒 ・長石 P 402 77

須　 恵　 器 は平坦 である。 ナデ。 黄灰色，良好 5 ％

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 特　 徴

胎土・色調 備　　　 考
径 （cIn） 厚　さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第132図1司
土　　　 玉 0．7 0」

0・2 ！ 0・2 扁平な円柱状，ナデ 赤色粒子，黒褐色 D P40004 100％

図版番号 券　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 質 特　 徴 i 備　 考

径 （cm） 厚　さ（cm） 孔径（cm） 重 量（g）
第132図24 白　　　 玉 1．5

0・8 i o・5
2．0 滑　　　 石 扁平な円柱状，剥離南無調整，灰色 iQ40005 100％PL222

図版番号 券　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　 徴 備　　　 考
長　さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ（cm） 重量（g）

第132図21 砥　　　 石 賂4） （5．2） （4・4） i （269・2） 凝灰岩 両端部欠損，砥面4両。中央部が薄い。 Q 40006　P L222

第錮柑考住居跡（第133つ34図）

位置　調査4区の北東部，Hllc5区。

重複関係　北部を第737号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4。83m，短軸4．77mの方形である。

主軸方向　N－100　－W

壁　壁高は43～77cmで，外傾して立ち上がる。

一一一12051－ll一一一



壁溝　壁際を巡っている。上幅12～路撒∴下幅4～6撒，深さ5～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁際の床面に粘土粒子や砂粒が散見されることから，第737号土坑に掘り込まれている北壁の中央部に

構築されていたと推定される。

ピもソ睦　5か所（Pl～㌘5）。㌘1～㌘射ま，径40～48cmのほぼ円形，深さ53～72cmである。いずれも各コー

ナー寄りに位置することから，主柱穴と考えられる。㌘5は径40cmの円形，深さ35cmで，南壁中央部の壁際に

位置することからタ　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

ピ、ソト土層解説
1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロックeローーム粒子中量，焼土粒子少量，ローム車ブロック微量
5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

貯蔵穴　北壁際の東寄りに付設されている。長軸72cm，短軸53cmの東西に長い隅丸長方形である。深さは28cm

で，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム車ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少鼠　ローム中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆並　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第6層は，竃から流出した

と考えられる焼土や砂粒を含んでいる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　暗赤褐色　ロ…ム粒子0焼土中プロ、ソグ・焼土粒子e炭化粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム小ブロック中最，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片8粥点　鉄器　点（錬），鉄津1息　撹乱により混入した須恵器片目点，陶器片1点が出土して

いる。土師器片の内訳は，捧類263息　婆。甑類602点で，その中で確認できた個体数は，杯類95点，婆。甑類

38点である。これらの土器の大部分は覆土中層及び上層から出土しており，本跡の廃絶後に投棄されたものと

考えられる。第133ゆ134図1の土師器杯は，中央部西寄りの覆土中層と上層から出土した破片が接合したもの

である。2の土師器杯は，中央部の覆土上層と南部の覆土中層プ　南西部の覆土上層，西壁際の覆土上層から出

土した破片が接合したものである。3の土師器杯片は西部の覆土中層から，4の土師器杯片は南西部の覆土上

層から，5の土師器杯片は中央部の覆土中層から，6の土師器杯片は中央部の覆土中層から，7の土師器杯片

は中央部東寄りの覆土中層から芦　それぞれ出土している。8の土師器婆片は，東部の覆土上層から出土した破

片が接合したものである。9の土師器饗は，北壁際の床面から連位で出土している。10の土師器甑片は，北東

コーナー部の床面から出土している。Hの鉄鉱は　東壁際の覆土中層から出土している。12の鉄浮は，覆土中

から出土している。覆土中から出土した土器と床面から出土した土器に，時期差はほとんど認められない。

所見　本跡から出土した9輌点近くの土器片の中で，確認できた個体数は130点を超えており，1軒の住居跡か

ら出土した個体数としては極めて多い。そのほとんどが覆土中層及び上層から破片の状態で出土しており，床

面から出土した土器と時期差がほとんど見られないことから，住居廃絶後それほど時間をおかずに投棄された

と考えられる。本跡の時期は，出土土器から，6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

－▼－11－206　－－－－－1…一一



④

B

！ミ・・、一一ぶ

第133図　第1115号住居跡・出土遺物実測図
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第134図　第1115号住居跡出土遺物実測図

第1115号住居跡出土遺物観察表

こ一・一「諺7

0　　　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿　l　　［

図版番号

第133図

器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

坪A　13．0体部・口縁部一部欠損。丸底。体部口緑部内・外面横ナデ。体部外面
砂粒・長石・赤色粒P40061

1 B　　4．5は内攣して立ち上がり，ロ緑部との
横位のヘラ削り，内面放射状のへ子 90％

土　師　器 境に稜をもつ。口縁部は内傾する。ラ磨き。内・外面黒色処理。にぷい黄橙色，普通PL215

2

3

4

5

杯A　13．0休部・ロ緑部一部欠損。丸底。体ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40062

B　　4．3部は内野して立ち上がり，口緑部検位のヘラ削り後ナデ，内面剥離赤色粒子 80％

土　師　器 との境に明瞭な稜をもつ。口緑部が著しく調整不明。内・外面黒色にぷい黄橙色 PL215

は直立する。 処理。 普通

坪A［12月］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子P40063

B　　4．4丸底。体部は内撃して立ち上がり，横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・にぷい黄橙色 40％

土　師　器 口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部は直立する。

外面黒色処理。 普通

杯A［12．4］底部からロ緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40064

B　　4．2丸底。休部は内攣して立ち上がり，横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・赤色粒子 40％

土　師　器 口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

ロ線部は直立する。

外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

杯A［12．8］底部から口緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・赤色粒子P40065

B（4．5）丸底。休部は内攣して立ち上がり，横位のヘラ削り，内面横位のヘラにぷい橙色 30％

土　師　器 口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

ロ緑部は内偵する。

磨き。内・外面黒色処理。 普通

ーコOS



図版番号　 券　 種、 計測縮 m ）i　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎士 の色調 や焼成　 備　　 考

翫 33 回　　 塚　　 Å ［且痛　 底部か ら打線部 にか けての破片〇　 日縁部内 e夕涌 桟 ナデ。体部外廟　 砂粒 の雲母 e 長石 も　 ㌘柵 66

6　　　　　　　 B　 395　 丸底。体部は内攣 して立ち上が り　 へ ラ削 軋 内面横ナデ。内 の外面　 赤色粒 子　　　　 30％

士　 師　 器　　　　　 日射 比 の境に稜 をもつ∴目線部　 黒色処酢　　　　　　　　　 にぷい橙色

ほ毎 く直立する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

翫 3確固　　 塔　　 Å ［温282］ 倦部 から打線 部にかけての破 片0　 日嫁 部内 0外 商横 ナデ。体部外南　 砂断 雲母 の長石 や　 ㌘繍 67

7　　　　　　 1日 ㌃ ） 休部 は内曾 して立ち十 が り†目線　 構位 のヘ ラ削 年内面構 ナデ∵両 ・ 赤色粒子　　　　 10％

士　 帥　 器　　　　　 部 との境 に橡 をもり∴ 目線 部はわ　 外面黒色処酢　　　　　　　 にぷい 黄橙色

ずかに内傾す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

嚢　　 A は 潮　 体部から打線部にかけての齢 ○ 体　 打縁乳 頭部内 の外面横ナデ。体　 砂粒 の雲母 ゆ長石 の　 ㌘欄 68

8　　　　　　　 H 亘 3） 部は内曾して立ち十が り， 頭部は綾　 部外 面へ ラナデ，内面船種 み痕を　 石英 ・赤色 粒子　 10％

士　 帥　 器　　　　　 やかにくびれ†日射 障 外圧する∵　　 残すナデ∴　　　　　　　　　 橙色，普通　　　　 P L ヱ＝

ま悪　　 Å 日時　 底部から目線部に柚 ナての融汗上 体　 日射 に，頭部 内 ・外面櫨 ナデ㍉体　 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 刷 69

0　　　　　　　 8 12・う　 部は内攣 して立ち上が 星　 頭部 は績　 部外而横位 のヘ ラ削 り， 内面へ ラ　 赤色粒千　　　　　 60％

士　 柚　 器　 r　 a　 やかにくびれ† 日射 拇 外反する∴　　 ナテ㌧　　　　　　　　　　　 橙色，普通　　　　 P L 2日

軌　　 A は且2〕 休部から＝緑部にか すての破年 休　 目線肛 頭部内 ・外面櫨ナテ∵ 体　 砂 粒 ・長石 ・石英 ・
P 」・007 0

川　　　　　　　 8 両 3う　 領 土内攣して立ち十が り， 頭部は綾　 部外面縦位のヘ ラ削 星 内面ナナ　 赤色粒千 且5％

土　 師　 器　　　　　 やかにくびれタ汀線部は外圧する。　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色夕普通 上円は張

図晰 一器 健 全長km）紬 舶柚 茎漂瀾 紬m胤 樹質i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
特　　　　 徴　　　　　 備　　　　 考

第且3楓 Ii 鍍　 日時 （5戯 聖 上 墜 ⊥ 車 丁 幸 「 有 司 頂 台状閲，箆被部屈曲　M∴l㈲08　P L黒1

掴 号 器 種 長射。m）等短径。。m）測厚さ。。m） 重量ね　　 特　 徴 i 備　 考

堅 堅 蛭 ＿ 旦 」 ヰ 「 「 義 ‾ 「 義 且8 6中 表薗全猷酎～餌鵬 孔蹴 認め埜 M」・0000　P L黒†

ノ　′　　　　′′　′′

－　　′　　′　‥　　、′　こ

一′　∴′　′　ノ　‥　′′ノ′・　　′／、′：′∴′　　′ノ　　．′l　′　′＼・′　ニ　′、ノ

ー　　　　　　　　　　　　′‥　　　　　′ノ′

主軸方向　N－190　－Ⅵ′r

壁　壁高は細～礪cmで　外傾して立ち上がる。

了　′ノ　　′′　′ご′′、′　′、／′　lい　ノ　　　　・．′・て・僕、　　、‾・∴∴乞ハ　　′上‥′′

ノ、′　　　′＝ノハー　　′／・一　′

竃　北壁の中央部に芦砂質粘土で構築されている0竃の北部を第摘絡号住居に掘　込まれているために芦壁外

への掘り込みや煙道部の形態は不明である○規模は　両袖部幅粥cmで　焚四部から火床部まで撒皿である。天

井部は崩落してお酌土層断面図軌第　層が粘土粒子や砂粒を含んでいることから芦崩落土と考えられる。

磯部は良好に遥存してお酌両袖とも内側が火熱を受けて赤変している。火床画は，床面と同じ高さの平坦面

を使用してお勘　火熱を受けて赤変硬化している。

義士層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子e廃土粒子．砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・廃土粒子中農ローム中ブロックをローム小ブロック・ローム粒子0炭化粒子少量
3　極暗赤褐色　廃土粒子は粘土粒子多鼠砂粒中農　ローム粒子0焼土中ブロック少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック∴・ローム粒子も焼土中ブロック∵焼土粒子0炭化粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子さ焼土粒子e粘土粒子・砂粒中農焼土中ブロックや炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多鼠焼土中ブロック中鼠　ローム粒子・炭化粒子も砂粒少量

′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー　　　′′　ノ　∴用言　　′、・・‥∴　　′／ノ　／！ノノ

∴、　　・′　；　　　　　　・　　　′　′・‘′　・／ノ　　′ノノ　ノ、＿′言′′　′1．′・・′．、；；∴
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径20cmはどの円形，深さ22cmで，南壁中央部の壁際に位置することから，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。南東コーナー寄りに存在したと考えられる主柱穴は，第1144号住居に掘り込まれたと考えられ　確認で

きなかった。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径48cm，短径29cmの東西に長い楕円形である。深さは22。皿で，

断面は逆台形である。

覆土　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第5～8層は，竃から流出

したと考えられる焼土や砂粒を含んでいる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物微量
5　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
7　明赤褐色　ローム粒子・砂粒多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
8　赤褐色　ローム粒子・砂粒多量，焼土粒子中量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片109点，鉄製品1点（錬），撹乱により混入した須恵器片12点が出土している。第136図1と2

はいずれも土師器杯で，ともに貯蔵穴内の覆土下層から正位で出土しており，本跡に伴うものと考えられる。

3の土師器杯は，中央部西寄りの覆土中層から正位で出土している。4の土師器杯は，南西部の覆土中層から

正位で出土している。5の土師器高杯の杯部片は，北西部と北東部の覆土中から出土した破片が接合したもの

第135図　第1119号住居跡実測図
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である。6の刀子は，北東部の覆土中層から出土している。これらの遺物は，出土位置から，本跡の廃絶後に

投棄されたと考えられる0貯蔵穴内から出土した土器と覆土中層から出土した土器に，時期差はほとんど見ら

れない。7の刀子は，北東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から，7世紀前半と考えられる。

第136図　第1119号住居跡出土遺物実測図

第1119号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　5cm

ト‥　十・1－」

図版番可 器　 種 庫 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第136図 杯 A　 13．5 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 4 0 072
1

土　 師　 器

B　　 4，0 攣 して立ち上が り，口緑 部 との境 横 位のへ ラ削 り，内面横位のヘラ 子 90％

に稜 をもつ。 口縁 部は短 く直立す

る。

磨 き。内 ・外面黒色処 理。 にぷい黄橙色

普通

P L 2 15

2

杯 A　 ll．9 口緑部一部欠損。 丸底。 体部 は内 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 0 74

土　 師　 器

B　　 4．8 轡 して立 ち上がり， 口緑部 との境 に ヘ ラ削 り，内面横ナデ。内 ・外面 赤色粒子 85％

明瞭な稜 をもつ。口緑部は直立する。 黒色処理。 灰褐 色

普通

P L 2 15

3

杯 A　 12．9 日録 部一部欠損 。丸底。体部は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 7 1

土　 師　 器

B　　 4．7 攣 して立ち上 が り，口緑 部 との境 ヘラ削 り後 へラ磨 き，内面へラ磨 赤色粒子 95％

に稜 をもつ。 口緑 部は直立す る。 き。 内 ・外 面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

P L 2 15

4

坤こ A　 13．4 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 07 3

土　 師　 器

B　　 5．2 部は内攣 して立 ち上が り，口緑都 横位のへ ラ削 り，内面横ナデ。内 ・ 赤色粒 子 85％

との境に明瞭な稜 をもつ。口緑部

は直立する。

外面黒色処理。 浅黄 色

普通

P L 2 15

5

高　　　 杯 B （5．4） 杯部 の破片。 ロ縁 部欠損。体 部は 休 部外面横位 のヘラ削 り後 ナデ， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 75

土　 師　 器

内攣 して立 ち上が る。 内面横位 のヘラ磨 き。外面赤彩，

内面黒色処理。

石英

黄灰色，普通

25％

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！材質

特　　　　 徴 備　　　　 考
全長（cm） 刀身長（C皿） 身幅 （cm） 重ね （C皿） 茎長（cm） 重量（g ）

第136図 6 刀　　　 子 （4．8） （1．5） （1．8） 0．5 （3．3） （8．1） 鉄 刃部から茎部の破片。刃関残存。 M 4 00 10　 P L 22 1

7 刀　　　 子 （4．0） （2．6） （1．0） 0．2 （1．4） （2．5） 鉄 茎部に木質付着。刃部は研き減り。 M 4 00 29　 P L 2 2 1

ー211－



ノ　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　！、（．

位置　調査　区の北部　撹摘舶区。

．　　　　′　ノ　　　　　　　ー′　　、　　　l　ノ、ノ′

童車由方向　図一230　－W

壁　壁高ほほ～摘cmで　ほぼ直立する。

、　′：・．㌧、！＼　一言∴‘′、　　・－・　・こ　、・・、、、　　　　′、t・、J．・・ニ　∴’二、

ある。

一、　　　　　　′、∵ノ・、′　　　　　　　‥　、　′

・　′　　　　′　ノ　　、　　　・、、′　・　　、、．　′・　　ノ　：　　　　　　、

両袖部幅は¢皿である。袖部は砂質粘土を用いて構築されてお酌　内側が火熱を受けて赤愛している。火床面

は床面と同じ高さの平坦画を使用しており芦　火熱を受けて赤変硬催している。煙道は芦　火床部から外儀して緩

やかな後学　急な傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

l　暗赤褐色　ローム小ブロックの・ローム粒子や焼土中ブロック6焼土粒子少鼠　ロ…ム中ブロックの焼土中ブロック8炭化物も炭化粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中豊ブ　ローム小ブロックも焼土中ブロック0焼土粒子少鼠炭化粒子微量

3　暗赤褐色　廃土小ブロック∵酪土粒子∵炭化粒子中量，ローム小ブロックぁローム粒子も焼土中プロッタや炭化物少量
・1明　褐色　r－‾－ト∴′、粒ナ車払　暁目白’一・歳化粒J’一・砂粒′レ品

5　褐　　色　ローム粒子多量タ　ローム小ブロック少量夕　廃土粒子ゆ炭化粒子微量

6　明赤褐色　廃土粒子の炭化粒子中量，ローム小ブロック8ローム粒子の焼土中ブロックや炭化物少量

；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′こ、　　′　　′　　　　　三、　　　　　　　、　　　　　　　．・　　ノ

′　　　　　　　：　　′・・　　　　　′　　　′　一言　′、　ノ、　　　　′・・一・、′・

、／′・　′　　　　　　　　′J、．／′′　′・・　′　　　′′・－　　′・

ピ、ソト土層解説

i　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子や炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量，廃土小ブロック0炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム車ブロックの焼土粒子も炭化粒子少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量ク　ローム小ブロック少量ブ　ローム太ブロック微量

・　　ノ′、　　′　．′　t　′、　′ノ；／・こ．：　ノ・3　　′′、‘、、　ノノノ　′　′　．．′　言・、．′

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　rト∴′トノ7、、1「リン．・＝－∴∴粒「′レ品lト∴中一ノ十トソソ・焼廿日’一・歳化粒自散量

2　暗褐色　ローム小ブロック・らローム粒子少量，廃土小ブロックゆ炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量ク　ローム小ブロックや焼土粒子・炭化粒子や砂粒少量

・1褐　色「ト∴粒J：・雪月達，「トーノ、申‾ノ’し二J、、′ソ・焼土粒子・炭化粒子′レ量

′　ノ　ノ　　　　′、′．　′′、ノ、二　　ノ　′′／′－∴′′．了　　　′′．　　　　　‘・′　　．ノ　　、・

土層解説

i　暗褐色．ローム粒子中量，ローム小ブロック少量タ　ロ…ム太ブロックe焼土粒子も炭化粒子微量

2　暗褐色トト一一∴粒手車鼠　ローム「車ソロ、リア・ローーム小プロ、ソア・射ヒ粒子′塙を：，廃土小プロ、リツ・焼土粒γ・炭化物微量

：1黒褐色　手工ト∴粒子・焼U粒子′塙1：，し‾ト∴中ソ十トノブ・ローーム小プロ、、′7・炭化物微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子を炭化物e炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量，ロトーム中ブロック∵焼土中ブロック∵廃土粒子や炭化物ゆ炭化粒子教義

（i　褐　色「‾ト∴粒「射乱「ト∴小‾ノ十Jりア′レ品l‾‾トム中ソ「‾－1、ソソ・焼廿日’一微量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
8　黒褐色．ローム小ブロックサローム粒子少量，廃土小ブロック0焼士粒子も炭化物微量

9　暗褐色　ローム粒子0焼土中ブロック少量，ローム小ブロックぁ廃土粒子微量
用　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子，炭化粒子微量
11黒褐色［‾トー∴小プロ、、ノン・l‾‾トー∴粒子′吊－；：，焼1二粒子・炭化物・炭化粒J’一微量

遺物　土師器片128息土製品温点（支脚）タ撹乱により混入した須恵器片2息陶器片l点が出土している。

′′′　ニ　ぐ．′　．一′‘，　　　ノ′、・′∴　ノノ　‥！．　・　′・′‥　　　′　∴′′　　　　　′　－′．　ニ　ノ　　　、

’ノ　′、．′　′　　　　－　　　′′′　　）．．′．－り．、、′．－：：′＼．　一　′′．′‥．　．′一㌦　－　′ノ′′・′
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たものである。4の手控土器は，竃西袖脇の床面から逆位で出土している。5の支脚は，Plの東側の覆土下

層から横位で出土している。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，6世紀後薬から7世紀前葉と考えられる。

第137図　第1121号住居跡実測図

画一

0　　　　　　　2m

」＿二二＝＝土＝＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　　　1nl

！　　　；　　　！
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ノ

第138図　第1121号住居跡出土遺物実測図

第1121号住居跡出土遺物観察表

。○：。。m
l l　　‥＿　」

図版番号器　種計測値（cI丑）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第138図杯A［ほ8］底部からロ緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40079

1 B　　4．5丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り後ナデ，内面横ナデ。内・赤色粒子25％

土　師　器口緑部に至る。口緑部は直立する。外面黒色処理。にぷい貴橙色，普通

2

杯A［14．0］休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面雲母・長石・赤色粒P40080

B（3．1）体部は内攣して立ち上がり，口緑横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・子5％

土　師　器部との境に稜をもつ。口緑部は短

く直立する。

外面黒色処理。橙色

普通

3

椀A［10．6］底部からロ緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・石英P40081

B　　7．4平底。休部は内野して立ち上がり，横位のヘラ削り，内面へラナデ。灰黄褐色50％

土　師　器C　　6．4口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部は内傾する。

内・外面黒色処理。普通PL215

4

手捏土器

土　師　器

A［2．7］底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面指ナデ。雲母・赤色粒子P40082

B　　2．9丸底。休部は内攣して立ち上がり，

口緑部に至る。

にぷい橙色

普通

60％

図版番号器　　種

計　　　　　測　　　　　値
特　　　　　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

長　さ（cm）径（cm）重量（g）

第138図5支　　　脚15．46．6（452．2）裾部がわずかに広がる円柱状，ナデ砂粒・長石・石英，にぷい橙色DP40005　90％　PL220

第1122号住居跡（第139～141図）

位置　調査4区の北部，HlOc6区。

重複関係　北西部を第1116号住居に，北東部を第1123・1125号住居に，東部を第1124号住居に掘り込まれてい

る。

規模と平面形　長軸8．70m，短軸8．34mの方形である。

主軸方向　N－60　－E

壁　壁高は28～42C皿で，はぼ直立する。

壁溝　竃部分を除き，壁際を巡っている。上幅16～18cm，下幅7～9cm，深さ6～16cmで，断面形はU字形で

ある。
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應　ほぼ平坦で学壁際を除きタ全体がよく踏み固められている0また夢ピットと壁をつなぐように清壇条が付

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　－　　′　　ノ

′　　　　　ノ　　　　　　　′、、一　　　　ノ′　　′　・．ノ　　∴　　　∴′　′、＿　‥、

断面形は閻字形である。

一　　・　　′　　　　　　　　　　　　′、　　　　′　‾　′・　　　　・、　′、－∴　‥、

、、・　　　′　　　ハ　　　　　　　　・　　　　　　　、　　・　　　′　　′′、　ノ　　　　　　　′　一　㌧　　　　ノ＼

′　　　　　　　－　　I、　　　　　－　　　　　　　　　、　J′′ノ　　　　′　′′　ヽ

ほ　床面と同じ高さの平坦商を使用してお勘炎熱を受けて赤愛している。煙道はタ火床部から外憤して緩や

かに立十）上がる。

竃土層解説

且　暗　褐　色　ローム粒子車鼠ローム小ブロック∵廃土小ブロックの焼土粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子欄土粒子車鼠ローム小ブロックも廃土小ブロックず炭化粒子少量

3　にぷい赤褐色　ロ…ム小ブロックや甘ニム隆子∵焼土中ブロック0廃土粒子や墨筆焼土庫ブロックを炭化粒子少量

；霊　冨呂＝霊譜品議霊羞ツ芸霊霊、詣諾誓霊、議イ認諾ざ砂粒少量
6　暗赤褐色　廃土粒子多鼠焼土中ブロック中鼠ローム粒子の焼土中ブロックむ炭化粒子少量
7　灰　褐　色　粘土粒子の砂粒多量タローム粒子中量芦廃土小ブロックの廃土粒子6炭化物の炭化粒子少量
8　暗赤褐色　焼土中ブロックも廃土粒子多鼠炭化粒子中鼠ローム小ブロック0ローム粒子の炭化物少量
9　褐　　　色　ローム粒子多鼠焼土中ブロックも焼土粒子の炭化粒子も砂粒少量
摘　褐　　　色　ローム粒子多鼠焼土粒子や炭化粒子5砂粒少量

′

lJ　極暗　出　色lト∴′ト十°、りソ・「ト∴粒r十時上粒丁一・歳佗粒J一・′レ量

13　暗　褐　色　ローム粒子中鼠ローム小ブロック・焼土中ブロック∵廃土粒子や炭化粒子少選

言　′ノ　・′　　　　　′　　l′．C

ノ　　　　　　′ノ　　　ノ　ー・′　′、　　　　　．J　′こ、　　′J

深さ霊臓である0いずれも南壁中楽部の壁際に位置し　竃に対して一直線上に並ぶことからタ出入り田施設に

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　′　　′′‾′　　三　∴、、′　．　一　′　ノ　　′∴．　　ノ　　′

ノ　　　　′　　　　　　　′

覆豊　8層からなる。レンズ状に堆積していることから学

士層解説

鼠　暗褐色　ロ…ム小ブロック少鼠　廃土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロックの焼土粒子・炭化粒子
微塵

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少鼠炭化粒子微量

補助枝先と考えられる。

自然堆積と考えられる。

5　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子微量

6　暗褐色．ローム小ブロック・∴ローム粒子少鼠焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロックの焼土粒子少鼠　ローム粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロックぜ焼土粒子少量

’′　′　　一ノ′　て′　　　　′　′、　二′、、′　・

出漉している0図示した遺物は　いずれも出土位置から　寒路に伴うものと考えられる。第掛　射図　の土

師器杯はタ竃西袖脇の床面と覆土下層から出土した破舶ミ接合したものである。2の土師器杯はタ竃東袖脇の

床面から二つに割れた状態で出土している0　の土師器杯は南西コーナー部の床面から正位で出土している。

′′　∴　　　′一　、ノ　′了　二　　一　ノノ　　ノ　ー一一ノ・ノ　′l′・‥・、・′、・言、　日

から出土している。転の土師器鉢はタ竃西袖脇の床面から正位で出土している。7の土師器壷は竃東袖脇の床

面から正位でタ　8の土師器壷は㌘8と西壁を結ぶ溝の覆土車から斜位で出土している。9の土師器婆はプ竃西

袖脇の床面と竃内の覆土中から出土した破片が接合したものである。用の土師器婆榊も中央部西寄　の覆土

下層から出土している。Ⅲのままは西壁腰の壁溝内から言2の不明鉄製品は中央部東寄りの床面からタ13の不

一’‥　　　′　　′　　　　　　　′　　　　　′′．・′・′　　！　一　ノ′′　　　　．・ノ

′　　　　　　　　ノ　　　　　′　′　′　・′′　　′　′′
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空襲苧壷

第139図　第1122・1123号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　　1m

L　；　！

L＿　　；　　　！

第140図　第1122・1123号住居跡実測図，第1122号住居跡出土遺物実測図
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13　　0　　　　　　　5cm

j　　　呈＿＿＿　」

0　　　　　　　　2cnl

ll　】11

第141図　第1122号住居跡出土遺物実測図

第1122号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l l　＿　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第140図坤、A　14．2ロ緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・赤色粒P40083

1B　　4．9攣して立ち上がり　口緑部との境にヘラ削り後ナデ，内面横ナデ。内・子95％

土　師　器明瞭な稜をもつ。口緑部は直立する。外面黒色処理。にぷい黄橙色，普通PL215

2

杯A　13．0体部・口緑部一部欠損。丸底。体ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子P40084

B　　4．3部は内攣して立ち上がり，口緑部ヘラ削り後ナデ，内面横ナデ。内・にぷい貴橙色90％

土　師　器との境に明瞭な稜をもつ。口緑部

は内偵する。

外面黒色処理。普通PL215

3

杯A　13．8休部・口緑部一部欠損。丸底。体口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子P40085

B　　4．3部は内轡して立ち上がり，ロ縁部と横位のヘラ削り，内面ナデ。内・にぷい橙色80％

土　師　器の境に稜をもつ。ロ縁部は内偵する。外面黒色処理。普通PL215

4

珂こA［20．2］底部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P80087

B　　7．7大形。丸底。体部は内攣して立ち横位のヘラ削り，内面横ナデ。底赤色粒子50％

土　師　器上がり，口線部との境に稜をもつ。部外面へラ削り，内面ナデ。内・灰褐色PL216

口緑部は直立する。外面黒色処理。普通

5高　　　杯B（2，5）脚部の破片。脚部は中空で，ラツ脚部内・外面へラナデ。砂粒・雲母P80086

土　師　器D［12．2］パ状に開く。にぷい橙色，普通20％

6

鉢A　15．9底部・体部・口綾部一部欠損。平口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40088

B　　97底。体部は内野して立ち上がり，輪積み痕を残すナデ，内面へラナ石英70％

土　師　器C［7．3］ロ緑部は外反する。デ。内・外面黒色処理。黄灰色，普通PL215

7

璽EA　　8．4体部一部欠損。平底。休部はフラ
口緑部内・外面横ナデ。頸部外面砂粒・雲母・長石・P40089

B　145スコ状を呈し，頚部は緩やかにくヘラナデ，内面横ナデ。休部外面赤色粒子90％

土　師　器C　11．3びれ，ロ緑部は長く直立する。横位のヘラ削り，内面ナデ。内・

外面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

PL215

8

宣EA　ll．2口緑部一部欠損。丸底。体部は扁口緑部，頚部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40090

B　lO．2平な球体で　頚部は緩やかにくび部外面横位のヘラ削り，内面ナデ。赤色粒子90％

土　師　器れ，口縁部は外反する。にぷい黄橙色，普通PL215

9

嚢A［21．8］体部からロ緑部にかけての破片。体口縁部，頸部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40091

B（15．5）部は内轡して立ち上がり，頚部は緩部内・外面へラナデ。石英・赤色粒子20％

土　師　器やかにくびれ，口縁部は外反する。にぷい橙色，普通PL215

10

嚢B（21．7）底部から体部にかけての破片。平休部外面縦位のヘラ削り，内面へ砂粒・雲母・長石・P40092

C　　7．5底。体部は長胴形を呈し，下位にラナデ。内・外面に輪積み痕を残石英30％

土　師　器最大径をもつ。す。にぷい黄橙色，普通PL215

ー218－



図版番号　器 楯
計　　　　　　 測　　　　　　 値

肺　　　微
巨 酬 調　 序 言

饉 kmラ　厚さ海中 酎cm） 重畳届

第丁目図日士 工 輿 つ　 鼠ぷ ！ 紋2 i ㍑ 序や扁平な球餓 ナデ。i雲母風 樹 欄 機 中 瀾 腕 鵬

図版番号㍑　 種 全長絞m） 幅 転m）；厚さ玩m） 重義 gラ 材 質　　 特　 徴　　 備　 考

第丁目図1 不　　　 明 堅 」 」 聖 子 一 6 i 齢了 「 五 「 一方減る楓 数の箆鵜から錦紘 序瀾肌 m 恩

13　序　 明 墜 」 」 生 ⊥ 〕 ㌧ i 齢「 「 五 「 一端に関と考えられる紬抽踊酢項甑鵬 針腰

榔 器 種 全長詩 宗行m）：摩さ行m）登勘の 樹　 特　 徴
備　　　考

第璽 裏 と ま 」 聖 」 」 生 ⊥ j 仁 手 車 √ 「 ‾ 「 嘉 彿 抗 嘉 遠 QJOO12

′

′∴・　　′　　　　　　　　　　　　′．

、∴　ニ・′　　　′・′　　′′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　一　　　′．　・：′　　′

れている。

′　　　　　　　・　　　　三

宝軸方向　N－40　－E

一　′、　　ノ　　　　　　　　　　　　、

．　一　　′　　　　　　　　r　′′　　　‥　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ある。

．、‥　　　　　　　．　　　　－′、二′　　　ノ　′ノ　、．

′′　　ノヽl　　　　　′　　　－　　　　　　　　′　　　一′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　、1

－　　　　・・　　　′　∴　　　　　　　　　　．、’　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　，．ノ　′・　′′

ノン．　′、　　　　′　′　．・言　　ノ′　　′′・′，　・、．′′．・′　　ノ　∴・　′　′　′　∫　　　′　′・′

受けて赤愛していることから　天井部の内側の部分と考えられる。袖部は良好に遣存してお酌　両袖部とも内

側が赤愛している。火床癖は　床面と同じ高さの平坦面を使用してお酌火熱を受けて赤愛している。煙道はプ

火床部から外懐して緩やかにタ　その後垂直に立ち上がる。

富士層解説

1黒　褐　色i‾ト∴粒J’・・焼津「「・炭化粒J一一・粘廿日∴砂粒少量

2　暗赤褐色　粘土粒子0砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子の焼土中ブロックの炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子の砂粒多量，焼土中ブロックぁ粘土粒子中量ク　ローム小ブロックのローム粒子の炭化粒子少量
4　酪赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子a焼土中ブロックや焼土粒子め炭化粒子少量
5　酪赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子の砂粒少量
（；黒　褐　色　tトー∴粒子・焼上粒j∴炭化粒jナ・′レ量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子さ廃土小ブロック0炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロックも焼土中ブロックも炭化粒子少量
り　暗　褐　色　「トー∴′トパ‾Jい′ケ・「トー∴粒子・焼津打ナー少量
用　にぷい赤褐色　ローム粒子多量夕　廃土粒子中量芦　ローム小ブロックe炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
は　暗赤褐色　ローム粒子0廃土粒子中量，ローム小ブロックさ焼土中ブロックの焼土中ブロック少量
12　黒　褐　色　ローム粒子0焼土粒子少量

′　　　∴日ノ　′　　　　＿　ノ　′　一、　一　′ノ′∴　ノ∴J　一言　．　‥　こ　一　一　′　ノ　　し　　′‘、′　　　　．∴′

規模から芦　主柱穴の可能性がある。㌘　は　長径渕cm　短径器機の楕円形　深さ娼cmで　南壁中央部の壁際に

位置することから，出入i‖「l施設に伴うど、、ノトと考．∵モノ）れる。

覆豊　6層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

－　21〔）一一一一



土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
6暗褐色ローム小プロック少量，焼土粒子・炭化物徴量

遺物　土師器片245点，石製晶1点（紡錘車），撹乱により混入した須恵器片31点，陶器片1点が出土している。

図示した遺物は，出土位置から，いずれも本跡に伴うものと考えられる。第144図1の土師器杯は，北東コー

ナー部の床面から正位で出土している。2の土師器椀は，北東コーナー部の床面と東壁際の覆土下層から出土

した破片が接合したものである。3の土師器高杯の脚部片は，北東コーナー寄りの覆土下層から出土している。

4の土師器饗は，竃東袖脇の床面と北東部の床面から出土した破片が接合したものである。5の紡錘車は，中

央部の床面から出土している。

所見　時期は，重複関係及び出土土器から，6世紀後薬から7世紀前葉と考えられる。

こ‾二、

第142図　第1123号住居跡出土遺物実測図

第1123号住居跡出土遺物観察表

L＿　　i i

0　　　　　　　　2cm

！　：　！

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第142図 杯 A　13．2休部・口緑部一部欠損。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40093
1

土　師　器

B　　3．8部は内攣して立ち上がり，口緑部横位のヘラ削り，内面横ナデ。内石英・赤色粒子 75％
との境に稜をもつ。口縁部は短く

直立する。

外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

PL215

2

椀 A　12．8 底部・休部一部欠損。平底。体部口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40094

土　師　器

B　　9．3 は内攣して立ち上がり，頚部は緩縦位のヘラ削り，下端横位のヘラ赤色粒子 50％

C　［6．9］やかにくびれ，口緑部は外反する。削り，内面へラナデ。 にぷい橙色，普通

3

高　　　杯B（8．3）脚部の破片。脚部は中空で，ラッ脚部外面へラナデ，内面へラ削り雲母・長石・石英・P40095

土　師　器

D［9．4］パ状に開く。 後ナデ。端部内・外面横ナデ。内・

外面赤彩。

赤色粒子

にぷい橙色，普通

20％

4

嚢 A　14．4 ロ緑部一部欠損。平底。休部は内口緑部，頸部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40096

土　師　器

B　14．5攣して立ち上がり，頭部は緩やか部外面斜位のヘラ磨き，内面へラ石英 90％

C　　8．6 にくびれ，口緑部は外反する。ナデ。 にぷい褐色，普通PL216

図版番号器　　種
計　　　　　測　　　　　値 】石質

特　　　　　　　 徴 備　　　考
径（clu）厚　さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第142図5紡　錘　車3．8 2．0 0，8 36．9 ホルンフェルス側面に縦位の線刻20条 Q40007　PL222
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第綱調号経腰掛　第摘　き摘図）

位置　調査　区の北部　狐摘飽区。

重複関係　北部を第m号住居に　南部を第m号住居に　東部を第掴号住居に　南西部を第58号掘立柱建

′　′　　　　－　　　　　　　　　　　　・．　∴　・

・　言　　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ー　　′、／こ、、、盲　　　　、

′、′′　　　′　′・　　　　　　　　　　′′・　　　　　　　　　　．′　　ノ　　　　　　′　三、　　　　．

定される。

、

壁　壁高は25～35臓でタ　ほぼ直立する。

・－l　　′　′　　′′　　　　　　′　　＝　　　　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　　　　　　　：

はU字形である。

－　ハ　′　、　・・′　　′　　　、ヽ、、　′　′′　　　　′

一　′　ノ　　′　　　　　′　　′　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

鮮¢m　両袖部幅鵬cmである。天井部は崩落してお酌圭層断面図中　第　層と第　層が粘土粒子を多量に含

・′′　　　′′　　　・・：′　　　　　　　　　′　　′　′　　　　′　　　　・　　′　　、

′　　　　ノ・　　′　　：　　　　　　′－　．　　　　　′　　　　　　　　　、　　　　　　　　：′′　　　　　′

′　　　　　　　　　　　ノ　′　　　　　　　　　　′　　　　　！′　′　　　　　　　　　　　　′　　′　－　　　・・ヽ

同じ高さまで充壊した乳　白色粘土を用いて構築されている。土層断面図中の第8層が，充壊した部分の土層

、　　　　　　・、　・！：　・　′　　　　′　　　′　　　　ご′、ノ′　、

立ち上がる。袖部の内胤　火床嵐　煙道田部は芦　火熱を受けて赤愛し，固くしまっている。

憲土層解説

i　暗　褐　色　ローム小ブロック0焼土粒子も炭化粒子の粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子0廃土小ブロックぁ廃土粒子せ炭化物も炭化粒子も粘土粒子少量
3　灰　褐　色　粘土粒子多量ぎ　ローム粒子e焼土中ブロックの焼土粒子や炭化物の炭化粒子少量
4　褐　灰　色　ローム粒子も焼土中ブロックゆ焼土粒子を粘土粒子少量

5　灰　赤　色　粘土粒子多鼠　廃土粒子車鼠　焼土中ブロックや焼土中ブロックも炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子0焼土粒子・粘土粒子少量
7　にぷい赤褐色　廃土粒子e粘土粒子中量芦　焼土中ブロック∵焼土中ブロック少量

8　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム中ブロックや粘土粒子中鼠　ローム小ブロックe焼土粒子や炭化粒子少量

覆豊　摘層からなる。にト∴ムブロックを含みタ　ブロック状に堆積していることからタ人為堆積と考えられる。

土層解説

ま　極暗褐色　ローム車ブロックeローム小ブロックもローム粒子少鼠廃土小ブロック∵廃土粒子を炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中鼠　ローム中ブロックe焼土中ブロックe焼土粒子微量
3　極酪褐色．ローム中ブロックのローム粒子少鼠　ローム小ブロックぷ焼土粒子を炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子の焼土粒子中農ク　ローム小ブロックめ炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

5　黒褐色　ローム車ブロックサローム小ブロックeローム粒子e廃土粒子少鼠炭化粒子も粘土粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック中農学　ローム小ブロック少量

7　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロックcローム粒子の焼土粒子か炭化粒子少鼠廃土小ブロック微量
8　黒褐色　ローム小ブロックu∴ローム粒子・焼土粒子を粘土粒子少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中豊，焼土粒子ず炭化粒子・粘土粒子少量
摘　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子ゆ廃土粒子凋占土粒子少量，焼土中ブロックも炭化粒子微量

遺物　土師器射消息土製品　点　紡錘車お撹乱によ　混入した須恵器片7嵐陶器片i意が出土している。

第摘図　の土師器杯鋸ま　竃の覆土上層から出土している。　の土師器葉柄も　竃手前の覆土中層から出土

している。3の紡錘車は，西壁際の覆土上層から出土している。

所見　時期はタ　重複関係及び出土土器から，6世紀後半と考えられる。
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④

第143回　第1133・1134号住居跡実測図

－222

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L i　　　［



0　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿二⊥＿＿＿＿＿＿＿」

第144図　第1133・1134号住居跡実測図，第1133号住居跡出土遺物実測図

第1133号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L－　　；　　　［

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第144図 坪 A［13．4］底部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子 P40115

1

土　師　器

B　　4．6 丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り後ナデ，内面横ナデ，一にぷい橙色 40％

口縁部との境に明瞭な稜をもつ。

口縁部は直立する。

部へラ磨き。内・外面黒色処理。普通 PL216

2

嚢 A［20．2］頚部から口緑部にかけての破片。口緑部，頸部内・外面横ナデ。砂粒・雲母・長石・P40116

土　師　器

B（5．7）頚部は緩やかにくびれ，口縁部は

外反する。端部は外上方へつまみ

上げられている。

石英

にぷい橙色

普通

5％

図版番号器　　撞
計　　　　　 測　　　　　 値

材　質 特　　　徴 胎土・色調 備　　　考
径（C皿）厚　さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第144図3紡　錘　車［6．6］ 3．1 ［0．8］ （73．5） 土製無文，丁寧なナデ長石・石英，橙色DP40㈱740％　PL220

第1134号住居跡（第143～145図）

位置　調査4区の北部，HlOfO区。

重複関係　北西部で第1133号住居跡を掘り込んでいる。中央部を第1135号住居に，北部を第1141号住居に，南

223－



ナ　　　ノ　　′　　　　、、′′ノー　′・′′一・　　　、　・、、′ノ　、′　　・ノ　　、　　．

込まれている。

、、　′‾　！．、　　′＼、・　・、、′、‥ノつ　一

′

‾　　－　J　、′　　′、　　　∴∵・．、′　′　′、

璧溝　竃部分を除き芦壁際を巡っている。上幅は～膵臓　下幅　～瓶m　深さ　～　臓で　断面形は閻字形で

ある。

床　ほぼ平坦でタ壁際を除きタ　よく踏み固められている。

竃　北西壁の中央部を壁外に32撒ほど掘り込んで芦　白色粘土と砂粒で構築されている。焚持部を第58号掘立柱

建物に掘り込まれているために　全容は不明である。規模は　火床部から煙道部までの長さ鍋¢m　両袖部幅

摘cmである。火床蘭は　床面から摘cmほど掘り　ばめられタ　浅い皿状を望している。煙道はタ　火床部から急

な傾斜で立ち上がる。袖部の内胤　火床面夕煙遠は芦　火熱を受けて赤変硬化している。

憲土層解説

l　仁ぷい赤褐色　砂粒中量，lト∴粒」∴焼上中∴′．、lト′ソ・焼‖J′守・炭化物・炭化粒十・粘悌（十′レ量
2　褐　　　　色　ローム粒子多鼠　砂粒中鼠　廃土粒子を粘土粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子0廃土小ブロックe廃土粒子0炭化粒子せ粘土粒子を砂粒少量
4　暗　褐　色　粘土粒子0砂粒中量，ローム小ブロックかローム粒子e廃土粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム車ブロックのローム小ブロックさロ…ム粒子0廃土小ブロック∵焼土粒子が炭化粒子少鼠　ローム太ブロック微量
6　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子。砂粒中農　焼土粒子0炭化粒子少量

7　酪赤褐色　ローム中ブロック∴∴ローム小ブロックもローム粒子か焼土中ブロック∵焼土中ブロック∵焼土粒子か炭化物e炭化粒子凋占土
粒j∴砂粒′レ量

8　暗赤褐色　焼土粒子中豊，ローム小ブロック・ローム粒子さ焼土中ブロック6炭化物0炭化粒子少量

一　　一　　　l・　　　ノ　　　　　′　　　　；f l、′　　．　・ノ　＝　　　　　　一　　　　　　　′

′′　　　　′・　　　　　　　′　　′：　′ノ　　　　　　　′′・ノ　．言　　　　ノ　　　、．　、′

際に位置していることから芦　出入りロ施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　摘層からなる。レンズ状に堆積していることからグ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

－1黒　褐　色

5　暗　褐　色

（う　黒　褐　色

γ　極暗褐色

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

「トー∵、粒丁・少量，

にト～ム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

・l‾‾了・∴＿′、粒子！レ量，炭化粒J’一微量

ローム小ブロック少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
やローム粒子が焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロックも焼土粒子少量，炭化粒子微量
もローム粒子少鼠　焼土粒子や炭化粒子微量
・ローム粒子・廃土粒子少量，炭化粒子微量

8　にぷい褐色　ローム粒子e粘土粒子中量，砂粒少量，焼土粒子微量

9　黒　褐　色　ローム小ブロックきローム粒子少鼠　ローム中ブロックや焼土粒子サ炭化粒子微量
摘　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子少量，ローム太ブロック教義

遺物　土師器片軋焦　土製品　点　紡錘車お撹乱によ　混入した須恵器片36点が出土している。第且45図1

と2の土師器杯はヲ　いずれも北コーナー寄りの床面から連位で出土している。3の土師器杯は芦　北コーナー部

の床面から連位で出土している。4の土師器捧片はタ　覆土中から出土している。5の土師器鉢片はタ　北西部の

覆土下層から出土している。6の土師器婆は竃手前の床面から土煙でつぶれた状態でタ　7の土師器甑は竃の北

東袖脇の床面から破片の状態で出土している。8の土製紡錘車は，中央部東寄りの床面から出土している。4

は健の土器と時期差がないことから，それ以外の遣物は出土位置からタいずれも本跡に伴うものと考えられる。

新風　木鉢及び本跡と重複関係にある第1臓号住居跡の竃は，白色粘土を用いて構築されている。付近からタ

同じような竃材を使用した住居跡はタ確認されていない。時期は，重複関係及び出土土器からプ　7世紀前半と

考えられる。

一一1－1224　－－－－－
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第145図　第1134号住居跡出土遺物実測図
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、　　　　　・　　　　′ノ／．．、y、、

図柄号　音　穫桓鵬転流）　 音形の特徴　　　 手法の特徴　　 胎土の色調8焼成　 備　 考

第摘姻　　 杯　　 Å　且3e8　体部朝練部一部欠損。丸底0体　目線部内の外面機ナデC体部外薗　砂粒も雲母を長石8　㌘硯結花％

†　　　　　　 8　5・8　部は内増して立ち上がり，目線部　構位のヘラ削りナ内面横ナデ∵内・赤色粒子　　　　 底部に数条の線刻

土　師　器　　　　　 との境に弱い稜を　つ0打線部は　外面黒色処理O　　　　　　　 にぶ磯褐色　　　 有勘砥石に転用

直立する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 ヵ

l
林　　 A圧用〕吠冊、ら目線部にかすて刷射「　＝緑部内・外面植ナデ、休部外面　砂粒・雲母・長有・Pの118

2　土師器B 4．6浩志蒜誇票農芸志孟宗豊，禁慧簑這孟霊舶桟ナデ0内ヴ警霊色　 壷％

打線部はわずかに内傾する「＋つ　　　　　　　　　　　 普通

林　　Å白・去　底部から目線部にかけて叫射「　目線部内・外面構ナデ∴休部外面　砂骨・霊母・長石・P着日川

3　土師器B406吾霊義持警票浣警霊浣警豊潤霊義認湘横ナデ0内の警霊橙色　滋％

は直立する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

林　　 A〔13圭　休部から目線部にかけての融廿「体　目線部内・外面構ナデ㍉休部外面　砂粒・雲母・長石・PJ田山

J　　　　　　　 H　再が　部は内増して立ち上がり，目線部と　横位のヘラ削り，内面構ナデ、　赤色粒子　　　　　 用％

士　師　器　　　　　 の境に稜をもつ∴目線部は直立する．　　　　　　　　　　　　　 橙私普通

鉢　　 A出・圭　休部から目線部にかけての融り「　目線部内・外面櫨ナう㍉休部外面　砂粒・雲母・長石・P」肥脚

土師芳川糾票霊警羞謡羞諾霊　 横位のヘラ削勘内面ナデ。 慧予　　 ％

部は外反する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 A「22・8］休部・目線部1部大乱休部は倒　目線乳頭部内・外面櫨ナデ∵体　砂粒・霊母・長石・P着日20

8　　　　　　　 8　乱8　卵形を呈し．頭部は緩やかにくび　部外面十位ナデ†中位以下縦位の　石英　　　　　　　 70％

士　師　器　し　8・0　れ、目線部は外反する㍉　　　　 ヘラ磨き†内面へラナデ十　　　 にぷい橙色，普通　PL去吊

軋　　Å　2砧　底部から目線部にかけての破r「　目線部内・外面横ナデ．休部外面　砂粒・雲母・長右・P右目封

7　　　　　　　 日　仕ぷ　無底式∴休部は内轡気味に外傾し　十半へラナデ，下半縦位のヘラ磨　右奥・赤色粒子　　50％

士　帥　器　し　出　て立ち十がり，＝緑部は外反する∴　き，内面へラナデ∴　　　　　　 仁ぷい褐色，普通　PL封6

噺器種径行撒恒。mラ；乱射。m）恒沌材質　特　徴　胎土0色調　備　考

第思霊園紡錘車ieつ　つ　をつ満つ土製畿；謡轟警ご、霊霊孟赤線子鹿笠霊。

′　　　　　．　　ノ　　　　　　　′　′．

′．、　′、ノ∴．　　　＼．こ

′，′　　、－．．′　′ノ了　　∴　㌧　一　　　　　′　ノ　　　′　∴　　ノ・・′ノ　　′

：・．　′　　　　ノ　　　　二，′　．ノ　　　′

、　　　　′　、・、，、／　　　，　！′　ク　　　′

主軸方向　N－70　－ⅥJ

′、　　　ノ、′　　　　　　　　′　ノ

壁溝　竃部分を除きタ壁際を巡っている。上幅摘～腕m　下幅　～腕m　深さ　～は。皿で　断面形はU字形で

ある。

一　′　　・一一．ニ：′・！’．．′、．ノ′

農　道存状態が悪も北壁中央部の壁際から火床商が確認できただけである。付近の床面に粘土粒子や砂粒が

散在していることから　砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は　径純血ほどの円形で　床面と同

′　′．　－　′　′し．　　　　′

、ノ　′　　1　、　、　　　．‥ご’、′　ノ′、、＿　ノ　　壬　　′、、、、、．′．　　′　　′′

′’・′　fl　‾、‾　／ノ　　1　　、’′　「．‥′・′　　　日工：／∴′　　了く　　　’1：・　′

㌘6は径腕mの抒形，深さ錮粗である。いずれも南壁中央部の壁際に位置しタ住居の主軸と同じ方向に並ぶこ

1－1一一一一　226一一l一一一一一一
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第146図　第1139号住居跡実測図
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とから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は，径34cmの円形，深さ46cmで，PlとP2のはぼ中

間に位置していることから，補助柱穴と考えられる。P8は，径40cmの円形，深さ23C皿で，P2の北西側20cm

の距離に位置しており，性格は不明である。

貯蔵穴　竃と東壁の間で確認された。長径101cm，短径84cmの楕円形で，深さ49cmである。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片51点，撹乱により混入した須恵器片2点，陶器片2点が出土している。第147図1の土師器杯

は，南壁際の壁溝から正位で出土している。2の土師器杯は，南西コーナー部の床面から出土した破片が接合

したものである。3の土師器壷は，南壁際中央の床面から正位で出土している。

所見　時期は，住居の形態や出土土器から，6世紀後半と考えられる。

第147図　第1139号住居跡出土遺物実測図

第1139号住居跡出土遺物観察表

三二‾二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第147図 杯

土　師　器

A　13．3 口縁部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40133

1 B　　5．4 攣して立ち上がり，口縁部との境に横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・赤色粒子 90％

明瞭な稜をもつ。口緑部は直立する。外面黒色処理。 にぷい貴橙色，普通PL216

2

杯

土　師　器

A［12．2］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体那外面砂粒・雲母・長石・P40134

B（5．1）体部は内攣して立ち上がり，口緑横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・石英・赤色粒子 60％

部との境に明瞭な稜をもつ。口緑

部は内傾する。

外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

3

宝E

土　師　器

A［8．1］底部からロ緑部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40135

B　　9．8 丸底。体部はやや扁平な球形を呈横位のヘラ削り，内面横位のヘラ石英・赤色粒子 50％

し，口縁部は短く直立する。 ナデ。 明赤褐色，普通 PL216

第1144号住居跡（第148～150図）

位置　調査4区の北部，HlOh9区。

重複関係　北西部で第1119号住居跡を，北東部で第1134号住居跡を掘り込んでいる。北東部を第58号掘立柱建

物に，北東部の覆土を第1135号住居に，南西部を第1140・1142号住居，第747号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．05m，短軸5．70mの方形である。

主軸方向　N－80　－W
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璧　壁高は頴～詔臓で　ほぼ直立する。

－　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ある。

、　　　　　　、

′　　　′　　一・、　　　　′　　　　　　　　　し　　　′

′　　　　　、　′　　　　　．　　′　　　　ノ　　　　　　　　　く　　　，　　　　　　　　　　′　ノ　′　　′′

I′　　　′　　　　　　　　　　　ヽヽ　　　－　　　　　　　　　　　　′、　ノ　　　　　′　　一

床面は　床面と同じ高さの平坦商を使用してお酌　火熱を受けて赤変硬化している。煙道は　火床部から外傾

して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

l　暗褐色トト一一∵＼′ト′、、lh・：・・′・lト∴粒j∴粘‖！′つ∴砂半捗臨　場上中一事、、∴！∵歳仕斗「白微量
2　暗褐色

3　灰褐色
11　黒　栂「邑
5　暗褐色
抗　灰褐色

嘉　褐　色

粘土粒子4砂粒中農声　ロ…ム粒子の焼土粒子の炭化粒子少量

粘土粒子の砂粒多量，廃土粒子教義

ローム粒子を焼土粒子あ炭化粒子も砂粒微量

ローム小ブロック∴∴ローム粒子の廃土粒子さ炭化粒子少量

粘土粒子中量タ　ローム粒子の廃土粒子少量

ローム粒子多量芦　ローム小ブロック中量

8　暗赤褐色　ローム粒子や焼土中ブロック∵焼土中ブロックの焼土粒予め炭化物さ炭化粒子も砂粒少量
9　黒褐色　炭化粒子少鼠　ローム粒子さ廃土粒子も粘土粒子や砂粒微量

∴’′　　　　　　ニ　．　　　　　　　　　　一　　′、

′ニ　′　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　、　　‾　　　　　　　′　　　　　　′・／　′　′

′ノ　　　　′　　　　　　　　’　　　　　　　　　ノ　　　　　∴　、、、　　、　　′

′　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、－　　　　　　ノ

′　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　・・

′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　′　一　　　′

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　′　　　　　′

上層解説

1暗褐色　け一一一∴′「パ1、、′ソ・lト∴粒J∴焼巨トノ“11、りソ・焼‖1亘つ封じ粒J－・′レ量

ご　暗褐色lト∴小一′′、tト1′ソ・「ト∴粒J‾－1・焼津打・日射ヒ粒「少量

：1暗褐色l－‾ト∴L巨ノ′日、‥ソ・「ト∴中ソ、L‾丁、・・′ソ・「ト∴粒J「・・焼月、ソ。、lナン・埴土粒千・歳化物・炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック7ぁロト∴ム小ブロックの焼土中ブロック∵焼土粒子も炭化物8炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロックe∴ローム粒子少鼠　廃土粒子e炭化粒子の砂粒微量

6　暗赤褐色　廃土粒子中豊，にト…ム粒子少量芦　ローム小ブロック微量

′　　　　　　′　　　　　　　　′－　　　　　　ノ　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′

意が出土している。出漉した土器のほとんどは覆土中層や上層から出土してお酌寒路の廃絶後に投棄された

ノ　　　l　ノ　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　′　　　　　　　　J′　　′′　　　　　′　　　　　　　　　　ノノ

、　　　　　　　・h　′、′ノ　・　　　　　　　　　　　　∴　・ノ　′．　・　　．　ノ、　　　　′

で芦　5の須恵器杯は東壁際の覆土下層から横位で出土している。6の須恵器高台付郷鋸ま覆土中からタ　7の須

′、　　　　　　　　　‘ノ′　　′　　　　　二　．　　　．．′′．　、．、　　′、′　　′　　　　′　　　′．

圭した破片が接合したものである。9と臓の土師器婆は浮いずれも㌘　の底面から破片の状態で出土している。

‥　′　　　　；′　ノ′・．、－　ノ　ノ　　ノ　′　　　　　　∴　ノ′′　　・．′′　′′．．・・′ノ・　　　　．・　　∴

ノ　　′　∫　′：・′　ノ　′∴　　　　　　　　′　　　　ノ、′’′．′′′′　　′．‥　　　′　′‘′、一

品は南部の床面から夢　路の不明鉄製品は西部の覆土中層からそれぞれ出土している。

．、′　　　　．‥　′・　　　　　′・・．　　ノご　・′′　　1　、′　′

一一一一　229、－－－
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第150図　第1144号住居跡出土遺物実測図（2）

第1144号住居跡出土遺物観察表

∵留－

0　　　　　　　　　　5cm

！　　；＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第149図杯 A［14．3］底部からロ緑部にかけての破片。口緑部内・外面梼ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40148

1 B（3．8）丸底。体部は内轡して立ち上がり，不定方向のヘラ削り，内面横ナデ。赤色粒子 40％

土　師　器 ロ緑部との境に弱い稜をもつ。口

緑部は外傾する。

内・外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

2

杯 A［15．2］底部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40149

B（4．1）丸底。体部は内野して立ち上がり，横位のヘラ削り．内面横ナデ。内・赤色粒子 25％

土　師　器 口緑部との境に弱い稜をもつ。ロ

緑部は外反する。

外面黒色処理。 明赤褐色

普通

3

珂：A［13，8］底部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40150

B（4．2）丸底。体部は内攣して立ち上がり，横位のヘラ削り．内面横ナデ。内・赤色粒子 20％

土　師　器 口縁部との境に明瞭な稜をもつ。

ロ緑部は外反する。

外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

4

杯

須　恵　器

A　15．2完形。丸みをもつ平底。休部は外ロ縁部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40151

B　　5．0

C　　9．4

傾して立ち上がり，口緑弧こ至る。底部回転へラ削り。 石英

灰白色，普通

100％

PL216

5

杯

須　恵　器

A　　8．0完形。丸みをもつ平底。体部は外ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40152

B　　4．1

C　　5．2

傾して立ち上がり，口緑部に至る。底部1方向のヘラナデ。 石英

灰色，普通

100％

PL216

6

高台付杯A［14．4］高台部から口縁部にかけての破片。ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。緻密 P40153

B　　46平底。断面方形の短い高台が付く。底部回転へラ削り後，高台貼り付灰白色 40％

須　恵　器D［10．4］

E　　O．5

体部は外傾して立ち上がり，口緑

部に至る。

け。 良好 PL216

7

蓋 A［17．0］天井部からロ縁部にかけての破片。天井部回転へラ削り。外周部，口砂粒・雲母・長石・P40154

B（2．5）天井部は伏せ皿状で，口緑部内面緑部ロクロナデ。 石英 40％

須　恵　器 に短いかえりが付く。 灰黄色，普通 PL217

8

鉢 A　21．8底部から口緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・赤色粒P40155

B　　7．5平底。体部は内攣気味に外傾して横位のヘラ削り，内面横位のヘラ子 60％

土　師　器C　　9．2立ち上がり，ロ緑部との境に弱い

稜をもつ。ロ緑部は外傾する。

ナデ。 明赤褐色

普通

PL216

第150図要

土　師　器

B（22．4）底部から体部にかけての破片。平体部外面縦位のへラ磨き，内面横砂粒・雲母・石英・P40156

9 C［10．4］底。体部は倒卵形を呈する。位のヘラナデ。
赤色粒子

にぷい褐色，普通

30％

第149図嚢 A　17．9体部からロ緑部にかけての破片。体ロ緑部，頚部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40157

10 B（15．0）部は内野して立ち上がり，頚部は領
部外面縦位のヘラ削り，内面横位赤色粒子 50％

土　師　器 やかにくびれ，口緑部は外反する。のヘラナデ。 明赤褐色，普通PL217

11

襲

土　師　器

A［23．0］体部から口縁部にかナての破片。体口緑部，頸部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40158

B（8．1）部は内管して立ち上がり，頚部は磋

やかにくびれ　口緑部は外反する。

部内・外面ナデ。 石英

橙色，普通

10％

一232一



図版番号　 器　 穫　 測億つcn　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 始ま の色調 の焼成　 備 考

第 亜図　　 婆　　 蓋　 時　 底部から倦部にかけての破片〇平　 僻 β夕摘 斜位のヘラ磨凱 内面横　 砂粒 サ雲母 の長石 の　㌘硯 59

は　　　　　　 し　 根　 底∴休部は内曾して立ち上がる∴　 位のヘラナう㍉ 底部木葉症　　　 右奥　　　　　 10％

土　 師　 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色　 普通

日　 面　 硯　 H 高 車　 脚台部の似 「 中位に方彬または　 抑台部内・外面ロクロナデ∴透か　 雲母・長石・右奥　 P」0160

鼠3　須恵芳信鵬 雷孟宗孟警霊孟雷雲雷志苦霊還送号し乳はヘラ切り。　　 霊霊色　　 芸讐216
巡 り．内面 に沈線 1 条が巡 る∴

図版番号　 器
計

種
長　さk m）

測 植

重 量（g ）　 特　　 徴　　　 胎士の色調
備　　　　 考

後　 転m→

i第攣爛鱒 支 郷 i （且時
丘畑 細 も鵬　　 下端がラッパ状に広がる腎柱状　げ　 醜 載 せ石英　黄橙色 D P 」・0000　 P Lヱ用

図版番号　 器
穫　　　 計　　　 測　　　 値 i

材　　 質 特　　　　 徴　　　　　 備　　 考
全長km　　 幅　毎　　 厚 さ毎） 登靂弓g）

墾 胤 頼 軋 」 聖 」 二 重 コ 「 諒 「 「 壷
鉄 一端が肥厚する棒状．鉱の茎部カ　M細川　Pは21

蟻　　 不 痙 曇 堅 」 二 重 コ ＝ ヰ 「 「 嘉
鉄　 ；踊方蜘楓 数の茎部又は紡錘の軸ヵiM胤 9 聖と22鼠

．r　　　　　　　　　　′　　　　　　′　′、

′′　－　　　　　　　　　　′

′　　　　一　　　　′　　　　　　　　　　ノ′ノ　′　、′

主軸方向　N－：ノミ0　－W

t′

l　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　l・′　　　　　　　．・

ある。

′　　　　　　　　、　′　　ノ　　　・・′．′、′　ノ・ノ・：′′　　　′　．ノ　ノ′ノー　ノ′＼．′　′

′・　　′　　　′　　　　　　　′′　　、　　　′・　　　　′′、、　＼－　′　　、：、　′

主　　ノ′　　　′ノ　、′′・∴　　　　：！l L／．．・′′∴′．∴　　・、　、　・へ

ノ　　ノ　　　　　　　・：’・　ノ・′′　ン　′・、′　ノ　　　　′′．・　一　／　′　　　　′．

′　　　ノ　了－、′ノ’　　′・′　′＼′′、′′／∴′－　∴　∴こ　ノー’　ノ．′！ら′．－ノノ　・′′　　．′：一、．

さ摘cm　両袖部幅は¢血である0天井部は崩落してお酌土層断面図中　第　層が粘土粒子や砂粒を多量に含

んでいることから　崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存してお酌内側が火熱を受けて赤愛している。火

・’J　　　‾　　　′、‥・′′　′′　　′′　′∴′′′　　・∴　　・　　′、．ノ　ノ

傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色lト∴粒J’・・焼巨ト十十ト、′ソ・埴上粒十・歳化粒J▼一・粘‖1可微量
2　暗　褐　色lトム粒J’・・焼」小一ノ、IJ、リソ・焼日量守・炭化粒十・粘上粒J′一・砂粒′蟻‥
3　暗　褐　色　粘土粒子の砂粒中量，廃土粒子少量夕炭化粒子微量
4　灰　黄　褐　色　粘土粒子ゆ砂粒多量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子中量，ローム小ブロックの粘土粒子を砂粒少量
6　極暗褐色　ローム小ブロック∵廃土小ブロック∵廃土粒子す粘土粒子e砂粒少量
7　暗赤褐色　廃土粒子多量夕　砂粒少量

8　灰　褐　色　粘土粒子中農　ローム粒子ヴ焼土中ブロックが焼土中ブロック∵廃土粒子ぬ砂粒少量
9　にぷい赤褐色　ローム粒子多鼠ローム小ブロック中鼠焼土中ブロックe焼土中ブロックゆ焼土粒子少量

ノ　　　　　　　　　　　′－′　　　　　　　　　．　　　　′′　‥ノ

は　暗赤褐色　焼土粒子多鼠廃土小ブロック・粘土粒子の砂粒中鼠ローム粒子ザ焼土中ブロックe炭化粒子少鼠廃土太ブロック微量

一一・一一一2：う：う　‥一一一
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、　ノ・・　′　く　ニ　　　　　　　　　′、　　　′　．′く′　′、　′∴．く．、．、

・・　、、　　　　ノ′∴　　　　　1、、　′　　′、′’、　　　′∴′　　了l　ニ‥　′－、・：∴、

′ノ　　　　　　′　　　　、－　′　　　　　′ノ　　・　　　　′　！　ノ．　　′　　、．く　∴　　′、．′く、、、こ　′

一　　　　　　　　　、　、　′、、′ノ、　　　　二　、、　　　　　　　　　　　　′、．　一　二・

′　　　　　′　　　　、　　　　　　　′、　　′　　．、　・、　二°　　′′　′

‾　　　　　　　　　‘′　′、　　、、　　　　　′・′　　′．、－　、∴、．、　ノ　二　′・　　′

ある。底面は平坦で芦　壁は外懐して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

i　褐　　色　ローム粒子多鼠　にト∴存小ブロック中豊ク　ローム太ブロックやローム車ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量ク　ローム小ブロックや廃土粒子8炭化物の炭化粒予少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中量，ローム小ブロックの炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多農タ　ローム小ブロック中量

5　暗赤褐色　焼土粒子や炭化粒子多量，ローム粒子の焼土中ブロックe炭化物中量，ローム小ブロック少量

6　暗赤褐色　ローム粒子8廃土粒子中鼠　ローム中ブロックt∴ローム小ブロック∵焼土中ブロックを焼土中ブロックe炭化物e炭化粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量芦　ロ…ム小ブロック中量芦　ローム中ブロック少量

8　灰褐色　ローム小ブロックをローム粒子中量芦　粘土粒子e砂粒少量

′　　　　　　　　　　　　　　′、　　　　　　　・　・　　　‥．　　　　　ノー　′ノ　′　　　　　．　臥　・・

ノ　　　　ノ　　　　　　　　ー′、、′1　′　、′ノ

土層解説

1黒褐色l‾ト∴一年ブ日、りソ・tト∴小一ノカ、りツ・；二ト∴粒子・焼－l二中ソ「1、、ノア・焼‖勘∴炭化物・炭化粒十塙与：
2　黒褐色　ローム小ブロック・∴ローム粒子さ炭化粒子少量

3　暗褐色　ロ…ム粒子中農ク　ローム中プロ、ソクやロ如…ム小ブロックも焼土粒子め炭化粒子少農

4　黒褐色　ローム車ブロック0ローム小ブロックやローム粒子6廃土粒子0炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム太ブロックやローム中ブロックもローム小ブロックさローム粒子少量

6　黒褐色　ローム中ブロックt∴ローム小ブロックoローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックぜローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム太ブロック微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックかローム粒子少量

摘　暗褐色　ローム粒子多量蟄　ローム小ブロック中量ブ　ローム車ブロック少量

は　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量

12　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，ロームやブロック微量

l！】暗褐色　口∴！、′トブ＝、、′ツ・「ト∴粒ナ中量，＝－∴中ソ「コ、、ノソ微量

摘　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子e粘土粒子少量
蟻　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中鼠　焼土中ブロック・炭化粒子0粘土粒子・砂粒少量

遺物　土師器尉鋸意　須恵器片　息鉄器　点（鉄工土製品　点　支那），混入した古墳時代前期の土師器

片摘点　撹乱によ　混入した須恵器片9点が出土している。土器のほとんどが芦　覆土中層や上層から出土して

おりタ　それらは木鉢の廃絶後に投棄されたか，混入したと考えられる。一方，覆土下層や床面から出土した遣

物は汐竃や貯蔵穴付近に集中している。第蟻　や蟻図　の土師器杯片は　東壁際の覆土下層から出土している。

2の土師器庫は北西コーナー部の覆土中層から連位で，3の土師器杯は竃東袖脇の床面から正位で芦　4の土師

器杯は中央部南東寄りの床面から正位でそれぞれ出土している。5の土師器杯はタ竃手前の床面と北西コーナー

部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。6の土師器杯は竃の火床面から正位で，7の土師器堺

は北東コーナー寄りの床面から正位で出土している。8の土師器杯片は，中央部の床面から出土している。9

の土師器椀は芦　北東コーナー部の床面から正位で出土している。用の土師器鉢片は，貯蔵穴の覆土下層から出

土している。11の土師器要はタ　竃の火床面からロ線部を南に向けた斜位の状態で出土しており，体部下半に炭

化物が付着している。Ⅲの周囲から天井部の崩落土と考えられる粘土粒子や砂粒が多量に検出され，その南側

から支脚が出土していることから芦　竃に据えられていた婆が天井部の崩落とともに落下したと考えられる。12

の土師器婆片はタ貯蔵穴の覆土下層から出土している。臓の土師器甑は　中央部の覆土中層と北西部の覆土下

層及び床面から出土した破片が接合したものである。Ⅲの須恵器提瓶片は北西部の覆土中から，蟻の支脚は竃

手前の床面から横位でタ　蟻の銑鉢は中央都南寄　の床面から出土している。
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所見　本跡の竃や貯蔵穴の周辺から土器が集中して出土していることや床面を仕切るように溝が確認されてい

ることから，生活空間を使い分けていたことが想定される0時期は，出土土器から，6世紀後葉から7世紀前

葉と考えられる。

第153図　第1145号住居跡出土遺物実測図
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第漫摘　骨健屠抄出丑遺物観察東

図版番号 券　種 計測値磁　　　　器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼IJk 備　　　考

竿∴樟［…　　　　　 i船褐色夕普通i曇罠：：

2　　 監蟹謹製濫愛顧墾霞霊電
豊年　　 1　 日．0　 日緑部1 部太損＋　丸底＋　休部は内　 目線部内・外面梼ナデ＋休部外面　 砂粒・雲母 ・長右・ P L刷 63

つ土師署投二遽還還遽簑簑遽簑毅誓竿㍉贋霊㌫轟‰
捧　　 A　眩8　 打線部一部欠損。丸底。倦部は内　描線部内の外面横ナデ。体部涌　 砂粒ゆ雲母ゆ長石の序都路複

4　 土 師 器iB 4やつ 器浣霊霊 議 霊 豊 に禁 簑孟認 ㌘内面桟ナデ0内の票 霊 橙色 普通 警 飢6

琢　　 Å　摘0言 打線部一部欠損0 丸底。体部は内　田緑部内の外商横ナデ。体部外薗 砂粒0雲母の長石の序磯蟻5

う　　　　　　 IH　↓∫　 曾して立ち上が上　目緑部との境に　横位のヘラ削り膏面楯ナデつ年　 赤色粒子　　　　　 州％
十　帥　器　　　　　　 弱い綾をむつ　目線部は再伸する∵　　外面黒色処理∴　　　　　　　　　 橙色，普通　　　　 P L2用

6 i土≡器i孟思芸…雲　　 iラ磨き。内。外商黒色処理。 i曇誓：；；

7士≡音声芸…攫窯窯嘉誓警堅≡≡恵整髪≡≡≡羞藍軍票孟宗警禁買窯彙蓋瀾ゆ曇誓；；；
直立する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

塚　 Å 相。 打嫁部一部鯛 。丸嵐 僻 は内攣極 縁部内の外商横ナデ。僻 外面 砂粒の雲母滅 石「子 閲帽

8　　　　　　 つミ＋ 王J jして立ち十がリ，目線部との境に明　植位のヘラ削り朝面概ナデつ年　 赤色粒子　　　　 80％

十　 舶　 器　　　　　　 瞭な綾をもり．目線部は直十十も　　 外面黒色処理．　　　　　　　　 にぷい賞橙色　普通　 P LJに

椀　　　 A　D を離　 俗部も打線部一部欠損。平底。体　 描線部内のタ摘横ナデ。倦部外面　 砂粒の雲母の長石　　 ㌘朝蟻9

土師器隼 憲薫窯警萎誓挙 漂警方向のヘラ削働 ナ昏橙色　 警劉7

i
鉢　　　 Å　 摘。　 倦部を打線部…瓜部彪損。丸底。体　 打線部内 あ夕涌 横ナデ。体部 涌　 砂粒 の雲母も長石 0　㌘親 閲

且の…土師器B 9の3　警崇霊警志孟悪霊若雷怨霊漂豊竃‰禁監農霊㌘　漂‰
は面頃する＋　　　　　　　　　　 両・外面黒色処理∵　　　　　　　 普通

第譜　婆　は慧怒豊謂㌶語忠恕窓盈智恵曾碧
士　 師　 器　 し　 応　 にくびれ，目線部は外反する∴　　 磨き，内面へラナデ∴　　　　　　 暗吠黄色，普通　　 P L2号

第日ゴ図　　　 悪　　　 ∴　雄）亘　 休部から目線部にかけての破片．体　 目線部，頭部内・外面碩ナデ∴体　 砂粒・雲母・長有・ P lO172

は　　　　　　　　 り （＝　 領土内曾して千七十がり∴頭部は載　部内・外面横位のへラナデ∴　　　 右奥・赤色粒子　　 川％

土　 師　器　　　　　　 やかに　ぴれ　打線部は外圧する0　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　 普通

第日図　　　 軌　　　 A　 開　 成部・休部一部欠損㍉　無吠式∵体　 目線部内・外面植ナデ．体部外面　砂粒・雲母・長石・日当0173

H　悲痛　 部は内攣気味に外陣して立ち十が　 工半へラナデ，下半縦位のヘラ磨　右奥　　　　　　　　 70％

13　　 士　 師　 器　 し　 0．3　　 り，十半はほぼ直立する＋　目線部　 き，内面へラナデ十　　　　　　　 にぷい黄橙色　　　　 P L 217

は外反し　端部は外十方へ／〕まみ　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

「・一一とげられている。　　　 i

摘　 恵 霊 狛 ま辛 部の破片0 体部は礪 するつ 讐 薗カキ目調整 内面ログ纏 譜 好 i‡芸 竺 …

図版番車 垂 i 計 潮 重器 ） 特　 徴　　 胎士の色調　　 備　 考
当 長さ玩m） 径　行の

第蟻囲且　支 肺i 且582 ［ 9む且 恒 媚のi 巨端がラツ欄に広がる梱状抒 楯儲 浦風にぷ撥色恒 胤 の㌘L霊の

図柄号 音 種 馴 踊議 遠 。nj繍 函 議 さ（。nラ重量ね）材質　 特　 徴
備　　　　 考

攣 塑 」 整 」 堂 止 墾 止 墾 江 華 日 誌十五 千 彿 丁 可 三角形巌。姦身吾陶質髄。
MJIOO20　PL221
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第綱鍼号鰻腰掛　第蟻　0蟻図）

位置　調査　区の北部　H捕逸区。

†　、　　、　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　′，　　　J　　′　　　　　　′

′　　　　・　　　　　　　′．！

ノ　　　　　・・

璧　壁高は摘～霊cmで　ほぼ直立する。

′・′　　　　　　‥　　　　　　　　　　、　　　　　　　′．、、　一　　　つ′　　　壬

ある。

’′’　　　‥：　　　　　、、、．　一、．

－　　　　　　′・　　　　　　　　　　　　　′′　′　　・・　　　　　　：　、．．　′　　・

′　′　　　　　　　、　′　ノ′′′′　　′　　　　　′　‥′　／く　　二′　－　　　　ノ　　・′′

を受けて赤愛している。煙道は　火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

温　黒　褐　色　ローム粒子や焼土粒子も炭化粒子少量

2　暗　褐　色　粘土粒子の砂粒車鼠　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロックぉローム粒子e廃土小ブロック∵廃土粒子少量
・1暗　褐　色「ト∴粒J∴焼上粒了∴粘再打・・砂粒′レ品

5　褐　　色　粘土粒子も砂粒多鼠廃土小ブロック∵廃土粒子の炭化粒子少量
（う　暗　褐　色lトム粒J′・・焼巨十ブH、、ノン・鳩目拉十・歳化粒つ∴粘日立千・砂粒少量
7　暗赤褐色　廃土粒子や粘土粒子ゆ砂粒車鼠廃土小ブロックや炭化粒子少量

8　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム粒子8焼土中ブロックの炭化粒子の砂粒少量
9　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　ロ…ム粒子ゆ廃土小ブロックも炭化粒子微量

一　　　　　　　　　　　一　　　　・　　　　　　′′、　′′　′′　　　÷　　′　　　　′　・　　　　　　∵　′

′　　　′　　　　　　　′′　′　　　′　　　　　　・′　　い

′′　・　　　′　∴　′　　　　′・　　ノ　　′、　′′′　′ノ・′l′ノ・′　′　　イ　　′‥ノ

ピット土層解説

且　極暗褐色・ローム小ブロックゆローム粒子が焼土中ブロック0焼土中ブロック∵焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム車ブロックゆローム小ブロックのローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム太ブロックもローム中ブロックさローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム車ブロック‘・Eトム小ブロック中豊，ローム太ブロック少量
う　黒褐色；‾‾ト∴′トブトト、ノン・Iト∴粒子・炭化粒‾j’ム少量

覆豊　蟻層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色lト∴粒巨「一品　rト∴′ト7十了、リソ′レ量

2　黒褐色トト∴′、一年‾ノ、、ロ・リ．ノ・Iト∴′「‾r′′、日、ソソ・lト∵、粒J’・少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　酪赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム小ブロック。ローム粒子の廃土小ブロックの炭化粒子少量

5　暗褐色　ロ…ム粒子中豊ク　ローム小ブロックe廃土小ブロック∵賂土粒子や炭化粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子め炭化粒子少量
「　黒褐色　ロー∴∴粒j‥・・炭化粒ナ′レ是

8　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量

9　黒褐色L Eトニム中ブロックのローム小ブロック・ローム粒子の焼土粒子や炭化粒子少量

摘　黒褐色　ローム小ブロック8ローム粒子の焼土中ブロック・炭化粒子少量

は　暗褐色　ローム小ブロック中鼠ローム車ブロックさローム粒子e廃土小ブロックさ焼土粒子8炭化物や炭化粒子少量
12　暗褐色　にトーム粒子中農　ローム小ブロック∵焼土粒子の炭化粒子少量
1：1黒　褐　色　し‾ト∴ノ′、粒j二一微量

摘　暗褐色　ローム粒子や鼠　ローム車ブロック・ローム小ブロック少量

蟻　暗褐色　ロ…ム粒子中農　ローム車ブロックのローム小ブロックや焼土粒子。炭化物や炭化粒子少量
摘暗褐色ローム粒予多量芦ローム小ブロッグ車農

遺物　土師器射弱点が出土している。第蟻　も蟻図　の土師器杯片は南東部の覆土中から，2の土師器婆片

は北壁際の床面から出土している。の土師器整鋸ま　南壁際の床面と中央部の床面から出土した破片が接合

したものである0　4の土師器甑射ま南壁際の床面から汐　5の手捏土器鋸ま中央部の床面から出土している。

一一一一一一一1－…2：博一－一一



所見　時期は，重複関係と出土土器から，7世紀前半と考えられる。

∴

第154図　第1154号住居跡・出土遺物実測図
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第155図　第1154号住居跡出土遺物実測図

第1154号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 程 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第154図 杯 A ［1 2．7］ 底部から口縁部 にかけての破 片。 丸 ロ緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 02 13
1

土　 師　 器

B （3．0） 底。休部は内攣 して立ち上が り， 口 横位のヘ ラ削 り，内面横ナデ。内 ・ 赤色粒 子 2 0％

緑部は直立する。端部はやや尖る。 外面黒色処理。 にぷい橙色，普通

2

要

土　 師　 器

A ［17．0］

B （3．9）

口縁部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英 ・赤色粒子

明褐色，普通

P 40 2 14

10％

第 155図 嚢 B （12．8） 底部 か ら休部 にか けての破片。平 休部外 面縦位 のヘラ磨 き，内面横 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 215
3

土　 師　 器

C ［8．7］ 底。体部 は内攣 して立 ち上が る。 位 のヘラナデ。 石英

にぷい褐色，普通

2 5％

4

甑 A ［18．7］ 体部 ・口緑部一部欠損。無底式。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 2 16

土　 師　 器

B　 17．0 体部は内轡気味に外傾 して立ち上 縦位のヘ ラ削 り，内面指頭痕を残 石英 ・赤色粒子 70％

C　　 8．5 が り，口緑 部は外 反する。 す縦位のヘ ラナデ。 明褐色 ，普通 P L 2 16

5
手 捏 土 器 B （2．9） 底 部か ら体 部下端 にかけての破片。 体 部下端ナデ。底部木葉痕。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 40 26 7
土　 師　 器 C　　 5．7 平底。 にぷい赤褐色，普通 10％

第1155号住居跡（第156・157図）

位置　調査4区の北部，HlOi9区。

重複関係　北西部を第1142号住居に，南部を第1151号住居に，東部を第1153号住居に，西部を第1156号住居に，

北部を第23号地下式境に，南西コーナー部から北壁中央部にかけてを第60号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．65m，短軸5．62mの方形である。

主軸方向　N－180　－W

壁　壁高は5～24cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃部分を除き，壁際を巡っている0上幅16～21cm，下幅8～10cm，深さ7～9cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はば平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に，砂質粘土で構築されている。北部を第23号地下式境に掘り込まれているために，全容は

不明である0確認できた規模は，焚口部から火床部までの長さ52C皿，両袖部幅17lc皿である。火床面は，床面

から20cmはど掘りくぼめられて皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

1　241
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第156図　第1155号住居跡実測図
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3　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　極晴赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は，径72～75cmのはぼ円形で，深さ60～84cmである。いずれも各

コーナー寄りに位置していることから，主柱穴と考えられる。P5は，長径40C恥短径28cmの楕円形で，深さ

40cmである。両壁中央部の壁際に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は，

径30C皿の円形，深さ45C皿で，PlとP4の中間に位置していることから，補助柱穴と考えられる。

ピット土層解説

1黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量
6　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物　土師器片223点，鉄器1点（鎌），撹乱により混入した須恵器片12点，陶磁器片4点が出土している。第

157図1の土師器杯は中央部の床面から逆位で，2の土師器杯は中央部の床面から正位で出土している。3の

土師器杯片は中央部の床面から，4の土師器杯片は竃の覆土中から出土している。5の土師器整片は，竃手前

の覆土下層と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。6の土師器婆片はP3の確認面上か

ら，7の土師器賓片は中央部の床面から出土している。8の鎌は，中央部の覆土下層から出土している。いず

れも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，重複関係と出土土器から，6世紀後薬から7世紀前葉と考えられる。

ノ

0　　　　　　　　　5cm

トー－十　一一」

第157回　第1155号住居跡出土遺物実測図
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第漫蟻　骨健屠跡出立遺物観察表

図版番号　 器　 種　 計測億つ mラ　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 楷　 徴　　　 胎士 あ色調 ゑ焼成　 備
考

麓箪獲煎撃墜空軍空
捧　　　　　　　　　　　　　　　　　 持縁部内 0 タ摘 横ナデ。体部夕摘　 砂粒 せ雲母 の凝着 の　㌘朝飢8

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横位のヘラ削り†内面構ナナ　　 有英 ・赤色粒子　　 骨㌦
橙色

j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 i

3
嘗 薫 諾 群 雄 猥 譜 －‾‾‾‾ii嚢≡≡長石を管 9

棒　　 A H 部　 底部か ら描線 部にかけての破措0　 打線部 内 の外商横 ナデ。倦 部外 商　 砂粒 も雲母 あ長石 や　 ㌘爛霊の

4
H 〔時 JL吠＋体 舶 納 曾 して立ち上が り， 横位 のヘ ラ削 星 内面放射状 のへ　 右薬 ・赤色粒子　　 川％

土 師 器 …　　 票 監 禁 豊 富 り0 m 嫁部 ラ磨 0 内 の梱 色鯛 0　 豊這い黄橙 色 i

5 烏 謹 管暦 薫 蓋 慰 櫻 豊 豊 笠 餞 芸 ㌃ 筐
婆　　 A は痛　 体部から打線部にかけての破片0 捧　 持嫁部　 類部内 の外商横ナデ。体　 砂断 雲母 欄 石　 ㌘根 霊

6 土 師 音 義 脚 部は内攣して立ち上が軋 鋸 は綾 部 涌 横位のへラ削 湖 面横位 橙色　　　 摘％

やかにくび五　 日緑部は外反する∴　　 のヘラナデ∵　　　　　　　　　 普通

丁
烏 詳 華鷹 渠 ㌶ 漂 橙 警 測 欄 電 霊 ㌣ ㌍

図版番号　 器　 楯
計　　　　　 測　　　　　 健

材　　 質 井　　　　　 徴

i

楯　　　 考
全 長 k m　　 幅　 転m　　 厚 さ行路　 重 量 玩 ）

第持「図 8　　 鎌 緑の　　　　 組。郎　　　　 細部　　　 組 ．郎 鉄 曲刃鎌，刃部の破片 M JO把手　P 上霊†

第醐開署健腰跡　第蟻　や蟻図）

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

調査も北部は平成　年凰南部は平成摘年度と両年度にまたがりた。

′　　　　　・ノ　　　′　　　　　　　・∴

規模起平面形　平成　年度の調査区域は撹乱を受けてお酌全容は不明である。東西軸は潤mで　南北鰍豊

潤mだけが確認できた。南東ゆ南西コーナー部が直角であることやピットの配置から方形と推定される。

主軸方向　N－（）0

′　　　　　－′ノ　、　　　　　　　　′

′

′　　　一　　　　　′′　　　　　　　　　′

上幅翻～挽m　下幅　～腕m　深さ約　¢mで　断面形は閻字形をしている。性格は不明である。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　′

′

廃土粒子を中豊含み　下面が赤変硬化していることから　下面が火床面と考えられる。

2朋　－



憲土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土粒子中量

3　暗褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量
5　赤褐色　廃土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット13か所（Pl～P13）。Pl～P4は各コーナーから中央部寄りに位置し，径78～110。mの円形で，深

さ72～79cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5・P6は南壁際の中央部に位置している。P5

は長径50C皿，短径40cmの楕円形で，深さ24cmである。P6は径54cmの円形で，深さ25cmである。P5・P6は，

位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7～P13は，径20～50cmの円形で，深さ19～56。皿である。

性格は不明である。

第158図　第1159号住居跡実測図
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Pl～P6土層解説

1黒　褐　色　炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
3　塩暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多鼠焼土粒子・炭化粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量
10　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

11暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

覆土13層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
9　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
10　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
12　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量

13　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片122点，土製品1点（紡錘車），石製模造品2点（臼玉），撹乱により混入したとみられる須恵

器片1点が出土している。第159図に示した土器はすべて土師器である。1の杯は南壁際の床面から正位で，

2の杯は中央部から北東部寄りの床面から正位で出土している。3の杯は，中央部の覆土下層から出土した破

片2点と南西部の覆土中から出土した破片が接合したものである。4の杯は，中央部の覆土下層から出土して

いる。5のミニチュア土器は，南西部の覆土中から出土している。6の紡錘車は，南壁際の覆土下層から出土

している。7・8の臼玉は，北西部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

二一一：云

二5
l　　　　；　　＿」

第159図　第1159号住居跡出土遺物実測図
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第且蟻　号住居跡出土遺物観察表

図版番号　 器　 種 恒 則値 （cm）
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 譲「 焼成 備　　　 考

P 4 05 79
第 1 59図　　　 杯　　　 A 12．8 日録部一部欠損。 丸底。 体部 は内 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長右

l　　　　　　　　　　 B　　 4．4 攣して立ち上がり， 目線 部 との境 に へラ削 り，内面横 ナデ。 内面黒色 にぷい黄橙 色 9 9％
土　 師　 器 明瞭な稜 をもつ。 目線部は直立する。 処理。 普通 P L 2 17

ま不　　　 A 13．7 底部から目線部の破片。丸底。体部 目線部内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 58 0
2　　　　　　　　　　 B　　 4．6 は内攣 して立ち上 がり， 目線部 との ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。内 ・外 赤色粒子 70％
土　 師　 器 境に稜をもつ。 口縁部は直立する。 面黒色処理。 にぷ い橙色，普通 P L 2 17

埠　　　 A ［13．6］ 底部から目線部の破片。丸底。体部 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 05 8 1
3　　　　　　　　　 B （＆4） は内攣 して立 ち上が り， 日録部 との へラ削 り，内面横 ナデ。 内 ・外面 子 4 5％
土　 師　 器 境に稜 をもつ。 目線部は直立する。 黒色処理。 にぷい褐色，普通 P L 2 17

埠　　　 A ［1舶 ］ 体部から目線部にかけての破 片。 体 目線部内 e外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 40 58 2
4　　　　　　　　　 B （3．7） 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部 と ヘ ラ削 り後，へ ラナデ。内面横 ナ にぷい褐色 20％
土　 師　 器 の境に稜をもつ。目線部は直立する。 デ。内 ・外面黒色処理。 普通 P L 2 17
ミニチュア土 器 i A ［4．6］

婆形。体 部か ら目線 部にかけての 内 ・外 面ナデ。 砂粒 P 4 05 83
5　 土 師 器 B （4・5） 破片。体部 は内攣 して立 ち上が り 明赤褐色

普通

4 0％

P L 2 17頚部で くびれ， 目線部 は緩やか に

外反す る。

図版番号

l

器　　 種

‡ 計　　　　　 測　　　　　 値
材　 質 特　　　　 徴 胎士 ・色調 備　　　 考

径 （cm ） 厚　 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第159図 6 紡　 錘　 車 軋7 2ユ
0・9 i （29・3）

土　　 製 断面逆台形。外面へラ磨き。 砂粧 長石・石英，橙色 DP40506 50％　P L220

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 色　 調 特　　　　　 徴 備　　　 考
径 （cm ） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第 159図 7 臼　　　 玉 1．1 0．4 0．3 0．75 滑　　 石 灰　　 色 片面研磨。側面に刻み昌状の調整痕有り。 Q 40504　 P L 222

Q 40505　 P L 2228 臼　　　 玉
1・1 ！ 0・5

0．3 0．6 6 滑　　 石 灰　　 色 側面 に刻み 臼状の調整痕有 り。

第醐約号住居跡（第160～162図）

位置　調査4区の北東瓢‡10g5区。

重複関係　西部を第57号掘立柱建物と第8328833号土坑にタ南西コーナー部を第63号溝にそれぞれ掘り込まれ

ている。

規模と平面形　長軸8。20m，短軸8。00mの方形である。

主軸方向　N－260　－W

壁　壁高は用～22cmでタ　外傾して立ち上がる。
J

壁溝　全局している0規模は上幅18～25cm，下幅5～12cm，深さ約6軸で，断面形はU字形である。

床　はば平坦でありタ全体的に踏み固められている。南東壁から中央部寄りに，幅18～30cm，高さ約5cmの馬

の背状の高まりが見られる。出入り口施設の可能性が考えられる。北東壁下からP7に延びる溝a，南西壁下

からP4に延びる溝b，㌘5欄6を囲むように馬蹄形を皇する溝Cの3条が確認された。いずれも長さ96～

230cm，上幅10～20cm，下幅3～7cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である。性格は不明である。

竃　北西壁の中央部を壁外に70cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

133cm，両袖部幅123cmである0袖部は粘土粒子を多量に含んだ砂質粘土で構築されており，内側は赤変硬化し

ている。天井部は崩落しており，土層断面図中，第2・3・5層が粘土粒子を多く含むことから崩落土層と考

えられる。火床部は床面を20cmはど掘りくぼめた後，暗褐色土と暗赤褐色土を貼り，造られている。火床面は

火熱を受け，赤変硬化している。煙道は，外債して緩やかに立ち上がる。

一一1－－－－2471－－－一一一



義士層解説

1暗　褐　色　ロ…ム粒子中鼠　ロh∴ム小ブロック少量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子も粘土粒子中量，廃土小ブロック・廃土粒子0炭化粒子も砂粒少農
3　褐　　　色　ローム粒子多鼠粘土粒子中鼠焼土粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子や鼠廃土粒子・炭化粒子・砂粒少量
5　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロックも廃土粒子・粘土粒子中鼠砂粒少量
6　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，焼土中プロ、ソグ中鼠　ローム粒子・炭化粒子少量

7　暗赤褐色　廃土粒子中農，ロ…ム粒子や廃土小ブロック・炭化粒子少量
8　暗赤褐色　廃土粒子多鼠　焼土中プロ、リグ中量
9　暗赤褐色　廃土粒子中鼠焼土中ブロック・炭化粒子少量
摘　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロックe廃土粒子ゆ炭化粒子少量

は　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量
12　褐　　　色　ローム粒子中鼠焼土粒子凋占土粒子少量
13　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック・廃土小ブロック∵焼土粒子少量
14　にぷい赤褐色　にトーム粒子さ焼土粒子中鼠焼土中ブロック凋占士粒子少量

15　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中農　ローム小プロ、ソグ0焼土中ブロック・炭化粒子少量
16　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠焼土中ブロック少量
17　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子3砂粒少量
18　暗赤褐色　ローム粒子を廃土小ブロックを焼土粒子さ炭化粒子・粘土粒子少量
19　褐　　　色　ローム粒子中鼠廃土粒子・炭化粒子e粘土粒子少量

封　暗　褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子e焼土中ブロックサ焼土粒子も砂粒少量
2i　にぷい褐色　粘土粒子多鼠　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子や砂粒少量
22　黒　褐　色　ローム粒子p焼土中ブロックの焼土粒子e炭化物の炭化粒子少量
23　褐　　　色　粘土粒子多鼠　ロ…ム粒子中農焼土粒子6砂粒少量

24　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠焼土粒子a炭化粒子少量
25　暗　褐　色　ローム粒子車鼠　ロ…ム小ブロック∵廃土粒子3炭化粒子少量
26　暗赤褐色　ローム粒子も焼土粒子中鼠　ローム小ブロック少量
27　褐　　　色　ローム粒子多鼠焼士粒子e炭化粒子少量
28　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠焼土中ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量

29　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠焼土粒子少量

鰹も捕　51か所（㌘i～㌘51）。Pl～㌘射ま各コーナーからやや中央部寄りに位置し芦径80～95粗のほぼ潤

形で，深さ78～85粗である。規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘50㌘6ほ南壁際の中央部に位置してい

る。それぞれ長径撮mo購撒「短径黒服8㍍臓の楕円形でタ深さ38cmや23臓である0位置的に出入り口施設に

伴うピットと考えられる。㌘70㌘8ほそれぞれ径35粗の測粗の円形で芦深さ黒海㌫3校料である0いずれも規

模と配置から補助柱穴と考えられる。㌘9～㌘20は長径15～54cm，短径14～45cmの円形または楕円形で芦深さ

～腑。mである。性格は不明である。㌘2～㌘封は壁溝沿いに位置しており，径10～23粗の円形で，深さ8～

30臓である。位置的に壁柱穴の可能性が考えられる。

Pl～P6土層角等説

1暗褐色　ロ…ム小ブロックセロ…ム粒子0焼土粒子ず炭化粒子少量
2　褐　色　ロ…ム粒子中量，ローム小ブロックぁ焼土粒子も炭化粒子少量
3　黒褐色　ロ…ム小ブロックeロー…ム粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子8焼土粒子の炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロック。ロ…ム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロックすローム粒子や焼土粒子な炭化物e炭化粒子少量
8　暗褐色　ロ…ム粒子も粘土粒子中鼠　ローム小ブロックe焼土粒子e炭化粒子少量
9　暗褐色　ロ…ム小ブロックpローム粒子8焼土粒子少墓

相　暗褐色　ローム粒子車鼠　ローム車ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量
H　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
12　暗褐色　ロー∴ム小ブロックもローーム粒子中量，ローム中ブロックや炭化粒子少量
13　黒褐色
「1黒　褐　色

15　極暗褐色
16　暗褐色
17　黒褐　色
18　極暗褐色
19　暗褐色

ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロックもローム粒子‘焼土粒子・粘土粒子少量

ローム小ブロック0ローム粒子さ廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

しト∴小‾ブ「ト！ソ・lr∴粒J∴炭化物・炭住一粒「少量

ローム小ブロック・ロ…ム粒子中鼠　ローム車ブロック少量

ローム中ブロックeローム小ブロックe rコ｛一ム粒子・炭化粒子少量

にトーム中ブロック・ローーム小ブロックせローーム粒子・炭化粒子少量

にトーム粒子中量ブ　ローム中ブロック少量

貯蔵穴　竃と西壁の中間で確認された。北部が第57号掘立柱建物の㌘2に掘り込まれているため，全容は不明

だが，東西軸が90。皿で，南北軸は85cmと推定される。深さは撮mである。底面は平坦でタ壁は外傾して立ち上

がる。

一一　封　－1－ll
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貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロ…ム粒子少畳，ローム小ブロックが廃土粒子の炭化粒子さ粘土粒子教義

2　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量ア　廃土粒子0炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックを廃土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量プ［㌻一ム小ブロック微量

覆並　摘層からなる。ブロック状の堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックヰローム粒子の焼土粒子お炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック∴tユーム粒子の廃土粒子6炭化物の炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量芦　ローム小ブロックe炭化粒子少量

4　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロックやローム粒子8廃土小ブロック・焼土粒子少量

う　暗褐色Iト∴小一′′’＝、、′ソ・「ト∴粒川一品，頬つ当十十・歳仕斗「「′レ量

6　褐　　色　ローム粒子多量ク　ローム小ブロック中豊

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロックeローム粒子中農

8　暗褐色　ローム中ブロックもローム小ブロック・ローム粒子も焼土粒子少量

9　暗褐色　ローム車ブロック・ローム小ブロックのローム粒子少量

摘　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子や炭化粒子少量

は　褐　　色　ローム粒子多量，ローム車ブロックゆローム小ブロック中量

12　暗褐色　ローム粒子中量タ　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

13　褐　　色　ローム小ブロックL8仁トーム粒子多量，ローム車ブロック中農

且4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロックや焼土粒子少量

15　褐　　色　にトーム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

蟻　極暗褐色　ローム粒子e炭化粒子中豊，ローム小ブロックと廃土粒子き炭化物少量

膵　暗褐色　ローム粒子中量芦　ローム小ブロックや焼土中ブロックe廃土粒子0炭化粒子少量

且8　褐　　色　ローム粒子多量，ロ…ム小ブロック中量プ　焼土粒子・炭化粒子少量

摘　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中墨，廃土粒子の炭化粒子e粘土粒子少量

・　　　　　　－′　‘．（－・∴　′　　、′ノ　∴．・ソ　．．∴　　　　　　　　′　邪　　　．ノ　く　′

‥　　　　　－　　　　′′，　　′、′′、、　：′　′　　　　　．・、；・∴‘′　　一／　′・ノ・－　．・′　′

の杯は東部の床面から産経でそれぞれ出土している。複の杯はタ　中央部の覆土下層から出土した2片と北西部

‘　　　　′’‘一了、　　　　　　ノ　′　　′’　．‘・．　　’′　ノ　′　一　　　′′’　、’

ら西寄りの覆土下層から連位で出土している。7の舞は資　中央部から西寄りの床面から産経で出土した破片と

中央部から西寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。8の杯はタ　北西部の覆土下層と中央部

‘・、、一　一ノ　′　　・－り′－　′．′′　′　　ノ　′ノ′　　　′ノー　　　　′’‘・り、‘′一　ノ．∴・　　　　　　′　　．

椀は汐　貯蔵穴の覆土上層から連位で出土している。Ⅲの高杯は芦　竃東袖部際の床面から出土した2片が接合し

′　　ノ′J　／′′ノー．－ノ㍉　　ノ　ー、．′′、－ノ　′．・∴、・・ノ∴　＼・′ノ　ノ　　′、　　、‾　′ノ　　∴丁　　　　′、′

ノ．．、′　ノ′、・′‾′　ノ．・一′、　＿　二　／　ヱ　了∴　　ノ、′・ノ′、、‥′，ノ　′′、　　　　．′　　′　′

中央部の床面から正位で出土している。蟻の婆は　北東部の床面から出土した破片が接合したものである。膵

の婆は，竃東袖部際の覆土下層と床面から出土した破片が接合したものである。蟻の甑は　東部の床面から出

土した破片数点が接合したものである。臓の甑は　北部の床面と西部の覆土下層から出土した破片が接合した

ものである。鋼の甑は　中央部の床面と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。別の手捏

土器はタ　西部の覆土中層から正位で出土している。霊の手捏土器は　東部の覆土下層から出土している。

‾　′＼′′　′　言、・ノ、・．子′ノ′　ナ　ノ　′　　′；ノ　ノ′・－′ノ　ノ　　∵　′＿．′！ノ．ノ∴ノ．、．．′、ノ′：

にその外側に馬の背状の高まりが検出された。これらはタ　配置からタ　出入り口施設に伴う一連の施設と考えら

れる。主軸方向がほぼ同一である第鱒号住居跡からも同様の床面の高まりが確認されてお酌　他の住居跡と

様相を異にする特徴を持っている。またタ　本跡から出土した鉢形を望する甑は　多孔式であ勘　当遺跡におい

ては類例がない。本跡の時期はタ　出土土器からタ　6世紀後薬から7世紀前葉と考えられる。

－…1－　25（）…一一一
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第温蟻　号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　　I　一　　　一＿＿　＿

図版番号器　種計測健（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成備　　　考

第161図杯Å　12．9完形。丸底。体部は内攣して立ち目線部内・外面植ナデ∴休部外面砂粒・雲母・赤色粒P∴10584

1 B　　4．6上がり，目線部との境に明瞭な綾ヘラ削り後，ナデ㍉　内面櫨ナデ．子 100％
士　師　器 をもつ。日録部は直立する。内・外面黒色処理㍉ にぷい橙色，普通PL217

2

林Å　13．2目線部一部欠損。丸底。体部は内日縁部内・外面憤ナデ÷休部外面砂粒・雲母・石英・㌘40585

土　師　器

8　　寸．2攣して立ち上がり，ロ嫁部との境にへラ削り後，ナデ。内面へラナデ。赤色粒子 95％

明瞭な綾をもつ∵　目線部は直立する∴内・外面黒色処理㍉ 明赤褐色，普通PL217

3

林A［13粛日縁部一部欠損。丸底。体部は内目線部内・外面構ナデ∴休部外面砂粒・赤色粒子P40586

8　　5．1攣して立ち上がり，打線部との境にヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。にぷい橙色 75％
土　師　器 明瞭な稜をもつ。目線部は直立する。 普通 PL218

林A　ユ3．9体部・日縁部一部欠損∵丸底こ休部‖縁部内・外面横ナデ∴休部外面砂粒の雲母 P40587

4 B　　4e5は内攣して立ち上がり，日経部とのヘラ削り†内面横ナデ＋　内・外面浅黄橙色 80％

士　帥　器 境に稜をもつ。目線部は直立する。黒色処理∵ 普通 PL218

林A　l∴1．0休部・‖縁部一部欠損J丸底こ体部＝縁部内・外面横ナデ∴休部外面砂粒・雲母・長石P40588

5 B　　4．7は内攣して立ち上がり，ロ嫁部とのヘラ削り後タ　ナデ。内面へラナデ。にぷい橙色 70％

土　師　器 境に稜をもつ。日録部は直立する。内・外面黒色処理∴ 普通 PL218

一一一一一　点Il一一一一



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 埠　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第161図 杯

土　 師　 器

A　 12．8 体部 ・口緑 部一部欠損。丸底。体 部 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 405 89

6 B　　 3．8 は内攣 して立ち上が り，口緑 部 と ヘラ削 り，内面横 ナデ。 子 70％

の境に稜を もつ。口緑部 は短 く直

立する。

にぷ い橙色

・普通

P L 2 18

7

杯

土　 師 ‘器

A ［14．2］ 底部か ら口緑 部の破片。丸底。体部 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 405 90

B　　 4．8 は内攣 して立ち上 が り，口緑部 と へ ラ削 り，内面横 ナデ。 内 ・外面 赤色粒子 50％

の境 に弱 い稜 を もつ。 口緑部 は直

立する。

黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

P L 2 18

8

杯

土　 師　 器

A　 12．4 底部 か ら口縁部 の破片。丸底。体 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 405 91

B　　 4．6 部は内攣気 味に立 ち上が り， 口緑 へ ラ削 り後 ，輪積み痕を残すナデ。 赤色粒子 60％

部は外傾す る。 内面横 ナデ。 にぷい褐色，普通 P L 2 18

9

ゴ不

土　 師　 器

A　 13．6 底部か ら口緑部の破片。丸底。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 59 2

B　　 4．1 内攣して立ち上がり，口緑部 との境 ヘ ラ削 り後，ナデ。内面横ナデ。 赤色粒子 40％

に弱い稜をもつ。口緑部は直立す る。 内 ・外面黒色処理。 にぷい赤褐色，普通 P L 2 18

10

．椀

土　 師　 器

A　 19．0 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 59 3

B　　 9．5 部 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 石 英 ・赤色粒 子 90％

C　　 8．6 との境 に稜 をもつ。 口緑部 は直立

す る。

にぷい橙色

普通

P L 2 19

11

高　　　 杯

土　 師　 器

A　 13．4 脚部上位か ら口緑部の破片。杯部 口緑部，杯部内 ・外面へ ラ磨 き。 砂粒 ・石英 ・赤色粒 P 40 59 4

B （7．9） は内攣気味 に立ち上が り，口緑部 脚部へ ラ削 り後，縦位のヘラ磨 き。 子 40％

との境 に明瞭 な稜 をもつ。口緑部

は外反す る。

杯部内 ・外面，脚部外面赤彩 。 赤色

普通

P L 2 18

12

高　　　 ゴ不

土　 師　 器

A ［13．4］ 脚部上位か ら口緑部の破片。杯部 口緑 部，杯部内 ・外 面へラ磨 き。 砂粒 ・長石 ・石英 P 40 59 5

B （9．1） は内攣気味 に立ち上が り，口緑部 脚部へラ削 り後，ナデ。杯 部内 ・ にぷい橙色 35％

との境 に明瞭な稜を もつ。口緑部

は外反する。

外面，脚部外面赤彩 。 普通 P L 2 1 8

13

嚢

土　 師　 器

A　 ll．0 底部から口緑部の破片。小形。平底。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 405 9 6

B　　 9．8 体部は内攣 して立ち上が り，頚 部で ヘラ削 り。内面へラナデ。 にぷ い橙色 50％

C　　 5．5 くびれ，口縁部はわずかに外反する。 普通 P L 2 18

14

嚢

土　 師　 器

A ［10．6］ 底部か ら口緑 部の破 片。小形 。平 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 405 97

B　　 7．9 底。体 部は内攣 して立 ち上 が り， ヘラ削 り後 ，へラナデ。 内面へ ラ 子 50％

C　　 4．2 頚部で くびれ，口緑部 はわず かに

外反する。

ナデ。 にぷい橙色

普通

P L 2 18

15

嚢

土　 師　 器

A　 13．4 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体部 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 5 98

B　 12．8 は内攣 して立ち上が り，頚部で くび へ ラ削 り， 内面へ ラナデ。 石英 90％

C　　 8．2 れ，口緑部はわずかに外反する。 浅黄橙色，普通 P L 2 17

第16 2図 嚢

土　 師　 器

A　 24．4 体 部か ら口緑部 の破片。体部 は内 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 59 9

16 B （22．3） 攣 して立 ち上が り，頚部で くびれ， 摩滅 によ り調整不明。内面へ ラナ 石英 40％

口緑部 は緩やか に外反 し，端部 は

わずか につ まみ上 げられてい る。

デ。 にぷい橙色

普通

P L 2 17

17

第16 1図

嚢

土　 師　 器

甑

土　 師　 器

甑

土　 師　 器

A ［23．2］ 体部から口緑部の破片。 体 部 は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 60 0

B （28．4）

A ［20．8］

攣 して立ち上が り，頚部でくびれる。 中位以下斜位のヘ ラ磨 き，内面ナ 石英 30％

口緑部 は緩やかに外 反 し，端 部 は

わずかにつまみ上 げられている。

底部か ら口緑部 にかけての破片。

デ。

口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面

にぷい橙色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

P L 2 18

P 40 60 1

18

第162図

B　 15．5

A　 17．7

丸底。底部中央部 に 1 カ所，周囲 上位縦位のヘ ラ削 り，下位横 位の にぷい黄橙色 50％ ．

に 6 か所の小孔有 り。体部は内攣

気味 に立 ち上が り，口緑部はわず

か に外反する。

底部か ら口緑部の破片。単孔 式。

へ ラ削 り，内面へ ラナデ。

口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外面

普通

砂粒 ・長石 ・石英 ・

P L 21 8

P 4 0 60 2

19

20

第16 1図

B　 16．4 体部は内攣気味に立ち上が り，口 へラ削 り，内面へラナデ。

口縁 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面

小礫 70％

C ［6．6］ 緑部はわずかに外反する。 にぷ い褐色 ，普通 P L 2 19

甑

土　 師　 器

A　 28．0 体部か ら口緑 部の破 片。無底 式。 砂粒 ・長石 ・石英 P 40 603

B　 27．4 体部は内攣気味に立ち上が り，口 縦位 のヘラ削 り，内面 ナデ。

体部外面 へラ削 り後 ，ナデ。 内面

にぷ い黄橙色 70％

C　　 9．4 緑部は外 反する。 普通 P L 2 19

手 控 土 器

土　 師　 器

A　　 5．7 完形。平底 。体 部は内攣気味 に立 砂粒 ・石英 P 406 04

2 1

2 2

B　　 4．9 ち上が り，ロ緑 部に至 る。

完形。平底 。体部 は内攣気味 に立

ナデ。中位か ら上位指頭押圧 。体部 浅黄橙色 100％

C　　 3．8 内 ・外面輪積 み痕。 普通 P L 2 18

手 捏 土 器

土　 師　 器

A　　 9．4 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 P 406 05

B　　 5．4 ち上が り，口緑部 に至 る。 指頭押圧。 内面へ ラナデ。底部木 にぷい黄橙色 100％

C　　 7．2 菓痕。 普通 P L 2 19

－253－



第1165号住居跡（第163・164図）

位置　調査4区の中央部，IlOi7区。

重複関係　中央部から東部を第1166号住居に，北部を第63号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　第1166号住居に掘り込まれているため，全容は不明である。規模は，南北が5．10mで，東西は

2・60mだけが確認できた。南西・北西コーナー部が直角であることから，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－120　－W

壁　壁高は7～11cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　第1166号住居に掘り込まれている部分を除き，巡っている。規模は上幅10～19。m，下幅4～8。m，深さ

約7cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，壁際を除き踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。北部を第63号溝に，東袖の大部分を第1166号住居に掘り込まれているた

め遺存状況は悪い。袖部は砂質粘土で構築されており，火床面は赤変している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は各コーナーから中央部寄りに位置し，径40～58。．nの円形で，深

さ45～65cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

ヽ＿＿　　　　　　／一一‾‾
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第164図　第1165・1166号住居跡実測図，第1165号住居跡出土遺物実測図

土層解説
1暗褐色

2　褐　色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
ローム粒子中島　ローム小ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少
且
旦

6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
10　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
11暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片115点，撹乱により混入したとみられる須恵器片1点が出土している。第164図1の土師器杯は，

西部壁際の床面から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第1165号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 164図 杯 A　 13．4 体部 ・口縁部一部欠損。 丸底。 体 口縁部内 ・外面桟ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 40 6 06
1

土　 師　 器

B　　 4．6 部は内攣 して立ち上が り，口綾 部 と ヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ。内面横ナ にぷい橙色 70％
の境に稜 をもつ。 口綾部は直立する。 デ，内面黒色処理。 普通 P L 2 18

第1166号住居跡（第163～165図）

位置　調査4区の中央部，IlOj8区。

重複関係　西部で第1165号住居跡を掘り込み，竃の北部を第1167号住居に，中央部からやや北部寄りを第63号

溝に，中央部を第824・826号土坑に，南部を第1168号住居にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　傾斜地に立地しており，東部が遣存していないため全容は不明である。南北鰍ま6．75mで，東

1　255－



西軸は4．50mだけが確認できた。北西・南西コーナーが直角であることやピットの配置から，方形と推定され

る。

主軸方向　N－00

壁　壁高は9～15cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。規模は上幅15～20C血，下幅5～10cm，深さ約4cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。北部が第1167号住居に，南部が第63号溝に掘り込まれている

ため遣存状況は悪い。規模は，両袖部幅が130cmである。土層断面図中，第7・12層は焼土ブロックや焼土粒

子を多量に含み，下面が赤変硬化していることから，下面が火床面と考えられる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子少量

7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量
8　暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子・砂粒少量
11暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

12　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量
13　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット10か所（Pl～PlO）。Pl～P4は各コーナーから中央部寄りに位置し，径40～57cmの円形で，深

さ27～61。皿である。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置し，径37cmの円形で，

0　　　　1cm

ヒ±∃

第165図　第1166号住居跡出土遺物実測図
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短径4cmの楕円形で　深さ諏cmである。性格は不明である。

／二　　l′　ハ′　　′　′！、、ノ・－∴－∴、・′－′　′　′、′′了l、．ニ　′．・．ノ

土層解説

1　黒褐色　にト…ム粒子少量

2　黒褐色

3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　極暗褐色

7　暗褐色

ローム小ブロックのローム粒子あ廃土粒子p炭化粒子少量
にトーム粒子中鼠　ローム小ブロックめ焼土粒子を炭化粒子少量
ローム粒子0焼土粒子e炭化粒子少量

にトーム粒子中鼠　ローム小ブロックや廃土粒子や炭化物の炭化粒子少量
ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量ク　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
8　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子の廃土粒子も炭化物e炭化粒子少量
9　極暗褐色　ローム粒子や焼土粒子少量

用　黒褐色　ローム粒子も炭化粒子少量
H　暗褐色　ローム小ブロック6ローム粒子少量

12　黒褐色　ローム小ブロック・にト…ム粒子も焼土中ブロックや焼土粒子も炭化粒子少量
13　暗褐色　ローム車ブロックかローム小ブロックやローム粒子少量
14　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子8炭化物・炭化粒子少量

遺物　土師器榊38息須恵器片25点，石製品は洩玉）タ撹乱により混入したとみられる陶器椚点が出土

している。第摘図　の土師器杯は北西部の床面から連位で，の土師器杯は竃東袖部際の覆土下層から出土

している0　3の土師器輝はタ北部の覆土下層と中央部の床面から出土した破片が接合したものである。4の須

∴　　　ノ・膏、’・　′′　‾・　　　′‥　　′ニ　＿．′′、　　　∴、′・！　　　　‥　′1・′．‥、

合したものである。6の土師器婆はタ竃東袖部際の床面から斜位で出土している。7の丸まは芦北西部の覆土

下層から出立している。

ハ＼lリ　　．了、　　　　て∴ノ　′　・、．．∴、・ノ′・′

第思蟻　骨住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 桓 潮倦 （cm） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　　 胎士 の色調 機 或 「 術＋ 壷

第1 65図 林　　　 A lO．8 完彬し丸底㍉休部は内攣 して 立ち　 目線部内 ・外面横ナデ∴体部外面　 砂 粒 ・雲母 ・有 英　 P 」輔 0 7

1 B　　 3。7 上が り，目線部 との境に稜をもつ。 ヘ ラ削 り，内面横ナデ∴内 ・外 面　 にぷ い黄橙色　　 100％

士　 師　 器 ＝縁部は内傾 する㍉ 黒色処理 。 普通　　　　　　　　 P L 2川

杯　　　 A　 仕 4　 体 部 か日録部一部欠損。丸底。体 目線部 内 ・外面 横ナデ㍉体部外面　 砂粒 ・雲母 ・赤色粒　 P 寸06 08

2 H　 3．8　 部は内攣 して立 ち十が り，目線部 ヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ． 内面構ナ 子　　　　　　　　　 8 0％

土　 師　 器　　　　　　 は直立す る。 ヂ√　内 ・外面黒色処理∴ にぷい橙色，普通　　 P L 2川

杯　　 A ［最盟］ 「底部から打線部の破片。丸底。体部は 口縁部内 ・外面横ナデ㍉休部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色 粒　 P 調 60 9

3 B　　 3．8 内攣 して立ち上がり， ＝縁 部との境 ヘ ラ削 り∵　内面櫨ナデ．内 ・外 面 子　　　　　　　　　 40％

士　 帥　 器 に弱い稜をもつ。 目線部は直立する。 黒色 処理㍉ にぷ い橙色，普通　　 P L 2川

林　　　 Å 〔10．8」 底部 か ら打線部 の破片。平底。体 目線部及 び体部 内 ・外面 ロ クロナ　 砂粒 ・右奥 ・黒 色粒 日出 06 1 I

4 H　 4．8　 部 は内攣 して立ち上が り，目線部 デ∴外面 ロクロ日は強 い∴底部回　 子　　　　　　　　 調％

須　 恵　 器　 C　 説　　 は内傾す る。 転へ ラ切 り後，雑 なナデ。　　　 灰白色学　普通　　　 P L 2 19

杯　　　 A ［H 潮 底部か ら目線部の破ト「 平船 体　 目線部及び体部内 ・外面 ロクロナ　 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・ P 」旧 0 3

5 8　 刑　 部は内攣 して 立ち十が り，＝縁 部　 デ∴底 部回転へ ラ切 り後．雑なナ　 右英 ・黒色 粒子 50％
須　 恵　 器　 C　 5・8　 はわずかに内傾 する。　　　　 デ○　　　　　　　　　　　 灰 白色，普通 P L 2ユ8

嚢　　　 B （16．8） 底部 から体部 の破 ⊥上 平軋 体部　 体 部外面縦位 のヘ ラ磨 き，内面へ　 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 06 10

6 C　　 9．4 は内攣 しなが ら立 ち上が る。　　 ラナデ。　　　　　　　　　 石英 ゆ赤色粒 子　　 3 0％

土　 師　 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色 普通　 P L 2 18

図版番号 器 種 径 。。蒜 。。m）：け乳 径。。m）還 量。g） 材 質 ！ 特　 徴　 備　 考

撃 墜 麺 ∵　 ∃日　 工√ 丁 二 1
0．3 1・鈷　 蛇紋岩 恒 扁平猟 上欄 嘲 りされている。iQ40507望
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第1456号住居跡（第166図）

位置　調査4区の北部，H9iO区。

規模と平面形　西部が調査区域外に延びているために，全容は不明である。南北軸は3．21mで，東西軸は2．69

mだけが確認できた。南東コーナー及び北東コーナーが直角であることから，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－100　－E

壁　壁高は4C皿で，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁を壁外に8cmほど掘り込んで構築されている。両袖とも遺存していない。北壁際の床面に粘土粒子や

砂粒が散在しており，竃材の一部と考えられる。火床面は径18cmの円形で，火熱を受けて赤変している。

覆土　単一層である。含有物にロームブロックをほとんど含まないことから，自然堆積の可能性が高い。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片24点が出土している。第166図1の土師器杯片は，北東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から，7世紀代と考えられる。

ご：l＝
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第166回　第1456号住居跡・出土遣物実測図

第1456号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第166図 杯 A ［13．4］休部から口緑部にかけての破片。 日録部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・赤色粒 P40229

1

土　師　器

B （3．1）体部は内攣して立ち上がり，ロ緑

部との境に弱い稜をもつ。口緑部

は短く直立する。

横位のヘラ削り，内面横ナデ。 子

橙色

普通

5％

258－



第1463号住居跡（第167・168図）

位置　調査4区の北部，HlOj5区。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸3．14mの方形である。

主軸方向　N－280　－W

壁　壁高は6～11cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北西壁の中央部を壁外に21C皿掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部までの

長さ97cm，両袖部幅11lc皿である。火床面は，床面からわずかに掘りくぼめられて浅い皿状を呈しており，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット1か所。Plは，径24cmのはぼ円形で，深さ58cmである。中央部に位置し，規模から主柱穴の可能性

がある。

覆土　単一層である。ローム大ブロックを含んでいることから，人為堆積の可能性がある。

土層解説

1暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片128点，須恵器片4点，撹乱により混入した陶器片2点が出土している。第168図1の土師器杯

は，北コーナー付近の床面から正位で出土している。2の土師器賓片は北部の覆土中から，3の土師器整片は

西部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から，7世紀後半と考えられる。

第167回　第1463号住居跡実測図
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⑳　　　　　　　　　　　　頂のc悶』

図版番可器　種i測酎cm）i 器形の特徴 i 手法の特徴　 恒隼雄瀾欄料十滴
考

第周回　　林　　A［＝・去　底部から休部にかけての亜封「丸　目線部内・外面構ナデ．休部外面　砂粒・雲母・赤色粒IH0235

1　　　　　　　 8　3・0　底．休部は内曾して立ち上がり，　構位のヘラ削り，内面構ナう㍉　　千　　　　　　　 載％

十　帥　器　　　　　 ＝縁部との境に明瞭な稜をもつ∴　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 PLご用

目線部は外傾する∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

童　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
2土≡器孟‾聖撃攣竺聖竺三二」琵意匪
3　士　轟2㍍姉の齢。臓は外反する。日録部内の摘榛ナデ。　　　 冒芸霊7

ノ　　　　　　　　　　′′

′　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　く

′・′′、・・　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ご　　・・　　　　　　　　　　　　　言　‾　．

主軸方向　N－120　h．－W

′－′　　　′　　　　　　　　一　　　　　′

′．r∴　′：　　　∴　　　　　′，　　　　　　　　　　′，　′．．　′′　、、　　　　ニ　　　′

ある。

－　　　　　　　　′　　ノ　　　　、　ノ　．、一　ノ

′　　．一　　　　　一　　　′　　　‾　∴　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一‥

′　　　　　　′・′　　′　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　・　　　　　　　　　′’′　∴　′　　　　　　　　　．・

‾、ノ　　　．：　　ノ　　　　′　　－　　　ノ　′　　　′ノ　　′ノ　　　′　　　1・・′

′　・　一ノ′．、ノ・　′　　’∴・′・′∴、・′′　　　′　　＿′′　′　‥　　　　′　′′　　　′′‘．．．

床面は，床面と同じ高さの平坦廟を使用している。煙道は浮火床部から外儀して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　tト∴小’イl了、、・7ソ・；ト∴粒J′・少量

2　灰　褐　色　粘土粒子の砂粒中農［ト∴ム中ブロックpローム小ブロックのローム粒子。焼土粒子の炭化粒子少量

3　暗赤褐色　廃土小ブロック中鼠　ローム粒子ゆ廃土粒子・炭化粒子や粘土粒子も砂粒少量

4　黒　褐　色　廃土粒子中農　ロ…ム粒子e焼土中ブロックの炭化粒子か粘土粒子や砂粒・灰少量

5　極暗赤褐色　廃土小ブロック中鼠　ローム粒子の廃土粒子8炭化粒子少量

・　　　　　　　　　　　　　′、J　　ノ：‘′、　　ご∴．．つ　　′．．　　　ノ　　　．、　　．

′　　　‘′　－　　　′ノ　　ノ・　了′　′ノ　ト′　ノ　　　∴　1／、‥；弓一　、　　　ノ′　＿

壁中央部の壁際に位置していることからタ　出入り田施設に伴うピットと考えられる。

2（用　‥一一



覆土　5層からなる0レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。土層断面図中，第4層は，

竃から流出したと考えられる粘土粒子や砂粒を含んでいる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

4　灰褐色　粘土粒千・秒粒中量・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量

遺物土師器片174点，須恵器片1点，土製品1点（管状土錘），撹乱により混入した須恵器片26点が出土して

いる0第170図1の土師器杯片は，西壁際の壁溝から出土している02の土師器杯は，竃の煙道から正位で出

土している0二次焼成を受けた痕跡はない03の須恵器杯身片は南西部の覆土中から，4の管玉は覆土中から

それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から，7世紀中頃と考えられる。

第169図　第1465号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　5cm

4　　L－　i　　！

図版番号器　種計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第170図 杯 A［12．0］体部からロ緑部にかけての破片。体口緑部内・外面墳ナデ。体部外面砂粒・雲母 P40242

1 B（3．7）蔀は内轡して立ち上がり，口縁部と横位のヘラ削り，内面横ナデ。内・にぷい黄橙色 10％

土　師　器 の境に稜をもつ。ロ緑部は直立する。外面黒色処理。 普通

2

杯 A　　9．8 口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・赤色粒P40244

B　　2．5 攣して立ち上がり，口緑部に至る。横位のヘラ削り，内面へラナデ。子 90％

土　師　器 端部は尖る。 橙色，普通 PL219

3

杯　　　身

須　恵　器

A［11．2］休部から受け部にかけての破片。体部内・外面ログロナデ。 長石 P40243

B（1．7）体部は内攣して立ち上がり，受け

部に至る。

黄灰色

普通

5％

図版番号器　種

計　　　　　 測　　　　　 値
特　　　徴 胎土・色調 備　　　考

径（cm）長　さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第170図4管　　玉 2ユ 3．0 0．3 3．2 尭玉状を呈する。雑な指ナ汽長石・石英，にぷい橙色DP40013　90％　PL220



②　奈良0平安時代

∵！ノ　　　二ノ　′∴　′　ぐ

位置　調査　区の南部　監鼠摘区。

重複関係　本跡が第21022号住居跡を掘り込み芦北東部を第川鍋号住居に掘　込まれている。

′、ノ、‘′！∴」．、、′・十．‘′′、＿　亘つ‾、′、

童車由方向　N－摘〇　一W

壁　壁高は蟻～摘粗で芦外傾して立ち上がる。

・　　一　　′′、一　㌦、一‾　′・　－・′、′′　′′、・、！・－　　‥、　∴卜　∴㌦∴　一　項．r亘ト、い十

ある。

應　ほぼ平坦でありタ全体的に踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ22撒ほど掘り込みタ砂質粘土で構魔されている。東袖部は　第用の号住居に掘　込

まれているためタ袖の部材の砂嚢粘土がわずかに残存するだけである。規模はタ焚四部から煙道部までⅢ敏腕

両袖部は不明である0天井部は崩落しておりタ竃土層断面図車夕第384e809層が粘土粒子や砂粒を比較

的多く含んでいることからタ崩落土層と考えられる。第摘層は焼土粒子を比較的多く含み，赤変していること

からタ火床部と考えられる。煙道はタ外傾して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

1暗　褐　色　ローム粒予少鼠ローム小ブロック∵焼土粒子6炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックや炭化粒子・砂粒微量

3　灰　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロックや粘土粒子e砂粒少鼠ローム小ブロックさ焼土中ブロックe廃土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子e砂粒少量，廃土小ブロック・焼土粒子さ炭化粒子微量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子の炭化粒子の粘土小ブロック凋占土粒子の砂粒少鼠ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロックを焼土粒子の炭化粒子あ粘土粒子ぜ砂粒微量
7

8

9

10

は

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
鸞

暗
吠
黒
暗
暗

〓ーム小ブロック0ローム粒子・粘土粒子・砂粒少鼠廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子も粘土小ブロック微量
ローム粒子・粘土小ブロックさ粘土粒子少鼠焼土粒子ず炭化粒子e砂粒微量

ローム粒子・粘土粒子・砂粒少鼠焼土中ブロック。焼土粒子8炭化粒子・粘土小ブロック微量
ロ
　
ロ

ーム粒子ゆ焼土中ブロックの焼土粒子・炭化粒子少鼠ローム小ブロック・粘土中ブロック・粘土小ブロック‘砂粒微量
－ム粒子少量，ローム中ブロック。ローム小ブロック・焼土粒子も炭化粒子e粘土粒子微量

－　　　　　ノ　ノ　　ノ　′　ノ　　　′′　　　　か：ノ　ノ）．t　六‘1∴：′‾′、′　　′′ノ；　’・′∴：・くノ′、主：、・上、′∴

形で，深さ35～63cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。

Pl～P4土層解説

i　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠焼土粒子の炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少鼠炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中農　ローム小ブロックe炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子・焼土粒子微量

覆達13層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠廃土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠ローム中ブロックせローム小ブロックも廃土小ブロック4焼士粒子6炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠焼土中ブロックe焼土粒子も炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子0粘土粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，ローム車ブロック．ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック4焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
は　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子e炭化粒子・粘土小ブロック0粘土粒子微量

12　暗褐色　ローム粒子工粘土小ブロック工粘土粒子少鼠ローム車ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子は炭化材・炭化
粒子微量

13　黒褐色　ローム小ブロックゆローム粒子e粘土粒子少量，焼土粒子・炭化材・炭化粒子・砂粒微量

ll一一一・一一一、－2（う3　－－11－－－－



遺物　土師器片662点，須恵器片15点，土製品1点（支脚片）が出土している。第171図1の須恵器短頸壷片は，

中央部の覆土下層から出土している。2の土師器憂片は，西壁際の中央部の覆土中層から出土している。出土

した土器片は細片が多く，覆土上層から中層にかけて住居跡全体に広がって出土している。本跡廃絶時に投棄

されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

叫

＝　　　　　≡

▼　　　　　　　雷

＝千二「
第171図　第23号住居跡・出土遣物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

図版番号器　種計測値（CⅢ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色誘巨焼成備　　　考

第171図短　頚　壷

須　恵　器

A［10．5］体部から口緑部にかけての破片。体口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母 P41013

1 B（6．5）部は内攣して立ち上がり，上位に最

大径をもつ。口縁部はほぼ直立する。

暗灰黄色

普通

5％

2

襲

土　師　器

A［19．8］頚部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・雲母・長石・P41012

B（6．4）頚部はくびれ，口緑部は外反する。外面横位のヘラナデ。内面に輪積石英 5％

端部は上方へつまみ上げられ，外

面に沈線1条が巡らされている。

み痕を残す。 にぷい褐色

普通

264－



、

位置　調査　区の北部男親鼠区0平成　年度と平成摘年度の調査区にまたがげつて位置してお酌そのため汐

調査も南部は平成　年度　北部は平成摘年度と両年度にまたがった。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

′　　　　　　′

室車鮎蜘磯＋Ⅸ「㍊P　…泥

壁　壁高は媚～茄¢mで　外憤して立ち上がる。

壁溝　竃の西袖脇から酋壁中央部の壁際にかけて検出されている。上幅蟻～臓m　下幅　～臓親　深さ　～6

¢mで夢　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦でラ竃の手前から北西部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ猟Ⅲほど掘　込んで　砂嚢粘土で構築されている。規模は　焚田部から煙退部まで

は臓　両袖部幅膵臓である0天井部は崩落してお酌丑層断面図軌第　層が粘土粒子や砂粒を多量に含ん

・・　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′

く　袖部の痕跡が残存しているだけである0また　第　層の下面が赤変し　廃土ブロックが多く検出されてい

・．ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　－　　　　　　　　　　　　、

－′

竃土層解説

且　暗褐色　ローム太ブロックのローム中ブロックぁロ…ム粒子さ廃土粒子少量

2　灰褐色　粘土粒子め砂粒多鼠　ローム粒子の廃土粒子も炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子や炭化粒子少量

4　暗赤褐色　廃土粒子多鼠　ロ…ム粒子を砂粒中鼠廃土小ブロックの炭化粒子少量

5　暗赤褐色　廃土小ブロック0廃土粒子多鼠焼土中ブロック中鼠ローム粒子8炭化粒子ザ砂粒少逼
6　黒褐色　ローム小ブロックもローム粒子も焼土粒子㍉粘土粒子の砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子車鼠　ロ…ム小ブロック∵廃土粒子も炭化粒子少量
8　陪赤褐色　焼土中ブロック∵焼土粒子中農　ローム粒子も炭化粒子少量
9　暗赤褐色　廃土粒子を砂粒多鼠　ローム粒子中農廃土小ブロック0炭化粒子少量
H　暗赤褐色　廃土粒子中量　ローム小ブロックギローム粒子少量

ii　暗赤褐色　廃土粒子欄土粒子の砂粒中鼠ローム粒子e焼土中ブロック∵廃土小ブロック少遊
星2　褐　色　ローム粒子多鼠砂粒車鼠焼土粒子少量

鼠3　酪赤褐色・ローム小ブロックぬローム粒子e廃土小ブロックゆ廃土粒子あ炭化粒子を砂粒少農
摘　暗赤褐色　廃土粒子車鼠　ローム粒子は焼土中ブロック。炭化粒子少量
1！i　吠褐色　こ‾ト∴ノ′、粒丁－・焼目上「砂粒！レ品

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　・ご　′′　　　、

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　∴・

一　′　　　　．′一　－　′　　　　ノ　　′し

者達　複層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　廿一一一一一一∴′ト‾‾‾ナ＝∵ソ17・I‾トl∴粒千・焼日立千・炭化粒子レ量
コ　黒褐色lトー∴粒J∴焼上粒十・歳化粒丁・′レ量

3　極暗褐色　ロ…ム小ブロックをローム粒子さ炭化粒子少鼠ローム中ブロック微量

4　暗褐色　ロー…ム小ブロックpローム粒子中農廃土粒子・炭化粒子少量

遺物　今回の調査で　土師器尉鋼点　須恵器片2息石器主点　砥石　が出土している。第膵図　の須恵器

′′　′　　　　　　　　　　　　ノー　ー′、ノ　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′　　　　　′l　　′

、・・　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　l　′　　′　　　　　　　　　　　　′　　　‥　　　′　′

の砥石は竃手前の覆土中層から出土してお酌木鉢に伴　可能性が高い。

・　　　　　　　　　　－．、′′　′　　　　′　　　．1　・・
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第172図　第129号住居跡・出土遺物実測図
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第は　普佳屠捗出立遺物観察東

器　　種 計測値k扉 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土の色調0焼成 備　　　考

製羞ぷ鑓篭彗莞遊撃撃攣璽環㈲匿
2　　　　　　　　　　 i芸芸輔2

言　嚢　は恕慧忠恕漂流裏窓窓前宮前攣碧
土 師 器　　 け疑するe　　　　 i　　　　　　　 にぷい橙色 普通 i

図版号器種長さ拉m計幅毎m）；厚さkm健壷・訂 石質　 特　 徴 巨　 考

第膵 図　 砥　 石　　 纏か郎　　　 あ且　 i　 さ9　　　 解 離　　 凝 灰 岩　 直方体C 側面摘 を緬 とする0
Q イ0001　 P L JJH

第猶号経腰掛　第膵　の膵囲）

、

重複関係　本跡が第粥号住居跡の南東部を掘　込み　北西部を第関号士族に掘　込まれている。

規模藍平面形　長軸。開m　短軸の鍋mの長方形である。

韮軸方向　N一男0　－E

′

壁満　堂周している。上幅翻～3臓　滞幅　～腕m　深さ　～　踪mで　断面形は閻字形である。

應　ほぼ平坦であ勘　竃の前から出太　田部にかけてよ　踏み固められている。

′　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　一　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　∴

′　ノ　　′－　　　　　　　　・

竃土層解説

鼠　灰　褐　色　ローム粒子4秒貿粘土中豊，ローム小ブロックの廃土粒子や炭化粒子微量

2　灰　褐　色　ローム粒子0秒質粘土中鼠焼土粒子少農，ローム小ブロックや焼土中ブロックの炭化粒子教義
3　にぷい赤褐色　ローム粒子や農学　焼土粒子少量芦　ローム小ブロックき炭化粒子教義

4　にぷい赤褐色　ロ…ム粒子め廃土粒子中鼠　ローム小ブロックの焼土中ブロックも炭化粒子微量
5　赤　褐　色　焼圭粒子多選，ロ…ム粒子も焼土中ブロック少豊，炭化粒子微量
6　灰　褐　色　ローム粒子の砂質粘土中豊芦　焼土粒子せ炭化粒子少量，廃土小ブロック微量

鰹も汐睦　　か所津　～㌘の。各コーナー部寄　に位置する㌘　～欝　は　径摘～飢臓の円形で　深さ黒～

鯛臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。商壁際の中央部に位置する㌘　は　径鋼cmの円形で　深さ

舶¢Ⅲである。位置約に出入　m施設に伴　ピットと考えられる。なお撃　欝　は　第悶号連続の下層から検出

されている。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説
1黒　褐色「トー∴粒j’l・焼上位丁l・炭化粒子′卜量

2　暗褐色　ローム粒子中農，廃土粒子の炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中豊
4　褐　　色　ローム粒子多量芦　ローム小ブロック少量
5　極暗褐色　ローム粒子6廃土粒子6炭化粒子少量

6　暗褐色　ロ…ム小ブロック6∴ローム粒子の焼土粒子も炭化粒子少量
7　暗褐色　にト…ム粒子中農

8　暗褐色　ローム中ブロックのローム粒子の廃土粒子の炭化粒子少量
9　褐　　色　ローム粒子多量ク　ローム小ブロックe焼土粒子・炭化粒予少量
摘　暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム小ブロックを廃土粒子さ炭化粒子少量

2（うγ　‥



遺物　土師器片207点，須恵器片26点，陶器片1点が出土している。第174図1の土師器抑ま，北東コーナー部

の覆土下層から正位で出土している。2の土師器杯は，竜北側壁際の覆土中層から正位で出土している。3の

土師器杯は，南壁際の床面から逆位で出土している。北東部の覆土中から出土した4の土師器杯は，休部外面

に「巾・を～旬ヵ」と墨書されている。5・6の土師器高台付杯は，竃内から出土している。陶器片は，撹乱に

よって混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀前葉から中葉と考えられる。

2m

l l　－・i
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第173図　第954号住居跡実測図
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て三＝才，

第174図　第954号住居跡出土遺物実測図

第954号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 恒 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 I 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第174図 杯 A　 l l．0 ロ緑部一部欠損。平底。休部は外 口緑部，体部外面ロクロナデ。内 砂粒 ・長石 ・石英 P 41 014
1

土　 師　 器

B　　 3．1 傾 しなが ら立ち上が り，口縁部に 面ナデ。休部下端手持ちへラ削 り。 にぷい黄橙色 9 5％
C　　 6．2 至る。 底部 1 方向のヘラ削 り。　　　　 普通 P L 2 23

2

杯 A　 ll．2 体部 ・口緑 部一部 欠損 。平底。体 口緑 部 ・体 部外面 ロクロナデ。 内 砂粒 P 4 10 15

土　 師　 器

B　　 4．4 部は内攣気味 に立 ち上 が り，口緑 面丁寧なヘ ラ磨 き。体部下端手持 にぷい褐色 70％
C　　 5．7 部 はわずか に外反す る。 ちヘ ラ削 り。底部 1 方向のヘ ラ削

り。 内外面黒色処理。

普通 P L 22 3

3

杯 A　　 9．2 底部 ・休部 ・口緑部一部欠損。平 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 41 016

土　 師　 器

B　　 4．8 底。体部は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持ちへラ削 り。底 部 2 にぷい黄褐色 5 5％
C　　 4．9 口緑部に至 る。 方向のヘラ削 り。 普通 P L 2 23

4

杯 A ［17．6］ 体 部か ら口緑部 にかけての破 片。　 口縁 部，体部外 面ロクナデ。内面 砂粒 P 4 10 19　 5％

土　 師　 器

B （4．5） 休 部は外傾 して立ち上が り，口緑 ヘラ磨 き。 内面黒色処理。 にぷい黄橙色 休部外面に墨書

部 に至 る。 普通 価 を～値」 カ

5

高 台 付 杯 A　 14．3 体部 ・口緑部一部欠損。高台 は足　 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 10 17

土　 師　 器

B　　 6．7 高で，「ハ」 の字状 に開 く。 体 部 底部高台貼 り付け後，ナデ。 橙 色 65％
D　　 8．5

E　　 2．1

は内攣気 味に立ち上が り，口緑部

はわずかに外 反する。

普通 P L 2 23

6

高 台 付 杯 B （4．6） 休 部一部 ・口緑 部欠損。 高台付足 休 部外 面ロクロナデ， 内面丁寧 な 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 10 18

土　 師　 器

D　　 7．2 高で，「ハ」の字状 に開 く。 休部 ヘ ラ磨 き。底部高台貼 り付 け後， 橙色 4 0％
E　　 2．0 は内攣気味 に立 ち上が る。 ナデ。 良好 P L 22 3

第955号住居跡（第175・176図）

位置　調査4区の西部，J9g6区。

重複関係　第956・977号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．63m，短軸2．00mの長方形である。

主軸方向　N－250　－E

壁　壁高は16～24cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦であり，出入り口施設と考えられるP5付近が踏み固められている。

竃　耕作による撹乱のため，北壁の中央部から袖部の構築材の一部と，火床部のわずかな痕跡が検出されただ

けである。

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径18～20。皿の円形で，

深さ25～40CⅢである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径17。皿のほぼ

円形で，深さ24cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

ー269－



覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況と焼土粒子・炭化粒子の含有状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

‾嘘「

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

←l一一一一一一1←－11

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

第175図　第955・977・995号住居跡実測図
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6　暗　褐　色　ロ…ム粒子少量pローム小ブロック微量

7　にぷい褐色　粘土粒子ゆ砂粒中農芦廃土粒子少鼠　ローム中ブロックの炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ロ…ム粒子車鼠　ローム小ブロックぉ焼土粒子微量

遺物土師器桐意が芦出立している0出土している土師器片　藍三豊ご亀

は　いずれも細片である。そのなかから取　上げた第膵図の土

師器高台相称の高台部は諺北東コーナー部の覆土下層から出土

している。

所魔　覆土の堆積状況は確認されたものの夢竃については磯部

⑳　　　　　　　5c悶

』≡藍≡』

′

．．

の基部と火床部を確認できたの義であることから芦　住居廃絶疇

′　　　　　　　　　　・・　　　　－　　′　・・

榊後半以降と考えられる第野号住居跡を掘　込んでいることや須恵器片が全　出土していないこと　土師

器棒の高台が小振りなこと等から芦　纏紐後半以降でもよ　新しい段階と考えられる。

第妬　孝枝屠跡出土遺物観察麦

図版番号　 器　 穫　 計測億読m　　　 器　形　の　特　徴　　　　　 手　法　の　特　徴 胎か機酢瀾成 i 備 考
第工持図　高台什頼　り　 う・リ　 高台吉腑）碑「高台は十、」の字　高台貼り付け後．内・外面ナデ＋
†　　　　　　　　　 E　　＝）　状に開く∵
士　師　器

i
豊 温 逸　 漂㌘

普通

′

位置　調査4区の西部芦　臨池俳も

・　　　　　　　　　　　　　　・・′　　・′　　　　′　　　　′　－i　　　　　　　　　′、′

′　　　　　′

童車癖方向　N一一1（）：－うO p一一号王

・・　　　　′　　　　　　　　　　′

壁満　堂周している0規模は　上幅蟻～腕m　下幅　～　¢m　深さ　～　海で　断面形は閻字形である。

應　ほぼ平坦でありタ全体的に踏み固められている。

一　′　　　ノ　　ノ　　ノ　ー

両袖部幅酎臓である0天井部は崩落してお酌竃丑層断面図中　第　～　層が砂粒と粘土粒子を比較的多　食

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　・′　　　　　　　　　　　　′・′

′　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　、　　　　′二　　　　　　　・

憲土層解説

鼠　灰　褐　色　砂粒中鼠　ローム粒子e焼土粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土小ブロックの炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　ローム粒子0廃土小ブロックの焼土粒子も粘土粒子も砂粒少鼠炭化粒子微量
3　灰　褐　色　ローム粒子や焼土粒子・炭化粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロック微量

4　明赤褐色　廃土粒子中量，ローム小ブロックも炭化物も砂粒少鼠ローム粒子の廃土太ブロックみ炭化粒子微量
5　明赤褐色　廃土粒子多鼠　廃土太・中ブロック微量

6　赤　褐　色　廃土粒子多鼠砂粒中量プローム粒子0焼土中ブロックや粘土粒子少鼠炭化粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土中ブロック中鼠廃土粒子や炭化物。砂粒少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
8　暗赤褐色　廃土粒子車鼠砂粒少義，ローム粒子も炭化粒子微量
9　灰　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子も炭′化粒子微量

一一　2γ1－



ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナー寄りに位置するPl～P4は，径20cm～25cmの円形で，深さ27cm

～55C皿である。規模と配置から主柱穴と考えられる。西壁際の中央部に位置するP5は，径15C皿の円形で，深

さは15cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

旦22．6m K

第177図　第965号住居跡実測図
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土層解説

1　黒褐色　ロ…ム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子少量芦　炭化粒子も砂粒微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子e炭化粒子少量夕　砂粒微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中農　ローム車ブロック・Eトム小ブロック少鼠炭化粒子微量

遺物　土師器片舗息須恵器片　点　鉄浮　点が出土している。第膵図　の須恵器杯は　竃火床面の直上か

ら連位でタ　つぶれた状態で出土している。二次焼成を受けてお酌支脚に転用されたものと考えられる。

所鳳　本跡の時期は，出土土器から8世紀後薬と考えられる。

‾二′ご∴JC　∴－，∴　′、，・クV、．∴．リノ∴　ノ

第粥　号住居跡出土遺物観察衷

の　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　姦

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ）！　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 恒 比 後 酢 焼成 備　　　 考

第178 図 林 A　 E H　　 底部 ・休部 ・目線部1 部 欠損∴　辛 目線部，体部内 ・外面 ロクロナデ． 砂粒 ・雲母 P ∴110∴17　引）％
1

須　 恵　 器

B　 4．9　 底。体部は外傾 して立ち上 が りタ　ロ 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 蓬． 褐灰色 P L 223
C　 7．6　 線部に至る。端部は丸 く収めている。 方向のへ ラ削 り。底部作 り雑。　 普通 二次焼成

．‘二　よ　　。．　′．′　′．、

位置　調査　区の西部　既約区。

規模と平面形　長軸3。7m　短軸。舶mの長方形である。

主軸方向　N－180　－E

壁　耕作による削平のためタ壁の遣存状況が悪い。確認された壁高は最大5。mである。

壁溝　全周している。上幅且5～20撒夕下幅6～9撒芦深さ5～8cmでタ断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦でありプ　中央部から竃の前面を中心に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ3娠惣ほど掘り込み芦砂質粘土で構築されていたと考えられる。規模は，焚口部から

煙道部まで衛m　両袖部幅約85cmと推定される。耕作による削平のためタ遺構確認面で火床部と考えられる赤

変硬化した焼土と砂質粘土が確認できた。第2層が廃土粒子を多量に含み赤変硬化していることからタ火床部

と考えられる。

竃土層解説

1極暗赤褐色　廃土小ブロックや粒子中量，炭化粒子0砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子の砂粒微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック0炭化物e炭化粒子少量

ぽ㌦‖卜＋5か所（㌘1～㌘5）。各コーナーからやや中央部寄りに位置する㌘1～㌘射ま　径路～封。皿の円形

でタ深さ12～30cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁からやや中央部寄りに位置する㌘5は，

径29粗のほぼ円形で，深さ27cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片18息土製品1点（支脚）が出土している。第179図1の土師器婆片は∴覆土中から出土して

いる。支脚は，小片である。

所見　本跡は床面の一部が露出した状況で検出されたため，覆土の堆積状況は確認できなかった。時期は，出

ll－1一一1273　－－－－－1



土土器が小片のため判断は難しい。出土土器に内面黒色処理された土師器片が存在しないことや，当遺跡にお

ける住居跡の形状の傾向から8世紀代と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　1nl

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

－　　′
第179図　第967号住居跡・出土遺物実測図

第967号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第179図 聾

土　師　器

A［22．0］口緑部の破片。口緑部は外反し，口緑部内・外面ナデ。 砂粒・雲母・長石・P41049

1 B（4．3）端部は上方へわずかにつまみ上げ

られている。

石英

にぷい褐色，普通

5％

第976号住居跡（第180図）

位置　調査4区の西部，J9g7区。

規模と平面形　長軸4．01m，短軸3．30mの長方形である。

主軸方向　N－11。－E

壁　壁高は20～25C皿で，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下の中央部から西壁下を巡り，北壁下と東壁下の一部で確認されている。上幅16～30cm，下幅5～

6cm，深さ4～5cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。床面で粘土が2か所確認されている。1か所は，中央部

の床面で確認され　平面形が長径約70cm，短径約45cmの不定形で，厚さ約4cmである。もう1か所は，北東部
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で確認され　平面形が長径鵠cm　短径蟻cmの楕円形で　厚さ約摘cmである。

竃　北東コーナー部の北壁を壁外へ射kmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模は学祭四部から煙道

部まで摘cm　両袖部幅摘cmである。竃土層断面図中学　第鼠～3層がタ竃材を含む覆土と考えられる。第48

摘層は　粘土粒子と砂粒を多量に含んでいることからタ崩落土層と考えられる。第且2層は焼土を比較的多　含

み芦赤愛していることから芦　火床部と考えられる。煙道は，火床商から緩やかに外傾しきその後ほぼ直立する。

富士層解説

1灰　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量夕　焼土粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子多量芦　にト∵ム小ブロック中量ぎ　焼土粒子か炭化粒子少量
3　暗　褐　色　砂粒中鼠　廃土粒子e炭化粒子少量

4　灰　褐　色　砂粒多量，炭化粒子中量，焼土粒子0粘土小ブロック少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子を炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子や炭化粒子多量，ローム粒子8砂粒少量
7　暗赤　褐色　廃土粒子中豊，ローム粒子の炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子中量ブ　ローム粒子や炭化粒子・砂粒微量
9　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子の廃土粒子も砂粒少量
用　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子e炭化物微量
は　暗　褐　色　炭化粒子中農，ローム粒子も焼士粒子少量，ローム小ブロック微量

12　暗赤　褐色　ローム粒子サ焼土中ブロック・焼土粒子中量プ　炭化粒子少量

暖も汐睦　　か所津　～㌘の。北西コーナー部に位置する㌘　は　長径開cm　短径掴cmの楕円形で　深さ27

′′．・′　－　　′ノー－′‾′・　′ノ：、′；　、′く’・、　∴言く　IJ　　∴　′、．、　ノ、∴′′．　′・∴一・・，

′′＿′′　　′・′　日、一　く　　　∴十、、，、、′、・つ　‾　了／・・、‾、ノ．　　　　・．、　．‾言′、′り

いる。㌘3はタ　位置的に出入り田施設に伴うピットの可能性がある。㌘且　も㌘2は芦　主柱穴の可能性も考えら

れるが，性格は不明である。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　暗褐色
3　褐　　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗褐色
3　極暗褐色
P3土層解説
1　暗褐色

にトーム粒子中農ア　ローム小ブロック少量

ロ…ム粒子中豊タ　ローム中ブロック0ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロックゆローム小ブロックのローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子少量，廃土粒子も炭化粒子微量

ローム粒子中量茅　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中フロッグ・∴ローム粒子0炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量芦　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　にトーム中ブロック・ローム粒子中量

覆漉18層からなる。ブロック状の堆積状況からク　人為堆積と考えられる。

土層解説

i　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックの焼土粒子e炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム車ブロック0ローム小ブロックぁ廃土粒子0炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックや炭化粒子少量
4　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子・焼土粒子や炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　極暗褐色　ローム車ブロックp tコ一一ム粒子も焼土粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量
8　極陪褐色．ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

用　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
は　黒褐色　焼土粒子か炭化粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
12　極暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム中ブロック少量
13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
摘　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック4炭化粒子少量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

16　極暗褐色　ローム粒子0焼土粒子0炭化粒子少量
17　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
18　黒褐色　ローム小ブロックⅠローム粒子少量

一一1275　－－－…一一一



遺物　土師器片163点，須恵器片56点，鉄津1点，礫1点が出土している。第180図1の土師器杯は，竃内から

逆位で出土している02の土師器高台付杯は，南東コーナー部寄りの東壁際から出土している。3・4の土師

器高台付杯は，竃内から正位で出土している05の鉄浮は，北西部の床面から出土している。礫は雲母片岩で，

長径約20C皿，短径約8C皿，厚さ5．7C皿ほどの大きさで，南東部の床面から出土している。

所見　床面で粘土が確認されているが，出土した鉄津や礫，ピットとの関係は不明である。なお，焼土の塊等

は，出土していない。時期は，出土土器から10世紀中葉と考えられる。

血l Ol

攣感
＼こ意ク4

第180図　第976号住居跡・出土遺物実測図
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第酵　骨佳屠跡出土遺物観察衷

図柄 号！器　 橙 計測酎 cmj i 音 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 庚 率 儲 縮 彿 丁 頂
考

第摘 図　　 塚　　 A は湖　 底部から打線部にかけての破片。 目線部　 体部外面上学ぶタロナデ0　砂粒　　　　　　 ㌘射酵2

ヱ上 土 曇 攣 撃 撃 聖 謹 選 萱 聖 誓 色　笹
P 一日0γ3

2　 土 師 器 り 豊雲　　　　　　　　　　　　　　　　　 雷禁223

E　 H ）　 部はわずかに外反する㍉　　　　　 内面黒色処理∴

！中 師年 雲…雲i　　 内面黒色欝 薫 賢 ㌍ 監
P 」け1075

4　　　　　　　　　 杵。高畜は 「貢」の字状に開　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灘％

i e8　　　　　　　　　　　　　　　　　 是志温

囲繍 車 種 長射。m 計短射。m）；厚さkm） 登射 g　 材 質　 特　 徴　 備　 考

墾攣中級＋ 可＋ 鍼 67 i ゎ9　　 蟻も中　 鉄　 錆によ蟻変。焼土付着。 胤の鵬 柑％ ㌘L器8

第評者鍾應跡　第膵　を摘図）

位置　調査　区の西部夢　形躇区。

重複関係　本跡が第鋸　の鱒号住居跡を掘り込み夢南部を第粥号住居に掘　込まれている。

：こ　、　　・　．－．　．　　′　′、′．・

主軸方向　N－1」0　－E

・　　　　　　　　′　　　・　　　′、　　　　　　　リ／言　′′　　′

認された壁高は摘～禦cmで　外億して立ち上がる。

′′　′　　　　　一　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　．，．壬′、∴′プ　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　′　　ノ　′　　　′ノ

還　北東コーナー部の北壁を壁外へ鍼襟mほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模は芦焚田部から煙道

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　l　′　　′　　　′，　　　　　　　　・　　ゾ　′

ノ・′・　　　　　　　　　　　′′′　　　　′　　′′　　　′・ノ　・、・言・′1、′　　ノ′′　′′．

砂粒を比較的多　含むことから　煙道部の崩落土と推測されれる。第は層は焼士粒子を多量に含み声赤愛して

′　・′　　　　′　　　′　、・′　’′　　′　　ノ　　　′　．　　′一　・一′　′＼　ノ　　・′　　一　　　　　十′、

から外懐して立ち上あがる。

憲土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子0炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子や炭化粒子少量
3　灰　褐　色　廃土粒子さ砂粒中豊

4　暗赤褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中豊，粘土粒子0砂粒少量
5　灰　褐　色　砂粒多量，焼土粒子や炭化粒子少量

6　灰　褐　色　粘土粒子．砂粒e焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
7　暗赤褐色　廃土粒子中量さ炭化粒子せ粘土粒子。砂粒少量
8　暗赤褐　色　にトム粒子を焼土粒子も粘土粒子8砂粒少鼠　炭化粒子微最
9　灰　褐　色　粘土粒子中豊夕　焼土粒子も炭化粒子0砂粒少量
相　にぷい赤褐色　焼士粒子中量　炭化粒子e砂粒少量
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11暗赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
12　極　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
13　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。竃西側の北壁際に位置するPlは，径20cmの円形で，深さ25C血である。東壁

際の中央部に位置するP2は，径14cmの円形で，深さ26C皿である。南西コーナーからやや中央部寄りに位置す

るP3は，径14C皿の円形で，深さ25cmである。北西コーナーからやや中央部寄りに位置するP4は，径15C皿の

円形で，深さ27C皿である。Pl～P4は，規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP

5は，径16cmのほぼ円形で，深さは31cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色

3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化材微量
ローム粒子中量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片62点，須恵器片6点，灰粕陶器1点が出土している。第181図1の土師器杯は，竃東袖端部の

床面から逆位で出土している。2の土師器高台付射ま，竃西側の床面から出土した破片と北東部の覆土中から

出土した破片が接合したものである。3の土師器小皿は，南東部の覆土下層から逆位で出土している。4のミ

ニチュア土器は，北西部の北壁寄りの床面から正位で出土したものである。須恵器片は杯の細片で，混入した

ものと考えられる。覆土中から出土した灰粕陶器は，瓶類の休部の破片と推定される。細片のため図示は困難

である。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

＼＼、＿＿」二二タ

第181図　第977号住居跡出土遺物実測図

第977号住居跡出土遺物観察表

∈∃⊆ク㌘⑳4

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一・一十－－　＿」

図版番号 器　 種 計測値（C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎上・色調・焼成 備　　　 考

第181図 杯 B （1．5） 底部から休部下端にかけての破片。 体部下端内・外面ロクロナデ。底 砂粒・雲母・赤色粒 P41077

1

土　 師　器

C　　6．9 平底。体部は内攣気味に立ち上が 部回転へラ切り。 子 20％

る。 橙色，普通 P L 223

2

高台付杯 A ［14．7］ 高台部から口緑部にかけての破片。 口縁部から休部外面ロクロナデ。 砂粒・雲母・長石 P 41078

土　 師　 器

B　　5．9 高台は「ハ」の字状に開く。体部 体部外廊下端回転へラ削り。内面 橙色 30％

D　　6．2 は内攣して立ち上がり，口緑部に

至る。

丁寧なヘラ磨き。底部高台貼り付

け後，ナデ。

普通 P L 223

3

皿 A　　 8．1 休部から口緑部にかけて一部欠損。 口緑部から体部内・外面ログロナ 砂粒・雲母・長石・ P 41079

土　 師　器

B　 l．9 平底。体部は外傾して立ち上がり， デ。底部回転へラ切り。 赤色粒子 30％

C　　 4．8 口緑部に至る。 灰色，普通 P L223
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図版番号　 器　 種 桓 測縮 n）　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎士 の色酢 焼成　 備
考

翫 8滴　 ミニチュア土器　 A　 姐　 椀 形の ミニチュア0 平 底。体 部 は　 目線 部，体 部内 や外廟丁寧 なヘ ラ　 砂粒　　　　　 P 棚 80

4　　　　　　 B　 3さ4　 内攣 して立 ち上が り　 目線部 に至　 磨　 0 内 や外面黒色処理O　　　 にぷい褐色　　　 柑 ％

土　 師　 器　 C　 205　 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　 P L 22 3

二・∴∴、∴　∴、ノ：く一

位置　調査　区の西部　監艶区。

規模藍平面形　南東コーナー部から北西コーナー部までタ全体の約2分のは瀾査区域外である。確認された

北東コーナー部からの規模はタ東西軸頼4mタ南北郎056mである。方形または長方形と推定される。

室軸方向＋添上∵㌫　－W

壁　壁高は温2～腕皿でタ外傾して立ち上がる。

壁溝確認された壁下を巡っている。上幅鼠7～鈍払下幅6～8cmタ深さ4～6で，断面形はU字形である。

應　確認された範囲はほば平坦であ軋全体的に踏み固められている。

憲北壁の中央部を壁外へ瓶mほど掘　込みタ砂質粘土で構築されている。規模はタ焚口部から煙道部まで

摘cm　両袖部幅鵬cmである0天井部は崩落してお酌竃土層断面図軌第　の　8　層が崩落土層と考えら

れる。第8層は廃土粒子を多量に含み声赤愛していることから芦火床部と考えられる。煙道はタ火床画から緩

やかに立ち上がる。

憲土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中鼠焼土粒子e砂粒少鼠　ローム粒子も炭化物微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック0廃土粒子や炭化粒子少量，砂粒微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中農焼土中ブロック6炭化粒子さ砂粒微量
4　にぷい赤褐色　砂粒多鼠焼土粒子少鼠炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中鼠焼土中ブロックゥ炭化粒子さ砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子を砂粒少量
7　暗赤褐色　廃土粒子．砂粒多鼠炭化粒子少量

8　極暗赤褐色　焼土粒子多鼠炭化粒子中農砂粒微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子の炭化粒子や砂粒少鼠焼土中ブロック微量

′　－′　　′　言・∴　－　　　∴　∴ノ、、）．1′・’j′つ、′了　　ノく′、′′‥′′′∴∴′∴主　′・∴－、‥′：二　一∴う′）．ノ

榛と配置から主柱穴の一つと考えられる。

貯蔵究　北東コーナー部で検出された0径95cmのほぼ円形で，深さ3腺である。断面形は言V」状である。
貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗赤褐色

5　極暗赤褐色
6　黒　褐　色

ローム小ブロック中農　ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多鼠ローム小ブロック少量，ローム車ブロック・廃土小ブロック6焼土粒子の炭化粒子微量
ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・廃土粒子・砂粒少鼠炭化粒子微量

焼土粒子多鼠焼土中ブロック・炭化粒子中鼠粘土粒子・砂粒少鼠ローム粒子微量

焼士粒子車鼠ローム粒子の焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少鼠ローム小ブロック・炭化材・粘土粒子微量
廃土粒子・砂粒少鼠　ローム中ブロックさローム粒子・炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム車ブロック8廃土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　色　砂粒中鼠　ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中鼠砂粒少鼠ローム小ブロックの焼土中ブロックキ炭化粒子微量

覆渡　4層からなる0覆土が薄ら堆積状況が判断できない。第304層は竃財の流れの層である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子や廃土粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中農　ローム小ブロック・焼土粒子微量

3　灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子8砂粒少鼠焼土粒子や炭化粒子微量
4　褐　色　砂粒多量，廃土粒子少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器尉79息須恵器片2息土製品1点（支脚）タ陶器片1点が出土している。第182図1～4はす

べて土師器杯である。1は芦竃の覆土中層から出土した破片が接合したものである。2はタ竃の東袖端部の覆

土下層から正位で出土している。3の土師器杯と5の須恵器杯は，竃の覆土中層からまとまって出土している。

－1－……1279－、一一一一一一一一



4は，竃内の煙道部付近から出土した破片である。6の須恵器蓋は，南東部の覆土下層から破片で出土してい

る。陶器片は，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

甘藍

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第182図　第982号住居跡・出土遣物実測図

第982号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 18 2園 杯

土　 師　 器

A　 1 6．0 休部 ・口緑郡一部 欠損。 丸底。 体 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 10 93

1 B　　 5．0 部は内攣 して立ち上がり， 口緑部 と ヘ ラ削 り後 ，ナデ。 内面へ ラナデ 明赤褐色 9 5％

の境に稜 をもつ。 口緑部は外反する。 後， ナデ。 内 ・外面黒色処理。 普通 P L 2 23

ー280－



図版番号　 音　 程　 計測債つcm　　 音 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 始 ま の色調 さ焼成　 備　　 考

第 l・寝 図　　 塚　　 Å　 摘め　 倦部 の打線部 か一部欠損。丸底〇体　 打線部 内 の外商横 ナデ。体部夕摘 砂粒 も雲母　　　 ㌘射脱

2　土師器B 4つ警禁慧警漂 羞羞霊孟議警鵠タラ豊讐霊 認霊這孟デ慧褐色　　 警霊3
目線部は外怖す る∴

言　 塚　芸。温豊雲）i霊慧孟雷豊．芸豊 苧誓覧誇票雷；雷義誓禁霊禁警禁票震慧孟霊薬　 £芸聯5
土　 師　 器　　　　 の境に稜を つC 打線部は外傾するc　後　 ナ デ○内 0 滴 黒色処理。　 普通　　　　　 ㌘L 22 3

4 土≡器芸［且芸攫…喜舅≡買慈善還送i≡竿買買牽㌢票讐ア芸這讐警禁票蓋警遠雷摘鷹
は外傾する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

塚　　 A H 湖　 底部から打線部にかけての破片0　 描線部　体部内も外面口タロナデ。 砂粒の長石e石英　 ㌘紺野
須 恵 器 告 雷：鵠 漂義持讐 慧胤 て立ち上が娠 底部掛 ラ削 軋 ナデ0　 慧 黄色　　 農 霊3

6　 孟　 書 霊 票 謡 ，ま完憲禁 認 慧 ごまi義孟宗認 票 雷冒 ロナデ0 頂 慧 雲母の長石 農 猶8
須　 恵　 器　 G　 の・9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

第鍼号燵應跡　第摘　ゆ摘囲う

位置　調査　区の酋乳狙掴区。

重複関係　第野号住居跡を掘　込んでいる。

規模起平面形　長径。犯m　短径も閥mの方形である。

主軸方向　N一つ10．一一・rE

璧　壁高は飢～鍋臓で　外傾して立ち上がるの

璧溝　愛用している0上幅は～霊臓　帯幅　～　臓　深さ　～　臓で　断面形は腿字形である。

應　ほぼ平坦であ勘中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ甑mほど掘　込義　砂質粘土で構築されている。規模は　焚拇部から煙道部まで犯

臓　両袖部幅開襟Ⅲである0天井部は崩落してお酌竃丑層断面図軌第　～咽が粘土粒子せ砂粒を比較的多

含んでいることから　崩落ま層と考えられる0特に　第　層は火熱を受け赤変し　廃土ブロックでゴツゴツ

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　∵　　　　　　　　　　　・　′　′

ノ　　　　　′　　′　　　　′　　　・・　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　′

て作勘両脇に粘土と山執ローム丑を混ぜた並を重ねるように積み上げて袖を構築したと考えられる言第着巨

・・　ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′

外傾したのち芦　はば直立する。

憲土層解説

鼠　黒　褐　色　ローム粒子ず砂粒少量夕焼土粒子0炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　砂粒中農芦粘土粒子少鼠　ローム粒子を焼土粒子微量
3　灰　褐　色　粘土粒子を砂粒多量

4　灰　褐　色　ローム粒子や鼠焼土粒子少鼠　ローム小ブロックの炭化粒子が砂粒微量

5　暗赤褐色　ローム粒子8焼土粒子㌧砂粒車鼠ローム小ブロックヴ廃土小ブロック少鼠炭化粒子微量
6　暗赤褐色　廃土粒子多鼠ローム粒子を焼土中ブロック中鼠焼土中ブロックも炭化粒子0砂粒少量
7　灰　褐　色　砂粒多鼠廃土粒子凋占土粒子少量芦炭化粒子微量

8　灰　褐　色　ローム粒子少鼠［㌻∵ム小ブロック∵焼土粒子の炭化粒子教義
9　灰　褐　色　ローム粒子中豊夕廃土粒子も砂粒少鼠炭化粒子微量

摘　赤　褐　色　焼土中ブロックe廃土粒子車鼠砂粒少鼠ローム粒子や炭化粒子微量
H　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少鼠　ローム申ブロックを炭化粒子微量
12　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子も砂粒少量夕炭化粒子微量

13　にぷい赤褐色　砂粒多鼠　ローム粒子少鼠廃土粒子・炭化粒子微量

Ⅲ　にぷい褐色　粘土粒子中鼠廃土粒子8砂粒少鼠　ローム粒子の廃土小ブロックさ炭化粒子徴義
持　にぷ藩褐色　廃土粒子中農　ローム粒子ゆ廃土小ブロック欄土粒子さ砂粒少鼠炭化粒子微量
蟻　にぷい赤褐色　焼土粒子車鼠廃土小ブロックサ炭化粒子さ粘土粒子も砂粒少量

281－－



17　にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
18　灰　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，炭化材微量

19　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
20　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
21褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
22　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
23　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

24　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子微量（貼床）

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径19～24cmのはぼ円

形で，深さ30～32cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は径18C皿の

ほぼ円形で，深さ22C皿である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。第3層は竃材が流れて堆積した層

である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

6　賠褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
8　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片46点，須恵器片2点が出土している。第182図1の土師器婆と2の土師器甑は，東壁際の中央

部の床面から集中して出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀後葉から8世紀前葉と考えられる。

第183図　第985号住居跡実測図
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第相磯図　第粥骨佳屠跡出土遺物実測図

第鱒　督促屠抄出漉遺物観察東

の　　　　　　　　　　　　　　　頂Ocm

』　　　姦

図版番号 i 播　 種 桓 測縮 m ラ　　 音 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 や色調 の焼成　 備
考

第摘 囲　　 嚢　　 A H 融　 倦部か ら打線部 にかけての破片0　 持縁部内 の外商横ナデ。倦部夕滴　 砂粒 や小磯 の雲母 の「私射湖沼

†　　　　　　 H 豆0晶　 休 部は内曾 して立 ち十が リ，目線　 縦位のヘ ラ削 り軋 ナデ．体部内　 長石 ・石英　　　　 30％

十　 酔　 器　　　　　 部はわずか に外怖す る∴　　　　 面へ ラナ デ後言 旨頭痕 を成すナナ　 橙色 、普通

峯撥轡憲稲撃璽潔聯前葦
′　　′

位置　調査　区の西部芦錮振区。

、　　　　′　　　　　　　　　　　．′　　　　　　、　　　ノ＿′

規模藍平面形　長軸。錮m　短軸。湘mの方形である。

主車由方向　Np－HF一丁（う0　－E

壁　壁高は錮～諏¢mである。

床　ほぼ平坦であ娠　全体的に踏み固められている。

還　東壁の中央部に煙道部の痕跡と考えられる砂嚢粘土と芦火床部の廃土の一部が残存しているだけである。

煙道の掘り方は芦　ほぼ直立する。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　！　　′′　　・

′　　　　　　　　　ノ　　　　／　′′　ノ　　　′、　　　　　　　　′・　　　　　　　　′　　ノ　．・

路臓である。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

′　′　　　　・′　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　．・．・

土層解説

1暗褐色；ト∴′「ノ十一1、ソ・ソ・1ト∴粒召ノ払　暁日工十日引物微量

2　黒褐色「ト∴∴中ソL一一j、ソフ・しトー∴粒J’一少量

3　褐　色　ローム中ブロック中量ブ　ローム小ブロックもローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック∵廃土粒子の炭化粒子や砂粒少量

5　黒褐色　廃土粒子0炭化粒子や鼠　ローム′杵ブロックもロ…ム粒子少量

6　極暗褐色　ローム小ブロックがローム粒子の焼土粒子8炭化粒子少量

一　期：一一一一



7

8

9

10

11

】ご

13

14

15

16

17

18

19

20

21

ごご

23

24

里

黒

暗

褐
lP＿

暗
里

黒

褐

暗

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量
褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，砂粒微量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
板暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
極暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子数量

遺物　土師器片7点，須恵器片8点が出土している。第185図の須恵器杯片は，南東部の覆土中から出土した

ものである。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から8世紀前半と考えられる。

第185図　第986号住居跡・出土遺物実測図
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第粥　号住居跡出土遺物観察表

図版番号　 券　 種 桓 測倦 （cm）　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 E 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 18 5図　　 杯　　 A ［15．2日 底部から日縁部 にかけての破片。 平　 日縁部 ，体部 内 も外商ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長右 P ・H H H
l　　　　　　 Iう　 工　 軋 体部は外醸 して立ち上が り， 目　 口クロ日は弱 い∴底部 回転へ ラ切 灰 白色 2 0％
須　 恵　 器　 C ［7．4］ 縁部に至る。端部は丸 く収めている。 り乳　 ナデ。 普通

／‾∵∴‘．　－こ了　言、、、、（

位置　調査4区の西部　K摘昆区。

重複関係　北東部から西壁にかけて二分するよ　に　第猶号溝に掘　込まれている。

規模起平面形　東部が未調査区域に位置しているため全容は不明である。確認されたのは南北師。52m芦東西

軸3。55mである。方形または長方形と推定される。

室車由方陶　N－30　－W

壁　確認された壁の高さは錮～射kmで　外儀して立ち上がる。

：‾　′′・′、ノ　′∴・；、′一′：′　一、′　・－・・・r、′　二、・・、・：・　∴．′二、∴：、、十．榊　′　㌢・∴

る。

床　ほぼ平坦である。一部は掘り込まれて確認できないもののタ全体的に踏み固められている。

憲　焚口部と東袖の端部は　第猶号溝に掘り込まれている。北壁の中央部を壁外へ20cmほど掘り込み，砂嚢粘

土で構築されている。規模は，焚四部から煙道部まで約mの臓と推定され　両袖部幅撮皿である。天井部は崩

落してお酌竃土層断面図中芦砂粒を比較的多　含む第　～　層が　崩落土層と考えられる。袖部は良好に遺

存してお酌土層断面でみると　第霊層のハードロームの地山を基礎にしてタ粘土と軌ローム土を混ぜた部

財をブロック状に積み重ねて第膵～飢層の袖部を構築したと考えられる。第13層は廃土粒子を多量に含みタ赤

愛していることからタ火床部と考えられる。煙道はタ火床面から急な傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子4砂粒少量，廃土小ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中鼠廃土粒子・炭化粒子0砂粒少鼠　ローム小ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子0砂粒車鼠炭化粒子少鼠　ローム粒子微量

4　明赤褐色　焼土粒子多鼠　砂粒車鼠炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　極暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子多鼠焼土中ブロック中鼠炭化物4粘土粒子の砂粒少量
7　暗　赤　褐　色

8　暗　赤　褐　色

9　暗　赤　褐　色

10　にぷい赤褐色

は　暗　赤　褐　色

12　暗　赤　褐　色

13　暗　赤　褐　色
14　にぷい赤褐色
15　暗　赤　褐　色

砂粒中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子も砂粒少量

廃土粒子e炭化粒子少鼠　ローム粒子さ焼土中ブロックも砂粒微量
焼土粒子中量ア　焼土中ブロックe炭化粒子・砂粒少量
焼土粒子・粘土粒子0砂粒少量，炭化粒子微量

焼土粒子多鼠　ローム粒子8粘土粒子少鼠炭化物4炭化粒子微量
焼土粒子e炭化粒子中鼠　ローム粒子・炭化物・粘土粒子少量
焼土粒子中量，粘土粒子か砂粒少量，炭化粒子微量

焼土粒子多量芦焼土中ブロック・炭化粒子中鼠砂粒少鼠　ローム粒子・炭化物微量
16　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中鼠焼土中ブロック0砂粒少量，粘土粒子も灰微量
17　褐

18　暗　褐
19　暗　赤　褐
20　灰　褐
21褐
22　褐

23　暗　赤　褐
24　暗　赤　褐
25　暗　赤　褐

色　ローム粒子中風　廃土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

色　粘土粒子中量，ローム粒子を焼土粒子少量，炭化粒子微量
色　焼土粒子中鼠　ローム粒子少量，ローム小ブロック‘粘土粒子e砂粒教墨

色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少鼠　ローム小ブロック・炭化粒子徴墨
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少鼠　廃土粒子・炭化粒子微量
色　ローム地山

色　焼土粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子e粘土粒子少量

色　砂粒多鼠廃土粒子・粘土粒子中豊，ローム粒子・廃土小ブロック・炭化粒子少量

ぼり『卜＋9か所津　～㌘9）。南西コーナー寄りに位置するP　は　径鍋cmの円形で，深さ航mである。規

模と配置から主柱穴の一つと考えられる。南壁際の竃の正面に位置する㌘2はタ径38。路の円形で，深さ35。皿で

ある。規模と位置から出入りロ施設に伴うピットと考えられる。㌘3へつP9は　径柑～2。皿のほぼ円形で　深

1－－1－1285－1一一一一



さ15～40C皿である。壁溝中に並ぶように位置し，壁柱穴と推定される。

Pl土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量

覆土　20層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少鼠炭化粒子・砂粒微量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　　　1　　2　　3
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第186図　第988号住居跡実測図
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6　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
11暗　褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

12　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子・砂粒少量
13　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量

14　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中温ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
15　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

16　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
17　褐　　　色　ローム粒子多量

18　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
19　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
20灰褐色砂粒多鼠ローム粒子少量

遺物土師器片217点，須恵器片18点が出土している。第187図1の土師器杯は，竃の覆土から逆位で出土して

いる02の須恵器高台付杯は，中央部から南東部にかけての覆土ヰト下層から出土した破片が接合したもので

ある03の土師器聾は，南東部の覆土下層から出土している04の土師器藍は，P5と南壁の間の覆土下層か

ら正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　10cm

［二＿＿　；　　」

第187回　第988号住居跡出土遺物実測図

第988号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 4 1 122
第 18 7図 杯 A ［1 6．0］ 底部 から口緑部 にかけての破片。 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。休 部外面

1

土　 師　 器

B　　 5．7 丸底。体部 は内攣 して立ち上がり， ヘ ラ削 り後， ナデ。内面へ ラナデ 石英 30％
口緑部はほぼ直立す る。 後，ナデ。 にぷい橙色，普通

砂粒 ・長石

P L 22 4

P 4 112 5
2

高 台 付 杯 B （2．9） 高台部か ら体部下半にかけての破 体部内 ・外 面 ロクロナデ。底部回

須　 恵　 器

D ［10．2］ 片。底部 は平底 で，ハの字状 に開 転 へラ削 り後，高台貼 り付 け。 褐灰色 10％

P L 2 24

P 4 1 123

E　　 O．6 く低 い高台が付 く。 普通

砂粒 ・小礫 ・雲母 ・

3

要 A ［24．8］ 体部上位か ら口緑部 にか けての破 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面

土　 師　 器

B （9．5） 片。体部は内攣 して立 ち上が り， ナデ。内面横位のヘ ラナデ後，輪 長石 20％
口縁部は外 反する。端部は上方へ

つまみ上 げ られている。

積み痕を残すナデ。 橙色

普通

P L 22 4

4

嚢 B （11．2） 底 部か ら体部下半 にかけての破片。 体部外 面縦位 のヘラ削 り，下端横 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 1 124

土　 師　 器

C　　 7．2 体部 は内攣 して立 ち上が る。 位のへ ラ削 り。 内面へ ラナデ後 ， にぷい赤褐色 20％
ナデ。底部木葉痕。 普通 P L 22 4

1　287－



第989号住居跡（第188図）

位置　調査4区の西部，KlOal区。

重複関係　東壁の北東コーナー寄りから北壁の中央部にかけて，第59号溝に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸4．18m，短軸3．86mの長方形である。

主軸方向　N－30　－E

壁　壁高は10～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたと推定される0上幅18～28cm，下幅4～9cm，深さ4～

5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。一部を掘り込まれているものの，南東・南西コーナー部を除いて全体的に踏み固められ

ている。

叫　　小I d

A23・Oml l　　　，

第188図　第989号住居跡・出土遺物実測図

ー288－

十一‾l」＿＿
ln

CD
の

lコ
の

10cm

ト＿＿＿一一一一十－」



竃　那緒溝に掘り込まれているため，東袖の一部と火床部の焼土が残存しているだけである。袖の構築柳も

砂質粘土である。

縮匪　摘藩（㌘i～㌘射0中央部にはば東西に並んで位置する酌と㌘2はァそれぞれ径5振皿と径46cm

の円形でグ深さ52cmと32臓である0規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に南北に重複して位

置する㌘3と㌘4はタそれぞれ径29cmと径航弧のほぼ円形でタ深さ31cmと23轍である。規模と位置から出入り

田施設に伴うピットと考えられる。

覆並　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックかローム粒子．廃土粒子も炭化粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠廃土粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少鼠炭化粒子微量
6暗褐色ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器鮮魚須恵器片　点　炭化材　点が出土している。第摘図月の土師器杯は　南西部の覆土下

層から連位で出土している。炭化材3点はタ南壁際の㌘4付近の覆土車の下層から出土している。形状はタ長

′　！、：・・；　一′　・、‥′　∴∴つ、一明！＼‥l′＼一　′′′′　　ノ＼リ′－ノ．・一了・、ニノ　了′ノー　ノ′∴　′、l工‥′j

所農　本跡の時期は芦出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第粥　号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種　 計測値 血 ）　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　　　 胎土 ・色調 ・焼成　　 備　　 考

目線部内 ・外面構ナデ㍉休部外面　 砂粒 ・長右　　　　 P l＝1 6第且8 8図 棒　　 Å 15．2　 体部か ら目線部 にかけて一部欠損。

1 B　 6．2　 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り警 ヘ ラ削 り衡　 ナチ ・内面へ ラナデ　 にぷい橙色　　　　 80％

士　 師　 器　　　　　　 目線部はわずか に外反す る∵ 後，横 ナデ。　　　　　　　　 普通　　　　　　　 P L 2 24

’∴「∴・　ゾ：・∴ノ、′　㍉：、く、一

位置　調査　区の西部，池沼区。

重複関係　第987号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸。鋪m　短軸生翻mの方形である。

主軸方向　N－180　－W

璧　壁高は32～38cmでタ外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅12～26cm言下幅確～8撒夕深さ4～5cmでタ断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦でありァ中央部を踏み固められている○竃の東側の床面上に径緋cmのほぼ円形で　厚さ約8腿

はどの廃土の堆積が検出された0焼土は，板状に硬くしまっていたもののタ性格は不明である。

竃　北壁の中央部からやや西寄りを壁外へ26cmはど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで用cm　両袖部幅摘cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図軌第2～407の8層が

崩落土層と考えられる。特に，第384層は火熱を受け赤変しタ焼土ブロックでゴツゴツしている。第用層は

焼土中ブロック0廃土粒子を比較的多く含みタ赤変していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面

からほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子。粘土粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子も粘土大ブロック微量

－…－1－－　2891一一l一一一



3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
4　赤　褐　色　焼土小ブロック・廃土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
5　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子教室

6　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒少量・ローム粒子・廃土小ブロック・炭化材微量
7　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，廃土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子・砂粒数量
9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
10　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

第189図　第993号住居跡実測図

2机1



ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径57～87。皿のほぼ円

形で，深さ51～61cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径38。皿

の円形で，深さ24cnである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl～P5土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　暗褐色
9　褐　　色

10　暗褐色

ローム粒子中量，炭化粒子微量
口一ム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子多量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土10層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片136点，須恵器片10点，不明鉄製品1点が出土している。第190・191図1の須恵器杯は，西壁

際の中央部の覆土中層から逆位で出土している。2の須恵器蓋は，中央部やや南壁寄りの覆土下層から出土し

た破片が接合したものである。3と4の土師器饗は，それぞれ南東部と北東部の東壁際の床面からつぶれた状

態で出土している。鉄製品は，小片のため器種が不明である。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀末から8世紀前葉と考えられる。
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第190図　第993号住居跡出土遺物実測図（1）
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図版鵬 i 器　 種 桓鵬 叫　 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴 i 胎と 攣 機 中 備
考

雛 9 回　　 輝　　 A H eの　 底部から打線部にかけての破片〇　 日嫁部撃倦部内の外商口タロナデ。砂粒の雲母0長石　 ㌘紺34

†　　　　　　 H　 骨　 平底．休部は外傾して立ち十が星　 底部回転へラ切り札 へナナデ∴　吠黄色　　　　　 亜％

須　 恵　器　 し　 γ・0　 日緑部はわずかに外反する∴　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P LヱH

意　　 Å心 81 大冊阿）舶「天井舶ま笠彬を呈　天井部外面回転へラ削年 目緑部　砂粒・雲母・長有　 P．日用

2　　　　　　　 H （2謝　 している∵目線部内面に短いかえ　内・外面ロクロナラ㍉　　　　　 黄灰色　　　　　 ㈲％

須　恵　器　　　　　 りが付く㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P L黒寸

誓当　牽　ほ［雲禁度霊：霊孟宗慧慧豊ナ昌憲霊慧読讐票票，漂票禁孟芸漂霊雷警警警霊長石慧鼠蟻
土 師 器 C ［アサ8〕 漂‡霊豊 タ眩方へつまみ上 禁 警 憲 謡 認 痕を 普通　 iP L霊4

第且90回　　 婆　　 B （26の　 底部から体部上位にかけての破片。巨絡部外面上半ナデタ下半縦位と斜「砂粒の小礫■空欄ト日報現臓

J　　　　　　 r　仕」　 休部は倒坤彬を呈する．　　　　 位のへラ磨き∴内面へラナデ軋　 長有・右奥　　　　 イ0％
十　帥　器　　　　　　　　　　　　　　　　　 指頭痕を残すナデ∵　　　　　　 吠亜褐色，普通　　 P LヱH

′、．′丁．′　′′ノく

位置　調査　区の西部夕形舶区。

′、て、∴　．　′∴　　′′．・　　　　　　ノ

ニ　　　′　、　′　／　　　．モ

主軸方向　N－（う0　－E

壁　東壁の南半分は耕作による撹乱のため確認されなかった。壁高は最大腕皿で　外優して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であ軋　中央部が踏み固められている。

憲　北壁の中央部に芦砂質粘土で構築されている。煙退部を両袖の端部は耕作による撹乱を受けお酌確認で

きなかった0規模は　両袖部幅腕皿で　焚持部から煙道部までほ梅mが確認されただけである。火床部は床面

から2撒ほど皿状に掘りくぼめられてお勘火床面は赤変硬化している。煙道は　火床面から緩やかに立ち上

がる。火床部からは石製の支脚が使用されていたままの状態で出土している。
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ピット　4か所（Pl～P4）。南東コーナーからやや中央寄りに位置するPlは，径11。mの円形で，深さ16

cmである。南西コーナーからやや中央寄りに位置するP2は，径11cmの円形で，深さ21cmである。Pl・P2

は，規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP3は，径12cmの円形で，深さ18。皿であ

る。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。東壁際にあるP4は長径38cm，短径29。皿の楕円形で，

深さは24C皿である。主柱穴の可能性も考えられるが，性格は不明である。

覆土　床面が部分的に露出した状態で検出されたため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片3点，須恵器片6点，石製品1点（支脚）が出土している。第192図1の土師器杯は，火床面

から破片で出土している。2の須恵器蓋片は，北東部の覆土中から出土している。3の支脚は，火床面直上か

ら立位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

／

－　き』

第192図　第996号住居跡・出土遺物実測図
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図版番号　 器　 橙 恒則酎cm）　 器 形 の 特徴　 i　 手法 の特 徴 i胎と 攣 華 中　 備
考

第眈図　　 林　　 A Lは亘　 体部十位から目線部にかけての破　目線乱 体部内・外面楯ナデ∴ 砂粒・雲母　　　　　 P引130
土　師　器　B　は0割　片。ロ嫁部は外傾する0 にぷい黄橙色，普通　川％

須　轟且雲；雲鵠警宗禁打線部内商に短辛縁部内働タロナデ。鳥警霊孟長石㌍

図版番号　器
種　　　 計　　　 測　　　 値 巨 質i 出土地点 i 備　 考

長さkm）　幅　毎）　厚さkm）　重畳沌）

第192図3「支 衷＿望二十■車「「議了T 「蒜 閃緑　告わずかに赤変しタ脆くなっている。0引011 頂％　PLヱ押

一　　　　　　　　　　　　、、

て　′・　　　　、

重複関係　第鱒号住居跡の北東部を掘　込んでいる。

、‘′　、．　　、　′′′　三　　′′′

主軸方向　N－：10　－W

′　　　、　′　　　　′　　′

＼　　　　　　・、′　　　　　－、・　　　′　・　′　　　　　．ご一　つ‥∴子「∴′）

床　はば平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

㍉　・　　　　　　　　　′、　　レ　　　　　　′　　′　　　　　　ノ　　　．・′ノ　　．′

臓㌍m　両袖部幅膵臓である。天井部は崩落しており資竃丑層断面図軌粘土粒子も砂粒を比較的多く含む第

′　　　　′ノ　　　　ニ　　′　　　　′　　　　　ノ　ノ　′（‘　′　　　　　　　　′　　、‥・′　・・．．

で　中心部　第摘層　ほど　粘土と砂を多く使用している。竃の構築を土層断面からみるとタ火床部は，中央

部を掘りくぼめた後で埋め戻して搾勘床面から　cmほどの深さで火床癖としている。第　0摘層が焼土粒子

を比較的多く含み，赤愛していることから芦火床部と考えられ第7層は火床部に溜まった灰の層である。袖

′・・い′　　　　′、　一′l　主　　’　　′　　　　ノ　　　′　　′∴′．：′∫′′　′：，′′、・、

ねて構築している。煙道は芦　火床商から外傍して立ち上がる。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子・炭化粒子も粘土粒子4砂粒少量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量ヲ　炭化粒子あ砂粒少量

3　にぷい赤褐色　廃土粒子も炭化粒子中量ク　ローム粒子の粘土粒子少量

4　赤　褐　色　廃土粒子多量，ローム粒子e炭化粒子少鼠粘土大ブロックゆ粘土粒子微量
5　暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒子凋占土中ブロック少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中農　ローム粒子少鼠炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
8　にぷい赤褐色　廃土粒子中農　ローム粒子も砂粒少鼠炭化粒子微量
9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子e砂粒少量
摘　赤　褐　色　廃土粒子多量，炭化粒子少量

H　暗赤褐色　焼土粒子も炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
12　褐
13　暗　赤　褐
14　暗　赤　褐
15　赤　褐

摘　暗　褐

17　暗　褐
18　暗　褐
19　暗　赤　褐
20　暗　褐

色　粘土粒子多鼠　焼土粒子・砂粒中鼠廃土小ブロック・ローム粒子徴墨

色　廃土粒子多鼠焼土中ブロックず廃土小ブロックの砂粒中農炭化粒子少量
色　廃土粒子中量，焼土中ブロックや砂粒少量，炭化粒子微量

色　廃土粒子の粘土粒子中量ブ　ローム粒子8炭化粒子・砂粒少量
色　粘土粒子多量，ローム粒子や砂粒中量，焼土粒子少量
色　粘土粒子多農，ローム粒子0焼土粒子の炭化粒子・砂粒少量
色　粘土粒子中量，焼ま粒子も炭化粒子少量
色「ト∴粒十・崎守斗圧・炭化粒子・粘‖∵白∴砂粒′塙‡二
色　ローム粒子中量プ　焼土粒子少量，炭化粒子微量

一、－－、・一一一　2tHl一一一一一



ピット　5か所（Pl～P5）0各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，酎0～72cmのほぼ円

形で，深さ47～60cmである0規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径55cm

のはぼ円形で・深さ37cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

第193図　第997号住居跡実測図

凸1］I

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l l I

ー295　1

1m

ト　　　l　　　」



Pl～P4土層解説
1極暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・廃土粒子中量，炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中鼠ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中風焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒子多量
P5土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3暗褐色ローム粒子中量

覆土　7層からなる。各層に焼土・炭化粒子を比較的多く含有し，土層断面図中第3～7層がブロック状の堆

積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中鼠焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化材少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
5　極暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化材少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片1275点，須恵器片245点，灰粕陶器3点，土製品3点（支脚片），鉄製品2点（釘・不明），石

器1点（砥石）が出土している。第194・195図1～7は須恵器，8・9は土師器である。1の杯は逆位で，7

の鉢は正位で，南壁際の中央部の床面からまとまって出土している02の杯は，竃東側の北壁際の覆土下層か

ら出土した破片が接合したものである。3の杯と8の小形鉢は，竃の焚口部からまとまって出土している0　4

の杯は，竃西側の床面から破片で出土している。5の高台付杯は，中央部の覆土下層から正位で出土している0

6の蓋は，南西部の覆土中層から破片で出土している。9の嚢は，南壁際の中央部の覆土下層から破片で出土

している。10の鍵ヵは，中央部の覆土下層から出土している。11の砥石は，北西部の覆土下層から出土してい

る。支脚片は，破損した同一個体の小片である。不明鉄製品は，覆土中から出土しており極小片である0灰粕

陶器は細片であり，撹乱により混入したものと考えられる0出土土器の多くは細片であり，住居跡全体から散

在するように出土している。本跡が廃棄されたおりに，埋土に混入していたものと推測される0

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第194図　第997号住居跡出土遺物実測図（1）
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第195図　第997号住居跡出土遺物実測図（2）

第997号住居跡出土遺物観察表

0　　　2cm

lO L土＝」

0　　　　　　　5cnl

！－　：」
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図 版 番 号 券　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成

砂 粒 ・雲 母 ・長 石

I 備　　 考

P 4 1 1 4 3
第 19 4 図 杯 A　 13．7 体 部 か ら 口 緑 部 に か け て 一 部 欠 損 。 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。

1

須　 恵　 器

B　　 4．2 平 底 。 体 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 灰 白 色 8 0％
C　　 7 ．9 口 緑 部 に 至 る 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 1 方 向 の へ

ラ 削 り 。

普 通 P L 2 2 4

2

杯 A　 13．2 体 部 か ら 口 緑 部 に か け て 一 部 欠 乱 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 P 4 11 4 4

須　 恵　 器

B　　 3．9 平 底 。 体 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 灰 黄 色 8 0 ％
C　　 8 ．3 口 緑 部 に 至 る 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 1 方 向 の へ

ラ 削 り 。

普 通 P L 2 2 4
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図版番号　 券　 種 計測値 （C扇 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第柑5図　　　 年 A　 IJ．5 休部か ら‖緑 部にかけて一部 欠損． 目線部，体部内 ・外面 ロケロナデ∴ 砂 粒 ・霊母 P ・日日5

3 B　　 4適 平底∴休 部は外傾 して立ち十がり， 休部 卜端手持 ちへラ削 り軋 ナデー 灰黄色 70％

須　 恵　 器 C　　 7．9 ‖緑部に圭る∴　　　　　　　　　 底部回転へ ラ切 り札 †方向のへ 普通 P L 2 24

ラ削 り。

林 B （且．9） 底 部か ら休 部下端 にかけての破片㍉　体 部内 ・外 面ロクロナデ∴体部下 砂粒 ・雲母 P 引寸描

4 C　　 S鰯 平底∴休部 は外傾 して立ち上がる㍉　端手持 ちへラ削 り乱　 ナデ∵底 部 灰黄色 40％

㌘L 22 4須　 恵　 器 回転へ ラ切 り後， ナデ∴ 普通
！

第1出 国　 高 台 付 杯 A ［13．4］ 休 部か ら目線部 にかけて1 部欠損∵　 目線 乱　 体 部内 ・外面 ロクロナデ㍉ 砂粒 ・長石 P 41ユ47

5 B　　 4．8 高台 はハの辛状 に開 く∵休部 は外　 底部 回転へ ラ切 り札　 高台貼 り付 吠 色 70％

須　 恵　 器 0　　 8．9 伸 して 立ち十が り，目線部 に圭 る∴　 け∴ 良好 P L 二月

E　　 O．8

第195回　　　 蓋 A ［且5．0］ 天井部か ら目線 部にかけての破片∴　 天井部外面回転へラ削 年 外周部 ・ 砂 粒 ・雲母 ㌘4温摘8

6 B　　 2．1 天井部は伏せ 皿形を呈 し，目線 部　 目線部内 ・外 面ロ クロナデ∴　ロク 褐灰色 30％

須　 恵　 器 内面に退化 したかえ りが付 く．　　 ロ 日は弱 い㍉ 普通

鉢　 ！A ［36．8］ 休部 か ら目線 部にが ナて1 部欠損㍉　 目線部 内 ・外面 ロクロナデ∴休部 i砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P ・11日田

8　 15．8 平底．休 部は外傾 して立ち十が り， 外面 中位以十構位の 半行叩 き．下 石英 60％

7　　 須　 恵　 器 C　 19．8 打線部で屈 曲す る。　　　　　　 位横位のヘ ラ削 り。内面中位以上 褐灰色 P L 224

ヘ ラナデ後，ナデ㍉　下位指頭抑圧 普 通

痕 を残す ロクロナデ㍉

赤　 瀬日 射 A　　 9．8 平成㍉休部は内曾 して立ち上が り， 目線部内 ・外面構ナデ．休 部外面 i砂 粒 P J l日日

8　 「土　 師 器
H　　 b．い

し　　 5．7

目線部はわずかに外 反する∴　　　 縦位のヘラ削 り乾　 へラナデ十 内

面へラナデ後 ，輪積み痕 を残す ナ

橙色

普通

100％

P L 22 4

デ。底部木葉痕。

嚢 A　 24．0 休部下位 から目線部 にかけての破　 ＝縁部 内 ・外面横ナデ．休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 41且42

9　 「土　 師 器
B （31．2） 片∵休部 は倒卵彬 を呈し， 目線部　 十半 ナデ，下半縦位のヘ ラ磨 き． 橙‡色 40％

は外反す る「端部 は十方へつ まみ　 内面へ ラナデ 後つ 旨頭痕 を残すナ 普通 P L ヱ5

上げ られてい る。　　　　　　　 デ。内面に翰積み痕。

踊 番号i 器 種 計　　　　　 測　　　　　 値 材 質 i 特　 徴
備　　　　 考

全長毎）　 幅　毎）　 厚 さkm）　登射 g）

第摘図r　慶　　　 カ 鋤 ） 日 射 蟻 ！ 彿 （11．6） 鉄　　　 端部欠掘0断面方形。木質付着 M 」・1010　80％　 P L崇8

番車 種 長 さkm） 幅 k m）：厚 さkm） 登射 g）

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考

第且紺 中 晩＋ 羞1 梱 3．0 2・3　 日 舶 凝灰岩 砥面3面，中央部力尊くなっている。 Q LH 012　50％　 P L 230

一　　　　一　ノ・．・　∴＿、∴　　∴．く

声／、　く　言一、日　＿　′′　′

重複関係　第998号住居跡を掘り込んでいる。

規模藍平面形　南半分が未調査区域に位置するため　正確な規模と平面形は確認できない。東西鰍ま。詔m芦

南北鰍ま北壁から未調査区域の境まで潤mが確認されただけである。方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－70　－W

壁　確認された壁高は37～38臓で，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅2～諏cm　下幅　～且cm　深さ　～。弧で　断面形はU字形であ

る。

床　ほぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ43cmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模は，焚四部から煙道部まで

摘cm　両袖部幅はcmである。天井部は崩落しており芦土層断面図軌廃土粒子の粘土粒子の砂粒を比較的多

く含む第1～7ゆ9層が崩落土層と考えられる。袖部は比較的良好に遺存しており　第は～膵層が袖部の土層

一一一一一一一一一一一　2（）8、－、1－－－－－－



である。袖部の中込部は第は層で　粘土を多　用いている。竃の構築を丑層断面からみると　中梁部をほとん

ど掘り込まずに允床面としタ　その両脇に粘土粒予さ砂粒もロ…義士を混ぜた部樹で袖部を構築しても′、る。第8

0摘層が廃土粒子を多量に含み　赤愛していることから　火床部と考えられる。煙道は　尭床面から急な傾斜

で立ち上がる。

竃土層解説

i　暗赤褐　色　ローム粒子の廃土粒子や炭化粒子を砂粒少量
2　灰　褐　色　粘土粒子多義夕　廃土粒子も炭化粒予め粘土小ブロック少量
3　極暗赤褐色　廃土粒子を炭化粒子中農芦　ロ…ム粒子少量

4　酪赤褐　色　ロ…ム粒子の焼土粒子の炭化粒子ゑ粘土粒子少量
5　灰　褐　色　粘土太ブロックを砂粒少量
6　極暗赤褐色　ローム粒子少靂　廃土粒子も炭化粒子微量
7　暗赤　褐　色　ローム粒子お廃土粒子お炭化粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠　ローム粒子や炭化物ゼ炭化粒子少量
9　暗赤褐色　ローム粒子あ廃土粒子の砂粒少量　炭化粒子微量
摘　黒　褐　色　炭化粒子中量汐　ローム粒子も焼土粒子0砂粒少遺
m　極　暗　褐　色　ローム粒予め焼土粒子を炭化粒子少量

且2　灰　褐　色　粘土粒子車鼠粘土小ブロックも砂粒少鼠　ローム小プロッタもローム粒子や焼土粒子e炭化粒子教義
臓　暗　褐　色　ローム中ブロックぁローム小ブロックぜローム粒子0焼土粒子の炭化材や炭化粒子か砂粒微量
Ⅲ　にぷい褐色　粘土粒子中鼠　廃土粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロックのロ…ム粒子の炭化粒子教義

15　にぷい赤褐色　焼土粒子め粘土粒子せ砂粒少鼠　ローム粒子の廃土小プロジグを炭化樹0炭化粒子教農
は　暗赤褐色　廃土粒子中農　ローム終予∵隊士小プロッタぁ炭化粒予ふ粘土粒子か砂粒徴避
膵　にぷい赤褐色　廃土粒子中鼠焼二と小ブロックの炭化粒子少最　ロ…ム粒子の粘土小プロ、ソクゆ粘土粒子を砂粒教農
摘　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　廃土小ブロック中鼠　焼土中プロヅグな炭化粒子徴農
摘　暗　赤褐色　ローム粒子か廃土粒子の炭化粒子少量
錮　褐　　　色　ローム粒子多量　ローム小ブロック少鼠　廃土粒子を炭化粒子微量
飢　暗　褐　色　ローム粒子中量夢　ロ…ム小ブロックぁ廃土粒子教義

腔も紺　　か所浮　の野郎。北東コーナーと北西コーナーからやや中幾寄堕に位置する㌘且の野望はタ　そ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

覆羞　層からなるの　レンズ状に近い堆積状況を示すものの　廃土粒予や炭化粒子ゆ炭化財の含有が　立ち撃

須意器の太婆片が数多　投げ込まれたように出立しているため　Å為堆積と考えられる。

上層解説

且　黒褐色　ローム粒子少畳資　ローム小プロッタぁ焼土粒子の炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子車鼠　ローム小ブロック少農学　ローム中ブロックぉ炭化材微最

後　暗褐色　ローム小ブロックかローム粒予中農芦　廃土粒子の炭化粒子教義

5　酪褐色．ローム粒子多鼠　にト∴ん小ブロック少量タ　ローム車ブロック教義

6　褐　色　ロ…ム粒子多量李　ローム太ブロック∵廃土粒子や鼠　ローム小ブロック少鼠廃土小ブロック∵炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム太プロッタぜローム粒子中鼠　ローム小ブロックる炭化財少鼠廃土粒子0炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中鼠　ロ…ム中ブロックやローム小ブロック∵廃土粒子0炭化粒子少量

9　褐　色　ローム粒子多最芦　ローム太プロッタの甘…ム小ブロックぁ廃土小ブロックゆ廃土粒子の炭化財ダ炭化粒子ゆ粘土粒予少量

遺物　土師器風璃鱒意　須恵器片凱意　灰粕陶器　意　並製品扶桑　支卿射　石器　漁　礁石上不明鉄製品

扶桑　銑浮扶桑　棒状の炭化財が出漉している。第臓　を臓囲　～狛ま土師器で夢　～鵬素意器である。鼠

の輝は南東部の覆土中からタ　の高台相恩は竃内からそれぞれ破片で出立している。　の高台相恩は竃内の煙

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

それぞれ正使で出漉している。の婆は　北西部の西壁際の覆土中層から破片で鵬漉している。の太鷺尉お

′

のである。8の太整片はタ竃の南側と西側の覆土下層から出漉した破片が接合したものである。9の太餐翻意タ

竃西側の北壁際から北西部にかけての覆土下層から出土した破片と　第邦号井戸の下層から出土した破片が接

、　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土している。臓の灰粕陶器は　竃南側の覆土中層からと竃西側の北壁際の覆土下層から出立した破片が接合し

たものである。臓の不明鉄製品は　北西部の覆土中層から出土している。射顎銑浮は　竃西側の北壁際の覆土

2鱒



中層から出土している015の砥石は，北西部の北壁際の床面から出土している。16の砥石は，北西部の覆土下

層から出土している0支脚は，破損した小片である0出土している遺物は住居跡全体から散在し，大聾片を含

め割れた破片が覆土上・中層から多く出土している。また，焼土粒子・炭化材も混在して出土していることか

ら，遺物の多くは本跡を焼失させて廃絶したおりに，投棄したものと考えられる。

所見　本跡は覆土中に比較的多く焼土粒子を含む層があり，炭化材・炭化粒子もかたまって出土していること

から，焼失家屋と考えられる。本跡からは，8世紀後葉から9世紀前葉と比定される須恵器大聾片が，143片

出土している0本跡から出土した破片と，第1065号住居跡を掘り込んでいる第28号井戸から出土した大饗片と

が3点はど接合している。また，焼失住居跡である第1065号住居跡から大要片3片が出土しており，第28号井

戸から出土している大聾片は，本跡と第1065号住居跡とが同時期に廃絶されたと考えられることから，第1065

号住居跡から第28号井戸へ混入した遺物ではないかと考えられる。大嚢片は，口縁部・胎土から3個体分の大

饗の破片ではないかと推測され，未調査区域に位置する南半分に，接合できる破片がある可能性も考えられる。

本跡の時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

第196図　第999号住居跡実測図

ー300　1
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第鱒　号住居跡出土遺物観察表

航 番号　 器　 渾 C項＋ 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴　　 胎土の色調 0焼成　 備　 考

翫 97好　　 球　　 Å ［罠摘］「体部から目線部にかけての破片。体　 目線部夕体部外南口クロナデ○内　 砂粒せ長石せ石英　 P 親 51 10％

1　　　　　　 B （細　 部は外傾して立ち上がりタ　ロ縁部に　面丁寧を横位のへラ磨き。内面黒　 褐色　　　　　　 P L 225
土　 師　器　　　　 至る。端部は，丸く収めても、る0　　 色処乳　　　　　　　　 普通　　　　　 体部外面墨書 井」

高畜 相恩 「B 上組日 原灘から体部にかけての破片0 高　 体部内の外面ロクロナデ。底部回　砂粒 の雲母 の赤色凝　 P紺 52　40％

土 師 器 鵠 ：鵠 霊 の字状に開 瀾 鵠 ラ削 後誹 台貼紺 けタナ 言ぷい黄橙色　 是志完

普通
高台相恩 A 摘・ 底部から打線部にかけての破片c iロ嫁乳 体部外離 クロげ 。内 砂粒0雲母　　　 ㌘親 53

3　土師器狛2．7）霊雷誓慧漂票慧警く夕胤て霊禁宗警霊ア芸孟霊芸濃 警豊霊い褐色　 豊225
内面黒色処理∴

i高 射 摘 右 目 朋 』相 から打線部にかけて一部欠損。 欄 部 体部内 や外離 ク吋 デ。 砂粒 e雲母　　 ㌘親 55

4　土師器雲書芸霊悪霊誓タ霊t雲冨雷：こ警志蒜漂漂警誓認芸霊認 貼鵠 い黄橙色　 警霊5
E　 Oe8　 至 る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二次焼成

嚢　　 Å 胸 2］ 底部か ら打線部 にか けての破片。 ［磯 部内 の夕摘 横ナ荒 体部夕浦 上　 砂粒 の雲母 の赤色粒　 P 親 5 4

5　土師青書l霊日豊讐慧慧訟票 豊 霊㌘議禁 完ア濃　 ぷい橙色　 警豊5土　 師　 器 i C　 ・中 庭す る0 端部は上方へつ まみ上げ iヘラナ汽 内面へラナデ軋 指頭痕　 にぷい橙色　　 i p ′ノ豊 5

られている。　　　　　　　　 を残すナ汽 内面に輪積み痕。　　 普通

嚢　　 B 上場 「体部上位か ら目線部にかけての破　 目線 部内 ゆ外 面横 ナデ。頚 部外面　 砂粒 8雲母　　　 P 紺 56

6 片。端部 欠損 。体 部は内攣 して立 序 位 叩き昌を残 す横 ナデ。体部縦　 褐灰色　　　　　 4 0％

須　 恵　 器　　　　 ち上 が りき打線 部は外 反す る。　 位の平榊 臓 0　　　　　　　 普通　　　　　　 P L 22 5

斐　　 B （筑臓） 体部上位か ら頚部 にかけての破片。上頸部内商横ナデ 0 頚漕 外商は 条 2　 砂粒 e 長石　　　 P 紺 5 7

丁 須恵器i 漂吾：誓豊 孟漂志志‡羞…酎β蓋軍蓋≡竿窯…蓋蓋警慈 芸 警霊色　 豊225

第198図
8
須芸器声 5勘 萎警買窯 漂 孟禁法 師 外面横げ○　 蓋≡長石　 琵；：：

第197図 餐　　 A 匿 朝　 日嫁部の破片0 日縁部は外反し　 目線部内 ゆ外面横ナデ○　　　　 砂粒 ゆ長石 8 4、着　 P 親 59　5％

9 須　 恵　 器　 B （1203）「端部は上下に突出している。　　　　　　　　　　　　　　 灰色，良好　　　 P L 225

第且98園 嚢　　 B （亜蹄）巨体部の破片。体部は内攣して立ち　 体部外面横位の平行叩凱 内面無　 砂粒 や長石，　　 P 親 60　測％

10 須　 恵　 器　　　　　 上がる。　　　　　　　　 文の当て具痕○　　　　　　　 灰色，良好　　　 P L 225

甑　　 A ［黒潮 「底部から日縁部にかけての破片。鷹　 狩縁部内 e夕摘 ロクロナデ。体部　 砂粒 の雲母　　　 ㌘紺 61

Ⅲ
8　 27・0　 部失粧 互孔式か＋体領 土外伸して　 外面中位以上縦位の宜行叩き，下　 味色　　　　　　 30％

須　 恵　 器　 C ［ユ6・6日 直線的に立ち上がり，目線部で屈曲 「位横位のヘラ削 り○内面ナデ。指　 普通　　　　　　 P L 225

する。端部は上方へ突出している。　 頭による押さえ痕有 り。

第且97回 長 頸 瓶 カ　 B （583） 体部の破片。体部は内攣して立ち　 体部内 eダ摘細 グロナデ。鰍 ま流　 婚砂粒 （緻密）　 p 親 62

且2 灰 粕 陶 器　　 上がる0　　　 i L 掛けか0　　　　 霊白票椚 －プ色 監 225

i　　　　　　　　　 良好

図版番号！器 極 上長さ。。m）等 幅 。。m）測厚さ。。m）倍量射 g） 材 質　 特　 徴　 備　 考

第爛 中 て　 明「 義
・2　　　　 ・3　　　　 飢・2　　　 銑　　 細字状に屈曲し，端翫短く曲るG鍵カ　M棚12 100％　P L238

図版番号 器 種 長径五m） 短射。m）；厚さkm 倍量射 g　 材 質
特　　　 徴　　　　　 備　　　 考

撃 墜 麺 二 遵 ⊥ 三 戸 T 「 ㌻ 「 ～ 諒 「 「 孟 「 「 頂 塊状で梗虹気泡痕が少ない∵　M」1013 100％　PL238

図版番号 器 種 長 さ五m） 幅 五m）；厚 さ 試 射 g　 石 質　 特　 徴

備　　　　 考

第膵 図1 砥　　　 石　　 絡弟 4さ8 ！ 2・0　 日 5 ・弟　 凝 灰 岩　 砥面摘 誹 央部梢 くなっひ る。
Q 射013　 40％　 P L 239

蟻　 砥　 石　 伽 ） i ・5 i ・6　　 馳 糾 i 砂　 岩 i輔 摘上 鍋 戒を射赤変し訊－る。
Q 41014　40％　 P L 239

一一一一∴う（B　一一一一一一



第相関号住居跡（第199図）

位置　調査4区の西部，KlOel区。

重複関係　第1006号住居跡を掘り込み，南西コーナー部を第760号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　住居跡のおよそ東半分が未調査区域に位置しているため，全容は不明である。確認された規模

は南北軸が3．55m，東西軸が2．15mで，方形または長方形と推定される。

童軸方向　N－80　－E

壁　確認された壁高は39～52cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅15～34cm，下幅5～10C恥深さ4～6cmで，断面形はU字形であ

る。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。竃の手前と西袖手前に焼土の広がりが確認されている。

覆土土層断面図中，第5層が相当し，竃の焼土の流れと考えられる。

竃　竃の東半分は未調査区域に位置する。北壁の中央部と思われる付近を壁外へ18cmほど掘り込み，砂質粘土

で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで108cm，幅は西袖端から確認できる火床面まで77cmである0

天井部は崩落しており，竃土層断面図中，砂粒を比較的多く含む第1～4層が崩落土層と考えられる。第9層

は焼土粒子を多量に含み，赤変していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から急な傾斜で立ち

上がる。

富士層解説
1暗赤褐色　焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　砂粒少鼠　ローム粒子・焼土中ブロックぅ焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子中農，砂粒少鼠焼土中ブロック・炭化粒子・炭化物・粘土粒子微量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，炭化物・粘土粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少鼠粘土粒子微量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量

9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
10　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
11暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少鼠　ローム粒子・砂粒微量

ピもソト11か所（㌘1～Pll）。中央部からやや西壁寄りに位置するPlは，長径48C恥短径35cmの楕円形で，

深さ撮mである。規模と配置から主柱穴の一つと考えられる。ほぼ壁港内に位置するP2～Pllは，径10～20

。皿のほぼ円形で，深さiO～20cmである。規模と配置からテ壁溝に伴う壁柱穴と考えられる。

覆土　7層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量

6　黒褐色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
7　灰褐色　粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片127点，須恵器片5点が出土している。

所見　時期を確定できるような遣物が出土していないものの，須恵器杯の細片が竃から出土していることや重

複関係及び，隣接する8世紀前半の住居跡の形状と類似していることから8世紀代と考えられる。

ー304…
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第199図　第1000号住居跡実測図

第1003号住居跡（第200・20ト202図）

位置　調査4区の西部，K9d9区。

重複関係　第1004号住居跡を掘り込んでおり，西壁を南北に第35A号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　確認された規模は，南北軸が4・00m，東西軸が東壁と遺存する床面から3．70mである。方形と

推定される。

主軸方向　N－60　－E

壁　確認された壁の高さは16～32C皿で，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたと推定される。上幅15～28cm，下幅5～8C皿，深さ5～

20C皿で，断面形はU字形である。南東コーナー部では，粘土の塊を掘り込んでいる。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている0南東コーナー部から白色粘土の塊が，長径110C恥短径

90cmの不定形で，床面からの高さ約12cmの範囲で検出されている。断面形は，床面に皿を逆位で伏せた形状を

している。粘土の塊の中には，P2・P6・P7が位置している。

竃　北壁の中央部を壁外へ20cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで85

cm，両袖部幅90C皿である0天井部は崩落しており，竃土層断面図中，焼土粒子・粘土粒子・砂粒を比較的多く

含む第1～7・9層が崩落土層と考えられる。第14層は焼土ブロック・焼土粒子を比較的多く含み，赤変して

いることから，火床部と考えられる0煙道は，火床面から外傾して立ち上がる。天井部の崩落土中から，土師

器聾が横位でつぶれた状態で出土している。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

－305　1



3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1・1

15

にぷい赤褐色　焼土粒千・秒粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
暗赤　褐色　焼土粒子中壷，砂粒少量，炭化粒子徴品

暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠粘土粒子・砂粒中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

暗　褐　色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量
褐　　　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
渠 褐　色　炭化粒子中豊，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
褐　　　色　粘土粒子多量，砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中鼠粘土粒子少鼠焼土小ブロック・ローム小ブロック微量
にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土中ブロック微量
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第200図　第1003号住居跡実測図
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ピット　7か所（Pl～P7）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径26～29。mの円形で，

深さ62～70cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は長径38。m，短径

32C皿の楕円形で，中に深さ13cm，23cmの小ピットを南と北に有している。規模と位置から出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。南東コーナー部に位置するP6は，長径27cm，短径18cmの楕円形で，深さ70。皿である。

同じく南東コーナー部に位置するP7は，長径21cm，短径17cmの楕円形で，深さ65cmである。P6・P7は，

規模と配置からP2の補助柱穴の可能性が考えられる。

覆土17層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　暗褐色
8　褐　　色

9　褐　　色

10　暗褐色
11褐　　色

12　褐　　色
13　極暗褐色
14　褐　　色
15　暗褐色

16　暗褐色
17　褐　　色

ローム粒子中量，
ローム粒子中量，

ローム粒子中量，
ローム粒了ヰ量，
ローム粒子中量，
ローム粒子中量，

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム小ブロック微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，粘土小ブロック少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロ

ロ

［コ

ロ

ーム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
－ム粒子少量，ローム小ブロック微量
－ム粒子少量
－ム粒子多量

遺物　土師器片106点，須恵器片5点が出土している。第201・202図1の須恵器杯は，南東コーナー部の東壁

際の粘土の塊の上から正位で出土している。2の須恵器蓋は，北西部の覆土中層から出土している。3の土師

器饗は，竃東側の北壁際の覆土下層からつぶれた状態で出土している。4の土師器嚢は，竃の天井部の崩落土

中から横位でつぶれた状態で出土している。5の土師器婆は，竃の天井部の崩落土中と北東部床面から出土し

た破片が接合したものである。

所見　南東コーナー部から検出された粘土塊は，粘土の貯蔵を考えて住居内に搬入したものではないかと推測

される。本跡の時期は，出土土器から8世紀前菜と考えられる。

第201図　第1003号住居跡出土遣物実測図（1）
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や撃腰圃野

第202図　第1003号住居跡出土遺物実測図（2）

第1003号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第201図 杯

須　恵　器

A　15．1 体部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石P41175

1 B　　4．9 丸底。体部は開きながら立ち上が体部下端手持ちへラ削り後，ナデ。灰色 70％

C　　6．9 り，口緑部に至る。端部内面に1

条の沈線を巡らす。

底部回転へラ切り後，回転へラ削

り。

良好 PL225

2

蓋

須　恵　器

A［15．8］天井部から口緑部にかけての破片。天井部外面回転へラ削り。外周部・砂粒・雲母・長石・P41176

B　　4．0 天井部は笠形を呈し，ボタン状の口緑部内・外面ロクロナデ。 石英 30％

F　　4．1

G　　O．8

つまみが付く。外周部と口縁部と

の境に稜をもち，口緑部は緩やか

に垂下する。

灰白色

普通

PL226

3

尭 A　12．6 体部・口緑部一部欠損。休部は例ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P41172　70％

B　16．1 卵形を呈し，口緑部は外反する。中位以上ナデ，下位斜位のヘラ削赤橙色 PL227

土　師　器C　　7．4 り。内面へラナデ後，ナデ。底部

1方向のヘラ削り

普通 一部外面剥離

休部外面煤付着

第202図 尭

土　師　器

A　23，5 底部から体部上位にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P41173

4 B　33，5 休部は倒卵形を里し，口緑部部は上半ナデ，下半縦位のヘラ磨き。石英 70％

C　　8，9 外反する。端部は上方へつまみ上内面へラナデ後，指頭痕を残すナにぷい橙色 PL226

げられている。 デ。底部木葉痕。 普通 体部外面煤付着

5

襲

土　師　器

A［26．2］休部下位からロ緑部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P41174

B（31．0）片。体部は内攣して立ち上がり，上半ナデ，下半縦位のヘラ磨き。にぷい赤褐色 20％

口縁部は外反する。端部は外上方内面へラナデ後，指頭痕を残すナ普通 PL227

へつまみ上げられている。 デ。 休部外面煤付着

－JOS



第1005号住居跡（第203図）

位置　調査4区の西部，JlOi2区。

重複関係　第986・987号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．47m，短軸2．43mの方形である。

主軸方向　N－60　－W

壁　壁高は最大28cmで，外債して立ち上がる。

床　はば平坦であり，竃の前を中心に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ20cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで85

cm，両袖部幅86cmである0天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第1～3・6～10層が粘土粒子・砂粒を

比較的多く含んでいることから，崩落土層と考えられる。第5層は焼土粒子を多量に含み，赤変していること

から，火床部と考えられる。煙道は，火床面からほぼ直立する。

竃土層解説

1にぷい褐色　灰白色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・灰白色粘土粒子少量

3　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・廃土小ブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量

叫　q
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第203図　第1005号住居跡・出土遺物実測図
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6

7

8

Q

∴

用

H

け

暗　褐　色　粘土粒子中農，ローム粒子か砂粒少量夕　廃土粒子e炭化粒子微量
褐　　　　色

暗　赤　褐　色

赤　褐　色

極暗赤褐色
にぷい赤褐色
にぷい赤褐色

粘土粒子多鼠　砂粒中農汐　ローム粒子少量夕　廃土粒子の炭化粒子微量
ローム粒子あ廃土粒子の粘土粒子さ砂粒少鼠　炭化粒子微量
廃土小ブロックも廃土粒子p粘土粒子車鼠　砂粒少量ダ　炭化粒子教義

ローム粒子・焼土粒子も粘土粒子少量ラ　廃土小プロッタさ炭化粒子p砂粒微量
粘土粒子中量，ローム粒子も廃土粒子8砂粒少量ア　炭化粒子微量
炭化粒子や鼠　廃土粒子の粘土粒子少量プ　廃土小ブロックe砂粒微量

－　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ′、′　、　．形

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　′　1　－′　ノ　＼　　　′　　　　ノ　　　、′　、　　ノl　ノ

′　　　　　　　′、　　　　　′、′　′　　　　二　．．

覆達　3層からなる。壁際の三角堆積からタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

i　極暗褐色　ローム粒子中量汐　ロ…ム小ブロック0焼士粒子や炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム車ブロック・ローム粒子5廃土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量ク　ローム中ブロックeローム小ブロック少量

．　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・　　　　　　　、　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　′　　　日．、、・′　　　′　′、　一、ノ′．

′・　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　ノ　　・・　　　　－　　　J j′　　　　　　ノ　、′　　　、′

係から　世紀以降と考えられる。

′　　　　　　′　　　　　　f′′、、′1、、

図版番号
i器種 計　　　　　　測　　　　　　値 i亘　 特　徴！備　考

ー長さ（cm）幅　km）厚さkm）重量施）

第ゴ03図†砥　　　有抱の8．7 1．5 （333朗点紋粘板岩　砥離乳中央部がわずかに薄くなっひる。Q引017　－10％］PLヱ拇

′　′　　．　′了　　′　　′

′　　　　′　′・－　ノ　　　　′　（

重複関係　第臓腑号住居跡を擦り込んでいる。

．　　　、二　　　　ノ　′　、　∴　′　　　　　一　言　一

主軸方向　N一男O n－E

－　　　ノ　　　　　′′　　　　　　　ノ

ー　　　　　′　　　　　　　‾　　l　　′　　ノ　　　　′し′　　　　ノ　′

′　　　　′’　′　　　ノ　　・　′　ノ　　ノ∴・ノ　　　ー　∴　ノ　　　′．．、　　　ノ′　　∴　ノ　　　′

温摘cm　両袖部幅摘cmである。天井部は崩落しておりタ　竃土層断面図軌粘土粒子0砂粒を比較的多く含む第

′　′「・′　　　′ノ　　‥・′′　　′・・　′　　一　　　′′、ノ′　′　－　′1ノ　　　ノ　　　ノ　′　　、　．

えられる。煙道はタ　火床面から急な傾斜で立ち上がる。

憲土層解説
l　暗赤褐色　ローム粒子も廃土粒子8炭化粒子め砂粒少量

2　灰　褐　色　砂粒中量ブ　ローム粒子や粘土粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム小ブロックの廃土粒子さ炭化粒子e砂粒少量，粘土粒子微量
4　暗赤褐色　廃土粒子中量グ　廃土小ブロック・炭化粒子e砂粒少量讐　粘土粒子微量
5　極暗赤褐色　焼十粒十・歳化粒J一・・粘‖㍗十・砂粒′レ量
6　暗赤褐色　廃土粒子中量プ　炭化粒子少量ク　ローム粒子微量
7　暗赤褐色　ローム粒子か焼土粒子か炭化粒子少量

、　　、　′・：　　　′　ノ　ノ　　′二　工．工ノ′）ノ　′、．′く　一　一ニ′　′ノ′．′㍉：

一一一　3日）一一一一



形で，深さ10～39C皿である0規模と配置から主柱穴と考えられる。西壁際の中央部に位置するP5は，径21C皿

の円形で，深さ7C皿である。P5と西壁の間に位置するP6は，径12cmの円形で，深さ14。mである。P5・P

6は，ともに位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土14層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・廃土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
7　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
8　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　黒　褐　色　ローム粒子少量

10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

12　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
13　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
14極暗赤褐色焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・砂粒少量

遺物　土師器片68点，須恵器片8点，土製品2点（支脚片），鉄器2点（刀子，鎮）が出土している。第204・

205図1の土師器杯は，火床面直上から逆位でつぶれた状態で出土している。2の土師器杯は，北東部の北壁

際の床面と竃の覆土から出土した破片が接合したものである。3の土師器皿は，南西部の床面から逆位で出土

している。4の鉄は，中央部の北寄りの覆土下層から出土している。支脚片は，破損した小片である。須恵器

片は，混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

⑥トト誌㌃111。。5－W2m
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第204回　第1009号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第205図　第10の号住居跡出土遺物実測図

第10㈱号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　5cm

4　トー一一一一一十一一一一一一」

図版番号 器　 種 計測値（CⅡ】） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第204図 杯 A　14．0 底部・口縁部の一部欠損。平底。 口緑部・体部ロクロナデ。底部回 砂粒・雲母・長石 P41178

1 B　　3．7 休部は外傾して立ち上がり，ロ緑 転へラ切り後，ヘラ削り。 にぷい褐色 80％

土　師　器 C　　 7．2 部はわずかに外反する。 普通 P L226

2

坪 A ［15．8］ 底部からロ綾部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41181

B　　5．3 平底。体部はわずかに内攣して立 横位のヘラナデ。内面へラナデ後，にぷい橙色 20％

土　師　器 C ［10．0］ ち上がり，ロ緑部に至る。 輪積み痕を残す横位のヘラ磨き。

底部へラナデ。

普通 P L226

第205図 皿

土　師　器

A　　9．7 完形。平底。体部は外傾して立ち ロ緑部・体部ロクロナデ。底部回 砂粒・雲母 P41182

3 B　　2．0

C　　5．8

上がり，ロ緑部に至る。 転糸切り。 橙色

普通

100％

P L226

図版番号 器　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
材質 特　　　　 徴 備　　　　 考

全長（cm）鉄身長（cm）箆榊長（C』）箆榔幅（Ⅷ）茎長（cm）茎幅（cm）厚さ（CⅢ】）重量（g）

第205図

4

鉄 （11．8） 6．0 2．4 0．5～0．7 ほ4）0．3～0．6 0．2 （12．1） 鉄
茎部一部欠損。

三角形鉄

M 41016　95％　 P L237

第1013号住居跡（第206図）

位置　調査4区の南部，KlOh6区。

重複関係　第29・1014号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸が3．25mの方形である。

主軸方向　N－1140　－E

壁　壁高は最大12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁と南西壁の壁下を巡っている。上幅14～20cm，下幅6～10cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形

である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　南東壁の中央部を壁外へ12cmはど掘り込み，付設されている。耕作による撹乱を受け，南東壁際の中央部

に赤変硬化した火床面と袖部の一部が確認されているだけである。規模は，推定される焚口部から煙道部まで

92。m，両袖幅は遺存する焼土と袖部の一部から推定して66cmである。袖の構築材は，砂質粘土とローム土であ

る。

312



ピット　4か所（Pl～P4）0南西壁際の南コーナー寄りに位置するPl，南西壁際の西コーナー寄りに位

置するP2，北コーナー寄りに位置するP3，東コーナー寄りに位置するP4は，径32～42cmのはば円形で，

深さ23～37cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状堆積から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片113点が出土している0第206図の1～3は，すべて土師器杯である。1は，東コーナー部の床

面から逆位で出土している。2は，東部の床面から出土したものである。3は，南コーナー部の南西壁際の床

面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。
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第206図　第1013号住居跡・出土遺物実測図
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、′　　　・　　　・　　　・み∴ノ　二・‘、、、

図版番号　 券　 種 恒別離cm）i　 器形の特徴 i　 手法の特徴　 恒か偲距離つ 壷
考

第雄図　高台付林　H LJ．3）高台部から休部かけての碑「高　休部外面ロタロナヂ∴内面丁寧なへ　砂粒　　　　　　 P用伸

l　　　　　　　 L　棚　 台は十、」の辛医に開く∴休部は　ラ磨き∴底部回転へラ削り後．高台　黄褐色　　　　　　 20㌦

土　師　器　E　 。　 内攣して立ち上がる。　　　　　 粘　付け　ナデ。内面黒色処理。　 普通　　　　　　　 PL霊6

高台付林　H　L・に）高台部から休部にかけての破1「高　休部外面ロケロナナ　内面十寧なへ　砂粒　　　　　　　 P引200

二　　　　　　　　 日　7．7　台部1部大損∴高台は「ハ」の字状　ラ磨き＋底部回転へラ削り軋　高台　にぷい茜橙色　　　 30％

土　師　器　E　の07　に開く。体部は内攣して立ち上がる。貼射離釆　ナ荒内面窯色処理0　　 普通　　　　　　　 PL226

高台相棒i狛 頼　 底部から体部下位にかけての破片。体部外南口タロナデ下端へラ削砂粒　　　　　 ㌘射凱且

3土師器昔完蒜孟完；こ芸芸禁慧警デ。榔曇i菜≡蓋≡還≡蓋薫露霊褐色　笹

・・　　　′

位置　調査　区の南部　監摘滝区。

ユ　　　　　　　　‥・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

いる。

規模藍平面形　北部は第摘臓号住居に掘　込まれ　南東部は斜面のため壁が確認されなかった。検出された壁

′　′　′′　　　　′‘．　　　　　　　　　　　．、′．三　．

主軸方向　N－50　－W

壁　確認された壁高は最太は臓で　外憤して立ち上がる。

－　′　　　　　　　　′　　　′　　′　　′／ノ　　　ブ　　′　′I、J　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　′　　　　∴

了　　．∵・′　　　‥・′　　　ノ　′　　　　′‘．′．一∴友．／　　′　　　　　　′　　．′　　．

憲　第膵臓号住居に掘　込まれているためタ北壁の中幾部に火床蘭と考えられる赤変硬化した焼丑と構築材の

一部と考えられるわずかな砂嚢粘土を確認しただけである。規模は残存ずる砂質粘土から推定して芦焚田部か

l　ノ　　．∴，　′・′　∴、‥　　‥・・、

、　′　　　　′　・・、・　　　　　′　　′　、　　／′　　　′　　　　　　　　　　　′

′　　　′　　′　　′、　　′　ノ　　′　′、Il・′ノ　　　・、　ノ′　j′、・・　　　－　　　　　′　　　′′

のほぼ円形で　深さ釦だmである。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

′　　　′、′′　′ノ　　　・　・　　　　　　′　　　　′　一　‘∴　・′，　　　′、　．　′　∵

した状況で確認された。ブロック状の堆積状況からタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム小ブロック少量タ　ローム車ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロックq∴ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・廃土粒子や炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・∴ローム粒子も焼土粒子ゆ炭化物U炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム車ブロックもローム小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片粥息須恵器片　意が出土している。第錮図　の須恵器高台付盤は　中央部の床面から破片

で出土している。図示しなかった土器片の大部分はタ　覆土中から出土した婆または甑の休部及び底部の細片で

ある。

所見　出土土器が細片のため時期判断は難しいがタ寒路の時期は芦　出土土器の傾向と重複関係から8世紀後半

と考えられる。

…一…　3114　－－一一一一一



④

第207図　第1014号住居跡・出土遺物実測図

第1014号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一l十一一一‥11」

1　　　　　　0　　　　　　　　　　10cm

】　　　i i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎七・色調・焼成備　　　考

第207図高台付盤

須　恵　器

B（1．9）底部の破片。平底に高台が付く。底部回転へラ切り後，回転へラナ砂粒 P41203

1 E（0．6）高台端部欠損。 デ。底部高台貼り付け後ナデ。灰黄褐色

普通

20％

PL226

－315－



′　　　・．、．　′・・・、　′　　く

－　　　　′　　　′′′＼

重複関係　第99躇住居跡を掘り込みタ北壁の中央部から両壁のほぼ中央部にかけてタ本跡を二分するように

′′、ノ′　　　　　、，、了、‾

．、・　　ニ　、・　、、、′・　　　　ノ．′　二　　、

ニ，　　　、

壁　確認された壁の高さは且2～腕皿で　外憤して立ち上がる。

／　4　　5　　6

′　了予・ごく　∴：′．′　′　与′∴′．・、え・

－、…一一一一一∴う16　－1一一一一一・一

①　　　　　　　　　　　　　2m
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壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたと考えられる。上幅15～24cm，下幅4～7cm，深さ5～

9cmで，断面形はU字形である。

床　はば平坦である。硬化面は確認されなかった。

ピット　3か所（Pl～P3）0北東コーナーからやや中央寄りに位置するPlは，第35A号溝に掘り込まれ

上部は確認できなかったものの円形で，深さは76cmである。南西コーナーからやや中央寄りに位置するP2は，

径47C皿の円形で，深さ60cmである0北西コーナーからやや中央寄りに位置するP3は，径26cmの円形で，深さ

49cmである。Pl～P3は，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土13層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子多量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

11暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子少量，炭化粒子微量
12　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
13褐色ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片128点，須恵器片12点，鉄器2点（刀子），石製品1点（臼玉），鉄津1点が出土している。第

209図1の土師器杯は・南西部の覆土下層と北西部の覆土中から出土した破片が接合したものである。2の土

師器杯は・南西部の覆土下層から正位で出土している。3の須恵器整片は覆土中から，4の刀子は，P3の覆

土中と南西コーナーの西壁際の覆土下層から出土している05の臼玉は，混入と思われるが南西部の西壁寄り．

の床面から出土している。鉄津は覆土中から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から8世紀前葉と考えられる。

①
1cm

⊂＝⊃5』土∃

第209図　第1017号住居跡出土遺物実測図

第1017号住居跡出土遺物観察表

『4』∃cm』：十二ゴcm

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第209図 杯 A　 13．4 体部，口緑部の一部欠損。丸底。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P41205
1

土　 師　 器

B　　 4．3 体部は内攣して立ち上がり，口緑 ヘラ削り後，ヘラナデ。内面へラ にぷい橙色 85％

部はわずかに外反する。 ナデ後，横ナデ。 普通 P L 226

2

杯 A　 14．5 休部，口縁部の一部欠損。丸底。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P41206

土　 師　 器

B　　 4．5 休部は内攣して立ち上がり，口緑 へラ削 り後，ヘラナデ。内面へラ にぷい橙色 90％

部はわずかに外反する。 ナデ後，横ナデ。 普通 P L 226

一一317－－



囲嫡号　器　種 i計測鋸だ拭うi　 器形 の特 徴 i　 手法 の特徴　 i胎土を色調の焼成「備＋ 壷
勧廉バ＋ 磐＋ ‖狛渦中体郎磯隋執酌潮彿嘉
3　　須　恵　器

麿 摘同繍舶 叩き冒内面怒 譜 適　 匿 慧 ％

図版番号　 器
種 馴 刀身遊覧 身縮 m）；銚 絞諾 転Ⅲラ遺墨沌 材質　 特　 徴 ii 備　 考

第二伸図寸　力 衷 曇 聖 上 望 隻 」 望 」 二 亘 丁 幸 ㌻ 丁 遠 √ 笹 打 嘉 一部蟻。棟締 り。
Ⅵ引017　85％　 ］P Lヱ吊

図版番号　 器 種
径 絞m 計厚 さ葎mラ；乱 射 。mラ 登 射 g‖ 石 質　 特　 徴 ま

輔　　　　 考

第二脚図5　日 工 生 」 二 聖 二 ⊥ 」 隼　 上 表言 下 ㌻ 京 極 南 扇 嘉 嘉 一プ黄色
Q射糾2　摘％　㌘L霊9

第帽欄号緩贋跡　第別　の別図）

位置　調査　区の中央部　監摘鼠区。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　′　　　　　　　、

・・　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′．

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　．．

主車由方向　N－20　－－㌔も・’

′　　一　　　　　　　　　′

床　ほぼ平坦であ勘　全体的に踏み固められている。

憲　西袖部は　調査区域外に位置している。北壁の中巣部を壁外へ挽mほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されて

．　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　′

、　′　　　　　　　　′　　　ノ　　　　′　′・　′′　　　ノ　　　　　　・・　　　ノ

′　　．′　′ノ　　　　　　　　′　　・・　　　　　　・　　ノ、

廃土粒子を比較的多く含みタ赤愛していることから芦　火床部と考えられる。煙道は男　鹿床面から急な傾斜で立

十）上がる。

憲土層解説

l　灰　褐　色　粘土粒子中鼠廃土粒子e砂粒少鼠　ローム小ブロックのローム粒子を炭化粒子の礫微量

2　褐　　　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子の焼土粒子か砂粒少鼠廃土太ブロックも粘土太ブロックぁ炭化粒子微量
3　暗赤褐色　炭化粒子の粘土粒子中鼠　ローム粒子0廃土粒子e砂粒少鼠廃土小ブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量芳　廃土粒子中鼠　炭化材も灰少鼠　砂粒微量

5　赤　褐　色　廃土粒子多鼠廃土小ブロック中鼠炭化粒予∴つ夜少量，砂粒微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子わ焼土中ブロックe炭化粒子0砂粒ぬ粘土粒子少鼠　ローム小ブロック微量

7　にぷい赤褐色　廃土粒子も粘土粒子車鼠炭化粒子6砂粒少鼠　ローム小ブロックやロ…ム粒子の焼土中ブロック微量
8　暗赤褐色　廃土粒子の炭化粒子の粘土粒子p砂粒の灰中鼠　ローム粒子や炭化物ぜ廃土小ブロック微量
9　にぷい赤褐色　灰多鼠焼土粒子p炭化粒子さ砂粒少鼠　ローム粒子も廃土小プロヅクも小動物骨細片微量

鰹も紺　　か所。商壁際に位置する欝　は　径挽Ⅲの円形で　深さ甑mある。商壁際から斜めに掘り込んであ

勘　位置的に出入　田施設に伴　ピットと考えられる。

覆豊　9層からなる。レンズ状の堆積状況から撃　自然堆積と考えられる。丑層断面図中学第889層はタ竃財

が流れて堆積した層である。

土層解説

ま　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土小ブロック∵廃土粒子を炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム車ブロックのローム小ブロックの廃土粒子も炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックの廃土粒子も炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少鼠　廃土小ブロック・廃土粒子の炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロックをローム小ブロックも焼土粒子教義
6　極暗褐色　ローム粒子中農夕　廃土粒子e炭化粒子微量

＝8　－



7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
9　黒褐色　ローム粒子㍗占土小ブロック・砂粒少鼠ローム小ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片71点，須恵器片61点が出土している0第211図の1～5は，すべて須恵器である。1の杯は，

東壁際の覆土下層から逆位でつぶれた状態で出土している02の杯は，南東部の覆土中から出土している。3

の高台付杯は・Plの付近の覆土中層から斜位で出土している。4の蓋は，中央部の覆土下層から逆位で出土

している05の甑片は，竃の中央部の覆土から出土している0竃の前の覆土下層から出土した6は須恵器甑の

休部片で，斜位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から8世紀後葉と考えられる。

第210図　第1019号住居跡実測図

ー：1川
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第211図　第1019号住居跡出土遺物実測図

第1019号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第2 1 1図

器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

杯 A　 13．9 体部か ら口縁 部にかけて一部欠損。 口緑 部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 12 07

1

2

B　　 3．8 平底。休 部は外傾 して立ち上が り， 体部 下端手持 ちへラ削 り後，ナデ。 灰黄褐色 6 0％

須　 恵　 器 C　　 7．7 口緑部に至る。端部 は丸 く収 めて

いる。

底部 回転へ ラ切 り後 ，ナデ。 普通 P L 2 26

杯 A　 13．0 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 4 12 02

B　　 4．3 平底。体 部は外傾 して立ち上が り， 休部 下端手持 ちへラ削 り後，ナデ。 灰色 5 0％

須　 恵　 器 C　　 7．1 口緑部に至 る。端部 は丸 く収 めて

いる。

底部 回転へ ラ切 り後 ， 1 方向のへ

ラ削 り。

普通 P L 2 26

3

4

高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2．3） 高台部か ら底 部にかけての破 片。 底 部回転へ ラ切 り後 ，高台貼 り付 砂粒 ・長石 P 4 12 08

D　　 8．3

E　 l．3

高台はハの字状 に開 く。 け，ナデ。 褐灰色

普通

2 0％

P L 2 26

蓋 A　 13．7 天井部か ら口緑 部にかけて一部欠 天井 部外面回転へラ削 り。外周部 ・ 砂粒 ・長石 P 4 12 09

B　　 3 6 損 。天井部は頂部が平坦 で，外周 口緑 郡の内 ・外面 ロクロナデ。 ロ 灰色 9 0％

須　 恵　 器 F　　 3．1

G　 l．1

部はなだ らかに下降す る。 ロ緑部

は屈曲 し，短 く垂下す る。 つまみ

は腰高の擬宝 珠状。

タロ 目は弱 い。 普通 P L 2 26

320－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第211図 甑 A ［33．8］ 底 部か ら口縁 部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面ロクロナデ。休部 砂粒 ・長石 P 412 10

5 須　 恵　 器

B　 28．2 五孔式 か。体 部は外傾 して直線 的 外面 中位 以上横位 の平行叩 き。下 黄灰色 15％
C ［14．6］ に立 ち上が り，口緑部で屈曲する。

端部 は上下 に突 出 してい る。

位横位 のヘ ラ削 り。内面無文の当

て具痕 と指頭押圧痕 を残す。

良好 P L 22 6

6
甑 B （20．5） 休部の破片。体部 は外傾 して直線 体部外面斜位の平行叩 き，内面指 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ T P 4 10 1 1

須　 恵　 器 的に立ち上がる。 頭押圧 痕 を残すナデ。 石 英，灰褐色 ，普通 5％

第1020号住居跡（第212図）

位置　調査4区の中央部，JlOj8区。

重複関係　南西コーナー部を第1019号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．50mの長方形である。

主軸方向　N－760　－E

壁　壁高は2～6C皿で，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている0全周していたと考えられる。規模は，上幅13～21cm，下幅3～10cm，

深さ2～5cmで，断面形はU字形である。

床　中央部から東部にかけて耕作による撹乱を受け，床面が削平されている。北西部の壁際が踏み固められて

いる。

竃　東壁の南東コーナー寄りに，火床面のわずかな焼土と北袖部の一部と考えられる砂質粘土が残存している

だけである。

ピット1か所o Plは長軸52cm，短軸30cmの隅丸長方形で，深さ43C皿である。中に径16C血はどの円形の小ピ

ットを有している。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

④　ハ玉均8

ノ
第212図　第1020号住居跡・出土遺物実測図

321
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覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　にぷい褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子傲是

8　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片81点，須恵器片7点が出土している。第212図1の土師器杯片は，北壁際の中央部の覆土下層

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀後半から8世紀前半と考えられる。

第1020号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第212区I 杯 A ［14．5］ 体部上位か ら口縁部 にか けての破 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・雲 母 P 4 121 1

1 B （3．1） 片。体部 は内野 して立 ち上が り， ヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ。内面へ ラ 黒褐色 5％

土　 師　 器 口緑部 はほぼ直立す る。 ナデ後，横ナデ。 普通

第1023号住居跡（第213・214図）

位置　調査4区の中央部，JlOa2区。

重複関係　第66号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　壁溝とピットの配置から，長軸4．17m，短軸3．58mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－60　－E

－322－

第213図　第1023号住居跡実測図
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ー　・．、　　　　一　ノ′！　、、、　　‥．－、′　　－・　　　こ　　　一一1　　、．、　′　上　　　言・．言　‥

字形である。

床　ほぼ平坦であ勘　中央部が特に踏み固められている。

竃　粘土と廃土粒子の炭化粒子の分布が北壁の中央部で検出された。火床部の痕跡で火床商は赤愛している。

・　　！、ノ・′　　一　、．－　：′　ニ　：＼　　　′　ノ　′、’＼一・′l′　∴　．CJて；ノ、．．・三　　′∴

さ射～56臓である。規模と配贋から主柱穴と考えられる。㌘50㌘6は南壁際の中央部に位置し芦それぞれ径

ノ′　・′　　．；　＼、、、′、‾　　′　′　－＿∴　　′、′　六．了‾′′　ノ　′　　　　　　ノ′　′ノ

覆立　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器根底須恵器片　盛　土製品主点　紡錘車　が出土している。第別図　の土師器婆はタ　㌘6

の覆土中から出土している。2の紡錘車は芦北東部の床面から出土している。

所魔　出土土器の多くが細片で時期を限定することは困難であるが浮出ました土師器婆の形状やタ隣接する8

酬己後薬と考えられる第鵬号住居跡と軸線がほぼ同じであることから，本跡の時期は8世紀と考えられる。

の　　　　　　　　　　　　　　可のC悶

』　　　走

．、　′’；′　：′　′：′三　　′．シ　　．′号‘ノ、・′　ソ

第摘2　号住居跡出土遺物観察表

虎の 5cm

』　　　　』

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴 ＋ 「 配 4 掛 焼 成 「 備 ＋ 藻

第七日 図 婆 A ［2 5朗 ＝ 縁 部 片 ∵　目 線 部 は 外 反 し ， 端 部 目 線 部 内 ・外 面 植 ナ デ ∴　　　　　 砂 粒 ・雲 母 ・長 石　 P l O 5 2 0

1 士　 師　 器 B （ 且．6） は 上 方 へ つ ま み 上 げ ら れ て い る ㍉ に ぷ い 橙 色 ， 普 通　　 5 ％

図版番号　 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 恒

特　　　　　 徴 備　　　　 考径 （cm） 厚 さ海 中 射 cm 　 重射 g ）

第割嫡 2 　紡　錘　 車 絶7） （1・2） i o。8 （31．0） 粘 板 岩 無文，断面逆台私 上半部欠損。 Q 40502，50％

∴・ノら：′　　二㌧l∴ノ　　川、－く！、

位置　調査4区の中央乳避五m区。

一・㌔∴雪　∴・／∴二‾∴‘1・」ノこ′′・ノ　　訂′一㌧′′、へ．∴∵′′㌦：、′ノ′言′　「ノ・　、．′言′二、′′．．ノ・一

北東コーナー部を第鋸号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

…－1∴甘うー一一一一一一一一・



規模と平面形　東部を第1028号住居に掘り込まれているため全容は不明である。南北軸は2．86mで，東西軸は

2・66mだけが確認できた。北西・南西コーナーが直角であることやピットの配置から，方形と推定される。

主軸方向　N－30　－E

壁　遺存している壁高は12～16cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西部から南部にかけて巡っている。規模は上幅10～15C皿，下幅3～5cm，深さ約4。皿で，断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外に20cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで83。皿

で，中央部から東袖部が第1028号住居に掘り込まれているが，両袖部幅は82cmと推定される。火床面は，火熱

を受けて赤変している。煙道は，外債して緩やかに立ち上がる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は各コーナーからやや中央部寄りに位置し，径20～27。mのはぼ円

形で，深さ29～38cmである。規模と位置から主柱穴と考えられる。P4は南壁際の中央部に位置し，長径34。皿，

短径24cmの楕円形で，深さ15C皿である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量

4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8褐　色ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物　土師器片130点，須恵器片7点が出土している。第216図1の須恵器杯は，北西コーナーから中央部寄り

の床面から逆位で出土している。2・3の土師器聾は，南西コーナーから中央部寄りの床面から出土した破片

が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第215図　第1027号住居跡実測図
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図版番可 器　 種 恒則酎 cm）　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴
胎士・色調・焼成 ！ 備　　 考

第雄 図　　 林　　 1 倍1　 完甘 辛げ「休部は外傾して立ち十　 日縁部及び体部内・外面ロクロナ 砂粒・雲母・長有・ P」・05ユ1
l　　　　　　　 H　 l・コ　 がリ，目線舶二王る∵　　　　　　 テ㌧休部卜端手持ちへラ削年　 底 石英 100％
i須　 恵　 器　 C　 80の　　　　　　　　　　　　　 部上方向のヘラ削り。 灰色，普通 P L 226

蜜　　 A　 桔3　 日緑部・休部1 部太廿 で互上体　 目線部内・外面怖ナデ∴休部外面 砂粒・霊母・長有・ ㌘4の522
2　 土 師 器 雲。霊 ］ 警㌶霊；讐票差霊宝：霊霊㌫ 豊 鵠 霊 羞 書 霊 霊 誓 働 有英

明赤褐色

緋％

P L227
／〕まみ上げられている㍉ 普通

婆　　 Å 「丑6〕 休部からの目線部の破片．休部は　 目線部内・外面横ナデ∴休部外面 砂粒・雲母・長石・ ㌘40523
3　 土 師 器 B （22ゎ5） 禁 完 孟誌 霊鵠 讐 義 笠 禁 誓 誹 位へラ磨き。内面へ 石英

橙色

30％

P L 227
［方へつまみ十げられている∴ 普通

・　　ノ、′　　　　　ノ　　J′　　　・・（・′′

－′　′　　　′　　、′

重複関係　西部で第摘2号住居跡を　中央部から南部で第摘鍋号住居跡を掘り込んでいる。またぎ南西部を第

′　　　－い　　′′・′′　＿′′　　．．′’′　　′　′ノ′・．．．・．．′′・．言、　′ノ，′′・′′・′　一　ノ　ノー・　′、．

t

いる。

．、　　　　　　　言、　‥・－．：・・′ノ　ノブ　　′′．

主軸方向　N－（）C

壁　壁高は　～摘cmで　外儀して立ち上がる。

壁溝　東部から南部にかけて巡っている0規模は上幅　～蟻cm　下幅　～　cm　深さ約　cmで　断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦でありタ　中央部が特に踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外に挽mほど据　込み　砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで腑。m

で夢東袖部の一部が第鋸号土坑に掘　込まれているが　両袖部幅は鮒cmと推定される。天井部は崩落してお

一一一一一一一∴は　－l一・一一一一一



り，土層断面図中，第5・10層が砂粒を中量含むことから，崩落土層と考えられる。第8層は焼土中ブロック

や焼土粒子を含み，下面が赤変していることから，下面が火床面と考えられる。煙道は，外債して立ち上がる。

竃土層解説

1極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　極暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子少量
3　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗　赤　褐　色　砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
7　極暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
9　極暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

10　暗　赤　褐　色　砂粒・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は南西コーナーを除く各コーナーからやや中央部寄りに位置し，

径20～35cmのはぼ円形で，深さ44～54cmである。規模と位置から主柱穴と考えられる。P4は南壁際の中央部

に位置し，径30cmの円形で，深さ35cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土11層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，砂粒中量，廃土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第217図　第1028号住居跡実測図
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7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
11極暗褐色ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量

遺物　土師器片161点，須恵器片32点・撹乱により混入したとみられる陶器片2点が出土している。第218図1

の須恵器鉢片は西壁際の床面から，2の須恵器鉢休部片は南部の床面から，3の須恵器鉢体部片は竃の覆土中

からそれぞれ出土している。

所見　出土土器が細片で時期を限定することは難しいが，8世紀中葉と考えられる第1027号住居跡を掘り込ん

でいることや，出土した須恵器の形状から8世紀後半と考えられる。

1

第218図　第1028号住居跡出土遺物実測図

第1028号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

［一一－一一十－1－－」

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第218図 鉢 A ［31．8］休部から口緑部の破片。休部は外傾口緑部内・外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・長石・P40525

1

須　恵　器

B （8．0）して立ち上がり，口緑部で屈曲する。外面横位の平行叩き，内面ナデ。石英 5％

端部は上下に突出させている。 灰色，普通 PL227

2
鉢 B （6．3）休部片。体部は外傾して立ち上が 体部外面斜位の平行叩き，内面砂粒・雲母・長石 TP40501
須　恵　器 る。 ナテP。 にぷい黄褐色，普通5％

3
鉢 B （8．5）体部片。休部は外傾して立ち上が 体部外面斜位の平行叩き，下位砂粒・雲母・長石 T P40502
須　恵　器 る。 斜位のへラ削り，内面ナデ。 灰色，普通 5％

第1030号住居跡（第219・220図）

位置　調査4区の中央部，JlOi6区。

重複関係　第1032号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部の約5分の3が未調査区域に位置するため，正確な規模と平面形は確認できない。確認さ

れた東西軸は5・15mで，南北軸は北壁から未調査区域との境界まで確認されただけで，3．15mである。平面形

は，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－220　－W

壁　確認された壁高は24～35cmで，外債して立ち上がる。

ー327－



應　ほぼ平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ溝だmほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模はタ　焚四部から煙道部まで

蟻臓　両袖部幅蟻cmである。天井部は崩落してお酌　竃土層断面図中　第　～　な　層が崩落土層と考えら

・′　　　′・・．こ、′ノ　′、．　　　′　・・・一　　　、、
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義士層解説
皇　暗　赤　褐　色　廃土粒子少鼠　ローム粒子ず炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　砂粒少量ア　廃土小ブロックの炭化粒子教義
3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中最，ローム粒子ゆ砂粒少墨，廃土粒子を炭化粒子微量
護　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，廃土小ブロックさ廃土粒子少量官　炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色．ローム粒子・焼土中ブロック少量，廃土粒子0炭化粒子微量

6　暗赤　褐色　粘土粒子車鼠　ローム粒子す焼土粒子の砂粒少量芦　廃土小ブロックe炭化粒子微量
7　灰　褐　色　ローム粒子0砂粒少量ア　廃土粒子の炭化粒子さ粘土粒子微量
8　にぷい赤褐色　砂粒中量嘗　廃土粒子さ炭化粒子か粘土粒子少量夕　焼土中ブロック教義
9　暗赤　褐　色　焼土粒子多最，廃土小ブロックの粘土粒子e砂粒中量，炭化粒子少量

摘　灰　褐　色　粘土粒子も砂粒中農き　廃土粒子少鼠　焼土中ブロックや炭化粒子徽靂
H　にぷい赤褐色　廃土粒子中量　ローム粒子を廃土小ブロックや砂粒少鼠　焼土中ブロックき炭化材も炭化粒子微量
は　暗赤　褐色　廃土小ブロックも廃土粒子中量　ローム粒子p炭化粒子や砂粒微量

招　酪赤褐色　廃土粒子車鼠　ローム粒子0廃土小ブロックe炭化材0炭化粒子め砂粒少鼠　にト∴ん小ブロック微量
摘　暗　赤　褐　色　廃土粒子中鼠　ローム粒子や炭化粒子の砂粒少鼠　炭化材微量

路　陪赤褐色　廃土粒子多量芦　焼土中ブロックe炭化材e炭化粒子の砂粒少量，ローム粒子教義
摘　浅　黄　橙　色　灰多量タ　にトーム粒子e廃土粒子微量
膵　にぷい褐色　砂粒多量夕　粘土粒子中量ク　ローム粒子W廃土粒子さ炭化粒子も粘土小ブロック微量

18　赤　褐　色　廃土粒子0砂粒多鼠　粘土粒子中農　炭化粒子少量，ローム粒子も粘土小ブロック微量
摘　灰　褐　色　砂粒多義　粘土粒子中鼠　焼土粒子少鼠　ロームかブロックかローム粒子や炭化粒子微量
封　暗　褐　色　ローム粒子か粘土粒子の砂粒少鼠　ローム小ブロック0焼土粒子の炭化粒子ぜ粘土小ブロック教義
21暗　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子も炭化粒子の粘土粒子e砂粒少鼠　焼土粒子の炭化物の粘土小ブロック微量

22　にぷい赤褐色　廃土粒子中豊「炭化粒子あ粘土小ブロックの粘土粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロックもローム粒子ゆ焼土中ブロック微量
23　暗　褐　色　ローム粒子少量資　ローム小ブロックも廃土粒子を炭化粒子の砂粒微量

24　暗　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子4焼土粒子e炭化粒子も砂粒少鼠　ローム中ブロックの炭化物0粘土粒子微量
25　暗　褐　色　粘土小ブロック凋占土粒子げ砂粒中鼠　ローム粒子少量夕　廃土粒子0炭化粒子微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　′　　・・　　　　　　－、ノ、′　′　言・．、　　‥　∴、

′・　　　　　　　　　・・・　′　′！

覆豊　蟻層からなる。ブロック状の堆積状況から　太為堆積と考えられる。

土層解説

i　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子や炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロックを廃土粒子の炭化粒子教義

3　暗　褐　色　ロ…ム小ブロックのローム粒子少鼠　ローム中ブロックも焼土中ブロックの焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少畳，廃土粒子e炭化物も炭化粒子0砂粒微量
5　極暗褐色　ロ…ム粒子少量，廃土小ブロックや廃土粒子も炭化粒子や砂粒微量
6　黒　褐　色　ローム粒子p焼土粒子も炭化物8炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中豊，廃土小ブロック少量芦　廃土粒子か炭化粒子微量

8　褐　　　色　ローム小ブロック0ロ…ム粒子少量，廃土粒子や炭化粒子微量
9　暗　褐　色　砂粒中農夕　焼土中ブロックぉ廃土粒子。粘土粒子少鼠　ローム小ブロックのローム粒子の炭化材も炭化粒子微量
摘　暗　褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子の焼土中ブロック∵廃土粒子∴つ砂粒少鼠　ローム小ブロックの炭化粒子微量
H　暗　褐　色　砂粒中量芦　ローム粒子8廃土粒子あ炭化粒子少量夢　粘土粒子微量

ユ2　灰　褐　色　にト…ム粒子サ粘土粒子e焼土粒子少量，炭化粒子微量
絹　にぷい褐色　ローム粒子多量　ローム率ブロック少量夢　炭化粒子微量
摘　暗　褐　色　ローム粒子せ粘土粒子少量芦　焼土粒子〃炭化粒子微量
15　暗　褐　色　ローム粒子中農，炭化粒子少量，焼土中ブロックめ焼土粒子e粘土粒子微量
摘　黒　褐　色　ローム小ブロック0焼土粒子さ炭化粒子。砂粒少農，ローム粒子ザ粘土粒子微量

遺物　土師器片翻意　須恵器易璃摘息土製品　点　支脚）鉄器　点　鎌　刀子お鉄浮上蕪が出土している。

第割　の霊園　～　は須恵器芦　～　は土師器である。　の杯は　北東部の覆土下層から出土した破片が接合

したものである。2と5の杯はタ　北西部の覆土中層から破片で出土している。3の杯と7の婆は，中央部の覆

土下層から破片で出土している。複の鉢は中央部の床面からタ　6の婆は竃東側の床面から芦　それぞれ破片で出

土している。　の婆は竃袖部上から破片で出土している。　の支脚は　北東部の覆土下層から横位で出土して

いる。臓の鎌は　竃西側の床面からまとまって出土している。Ⅲの刀子はタ　北西部の覆土下層から出土してい

一一1∴は　一一一一、－－－－－



る。12の鉄浮は，覆土中から出土している。覆土下層から取り上げた1・3の須恵器杯も，覆土中層から取り

上げた2・5の須恵器杯も時期的にはぼ同時期のものと考えられ覆土中から出土した大部分の土師器・須恵

器の細片及び鉄浮は，本跡を廃絶したおりに投棄されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後半と考えられる。
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第219図　第1030号住居跡・出土遺物実測図

ココ9－



弓幸ノ

第220図　第1030号住居跡出土遺物実測図

第1030号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第219図 杯 A　 14．8 底 部から口緑 部にかけて一部欠損。 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 12 16

1 B　　 4．5 平底 。体部 は外傾 して立ち上が り， 体部下端 ナデ。底部 回転へ ラ削 り 黄灰色 70％

須　 恵　 器 C　　 9，1 口縁 部に至 る。 後， ナデ。 普通 P L 2 27

2

杯 A ［13．4］ 底部から口緑部にかけての破 片。 平 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 4 12 17

B　　 4．3 底。体部は外傾 して立 ち上が り， 口 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 回 黄灰色 50％

須　 恵　 器 C　　 8．0 縁部に至 る。端部は丸 く収めている。 転へ ラ切 り後， 1 方向のヘラ削 り。 普通 P L 2 27

第 22 0図 i不

須　 恵　 器

A ［142 ］ 底部から口緑部にかけての破 片。 平 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 12 18

3 B　　 4．1 底。体部は外傾 して立 ち上が り， 口 体部下端 回転へ ラ削 り。底部 1 方 褐灰色 3 0％

C ［8．4］ 緑部に至 る。端部は丸 く収めている。 向のヘ ラ削 り後， ナデ。 普通 P L 2 27

－330－



航鵬十搭　橙 計翻置毎勘 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土。色調の焼成 備　　　考

第2渦須器障；］　　　　　　　 i喜曇：；；
第霊姻　 琢　 恒 鵬　 細 からロ縁部洲 ての齢 。平 狩縁部 体部内濁離 タロナデ。醜 。雲母の長石　 ㌘射霊の測％

J　　　　　　　 H　 引　 軋 休部は外陣して立ち上がり†＝　休部卜端手持ちへラ削十 底部不　敵吠色　　　　　　 P L黒「

項　患　器　 L　 T・8　 融に圭る＋端肺おしく収めている＋　定方向のヘラ削十　　　　　　 普通　　　　　　 墨痕有り

6i土芸器孟…登呂鰭蓋警蓋蓋誉誓窯蓋蓋≡曇蓋≡≡≡窯嚢竿警警‡芸漂櫨 瀾藍
／Jまみ十けられている＋

聾　　 A 接頭　 体部上位から打線部にかけての破　 損縁部内8　滴 横ナデ。体部 摘　 砂粒e雲母の長石　 ㌘離別護

土師器狛ゆ郎畿票票豊‡芸霊 豊溌 芸諸賢ラげ後輪積み痕完い褐色　 豊霊7
方へつまみ上げられている∴

悪　　 A ∴汀0！ 休部十半から目線部にかけての破　 目線部内・外面横ナデ∴休部外面　 砂粒・霊母 ・長石　 出は持

つ土師器B組餞 誓睾琵琶≡喜≡曇薫豊 孟‡譜霊謡認痕を豊羞い褐色　警霊8

計　　　　　　 測
図版鵬　 器　 穫　 長さkm） 径 行m　　　　　 特　　 徴　　　 胎土e色調 備　　　　 考

第霊園　 土製支湘i 鵬　 はむ且且　 細 郎 恒 部楓 姉 が開 梱状。伊 ＿些 縮 減磯
D P引013　60％　P Lヱ捕

図版番号　器　　種
！　　 計　　　 測　　　 値

材質
i 特　 徴　 備　 考

全義読扉　 背幅km　 刃幅海　 産選言g）

第二20回用　　　 鎌 轡 う i 配当　 「㍉ ㌃ 「 「 蒜 欽 着舶一部楓 着舶全離削返されているciM4ヱ0ユ9 98％軋237

図版番車 種　　　　　 計　　　 測　　　 値 材質i 特　 徴 i 備　 考
全長海中 賎（斑）身幅km　重ね行路　茎義km）重畳ね）

範崇0図11力 裏』聖上曇生⊥曇と工事「「義「「壷 ！銑恒蟻。茎部の木質一隅存iM棚20 80％PL237

図版番号 器 穫 長さkm） 幅 k m）；厚さ行m） 重畳施ラ 樹 質　 特　 徴
備　　　　 考

第霊園相鉄　 浮　 47 i e8 i ゆ5 ！ 腰中　 級　 塊状で硬質。気泡痕少なレ浅。
M IIlO21　P Lヱ浴

′　′＼

位置　調査　区の中央部ジ調鮎区。

重複関係　第摘舶あ摘射旨住居跡を掘　込み　北部を第臓器号住居に掘　込まれている。

・　　　　　　　・　ニ　　′・

主軸方向　N－：げ　一一E

壁　壁高は2～8¢皿で学　外億して立ち上がる。

′　　′′　　　　′　′、　′

′・・‾　　′J　　′　　　　　　′．′　　　　　　　　　　－　′　　　　　′　′、　ノ　　ノ　ノ

′　　　∴　　　′　　　　ノ　　′′　　　　　　　　　　・′′　　　　　　′　　・ィノ　　　ィ　．、

第　層は焼士ブロックや焼土粒子を比較的多　含み　赤変していることから　火床部と考えられる。煙道はタ

火床画から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

1暗　褐　色　粘‖！イ中量、「ト∴′、粒jナ・・焼巨ト‾′、‾＝∴リン′・焼廿五・歳化粒√・砂粒少量

2　暗赤褐色　廃土小ブロック∵廃土粒子中鼠炭化粒子e砂粒少鼠　粘土粒子微量

：Hl



3　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子中量，砂粒・粘土粒子微量

4　極暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒・灰少量
5　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子・灰少量，粘土粒子微量
6　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

ピット　4か所（Pl～P4）。東コーナーと北コーナーからやや中央寄りに位置するPl・P4は，それぞ

れ径20cmと18cmの円形で，深さ39cmと23cmである。南西壁際の南コーナーと西コーナー寄りに位置するP2・

P3は，それぞれ径24cmと20cmの円形で，深さ41cmと13CⅢ1である。Pl～P4はいずれも，規模と配置から主

柱穴と考えられる。

覆土10層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒丁・焼土粒了少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　ローム粒千・秒粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子t炭化粒子・粘土小ブロック微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
10　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　土師器片738点，須恵器片61点，石製晶1点（紡錘車）が出土している。第222図1の須恵器杯は，南コー

ナー部の南東壁際の床面から出土した破片が接合したものである。2の須恵器杯は，北西壁際の中央部の覆土

下層から正位で出土している。3の土師器饗は，西コーナー部の覆土下層から出土している。4の紡錘車は，

覆土中から出土している。本跡は覆土が比較的薄いにもかかわらず，出土した土器片が多い。その多くは細片

であり，遺構確認面上からの出土であることから，耕作により撹乱されたものと考えられる。
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第221図　第1031号住居跡実測図
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所農　本跡の時期は浮出土土器からア世紀末から8世紀前葉と考えられる。

、　　一、　′　　－　　，乞　′．

第摘別号住居跡出土遺物観察衷

⑳　　　　　　　　　　　　頂のC悶』

踊番可券　種恒則縮m）i　 器形の特徴 手　法　の　特　徴　 ！胎土を色調を焼成
備　　　 考

第222回　　棒　　 A　は5。8］底部から打線部にかけての破片。目線献　体部内・外面ロケロナナ　砂粒・雲母・長有㌘射223
l　　　　　　　 B　複。0　丸みをおびた平底。体部は外傾し底部回転へラ削十　　　　　　　 灰黄褐色 20％
須　恵　器　し「5．51 て立ち上がり，目線部はわずかに 普通

外圧する。

琢　　 A　m叔目盛部から目線部にかけての破片。目線甘体部内・外面ロケロナデ＋　砂粒・霊母・長石P・11黒寸
B　は。郎　丸みをおびた平底。体部は外傾し休部下端ナデ∴底部1方向のヘラ　吠黄褐色 20％

須　恵　器　C［蟻唸］「て立ち上がる。 削り。　　　　　　　　　　　　 普通

3　土　 器BOo鱒 ：禁片。体部は礪して立ち
体部外而十位ナデ，下位縦位のへ　砂粒・雲母・長右㌘4且222　20％

ラ磨き．内面へラナデ私　ナデ．　にぷい橙色，普通

図版番号器種径。。m）芋厚さ。。m）；び乳径。。m）竿重量。g）石質i 特　 徴

備　　　考

第222図4i紡錘車i〔4，2〕
0．7 〔oe6〕　j　（781） 粘板岩！断。薄い独楽形 Q射023　40％　PL239

，　　．　　　　　′　　／ノノ　′　′．t

′　ノ　．′　一　′　　　　　′　′

′、′f7　．′　　ノ　′　′　　　′‥′　ノ了　一　一、・　．ノ

、‘二　′　′′　　′、、；・一　言剛　、二　　ノノ　t　．・ノ

主軸方向　N一軒0　－E

璧　壁高は23～32cmで芦　外傾して立ち上がる。

璧溝　南壁から北壁まで巡っている。上幅且2～2cm　下幅　～　cm深さ　～腕皿で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

憲　東壁の北東コーナー寄りを壁外へ32cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模はタ焚口部から煙

道部までmcm　両袖部幅腕皿である。天井部は崩落しており，竃土層断面軌第1～3層が粘土粒子の砂粒

を比較的多く含んでいることからァ崩落土層と考えられる。第6の7層は廃土粒子を多量に含み，赤愛してい

ることからタ　火床部と考えられる。煙道は芦火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

－　∴1：う：う



完土層解説

l　灰　褐　色　粘土粒子中量，砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少呈，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　色　粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒数量

5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，砂粒微量
7　極暗赤褐色　焼土′」、ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中豊，炭化材・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒微量

－＿一一・ノ
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第223図　第1033号住居跡・出土遺物実測図
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′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

る0商壁際の中東部に位置する㌘　は　長径霊臓　短径挽皿の楕円形で　深さ錆cmである。北西コーチ喜郎に

ノ

ぼ中央部に位置する㌘　欄　は　それぞれ径挽me挽皿の閏形で深さ膵腔m欄¢皿である。規模と配置から芦

補助桂穴と考えられる。

覆羞　8層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

l　暗褐色　ロ…ム粒子少鼠ローム太ブロック。ローム中ブロックぷローム小プロッタe廃土粒子b炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量クローム中ブロックゆローム小ブロックも廃土小ブロック機上粒子ヰ炭化粒子の白色粘土中ブロック微塵

3　暗褐色　ロ…ム粒子少量ダローム車ブロックさローム小ブロックぁ焼土中ブロックを焼土粒子お炭化材∵炭化粒予め白色粘土小ブロック微
量

4　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠廃土粒子も炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少鼠　廃土粒子を炭化粒子8砂粒微量

6　褐　色　ロ…ム粒子中鼠　ローム中プロッグ0ロ…ム小ブロックも炭化粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子少鼠　廃土粒子教義

8　褐　　色　ローム粒子多量ア　ローム小ブロック少量

ノ　・′－　　　　　　・　　　　　　　・

部の覆丑　層から破片で出土している0　の高台相棒は　焚四部から破片で出土している。3の婆は芦北壁際

の中東部の床面から破片で出土している。

′　　　　′

第摘3　普佳屠跡出立遺物観察東

図繍 号　 器　 種　 計踊 kの　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 胎土 e色調 の焼成　 備 考

第223回　　 輝　　 A ［最摘］「体部から描線部にかけての破片0　 打線部内 の外商　 倦部 桁毎ロタナ　 砂粒 の赤色粒子　　 ㌘親 潮

†　　　　　　 H 「5畑　 作領 土外価して立ち十が リ，目線　 ヂ＋内面丁寧なヘラ磨き．黒色処　 明褐色　　　　　 言脇

土　 師　 器　　　　　 部に至る。端部は丸く収めている。 理。　　　　　　　　　　　 普通

高 台 付 年　 目 亘 丁〕 高台部から底部にかけての似 「　 底部へラ切 り乾 高台貼 り仙 十　 砂粒 ・雲母　　　 P引2＝

2　　　　　　　 日　 亜　 高台は 十、」の辛状工 開き，端部　 十デ　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 川％

棒　 鋼招 勘 斑　 鋸畑 が開く0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

碧　　 A H e顧　 体部上位から打線部にかけての破　 描線部内 湖 面横ナデ。休部夕摘　 砂粒 の雲母　　　 津 射崇

土師器狛 ‘郎昌蒜票芸禁禁立ち上がつ 禁完認諾議‡霊 へ慧褐色　 i蟻％

欝欄調号佳腰掛　第霊園）

位置　調査　区の中央部ダ調酎区。

′′

′　．　　　・・　′　′　　′、′　ニ　　′ノ

主車癖方向　N－80　－－、も′！

壁　壁高は蟻～錆だ皿で　外儀して立ち上がる。

′　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　ーノ　′′　　　／′

l l′　　′　　　　　　　・・　　　′　　、ナ　　′・′　’・　「．こ　　　　　．．

′　　　　′　、　　　　ニ　　ー‾　ノ　　ー　・・　′′　　　　　′　′・・′　　ノ′、′　ノ　、

203層が崩落土層と考えられる。袖部は比較的良好に遺存してお酌粘土粒子の砂粒を比較的多　含む第7
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電土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
3　暗　赤　褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量

4　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子・灰微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
7　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
8　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒千・秒粒中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
10　暗赤　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
11極暗赤褐色　焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径20～29C皿の円形で，

ノ

＿旦＿22．2m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i I

0　　　　　　　　　　　　　1m

l　　－－－一一一－－l・　‥・－i

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第224図　第1035号住居跡・出土遺物実測図
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深さ臓～飢組である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘　は　径加。mの円形

で　深さ膵cmである。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

覆並　臓層からなる。ブロック状の堆積状況からタ　人為堆積と考えられる。

土層解説
1

2

3

4

5

6

7

8

9

摘

H

は

二

日

…

∵

蟻

蟻

け

∴

ほ

摘

暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土小ブロック8廃土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ロ…ム粒子e廃土粒子少量夕　焼土中ブロックe炭化粒子微量
黒褐色　ロ…ム粒子少量，廃土粒子微量
暗褐色　ロ…ム粒子少量芦　廃土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色iト∴7、粒十小品
暗褐色　ロ…ム粒子少量，
褐　　色　ローム粒子軒鼠

暗褐色　にトーム小ブロック
暗褐色　ローム粒子中量，
暗　褐　色　「トー∴粒戸巨品
暗褐色　ローム粒子多量芦
極暗褐色　ローム小ブロック

極暗褐色　ローム小ブロック

にトーム小ブロック少量，焼土中ブロック・廃土粒子微量
焼土粒子微量

炭化粒子微量
・ローム粒子車鼠　焼土粒子。炭化粒子微量
焼土中ブロック0焼土粒子少量

焼土中ブロック。焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子少量

0ローム粒子中量，ロームやブロック少量，廃土小ブロックも炭化粒子微量
0ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・∴ローム小ブロックや焼土粒子・炭化粒子微量

黒褐色　ローム粒子中量プ　炭化粒子少量夕　焼土粒子微量

極暗褐色　ローム粒子中量芦　焼土粒子少量，炭化粒子微量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　焼土粒子少量，ローム車ブロック微量

暗褐色　ローム粒子中豊芦　ローム小ブロック∵廃土小ブロックp炭化粒子少鼠焼土粒子微量

暗視色　トト一一∴′ト’iL、′ソ・lトー∵、粒J∴焼‖J′守・炭化粒子少量

′　　　　　二、－・‥　　′二　　　，、　　　‾　　．．′′・く　′．　二　　・　′　　′Jノ．∴

i、十ノ′．　　　ノ　′－′！‥　　、　　′　　′　　′、　．．′・　　′、∴lく′　　　　　　　′　　　∴　　′t∴′

前から中央部にかけて床面から出土した破片が接合したものである。鉄浮は小片である。

′＼．・ノ．．ノ　バ　　　　　′・、．：、－　′・、，　‥　ノ．

′　、て、．∴　　一′ノ　　　　ー一日ノ′・、′、

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎十・色調・焼成 備　　　 考

第224回 林 A　LlJ．21 底部から目線部にかけての破片。 目線部，体部内・外面ロクロナデ． 砂粒・雲母・長有 P・11230

1 B　　 3さ5 平底。体部は外傾して立ち上がりラ ロクロ日は弱い．休部下端ナデ． 黄白色 25％

須　 恵　 器 し「仕8」 打線部に至る。 底部回転へラ切り後，不定方向の 普通

ヘラ削りご

2

林

須　 恵　 器

A ［12．8］ 底部から＝縁部にかけての破片∴ ＝縁部，体部内・外面ロクロナデ㍉砂粒・雲母 P L11封0

8　　 3．7 平底。体部は外傾して立ち上がりタ ロクロ日は弱い㍉底部回転へラ切 灰黄色 10％

C ［9．0］ 目線部に至る。 り後学　ナデ。 普通

鉢 A ［39．2］ 休部十位から＝縁部にかけての破 目線部内・外面ロクロナデ㍉　体部外 砂粒・雲母・長石 P∴lH ∴‖

3 H　H6．封 片√体部は外傾して立ち上がり† 面横位と斜位の平行叩き∴　内面へラ 褐灰色 15％

須　 恵　 器 日縁部で屈曲する． ナデ後．指頭押庄痕を残すナチ 普通 P L 228

．’∴∴　　品，′∴十㌦　ノバく

位置　調査　区の中央部，狙輸区。

重複関係　第摘媚の摘舶号住居跡を掘り込んでいる。

規模藍平面形　北東コーナー部から南東コーナー部にかけて耕作による撹乱を受けている。長師。鋪m　短軸

2．66111の方形である。

・．ノ了　　－、い・′いl　′㌧、　　‾、　′　　　′

壁　確認された壁高は最大舶cmで　外債して立ち上がる。

、二‾　上．六∴　′・′．、r′′ノ　言ニー　　　　　′－’′ノ：㌫一一′．二　‾∵一∴一′　ノ　　！∴　　∴　　　立　・　′　∴．’∴

字形である。
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床　はぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

竃　北東部から東部にかけての撹乱土から砂質粘土と焼土ブロック・焼土粒子が確認されたものの，掘り方等

の竃の痕跡は検出されなかった。

覆土　7層からなる。壁際からの堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
2　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片255点，須恵器片47点が出土している。第226図1の須恵器杯は，中央部の床面から出土した破

片が接合したものである。2の須恵器杯は，北壁際の中央部の床面から正位で出土している。3の土師器饗は，

南西部の床面から破片で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉から後葉と考えられる。

、†J〇
よ　　」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第225図　第1039・1047号住居跡実測図
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第226図　第1039号住居跡出土遺物実測図

第1039号住居跡出土遺物観察表

3

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第226図杯

須　恵　器

A　13．0体部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石 P41243

1 B　　4．1平底。体部は外傾して立ち上がり，底部回転へラ切り後，へラ削り。灰色 90％

C　　8．4 口綾部に至る。端部は丸く収めて

いる。

普通 PL227

2

巧こ

須　恵　器

A　14．4底部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石P41244

B　　4．2平底。体部は外傾して立ち上がり，体部下端手持ちへラ削り。底部回灰色 60％

C　　8．1口緑部に至る。端部は丸く収めて

いる。

転へラ切り後，1方向のヘラ削り。普通 PL227

3

整

土　師　器

A［21．6］頚部から口緑部にかけての破片。口緑部，頭部内・外面横ナデ。砂粒・雲母・長石P41242

B（5．8）ロ緑部は「く」の字状に屈曲し，

端部は上方へわずかにつまみ上げ

られている。

にぷい赤褐色

普通

10％

第1042号住居跡（第227・228図）

位置　調査4区の中央部，KlObO区。

重複関係　北壁の中央部を第1416号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．62m，短軸3．58mの方形である。

主軸方向　N－150　－W

壁　壁高は25～54C血で，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅17～31cm，下幅6～12cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に，構築材と考えられるわずかな砂質粘土が確認された。第1416号土坑の掘り込まれている

部分に付設されていたものと考えられる。

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径22～30cmの円形で，

深さ21～29cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径32cmのはぼ

円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土18層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

JStl－



5　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠廃土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少鼠ローム車ブロックもローム小ブロック・廃土小ブロックや廃土粒子も炭化物欄化粒子微量
7　黒褐色　ロ…ム粒子少鼠　ローム小ブロックの廃土粒子サ炭化物ザ炭化粒子教畳

8　黒褐色　ロ…ム粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土小ブロック∵廃土粒子4炭化物・炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

摘　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックも焼土粒子p炭化物微量

11黒出色；トー∴粒Jナ・少甘・＝…∴中ソIj、、∴′・－ト∴′トノ’。・‥ソ・焼日立千・歳化粒自微量
12　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム太プロッ弓70ローム中ブロックぁ焼士粒子e炭化粒子微量
13　極暗褐色　ローム粒子多農タ　ローム中ブロックpローム小ブロック∵廃土粒子0炭化粒子微量
摘　暗褐色　ローム粒子多畳ク　ローム小ブロック微量

15　黒褐色　ローム小ブロック6ローム粒子少鼠　ローム中ブロック3炭化粒子微量
16　黒褐色　ロ…ム小ブロックもローム粒子少鼠廃土粒子8炭化粒子微量

17　黒褐色「ト∴粒召ノ品l‾ト∴′ト十日、‥∵」尭「粒十・歳化粒－J∴粘巨拉1∴砂粒微量
－、　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　′．－′

、　′　．　、　　　　　　　′　　　　　′1、J了　　‥　′　J∴　．　1′　′

’′、∴　　　　　　　　　′′　′　′・′・　　　ノ′・　　　′　　．　・　　′　　　　　　　．　′

師器婆と3の土師器甑は芦北西部からやや中幾部寄りの覆土下層からまとまって出土している。嶺の鉢は，南

∴、l∴∴　‥く′　　・・・　　　・′　　′　∴．　　一、－－＼ノ　′、′　ノ・‥　　、　　　　‥　　′′、

ほ芦東壁際の中央部の床面から出土している。7の砥石はタ北西部からやや中央部寄りの覆土下層から出土し

ている。不明鉄製品と支脚は破損した小片である。

所鳳　本跡の時期はタ　出土土器から8陛綬前葉と考えられる。
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第228図　第1042号住居跡出土遺物実測図
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′．．、′　　　．′　　　ク∴′′′、

踊番号　器　 橙恒願cmラ　　 器形の特徴　 i　 手法 の特徴　 i胎土の色調欄戌　 備　 考

取28図　　 時　　 A l訂　 休部から＝轟は侶二かけて1部太肛　 目線部内・外面ナナ休部外面へ　砂粒　　　　　　 P引2亜

l　　　　　　 B　姐　 丸底。体部は内攣して立ち上がりタ　ラ削　後　ナデ。内面ナデ。　　 明赤褐色　　　　　 嶺％

士　師　器　　　　　 目線部に圭る∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 PL黒「

悪　　 H 豆」事　体部下位から頭部にかけての破年　頭部内・外面ナナ休部外面へラナ　砂粒・雲母・長石・P用50　5脇

2　　　　　　　　　　　　 休部は長胴彬を皇し，頭部は紙や　デ軋縦位のヘラ磨き∵　内面へラナ　有薬　　　　　　　 PL黒8

土　師　器　　　　　 かに外反する。　　　　　　 デ後予鈴積み痕を残す横位のナ荒　 にぷい黄褐色ラ普通夕滴剥離

軌　　 A は鉦　 休部から目線部にかけての破ト「　目線部内・外面ナデ∵休部外面へ　砂粒・雲母　　　　 P1日51

3　　　　　　　 日　し情51 休部は外傾して立ち上がり，目線　ラナデ，一部斜位の磨き∵内面へ　橙色　　　　　　 2（軌

士　帥　器　　　　　 部は外反する㍉　　　　　　　　 ラナデ私ナデ∴　　　　　　　 普通　　　　　　 PLヱ押

図版番号i器種 計　　 測　　　 値　　　　 」
特　　　　徴 備　　　　考全長（cm極細cm）腑紬船舶茎長（癖幅kn）桓癖量ね）材質

讐 i 巌 当 （2過半当 掴㌍ Oe辛 や丁彿茎部一部屈曲，端部
欠損。三角形鍍

M引023　05％
PL237

図版番号
器　種　　　 計　　 測　　 値　 i 腰 特　 徴 ！ 備　 考

長さ毎）幅km） 厚さkm）垂射g　 石質

第2器頚6 砥　石日 7・7） i 複や8 1．7 秘中 酎絹 舶5面㍉洩部が浮くなっている。iQ棚26 5の％PL239

7 砥　石！（1603） i （隠2）　 5．2 胤が　　安山岩砥南面0着血の転用力　極棚茄朝％PL器9

′　／　　　　．　′　ノ′・′′′！

′．′　　　t　′　　′　－　　　、′：（

1ハ　‘　ご　、－　　　　　∴、・ノ、　ノ　′ノ　ニ　、．

主軸方向　N一つし）80　－E

璧　傾斜地に立地しているためタ東側は遺存していない。遺存している壁高は　～鋼。皿で　外傾して立ち上が

る。

、　ノ′、・　一、′ノ　′ノ・l言、　　－・′′　′・　・上′′・‥　六、、′′了、こ　一　∴・′2　、・・三一・・，

床　ほぼ平坦であ軋　中央部が特に踏み固められている。

・′・　－′　∴　　－ノ′′′　　∴ノ′　ノ　ノl・・′、∵′　′、・、・′一∴．　′・′・　′：′∴′中ソ・ノー　、′

面は赤愛している。

′　　　′　′．　　∴・l′　　　　∵　′′　　：t言′：・′‘昭一三一　ノ　　、、‾　′ノノ・′∴ノ、・′∴．．

Pl土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子少量

2　暗褐色　にトーム粒子中量，焼土粒子8炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量芦　ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中農

覆ま　け層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックをローム粒子e焼土粒子8炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子e焼土堪j∵弓卦化粒子少量
3　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

一一、、、一一一一∴月21－－・・…一一一



5　暗褐色
6　褐　　色

7　褐　　色

8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量

遺物土師器片113点，混入したとみられる須恵器片6点が出土している。第229図1の土師器皿は，北西部の

覆土下層と竃内から出土した破片が接合したものである02の土師器高台付杯は，南西部の床面から正位で出

土している。3の土師器高台付杯は，竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

⑥　当

＼＝忘召

第229図　第1043号住居跡・出土遺物実測図

第1043号住居跡出土遺物観察表

。－桓
2m

上　　1　－－」

＼∈≡⊆三台

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－　l　　　」

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成I 備　　 考

P40532
第229図 皿 A ［9．2］底部から口緑部の破片。平底。体口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・石英・

1

土　師　器

B　l．9 部は外傾して立ち上がり，口緑部デ。底部回転糸切り。 赤色粒子 25％
C ［5．0］はわずかに外反する。 にぷい橙色，普通 PL228

2

高台付杯A ［156］高台部から口緑部の破片。高台は 口緑部及び体部外面ロクロナデ。砂粒・雲母 P40533

土　師　器

B　　6．6 短くハの字状に開く。体部は内攣内面横位のヘラ磨き。休部下端及にぷい黄橙色 30％
D ［6．9］して立ち上がり，口緑部は短く外び底部回転へラ削り。高台貼り付普通 PL228
E　l．0 反する。 け後，ナデ。内面黒色処理。

3

高台付杯 B （2．2）高台部から体部下端の破片。高台体部外面ロクロナデ。内面へラ磨砂粒・雲母・石英・P40534

土　師　器

D ［7．6］は短くハの字状に開く。 き。底部回転へラ削り後高台貼赤色粒子 10％
E　l．0 り付け，ナデ。 橙色，普通 PL228

ー343－



第1046号住居跡（第230・231図）

位置　調査4区の中央部，JlOd6区。

重複関係　第1045・1051号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．58m，短軸3．32mの方形である。

主軸方向　N－60　－W

壁　壁高は8～27cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃部分を除き，壁際を巡っている。上幅11～23cm，下幅3～6cm，深さ2～4cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ58。皿はど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

112。皿，両袖部幅107。mである。天井部は緩やかに押しつぶされたように崩落しており，竃土層断面図中，焼土

粒子・粘土粒子・砂粒を比較的多く含む第1～4層が崩落土層と考えられる。第5層は焼土粒子を比較的多く

含み，赤変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる0

竃土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・廃土小ブロック・炭化粒子微量
3　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

ー344一

第230図　第1046号住居跡実測図



ピット　5か所（Pl～P5）O各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径28～36C皿のはば円

形で，深さ20～36cmである0規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径32cm

の円形で，深さ24cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

5　灰褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・廃土粒子・炭化材・炭化粒子微量

遺物　土師器片411点・須恵器片67点，鉄器・鉄製品3点（鎌，不明，紡錘車片），鉄津1点が出土している。

第231図1の土師器杯は，南東部と南西部の覆土中から出土した破片が接合したものである。2の土師器高台

付杯は，中央部の覆土中層から破片で出土している0休部外面に墨書されている3の土師器高台付皿は，中央

部の床面から破片で出土している04の鎌は・南西部の覆土下層から出土している。5の不明鉄製品は，中央

部やや北西寄りの床面から出土している06の紡錘車片は，北東部の床面から出土している。鉄津は覆土下層

から出土しているものの，極小片である。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀末葉から10世紀前半にかけてと考えられる。

「「l＝妄l
ー＿＿」‾「二才

亨‾）3
Ⅰ＼「＼、』再

臨　”．．

10cm

［＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　　イ
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第231図　第1046号住居跡出土遺物実測図

第1046号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第23 1図 杯 A ［14．2］ 底部 から口緑部 にか けての破片。 口緑部 ・休部 ロクロナ デ。 ロクロ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 12 65
1

土　 師　 器

B　　 a 3 平底。体部 は内攣気味に立 ち上が 目は弱い。底 部回転 へ ラ切 り後， 子 50％
C　　 7．6 り，口緑部はわずかに外反する。 不定方向のへ ラ削 り。 橙色，普通 P L 23 0

2

高 台 付 杯 A ［16．8］ 底部から口縁部にかけての破片。 高 口縁 部 ・体部ロタロナデ。体部内 砂粒 P 4 12 66

土　 師　 器

B （6．2） 台欠損。休部から内攣気味 に立 ち上 面丁寧 なヘラ磨 き。底 部高台貼 り にぷ い橙色 30％
E （0．4） が り，口縁部はわずかに外反する。 付 け後， ナデ。 内面黒色処理。 普通 P L 2 28

3

高 台 付 皿 B （0．7） 底部 の破片。 底部外面 1 方向へ ラ削 り。内面黒 砂粒 ・長石 P 4 126 7　 5％

土　 師　 器

色処理。 橙色

普通

P L 22 8

外面に墨書 「太」

1　345－



図版番号
招　 種 i　 計　　 測　　 値 回　 特　 徴 i 備　 考

賞　 金義行m）馴 締 m車 幅km）重さ届

第231図4 嫌　 い ヱ8・0日　 0・3 2・8　 日 55・6） 銑 ！璃一部蟻〇着柄部全面が祈蟻されているc M 棚罰 粥％ P L器7

図版番号

” 穫 ！　 計　　 測　　 値

腰　　　　　　　　　　　　達ニ器　　 長 さ k m） 幅 k m） 厚 さ 毎 ） 重 量 届 、r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 用

第器 図 5
不　 明 i （5ゆ3） の・3… 蟻 日 掛 欄 つ ＋ ㈲

銑　　 棒状0 釘叉は紡錘の戟部の一部カ　 M 繍 罰　 朝％

図版番号

打　 穫 ［　 計　　 測　　 値

度　　　　　　　　　　　　数 備　　　　 考器　　 径 k m） 厚 さ毎）序 牒 毎日 重 量 届 寸

第2凱図6
紡 錘 車 ！ ［痛 i o・ユ （0・7） i （308）

銑　　 紡錘の破片。 離雉欠損。板状 M 射030　3の％

′　　′’7－J　∴ノ、∴′ノノノ′　′つく－

‾　　・‾、　′　．．－　ノ　　　　　：′・、、

－′　∴ノア　．ノ・　　、　　∴了‾1㌧・、縮′　　　　′、′′∴．一．′、　′′　．・　、′　　一

視樺と平面形　長【軋「封111，短軸：主2（う111の方形である。

主軸方向　N－90　－1㌔・・r

′・　′．　　　　　　　　　ノ　　　　　　ノ′　一一

′ノ　　　　　　　ー　　　tl．　′　　、り・ノ、　　　　．・・．一　′　　　　－．、，、、　j・言　　　J　、′

床　ほぼ平甘I一であり，全体的によく踏J纏抽）られている。竃と北東コーナーの間に，長径〔）5cIll　短径嶺eIllのほ

－　′　　て　　　′、、′　　　　　　　　　　　　　　　　′′．　　・　　．′　‥′′′て∴．－　′言′　　ノ、り　ハ

ら、　一l軸紬二焼土粒子や灰を溜宮）ておいた灰溜と考えられる。

灰溜土層解説

i　暗褐色　ロ…ム粒子や焼土中ブロックの焼土中ブロックの廃土粒子少量ブ　ローム小ブロックの廃土太ブロックぉ炭化材も炭化物も炭化粒子e

砂粒微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，にト…ム小ブロックの焼土中ブロックe焼土中ブロックせ焼土粒子e炭化材ゆ炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・∴ローム粒子少量芦　ローム中ブロック・焼土中ブロックの焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックや焼土粒子。炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

憲　北壁の中央部を壁外へ42cmほど掘り込み芦　砂嚢粘土で構築されている。規模は芦　焚四部から煙道部まで

ほ鮎恥　盲啓袖幅胱偽料である。天井部は崩落してお酌　竃土層断面図中　粘土粒子の砂粒を比較的多く含む第3

～7層が崩落土層と考えられる。第8層は焼土粒子の灰を多量に含みタ　赤愛していることから芦　火床部と考え

られる。煙道はタ　火床感から外懐して立ち上がる。火床部には土製支脚が立位で出土してお酌　使用時の状態

を保ノ）ていたものと思われる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子p粘土粒子0砂粒少量
2　暗　褐　色

3　極　暗　褐　色

4　暗　赤　褐　色

5　暗　褐　色

6　にぷい赤褐色

7　暗　赤　褐　色

8　にぷい赤褐色

9　にぷい赤褐色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　赤　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
ローム粒子や焼土中ブロックの炭化粒子少量，粘土粒子微量
焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量資　ローム小ブロックや焼土中ブロック微量
［‾トー∴粒子・焼1＿二粒子少量，炭化粒子・粘い粒イ∴砂粒微量
焼1二粒子・粘土粒子・砂粒中量

廃土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子8粘土粒子少量
焼土中ブロック・廃土粒子・灰中量，炭化物．粘土粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子や炭化物の粘土粒子0砂粒少量

ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子少量，砂粒微量
ローム粒子・焼土粒子の焼土中ブロック少量，ローム小ブロックの砂粒微量

ピ、ソト　1か所。南壁際の中央部に位置するPlは，4（）cmのほぼ円形で言葉さ射）ぐmである。位置的に出入CH‾‾‾‾‾1

に伴うど、ソトと考えられる。

一一……封（う　ー－



覆豊　3層からなる。全体的に第川鍋号住居に掘　込まれているため芦　堆積状況は確定できないものの，壁際

の三角堆積から自然堆積と推定される。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少遺賢　ロ…ム車プロ■ブタPやEトーム小ブロックサ廃土粒子0炭化粒子教義

遺物　土師器片鋸点　須恵器片蟻点　土製品　点　支御上　鉄器　点　刀子）が出土している。第232図のIの

土師器杯はタ　北西部の西壁際の覆土中層から破片で出土している。2の支脚は芦　火床面から立位で出土してい

る。3の刀子は芦　竃の東側の灰潜の覆土車から出土している。

所凰　本跡の時期はタ　出土土器と重複関係から8世紀前葉と考えられる。

『◎

，．、・二づ　′．、∴　′　′′．－＿シ、　．・・「．、ノ・－・ノ

第摘節号住居跡出土遺物観察衷

10cm

！　‾　　　　‖　l一’＿‾‾　　　…　　　＿

図版番可器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 ！　手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第232国　　　庫 A　は2．6］体部から目線部にかけての破片。目線部内・外面，休部内面構ナデ．砂粒・雲母・赤色粒P41271

1 B（4．2）体部は内攣して立ち上がり，目線体部外面へラナデ。 子 15％

士　師　器 部は短く直立する。 にぷい赤褐色，普通

図版番号［器　種i

長芸五m‖径湧：。m）重芸）i 特　 徴

胎十・色調 備　　　　考

第232図2土製支脚20．4 5．4～9．0
は姐中裾部一部欠掘c裾部が開く角楓ナデ。

砂粒，にぷい赤褐色DP41015　85％　PL236

図版番号
。i　　　 計　　　測　　　値 ！材質

特　　　　徴［備　考l器　種全長km） ；刀身長（cm）［身幅（cm）重ねkm）茎長五m）　重射g）

第232区は刀　子i絶2）（4・2）il・2 0．2 －（3．2）鉄刀身部の破片。M41032　30％　PL237

、－：1－17



第柑髭号住居跡（第233図）

位置　調査4区の中央部　銅は3区。

重複関係　第407月080号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4。25m，短軸3。69mの長方形である。

童軸方向　N－20　－W

壁　壁高は20～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全局している。上幅12～25C恥　下幅4～7cm，深さ5～7cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，中央部から竃の前にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ48cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

1射cm，両袖部幅107cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，粘土粒子。砂粒を比較的多く含む第

1～3。5～9層が崩落土層と考えられる。焼土粒子と灰を比較的多く含む第4つ0つ6層が，火床部と考え

られる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子凋占土中ブロック0粘土小ブロック・砂粒少量，焼土中ブロックや焼土粒子e炭化粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・粘土粒子微量
4　暗赤　褐　色　焼土粒子・灰中量，焼土中ブロックや炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロックヰ焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
6　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・粘土小ブロック微量
7　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子0砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
9　にぷい褐色　砂粒多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック0炭化粒子微量
10　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・灰中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒微量
11極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化材・粘土粒子微量
12　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子e砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子微量

13　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材微量
14　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量，砂粒微量
15　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
16　にぷい褐色　灰多量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

17　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・灰微量

どもソト　7か所（㌘1～㌘7）。各コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1へつP4は，径22～30cmのほぼ円

形で，深さ20～48cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径31cm

の円形で，深さ37cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。Plの北側にあるP6は，径

25cmのほぼ円形で，深さ20cmである。P2の北側にあるP7は，径16cmのほぼ円形で言深さ21cmである。P6・

㌘7は，規模と配置から補助柱穴と考えられる。

覆並　20層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化材・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
13　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

14　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
15　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
16　暗褐色　ローム小ブロックoローム粒子多量
17　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

一一一一一一一、－∴う48　－一一一一一一一一一



18　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
19　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量

20　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物土師器片475点，須恵器片16点，鉄津1点が出土している0第233図1の土師器杯は，竃手前の覆土下層

と西袖部から出土した破片が接合したものである02の須恵器杯は，北東部の覆土中から，3の須恵器杯は，

南東部の覆土中から，5の土師器婆は北西部の覆土下層から，それぞれ破片で出土している。4の土師器婆は，

P5付近の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前菜と考えられる。

凸1　叫

0　　　　　　　　　　　　2m

［＝：＿＿⊥－1
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第233図　第1052号住居跡・出土遺物実測図
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第臓悪者佳屠跡出土遺物観察去

図版番号 券　種 計測縫玩扉

．＼11．8

Iう　：弓．2

）ふ　 いI’ナ　＝りI
！

棒　　　 A　 は

2 i極 意 粛 jH

C ［

器　形　の　特　徴

底部から描線部にかけて一一部欠損。

手　法　の　特　徴

描線部夕　体部内の外商撥ナデ。底

丸底c底部と倦部との境に稜を町部外薗鵜ラ削娠内離頭痕を残
㌘右体部はゆる　外博して立ち上　すナデ。

が巧　打縁部に至る。

底部から沼縁部にかけての機雷㍉　一字 打線部草　体部内の外面ロタロナデ。

胎土の色調な焼成

砂骨・長石

備　　　考

2 須 恵 轟 轟 禁 笠 ．農 芸霊 轟 慧 誓 謂 謂 ；議警 向の摩　 i蟻％

3

恒 臓

…　 沈線を巡らして折る。 …　　　 …　 iほ％

悪　　　 A　は．う　休部十位から目線部にかけての破　目線部．頭部内・外面櫨ナデ∵体　砂打　　　　　　　 出は封

複
迅＋　e郎　片c体部は内攣して立ち上が軋　 部桁毎へラ削　後　へラ磨 。内　橙色　　　　　　　 憎％

十　帥　器I　　　 瀬高との境に廿をい→　目線部は　面ナナ　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P Lヱ却
外圧する。

㌣3

i土 芸 器i　 ［　　 i霊且282

′

位置　調査　区の中央部夕　狙鮎区。

重複関係　第摘鯛号住居跡の南西部と　第摘猶号住居跡の北西部をそれぞれ掘　込んでいる。また　南西部を

第犯号士族に掘　込まれている。

規模藍平面形　西部の壁の立ち上が　が確認できなかったが　ピッ鴇の配置や床面の広が　から　長軸の輌m芦

紬柚2。（柚11の方形と推定される。

主車由方向　N一一一・1（）アロ　ー一畳三

壁　確認できた壁高は臓～黒踪皿で　外憾して立ち上がる。

壁溝　北部から北東の南東コーナー部にかけて確認できた。規模は上幅摘～舗¢m　帯幅　～　㌍m　深さ約　臓

でタ　断面形は閻字形である。

床　ほぼ平坦であ勘　中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁の中央部からやや南寄　を壁外に開襟mほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模は　焚田から

′

・・　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′

化していることから　下面が火床商と考えられる。煙道は　外憤して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
l　極暗赤褐色

2　暗　赤　褐　色

3　暗　赤　褐　色

、1　黒　　褐　l′t’－．

5　にぷい赤褐色
6　篠路赤褐色

7　暗　赤　褐　色

8　暗　赤　褐　色

廃土粒子中量，ローム粒子の炭化粒子少量
焼日章子中品lト∴粒j’・・焼上′」、－ノli、∴′′・炭田＼白∴粘‖二つ∴砂粒少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中墨筆　粘土粒子も砂粒少量

粘土粒子8砂粒中量ヤ　ローム粒子少量，焼土粒子を炭化粒子微量
焼土粒子中農ヲ　ローム粒子e炭化粒子e粘土小ブロック少量
ローム粒子も廃土粒子が粘土粒子少畳芦　炭化粒子教義
焼土粒子中鼠　ローム粒子e炭化粒子の灰少量
廃土粒子中豊資　ロ…ム粒子さ炭化粒子少量

一　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　′　　　′　・つ一

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　′　－　′′

′・　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　′　　　ノ’　　′・．

：うう（）



覆土　9層からなる0ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

9　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

遺物土師器片91点，混入したとみられる須恵器片7点が出土している0第235図に示した土器はすべて土師

器である01の杯は，中央部の覆土下層から正位で出土している02の杯は，竃内の覆土下層から出土した2

片が接合したものである03の杯は，竃正面の覆土中層と北東部覆土下層から出土した破片が接合したもので

ある04の杯は，東部の覆土下層と南東部の覆土中から出土した破片が接合したものである。5の高台付杯は，

東部の覆土下層から出土した2片が接合したものである06の皿は，中央部の覆土下層から横位で出土してい

る07の皿は，竃内の覆土下層から出土した数片が接合したものである08の鉢は，南西部の覆土下層から出

土した数片が接合したものである09の嚢片は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から，10世紀後半以降と考えられる。

第234回　第1053号住居跡実測図
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第235図　第1053号住居跡出土遺物実測図

第1053号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第23 5図 杯 A ［11．9］ 体 部 ・ロ緑部一部 欠損。平底。体 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロタロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P．40 54 5

1 B　　 3．4 部は内轡 して立 ち上が り， ロ緑部 デ。底部 回転糸切 り。 石英 ・赤 色粒 子 80％

土　 師　 器 C　　 6．4 に至 る。 口縁部 は外反す る。 橙色，普通 P L 22 8

2

杯 A ［12．0］ 底 部からロ緑部 の破片。平底。体 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロタロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 54 6

B　　 3．8 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 デ。底部 回転糸切 り。 赤色粒子 40％

土　 師　 器 C　　 6．2 部 はわずか に外反す る。 浅橙色 ，普通 P L 22 8

3

杯 A　 12．3 底部からロ縁部の破片。平底。休 部 ロ緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 40 54 7

B　　 3 9 は内攣 して立ち上が り， ロ緑部 に至 デ。底部 回転糸切 り。 赤色粒子 50％

土　 師　 器 C ［6，6］ る。 ロ緑部はわずかに外反する。 にぷい橙色 ，普通 P L 22 8

4

杯 A　 12．2 底 部から口緑部 の破片。平底。体 口緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 4 054 8

B　　 2．7 部 は内野気味 に立 ち上が り， 口緑 デ。底部 回転糸切 り。 浅黄橙色 40％

土　 師　 器 C　　 8．0 部 に至 る。 普通 P L 22 8

5

高 台 付 珂： A ［15．1］ 高 台部か ら口縁部 の破片。高台 は 口緑部及 び休部外 面 ロク ロナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 4 054 9

B　　 5 3 短 くハの字状 に開 く。体部 は内攣 ロクロ目は弱い。内面へ ラ磨 き。 赤色粒子 30％

土　 師　 器 D ［8．0］ 気味 に立 ち上が り，口緑部 はわず 底部 回転糸切 り後，高台貼 り付け， 浅黄橙色 P L 22 8

E　　 O．6 か に外反す る。 ナデ。 普通

ー352－



図版鮒 i 器　 種 計測縮 m）　 音 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴＋ 「魁 掘 漸 離 日 備
考

第235回　　 血　　 Å　 呂もア　 完形。平底0 体部は大きく開きタ　 ロ縁部及び体部内のタ滴 ロクロナ　 砂粒 の雲母　　　 ㌘痛 50

O　　　　　　 H　 ヱ0　 日緑部に圭る∴　　　　　　　 テ∵底部回転系切年　　　　　 橙色　　　　　　 用0％

土　 師　 器　 C　 5や8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 P L 228

血 i A　 8紅 白窺部一部欠損。平底。体部は太き　 打線部及び体部内十外面。ク。ナ 砂粒蟄雲母。石英。 ㌘痛 5ユ

7　　　　　　　 H　 川　 く開き†日射 臣二十る∴　　　　 ヂ∴底部回転系切年　　　　　 赤色粒子　　　　 州％

土　 師　 器　 C　 O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浅橙色　 普通　　　 P L 霊8

8 士≡器喜iiii蓋賢妻薫罠嘉≡…懸 崖≡窯i菜≡竿孟芸完雷雲霊雷≡≡ご、霊芸孟長石i曇誓：：：
餐　　 A ［別摘］「体部から打線部の破片。体部は内　打線部内ゆ外商榛ナデ。休部夕涌　 砂粒の雲母の長石の　㌘蟻 53

9　 土 師 器 針 鼠且97） 讐志孟漂是羞雲孟；こ票 ㌶　 縦位のヘラ削娠 内面ナデ0　 霊 色　　 鐙 霊9

面取りして角張らせている∴　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

ノノ．　　　　　　　　ノ　′　′　く

－　－、′　　′　　′　て

重複関係　南部で第m臓号住居跡を掘　込んでいる。

・　　　　　．・　　　　　′′l・．、′　　　ノノ　三　　．

室車鮎蜘鞠＋飼∴㍊P・∴隊

－・‘　　　　　ノ、　　・　　ノ　ー　′′

′‥　′　′　　　ノ′、、′＼・・′　　　　　′　　・・′、、二　′′′、㍉一、．　　‥ク、　二

ある。

′ハ′　　　　′′′　l、、　ノ′　′

竃　北壁中央部を壁外には撒ほど掘り込んで夢砂質粘土で構築されている。焚関都から煙退部まで関配m　両袖

部幅摘cmである0天井部は崩落してお酌竃丑層断面図中　第　層が粘土粒子や砂粒を多量に含んでいるこ

とから，崩落土と考えられる0袖部は良好に遥存しており芦両袖とも内側が火熱を受けて赤愛している。またぎ

第6層の下面が赤変硬化していることからタ火床面と考えられる。第6層からは芦廃土ブロックや灰が検出さ

れている。煙道はタ　火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

富士層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中農砂粒少量，廃土小ブロックや廃土粒子の炭化粒子微量

2　灰　褐　色　粘土粒子も砂粒多鼠ローム小ブロック0ローム粒子。廃土粒子少量，焼土中ブロックの炭化粒子微量
3　灰　褐　色　ローム粒子。焼土中ブロックe廃土粒子を粘土粒子も砂粒少鼠ローム小ブロック0炭化粒　子微量
4　にぷい赤褐色

5　暗　赤　褐　色

6　にぷい赤褐色

γ　褐　　　　色

8　にぷい赤褐色

9　にぷい赤褐色

廃土粒子中量，

焼土中ブロック

焼土中ブロック

ローム小プロッ

焼土中ブロック

焼土粒子多量，

廃土小ブロックも炭化粒子少量，ローム小ブロックのローム粒子微量
・焼上粒十小品　炭化粒√つ湖中少品　目－∴′、粒冊立量
の焼土粒子多鼠灰中鼠焼土中ブロック9炭化粒子少量

グさローム粒子e粘土粒子。砂粒少鼠焼土中ブロック∵廃土小ブロックさ焼土粒子ゆ炭化粒子微量
・焼土粒子中鼠　ローー∴粒子・炭化粒子・粘自拉丁∴砂粒少量

焼土中ブロックや灰中鼠炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

ぽも捕　6か所（㌘1～㌘6）。㌘i～㌘4は径43～撮皿のほぼ円形でタ深さ35～48cmである。いずれも各コー

′　－∴　‾′′一　‾一　′　　、ノ　ー′、′、十　ノ′　′一　・一、テ＜∴　j・′ノ・、ノ　　ラ　′、′、　∴

中央部の壁際に位置することからタ出入りロ施設に伴うピットと考えられる。㌘鋸ま長径42撒，短径鍼臓の楕

円形　深さ挽皿でタ　捌と㌘2を結ぶ線上のほぼ中間に位置することからタ補助柱穴と考えられる。

覆渡　川層からなる0ロームブロックや廃土0炭化物を含み，ブロック状に堆積していることからタ人為堆積

と考えられる。

一一一　35：う　…1－



土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子数量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土中ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片179点，須恵器片24点，鉄器2点（錬），撹乱により混入した土師器片11点，陶器片1点が出土

している。第237図1の須恵器杯は，南東コーナー部の床面から正位で出土している。2の須恵器蓋は，竃東

袖脇の床面から斜位で出土している。4の不明鉄製品は南西コーナー部の床面から，5の不明鉄製品は南東コー

ナー部の床面から出土している。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。3の土師器高台付

杯は，体部内面及び外面に，いずれも「大」と刻書きされている。P3の北側の覆土下層から出土しており，

他の土器と時期差があることから，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土した須恵器の杯や蓋の形状から，8世紀前葉と考えられる。

④　七10時一

第236図　第1056号住居跡実測図
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第237図　第1056号住居跡出土遺物実測図

第1056号住居跡出土遺物観察表

ij－

一事
ー　CI

5

甘田

淵＿‡
0　　　　　　　　　　　5cm

ト－　十一一一一」

図版番号 券　 種 計測値（CⅢl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第237図 杯 A ［12．0］底部から口緑部にかけての破片。 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40011

1

須　恵　器

B （3．5）平底。体部は外傾して立ち上がり，ロクロ目弱い。底部不定方向のへ石英，灰褐色 50％

C ［7．6］口緑部に至る。 ラ削り。 普通 PL228

2

蓋 B （1．7）天井部の破片。平坦な頂部に，ボ天井部回転へラ削り後，つまみ貼 砂粒・雲母・長石・P40013

須　恵　器

F　　4．0

G　　O．6

タン状のつまみが付く。 り付け。 石英，灰黄色

普通

60％

天井部内面刻書「×」カ

PL229

3

高台付杯 A　15．0 口緑部一部欠損。高台は短くハの口緑部内・外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・赤色粧P40012

土　師　器

B　　5．8 字状に開く。体部は内暫して立ち外面ロクロナデ，内面横位のへラ子 90％

D　　7．6 上がり，日録部に至る。 磨き。高台貼り付け後，ナデ。内 にぷい黄橙色 体部内・外面刻苦

E　　O．6 面黒色処理。 普通 「大」　PL229

図版番号 器　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　質 特　　　 徴 備　　　 考
全長（clu）幅 （cm）厚　さ（cm）重量（g）

第237図4 不　　　 明 （7．2） 0．3 0．3 （3．8） 鉄 断面方形の棒状。一端に麻状の突出有り。銀の茎部片カ。M40001　PL237

5 不　　　 明 （8．7）　　　　 0．5 0．4　　　 （6．5） 鉄 断面長方形の棒状。鉄の箆被部から茎部片カ。M40002　PL237

第1059号住居跡（第238・239図）

位置　調査4区の中央部，JlOeO区。

重複関係　中央部から北部で第1049号住居跡を，南部で第1061号住居跡を掘り込み，西部を第1053号住居と第

12号方形竪穴状遺構に，南部を第951・965号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　北東コーナー寄りの東壁は，幅120cmにわたり，竃のすぐ北側の部分より36cmはど奥まで掘り

込んでいる。確認された本跡の規模は，北側で東西長4．00m，竃際で東西長3．64m，南北長3．50mである。竃

付近から南東コーナーにかけて棚状施設の存在が想定されそれを含めて平面形は長方形になると考えられる。

主軸方向　N－890　－E

壁　壁高は18～35cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部から西部にかけて確認できた。規模は上幅15～25cm，下幅6～12C恥深さ約4cmで，断

面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁の中央部からやや南寄りを壁外に70cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで101cmで，南袖の一部が第951号土坑に掘り込まれているが，両袖部幅は94cmと推定される。天井

：155－



部は崩落してお酌竃土層断面図軌第4ず509層が粘土粒予や砂粒を多く含むことから，崩落土層と考え

られる0第6層は廃土プロッタや廃土粒子を多く含み声下部が赤愛していることから茅火床部と考えられる。

煙道は芦　外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

ま　黒　褐　色　焼土粒子せ炭化粒子0粘土粒子少鼠　ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子の廃土粒子さ炭化粒子少量

：1黒　褐　色　tト∴粒J’・・焼上位つ’一・歳化粒J∴粘月号子′レ量

4　灰　褐　色　粘土粒子e砂粒中鼠　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子少量
5　灰　褐　色　粘土粒子多鼠砂粒中量芳粘土太ブロック少量

6　暗赤褐色　廃土小プロッグ∵焼土粒子も炭化粒子中豊，ローム粒子少量
7　黒　褐　色　炭化粒子車鼠　にトム粒子・焼土粒子少量
8　極暗赤褐色　砂粒中鼠　ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子㍉粘土粒子少量

9　灰　褐　色　粘土車ブロックの粘土粒子中鼠　ローム粒子・廃土粒子。炭化粒子少登
用　極暗赤褐色　焼土粒子ぜ炭化粒子中農　ローム粒子も粘土粒子少量
11暗赤褐色　焼上粒十・歳佗粒子小品iト∴粒‾Jナー′レ量

、　～　ノ　　　　　　　　　　　　　　　J、’　J　．′　′′　　　　くJ′＼・蟻・′　′壬　　ノ∴　ノ∴　　′

／ノ　　′　′　　′′　、、　′ノ　　ノ　′ノ　　　　ー　∴′・′　‥′　′　三、．　′　　　　′．　一　′

は不明である。

覆豊　摘層からなる0ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説
l
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【
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日

川

〓

1

2

日

目

H

け

用

「

＝

待

暗褐色　ローム小ブロックぜ∴ローム粒子中量夕廃土粒子・炭化粒子少量
極暗褐色　ローム小ブロック中農ローム粒子。炭化材e炭化粒子e粘土粒子少量
暗褐色
黒褐色
黒　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

黒褐色
暗褐色

ローム粒子中量，焼土粒子微量

け一一一一∴粒J∴焼廿′つ一一・歳化粒J’・・砂粒′レ量

にトーム小ブロックをローム粒子も焼土粒子さ炭化粒子少量

ローム粒子車鼠焼土粒子を炭化粒子少量

「トー∴′卜′′．十1、ソソ・tlトーム粒子中量

［‾トー∴粒J‾一・焼伸行・炭化材・炭化粒J’一′上品

にト…ム粒子中量，焼土粒子∵炭化粒子の砂粒少農

褐　色　ローム粒子多鼠　ローム中ブロック少量

極暗褐色・ローム小ブロックや甘∵ム粒子少量夕廃土小ブロックe焼土粒子微量
黒褐色　ローム粒子0焼土粒子少鼠炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子中農焼土粒子少量，炭化粒子微量
暗褐色　焼土粒子0粘土粒子車鼠　ローム小ブロック少量

褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠焼ま粒子・炭化物少量
黒褐色　にトーム粒子も焼土粒子0炭化粒子少農

極暗褐色　ローム粒子の焼土中ブロック∵廃土粒子も炭化粒子の粘土粒子少量
黒褐色　粘土粒子中農　ローム粒子も焼土粒子p炭化粒子少量

遺物　土師器榊鵬意　混入とみられる須恵器片2息鉄製品　点　餃具2　不明鉄製品再　が出土している。

第2380郡図に示した土器はすべて土師器である0鼠の杯は，竃内の覆土下層から出土している。2の杯片は蟄

北東部の覆土中から出土している。3の高台付杯は芦中央部の覆土下層と北東部の覆土中から出土した破片が

接合したものである04の皿はタ南部の覆土下層から斜位で出土している。5の皿はプ南部の覆土下層から出

土した破片数点が接合したものである。6の皿はタ北西部の床面直上から出土している。7の整片はタ竃内の

覆土下層から出土している。8の婆はタ竃内と南東部の床面から出土した破片が接合したものである。9の餃

具は北壁際の覆土下層から芦臓の餃具は北壁際の覆土下層から夕日の不明鉄製品は北東部の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。

所農　本跡の北東コーナー寄りの東壁が奥まで掘り込まれタ東壁の竃の北側は北東コーナー寄りの東壁よりも

36撒ほど手前で立ち上がっており　北側は東西最初m　竃際は東西長調mである。東壁の竃付近から南東

コーナーにかけては棚状の施設が存在していたことが想定される0時期はタ出土土器から相性紀後半以降と考

えられる。

一一1一一一一∴∬6　－－－－－－、－－
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第239図　第1059号住居跡出土遺物実測図

第1059号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　l

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第238区l 杯

土　師　器

A［12．3］体部から口緑部の破片。平底。体口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・石英・P40554

1 B　　3．8 部は内攣気味に立ち上がり，口緑デ。底部回転糸切り。 赤色粒子 50％

C　　6．4 部に至る。 にぷい黄橙色，普通PL228

2
杯 B（2．6）口緑部片。ロ緑部は外傾する。ロ緑部外面ロクロナデ，内面へラ砂粒 P40555　5％

土　師　器 磨き。内面黒色処理。 にぷい橙色，普通体部外面に墨痕有り

3

高台付杯

土　師　器

A［15．7］高台部から口緑部の破片。高台は口緑部及び体部外面ロクロナデ。砂粒・長石 P40556

B　　5．3 短くハの字状に開く。体部は内攣ロクロ目は弱い。内面へラ磨き。浅黄橙色 30％

D［5．0］気味に立ち上がり，口緑部は外反底部回転へラ削り後，高台貼り付普通 PL229

E　l．0 する。 け，ナデ。内面黒色処理。

4

皿

土　師　器

A　　8．0 ロ緑部一部欠損。平底。体部は内口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・長石・P40557

B　　2．1

C　　4．8

攣気味に開き，ロ緑部に至る。デ。底部回転糸切り。 黒色粒子

にぷい黄橙色，普通

98％

PL227

5

皿

土　師　器

A　　9．6 体部・口緑部一部欠損。平底。体口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・赤色粒P40558

B　　2．0

C　　5．4

部は大きく開き，口緑部に至る。デ。底部回転へラ切り。 子

にぷい褐色，普通

70％

PL227

6

皿

土　師　器

A［9．2］底部から口綾部の破片。平底。体口綾部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・長石・P40559

B　l．4

C　　4．6

部は大きく開き，口緑部に至る。デ。底部回転糸切り。 石英・赤色粒子

橙色，普通

60％

PL227

第239園 嚢

土　師　器

A［28．4］休部から口緑部片。休部は内債し，口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P40560

7 B（8．8）頚部でくびれ，口緑部に至る。端縦位のヘラ削り，内面ナデ。 橙色 5％

部は面取りして角張らせている。 普通 PL229

8

襲

土　師　器

A　12．8 休部・口緑都一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P40625

B　15．9 部は長胴形を呈し，頚部でくびれ，上位ナデ，下位横位のヘラ削り。明赤褐色 90％

C　　7．8 口緑部に至る。端部は面取りして

角張らせている。

内面ナデ。 普通 PL229

図版番号器　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　質 特　　　徴 備　　　考

全長（cm）幅（C血）厚　さ（cm）重量（g）

第239図9餃　　　具 5．6 4．3 0．5 21．5 鉄刺金による帯留め。帯巻き込みによる装着。M40503，PL237

10 金交　　　具 7．0 3．8 0．6 13．2 鉄刺金留め穴痕有り。帯巻き込み部が折れ曲がる。M40504，PL237
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図版番再 穫　　　 計　　　 測　　　 値 i
材 質 i　　 特　　　　 徴　　　　 備 考全遍待料‖ 幅　自粛㍉纏 きぬ扇上重義当の

第239囲　不

Ⅲ
『 m P つ　 鋸つ ㈱ 鉄　　 攣曲し両端部に至る。端部に金銅の留め具有　M 40502

り。下部欠損。上部は屈曲し，面取りしている。

‘．．二　　　　　　　t・　、く

位置　調査　区の中央乳狙鋸区。

重複関係第且の6躇住居跡の軸部から南西部を掘込み藩跡の南西部で第摘緒住居跡を掘り込んでいる。

またタ北西コーナー部を第鼠2号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。

一　　、　　二、′′・　　　′　つ　・、

童車鮎蜘鞠＋飼∴つP・∴隊

壁　壁高は器～挽皿で　外憾して立ち上がる。

′、∫　　　ノ′　′′　　　　′　　・・・；′　－′　′：′　′′．－．一　∴′′潤′・、一・・工，．

床　はば平坦であ軋中央部が特に踏み固められている。

竃北壁の中央部を壁外に納mほど掘り込み芦砂質粘土で構築されている。規模はタ焚田部から煙道部まで

Ⅲ鮎断線輸部幅鶴瓶罰である0袖部は砂粒を多量に含んだ粘土で構築されている。内側は火熱を受け赤変して

いる0天井部は崩落しており　竃土層断面図軌第　の　～「当欄が砂粒を多く含むことから，崩落土層と

考えられる0火床部は床面を翻撒ほど掘りくぼめた後黒褐色土を貼勘造られている。火床面は　火熱を受

け赤変硬化している。煙道は　外億して立ち上がる。

富士層解説

1黒　褐　色lト∴粒J∴焼甘′守・炭化粒十微量

2　極暗褐色　ローム粒子の砂粒少鼠焼土粒子の炭化粒子微量
3　極暗褐色　砂粒少鼠　ローム粒子微量

4　灰　褐　色　砂粒中農廃土粒子や炭化粒子e粘土粒子少鼠ローム粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子e焼土粒子の炭化物や炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子も炭化粒子車鼠　ローム粒子少量

7　暗赤褐色　廃土粒子e炭化粒子車鼠ローム粒子を廃土小ブロック少量
8　暗赤褐色　焼土粒子中農ローム粒子8炭化物0炭化粒子少量

9　灰　褐　色　砂粒中鼠ローム粒子も焼士粒子が炭化粒子e粘土小ブロック少量

用　灰　褐　色　砂粒車鼠廃土粒子を炭化粒子も粘土小ブロック少鼠ローム粒子微量
H　にぷい赤褐色　砂粒多鼠焼土粒子の炭化粒子e粘土小ブロック少量
は　暗赤褐色　焼土粒子ヴ炭化粒子欄土粒子少鼠　ローム粒子微量
i3　暗赤褐色　ローム粒子0廃土粒子さ炭化粒子少量

14　灰　褐　色　砂粒・粘土小ブロック中農ローム粒子き焼土粒子の粘土粒子少量
15　暗赤褐色　ローム粒子0炭化粒子少鼠焼土粒子微量

蟻　褐　灰　色　灰多鼠焼士粒子車鼠焼土中ブロック8炭化粒子e砂粒少量
膵　にぷい赤褐色　廃土粒子中農炭化粒子q灰少鼠炭化粒子微量

18　暗赤褐色　廃土粒子多鼠廃土小ブロック中量「炭化粒子微量
19　灰　褐　色　砂粒多鼠廃土粒子・炭化粒子少量

20　極暗赤褐色　焼「粒「炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物′レ品
21褐　　　色　砂粒中農ローム粒子ゆ粘土粒子少鼠炭化粒子微量
22　褐　　　色　粘土粒子中農　ローム粒子が廃土粒子e砂粒少量

23　赤　褐　色　焼土粒子多鼠粘土粒子の砂粒中鼠炭化粒子少量

24　暗　褐　色　粘土粒子や砂粒中鼠焼土粒子少鼠ローム粒子・炭化粒子微量
25

26

27

28

29

窯
褐
窯
業
窯

褐　色　炭化粒子中鼠焼土中ブロックめ粘土粒子0砂粒少鼠ローム粒子微量
色　粘土粒子の砂粒中鼠　ローム粒子少量，焼土粒子0炭化粒子微量

褐　色　ローム粒子車鼠ローム小ブロックの砂粒少量，焼土粒子e粘土粒子微量
褐　色　ローム粒子中風廃土粒子・炭化粒子少量

褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子0焼土粒子少量

酌紅　か所津　～㌘5）。㌘1～㌘4は各コーナーから中央部寄りに位置しタ径2～振皿で　深さ21～

野臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる0㌘5は南壁際の中央部に位置し言径渕臓の円形でタ深さ29

組である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

一一一一一一一1∴∬91・一一1－－－



第240図　第1060号住居跡実測図
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覆土17層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　暗褐色　ロトーム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
7　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中風焼土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
10　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

11灰褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子中量

13　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

14　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
15　極暗褐色　ローム粒子少量

16　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
17褐色ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物　土師器片786点，須恵器片177点，石器1点（砥石）が出土している。第24ト242図1の須恵器杯は，南

壁際の覆土下層から正位で出土している02の須恵器杯の底部片は，南部の覆土中層から出土している。底部

外面に「大」と墨書されている03の須恵器盤は，竃内の覆土下層から出土した2片が接合したものである。

4の須恵器蓋は，東部の覆土下層から正位で出土している05の土師器聾は，竃内の覆土下層から逆位で出土

したものと竃正面の床面から出土した破片が接合したものである06の土師器聾は，竃内の覆土下層と竃正面

の床面と南西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである07の須恵器鉢の休部片は，北西部の覆土

中層から出土している。8の砥石は，南東部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から，8世紀後薬と考えられる。
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第242園　第1060号住居跡出土遺物実測図（2）

第1060号住居跡出土遺物観察表

8

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　　＿L　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成
備　　　考

第241図杯A　13．4完形。平底。体部は外傾して立ち口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・石英P40563

1B　　4．7上がり口緑部に至る。口緑部はわ
デ。休部下端手持ちへラ削り。底灰色100％

須　恵　器C　　7．6ずかに外反する。部1方向のヘラ削り。普通PL229

2
杯

須　恵　器

B（0．7）底部片。平底。底部1方向のヘラ削り。砂粒・雲母・長石

灰黄色，普通

P4056410％

底部外面墨書「大」

3

盤A［13．9］高台部から口縁部の破片。高台は口緑部及び体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・長石P40565

B　　3．7ハの字状に開く。体部は外傾してデ。底部回転へラ削り後，高台貼灰色60％

須　恵　器D　　8．2

E　l．2

立ち上がり，ロ緑郡との境に稜を

もつ。ロ緑部は外反する。

り付け。普通PL229

4

蓋A　14．5完形。天井部は笠形で，ボタン状天井部回転へラ削り。外周部及び砂粒・雲母・長石P40566

B　　33のつまみが付く。口緑端部は1条ロ緑部内・外面ロクロナデ。灰色100％

須　恵　器F　　2．8

G　　O．8

の沈線が巡り，外下方に屈曲する。普通PL229

5

碧A　13．7体部・口縁部一部欠損。体部は長口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40561

B　15．5胴形を呈し，頚部でくびれ，ロ緑上位ナデ，下位横位のヘラ削り。石英・赤色粒子70％

土　師　器C　　6．5部はわずかに外反する。端部は外内面輪積み痕を残すナデ。底部木明赤褐色PL229

上方へつまみ上げられている。葉痕。普通

6

襲A［19．5］体郡・ロ緑部一部欠損。平底。体ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40562

B　31．4部は長胴形を呈し，頚部でくびれ，上位ナデ，下位へラ磨き，内面へ石英・赤色粒子70％

土　師　器C　　8．0口緑部は外反する。端部は上方へ

つまみ上げられている。

ラナデ。底部木葉痕。橙色

普通

PL230

第242図鉢

須　恵　器

B（10．1）体部から口緑部の破片。休部は外ロ緑部内・外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・石英TP40503

7 傾して立ち上がり口緑部で屈曲す

る。端部に1条の沈線が巡る。

外面横位の平行叩き，内面ナデ。灰黄褐色

普通

5％

図版番号器　種

計　　　　　測　　　　　値
材　質特　　　　　　　徴備　　　考

全長（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第242図8砥　　　石16．810，05．01420凝灰岩砥面4両。Q40503　PL239

第1062号住居跡（第243図）

位置　調査4区の中央部，JlOh9区。

重複関係　第1063号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．72m，短軸3．56mの方形である。

主軸方向　N－80　－W

壁　壁高は最大50cmで，外傾して立ち上がる。

ー362
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第243図　第1062号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　2m
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′・　言、　′一　　一：・　ノ　　．、　　　　　、　、　‾　．‘J　・・二、

床　ほぼ平坦であ勘中央部から竃の前にかけてよ　踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ鼠5cmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模は　焚四部から煙道部まで粥

臓　両袖部幅摘cmである0天井部は崩落してお酌竃士層断面図中　粘土粒子の砂粒を比較的多く含む第温

～4層が崩落土層と考えられる。第5の6層は焼土粒子0灰を比較的多く含み芦その下面が赤変硬化している

ことからタ火床部と考えられる。煙道は芦　火床画から外傾して立ち上がる。

義士層解説

i　暗　褐　色　ローム粒子も焼土粒子e粘土粒子の砂粒少鼠焼土中ブロック0炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠炭化粒子を砂粒少鼠　ローム粒子p廃土小ブロック教義
3　黒　褐　色　ローム粒子少鼠焼土粒子の炭化粒子の砂粒微量

4　にぷい赤褐色　廃土粒子e炭化粒子・砂粒中鼠　ローム粒子や焼土中ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量ダ廃土小ブロックけ灰中農炭化粒子少量
6　にぷい赤褐色　廃土粒子・灰中鼠廃土小ブロックか炭化粒子が砂粒少量
7　暗赤褐色　廃土粒子車鼠　ローム粒子6廃土小ブロックも炭化粒子・砂粒少量
8　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子e焼土粒子e砂粒凋占土粒子少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中農，焼土中ブロックも砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
摘　暗　褐　色　ローム粒子や粘土粒子中鼠砂粒少鼠廃土粒子．炭化粒子微量
は　暗赤褐色　ローム粒子き焼土中ブロック6焼土粒子e砂粒少量

′　　　　　　　　　　′　　　一　　　　′　・・′、‘1　　　　　‥・′　ノ　　　′　　　・、′　・　ノ　′　一

ノ・、こ－　′′　∴　上　′：′′　、　′ノ　′：　∴　′ノ・　′、′ノ′．′　′．′　∴　ノ　′、‥・．′

する欝　は　径振mの円形で　深さ腕mである。位置的に出入　田施設に伴　ピットと考えられる。壁際また

は壁溝中に位置する㌘　～㌘ほほ　劉～挽血のほぼ円形で　深さi～膵cmであ勘壁柱穴と考えられる。

覆豊　且3層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム車ブロックeローム小ブロックせ焼土粒子凋紺頭上炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中農ク　ローム中ブロック0炭化粒子微量

1　　　　　　－　－　′一一　　　　1　　　　　　　　′　　　　　　－　′　　　　　　　　　　　J

4　極暗褐色　ローム粒子少鼠ローム小ブロックの焼土中ブロックも廃土粒子ぜ炭化材t炭化粒子微量

5　黒褐色　ロ…ム粒子。廃土粒子p炭化材少鼠ローム小ブロックも焼土中ブロック6炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠ローム中ブロックさ焼土中ブロックつ尭土粒子さ炭化財も炭化粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック∵隊士粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　にト…ム粒子少鼠　ローム小ブロックや炭化材も炭化粒子微量

9　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少鼠　ローム中ブロック・焼土中ブロックぉ廃土粒子微登

用　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe焼土中ブロック0廃土粒子・炭化材・炭化粒子微量
は　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
12　極暗褐色　ローム粒子の砂粒少鼠　ローム小ブロック。炭化材e炭化粒子微量

13　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子の廃土粒子0砂粒少鼠廃土小ブロック・炭化材ゆ炭化粒子微量

遺物　土師器那楓蕉　須恵器片頂点　鉄器主査　鎌　が出土している。第別図　の須恵器蓋は　南西部の南

壁際の覆土下層から正位で出土している。2の須恵器蓋はタ北東部の北壁際の覆土下層から連位で出土してい

る。3の鎌はタ南東部の覆土車から出土した破片が接合したものである。出土した土器片の多くはタ土師器婆

の休部細片で，覆土上層から散在して出土していることからタ本跡廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所農　本跡の時期は　出土土器から　華諸前葉と考えられる。

第摘寝号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 恒 腫 （cm） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 胎士 e 色調 の焼成　 備　 考

第24 3図　　　 蓋　　　 A 16．0 ‖縁 部の‥部大乱 天井部は丸 く， 天井部外 面回転 へラ削り橡 ナナ　 砂粒 ・長右　　　　 P ∴㍑ 92

1　　　　　　　　　　 8　　 2．8 外周部 はなだ らかに下降す る十 日　 外周甘 口縁部の 内 ・外 面 ロ クロ　 灰色　　　　　　 80％

須　 恵　 器　 F　 舶 嫁部内面 には退化 したか え りがつ　 ナデ。　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P L 22 9

G　　 O．6 く。つ まみ は扁平 な擬宝珠状。

1－－一帯1－－1－…



航 番可 音　 程　 計測縮 餓）　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎士の色調。焼成　 備
考

第24滴　　 蓋　　 Å 15・4　 日縁部の…一部欠損。天井部は丸く，天井部外商回転へラ削り観 ナデ。 砂粒e雲母の長石の　P射293

2　　　　　 ！B　 386　 外周部はなだらかに下降する。日「外周部 8日縁部の内e外面ロクロ　石英　　　　　　 粥％
須 恵 器 昌 勘 警 禁 豊 畿 ㌶ ㌘ ナデ0 ロタロ目は弱い0　 霊 色　　 P L霊9

図版番号 器 穫 全 長行 背 縮 。m 測射 締 m議 射 g 材 質　 特　　 徴　　 備　 考

第胡図3　　 鎌　　　　 絡郎　　　 掴 2el i 0 3・4）　　 鉄　 刃部一部欠損〇着柄部は全体的な折り返しo　M棚36 50％　PL238

ノー、　　　　　′　　′．　・・言

位置　調査　区の中央部声調銚区。

重複関係　第摘捕号住居跡を掘り込みタ東壁から中央部にかけて第28号井戸に掘り込まれている。

二一　　　二・、・　ノ，＿、∴・）、；′′一、′．言′　一′．

－　ノ二　　　　　　　′

′　　′　、、　′′一　　　　　′－ノ

′．＼・、’　二　・・′一　　・′・・、　一　一、　′′　　　、二　　′－ノバ　　三′∴．ノ

床　ほぼ平坦であ勘㌘　付近から竃の前にかけてよ　踏み固められている。床面直上にはタ垂木と思われる

棒状の炭化材が中央部から各コーナーに向かって放射状に遺存している。

憲　北壁の中央部を壁外へ航mほど掘　込みァ砂質粘土で構築されている。規模はタ焚田部から煙道部まで

Ⅲ鮎麟盲薗輸部幅領臓双である0天井部は崩落してお酌竃土層断面図軌粘土粒子0砂粒を比較的多く含む第

且～5層が崩落土層と考えられる0袖部は比較的良好に遺存してお酌第臓～膵層が袖部の土層である。比較

的多くの砂粒と粘土粒子の粘土ブロックを含んだ第時層が袖部の中心部分で，中心部を包むように粘土の砂粒

とローム土を混ぜ合わせた部材で袖部を構築している。火床部は，焼土粒子を比較的多く含み赤変しているこ

とから芦第687層と考えられる。煙道は，火床商から外傾して立ち上がる。

憲土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子車鼠焼土粒子少鼠ローム小ブロックさ焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少鼠ローム小ブロックや焼土中ブロック・廃土粒子も炭化粒子u粘土粒子も砂粒微量
3　暗赤褐色　ローム粒子e廃土小ブロックe焼土粒子少鼠ローム小ブロック0炭化粒子8粘土粒子ゆ砂粒微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少鼠ローム小ブロック・焼土中ブロックも焼土粒子e炭化粒子。砂粒微量
5　暗赤褐色　廃土小ブロックキ廃土粒子少量，ローム粒子0炭化材8炭化粒子・砂粒微量

6　黒　褐　色　炭化粒子e廃土粒子欄土粒子少義㍉［トニん小ブロックもローム粒子e焼土中ブロックも砂粒微量
7　暗赤褐色　廃土粒子中農ローム粒子せ焼土中ブロックも砂粒少量，炭化材e炭化粒子微量

8　暗赤褐色　焼土中ブロック0焼土粒子・ローム小ブロック・砂粒少鼠炭化粒子e粘土粒子微量
9

i

O

 

H

1

2

は

は

1

5

蟻

1

7

明　赤　褐　色　焼土太ブロック多量

暗　褐　色　粘土粒子車鼠ローム粒子や砂粒少鼠焼土中ブロックも焼土粒子や炭化粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子も砂粒車鼠粘土粒子少鼠　ローム粒子e炭化粒子微量
暗赤褐色　廃土小ブロックも焼土粒子中鼠粘土粒子の砂粒少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
にぷい褐色　砂粒多鼠粘土太ブロックぁ粘土粒子中農焼土粒子せ炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子e砂粒少鼠廃土粒子0炭化粒子。粘土粒子微量
にぷい赤褐色　砂粒中農，ロ…ム粒子・焼土粒子か炭化粒子少鼠粘土粒子微量

黒
灰
褐　色　ローム粒子e粘土粒子・砂粒少鼠廃土粒子ま炭化粒子微量
褐　色　粘土粒子・砂粒中鼠廃土粒子少鼠　ローム粒子e炭化粒子微量

ぼり『「4か所錘　～炉の。北東コーナーを除く各コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1～㌘3はタ

径且5～25撒のはば円形で芦深さ摘職である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する

㌘4はタ径路臓の円形でプ深さ32服である0位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆渡15層からなる。廃土の炭化物を多く含みタブロック状の堆積状況を示していることから，人為堆積と考

えられる。

一一一一一、一一∴う6511－－－－



土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・娩土中ブロック・焼土粒子・炭化材微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材微量
4　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少鼠　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　炭化材中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量
12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化材微量

13　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
14　黒褐色　ローム粒子・炭化材・炭化粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック・炭化材・炭化粒子微量

遺物　土師器片405点，須恵器片79点が出土している。第245図の1～4は，すべて須恵器である。1の杯は，

焚口部と火床部から出土した破片が接合したものである。2の高台付皿は，西袖部上の覆土から出土している。

3の蓋は，中央部の覆土下層からつぶれた状態で出土している。4の大賓片は，焚口部から出土している。

所見　本跡は，床面直上から出土している多量の炭化材と，覆土に多く含まれる焼土粒子・炭化物から焼失住

居と考えられる。時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

叫　軸○

第244図　第1065・1066号住居跡実測図
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！　　　；　　　！

第245図　第1065・1066号住居跡実測図，第1065号住居跡出土遺物実測図

第1065号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 I 備　　 考

P 413 10　 40％
第 24 5図 杯 A ［13．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 平 口緑部，体部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 ・雲母

1

須　 恵　 器

B　　 5．0 底。休部は外傾 して立 ち上が り， 口 休部下端手持 ちへラ削 り。 底部切 り 褐灰色 P L 2 29
C　　 5．6 緑部に至る。端部は丸 く収めている。 離 し痕を残す不定方向のヘラ削 り。 普通 二 次焼成

2

高 台 付 皿 A ［13．0］ 高台部か らロ緑部にかけての破片。 口緑部，体部 内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 ・長石 P 4 13 12

須　 恵　 器

B　　 2．8 高台は 「ハ」の字状に開 く。体部 底部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付 灰色 45％
D　　 6．8

E　 l．0

は大 きく開 き，口緑 部に至る。 端

部は丸 く収 めている。

け，ナデ。 普通 P L 230

3

蓋 A ［14．0］ 口緑部一部 欠損。天井部 は頂部が 天井頂部か ら外周 部上位外 面は回 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 13 13

須　 恵　 器

B　　 3．2 平坦で外周 はなだ らかに下降する。 転 へラ削 り。天井部内面，外周部 ・ 灰色 7 0％
F　　 2．4 口緑部 は屈 曲し短 く垂下す る。つ 口緑部 ロクロナデ。 ロクロ日は弱 普通 P L 2 30
G　 l．1 まみは腰高のボ タン状。 い。

4

要 B （8．2） 頚部の破 片。 頚部内 ・外面 ロタロナデ。頸部外 砂粒 ・長石 T P 4 10 18

須　 恵　 器

面に 11粂 2 単位の櫛 描波状 文が施 灰 黄褐色 3 ％

されている。 普通 P L 230

第1066号住居跡（第244～246図）

位置　調査4区の中央部，JlOi7区。

重複関係　第1048号住居跡を掘り込み，全体的に第1065号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．97m，短軸3．36mの長方形である。

主軸方向　N－50　－W

壁　壁高は6～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたと考えられる。上幅9～22cm，下幅3～8C皿，深さ3～

5cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。

竃　北壁の中央部を壁外へ28cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。東袖端部は第1065号住居の西袖と

重複し・焚口端部は第1065号住居に掘り込まれている0規模は，焚口部から煙道部まで約110cm，両袖部幅122

C皿である0天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第5層が崩落土層と考えられる。第4層は焼土粒子を比
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較的多く含み，赤変していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土中プロ、ソク・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量

覆土　全体的に第1065号住居に掘り込まれているため，覆土の一部の堆積状況を確認しただけである。6層か

らなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子㍗占土粒子少量，ローム小ブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

遺物　土師器片39点，須恵器片9点が出土している。第246図1の須恵器杯は，東袖部上の覆土から出土して

いる破片が接合したものである。2の須恵器聾片は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から8世紀後半と考えられる。

ノ

第246図　第1066号住居跡出土遣物実測図

第1066号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 46図 杯 A　 13．0 底部から口緑部にかけての破片。平 ロ緑 部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 13 1 1

1 B　　 4 3 底。体部は外傾 して立ち上が り，口 体 部下端手持ちへラ削り後，ナデ。 黄灰色 3 0％

須　 恵　 器 C ［8．3］ 緑部に至る。端部は丸 く収めている。 底 部 1 方向のヘ ラ削 り。 普通 P L 230

2
要 B （8．6） 体部の破片。体部は内攣している。 体部外面斜位の平行叩 き，内面 無 砂粒 ・雲母 ・長石 T P 4 10 19

須　 恵　 器 文の当て具痕。 灰黄褐色　 普通 4 0％

第1068号住居跡（第247・248図）

位置　調査4区の中央部，Klla4区。

規模と平面形　長軸3．58m，短軸3．32mの方形である。

主軸方向　N－40　－E

壁　壁高は44～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅2ト31cm，下幅6～14cm，深さ8～12cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ75。mほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

160。皿，両袖部幅145。mである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，焼土粒子・粘土粒子・砂粒を比較的
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多　含む第　～　欄欄欄層が崩落士層と考えられる。袖部は，比較的多　の粘土粒子や砂粒を含む第摘

～膵層が相当する0袖部の構築にはタ粘土と砂粒にローム土8黒色土を混ぜた部材を使用しダ中心部の第m層

は粘土太ブロックと多量の粘土粒子0砂粒を含みタしまりも強い。第5層は廃土粒子を比較的多　含み　赤変

硬化していることから芦火床部と考えられる0煙道はタ火床画から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子も廃土小ブロックさ廃土粒子0炭化粒子e粘土粒子ま砂粒微量
2　暗　褐　色　粘土粒子中量，廃土粒子
3　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子

4　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子
5　灰　褐　色　粘土粒子中量，廃土粒子
6　暗　褐　色　粘土粒子車鼠　廃土粒子
7　にぷい褐色　粘土粒子中豊夕　焼土粒子

砂粒少量，ローム粒子や炭化粒子微量
砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量

粘土小ブロック・砂粒少鼠炭化粒子微量
炭化粒子や粘土小ブロックや砂粒少鼠　ローム粒子教義

砂粒少鼠廃土小ブロック・炭化粒子のローム粒子微量
砂粒少鼠　ローム小ブロックを炭化粒子微量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子中豊芦　炭化材・炭化粒子・
9　灰　褐　色　炭化粒子や灰中農　焼土中ブロック
10　にぷい赤褐色　焼土粒子の粘土粒子車鼠炭化粒子
H　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒多鼠　ローム粒子も
12

ま3

i4

15

黒
褐
黒
暗

褐　色　ローム粒子・粘土粒子や砂粒少鼠

色　粘、‖∵′つ∴砂粒小品lトー∴粒J∴
褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック
褐　色「‾トー∴粒i∴焼廿1千・炭化粒子・

16　にぷい赤褐色　廃土粒子・粘土粒子中農炭化粒子
膵　黒　褐　色　炭化粒子多量　ローム粒子0炭化材
18　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子や灰中量タ

粘土粒子・砂粒少鼠　ローム小ブロックやローム粒子微量
・廃土粒子′レ鼠l‾トー∴粒‾j∴炭化材・砂粒微量
の砂粒少鼠　焼土中ブロック微量
廃土粒子e炭化粒子の粘土大ブロック微量
焼土中ブロック8炭化粒子微量

焼土粒子の炭化粒子さ粘土太ブロック微量
・焼日量十・歳化粒日放量

粘土粒子・砂粒少鼠　ローム小ブロックせ焼土中ブロック微量
0砂粒も灰少量プ　焼土中ブロック微量

0灰少量，廃土小ブロック0廃土粒子微量
ローム粒子さ粘土粒子や砂粒少量

摘　暗　褐　色　砂粒中量ブローム粒子・粘土小ブロックも粘土粒子少鼠ローム小ブロック・廃土小ブロック4炭化粒子微量
20　極暗赤褐色　粘土粒子車鼠ローム粒子も焼土粒子8炭化粒子少鼠焼土中ブロック・砂粒微量

′　　　′′　り‥　　一・一　　　′く　　′　ノ　、）ノ‥、′！・．－′J、　　′　′　．／′・　　・′ノ

3～挽mの楕円形で　深さ鋼～挽mである0規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する

；ご・∴　′、′′′′　　・ニー二　・′・・・　　こ　ノ　ー　′　　　、ノ　′′・ノ　、　ノー

謡に伴うピットと考えられる。

′　　・　　′　　　　ノ・・；′ノ、な、′′　　′　　　’　　．　　　　　　′、∴・　ノ

えられる。
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黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・廃土小ブロックe廃土粒子・炭化物e炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼土中ブロックせ焼土中ブロックや焼土粒子・炭化物e炭化粒子微量
暗　褐　色　廃土小ブロックも焼土粒子ゆ粘土粒子少鼠ローム小ブロック・ローム粒子の炭化物0炭化粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子少鼠　ローム粒子も焼土粒子微量
褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子9粘土粒子少鼠ローム小ブロック6焼土中ブロックも炭化物p炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子の焼土中ブロックも焼土粒子少鼠ローム小ブロックや炭化物e炭化粒子0粘土粒子微量
黒　褐　色　ロ…ム粒子0焼土粒子e炭化粒子少鼠焼土中ブロック微量

黒　褐　色　ローム小ブロック“ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子も炭化物ぜ炭化粒子微量
黒　褐　色　焼土粒子少鼠ローム小ブロックeローム粒子・炭化物e炭化粒子の粘土太ブロック微量
黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子e焼土中ブロックぜ焼土粒子微量

極暗赤褐色　廃土小ブロックず廃土粒子中農ローム粒子・炭化粒子少鼠ローム小ブロックe炭化物微量
黒　褐　色　ローム粒子p廃土粒子少鼠ローム中ブロック・ローム′jヴロック・焼土中ブロックも炭化物e炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム粒子や廃土小ブロック0焼土粒子・炭化物せ炭化粒子少鼠ローム中ブロックやロ…ム小ブロック微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子。炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子0炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロックぜローム粒子さ廃土小ブロックゆ廃土粒子。炭化物も炭化粒子も粘土粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物0炭化粒子ゆ粘土粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック0ローム粒子の焼土粒子微量
黒　褐　色

黒　褐　色

極暗赤褐色

黒　褐　色

黒　褐　色

極暗褐色
極暗赤褐色
極暗褐色
黒　褐　色

暗赤褐色
黒　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少鼠ローム小ブロックも焼土中ブロックe炭化物・粘土粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子少鼠　ローム粒子の焼土中ブロックも炭化物の炭化粒子微量
焼土粒子中量，ローム粒子t焼土中ブロック・炭化物p炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロックきローム粒子少鼠焼土粒子ウ炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロックe廃土粒子p炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子e廃土粒子・炭化物e炭化粒子少量

廃土粒子中鼠廃土小ブロックサ炭化物・炭化粒子少鼠　ローム小ブロックをローム粒子微量
廃土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子‘炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土中ブロックも炭化材も炭化粒子t粘土粒子微量
焼土粒子ヶ炭化粒子少量，ローム粒子・砂粒微量
にト…ム粒子・廃土粒子・炭化材・炭化粒子や粘土粒子微量

遺物　土師器朋3息須恵器片錮息土製品主点伎脚射　鉄器0鉄製品　点　刀子片　紡嵐不明　が

一一一一一…∴用9　－ll一一・一



出土している。第248図1の土師器杯は，竃の前の覆土下層から正位で出土している。2の土師器杯は，竃内

から破片で出土している。3の須恵器杯は，西壁際の中央部の覆土下層から逆位で出土している。4の土師器

高台付皿は，北東部の覆土下層から破片で出土している。5の須恵器鉢片は，北東部と北西部の覆土下層から

出土している。6の須恵器聾片は，南部の覆土下層から出土している。7の刀子片は，北東部の覆土中層から

出土している。8の紡錘は，西壁際の床面から出土している。9の不明鉄製品は，北西部の覆土下層から出土

している。支脚片は火床面直上から出土しているものの，小片となっている。出土した土器片の多くは細片で

はあり，覆土上層からまとまって出土していることから，本跡廃絶時に埋土とともに投棄されたものと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

」と

＿旦＿

＿旦

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！

第247図　第1068号住居跡実測図
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第248図　第1068号住居跡出土遺物実測図

第1068号住居跡出土遺物観察表

10Cnl

」　　＿＿‥　呈　　　　！

10cl¶

一院
」　　＿i i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第248図1不

土　師　器

A［12．9］体部から口緑部にかけて一部欠損。ロ緑部内・外面，体部外面ロクロ砂粒・長石P41317

1B　　4．2平底。休部は外傾して立ち上がり，ナデ。内面丁寧なヘラ磨き。底部にぷい褐色80％

C　　6．1口緑部に至る。端部は丸く収めて

いる。

回転へラ切り痕を残す1方向のへ

ラ削り。内面黒色処理。

普通PL230

2

杯

土　師　器

A［16．4］底部から口緑部の破片。平底。休部口緑部内・外面，体部外面ロタロ砂粒P41319

B　　5．4はわずかに内攣して立ち上がり，ロナデ。内面丁寧なヘラ磨き。底部にぷい橙色50％

C　　7．4線部に至る。端部は丸く収めている。1方向のヘラ削り。内面黒色処理。普通PL230

3

杯

須　恵　器

A　13．1口縁部の一部欠損。平底。体部は口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石P41320

B　　4．1外傾して立ち上がり，口緑部に至ロクロ目が強い。体部下端手持ちにぷい褐色95％

C　　6．4る。端部は丸く収めている。ヘラ削り。底部回転へラ切り。普通PL230

4

高台付皿

土　師　器

A［13．8］体部・口緑部・高台部の一部欠損。口緑部・体部外面ロクロナデ。口砂粒・雲母P41318

B　l．9高台は短く「ハ」の字状に開く。緑部・体部内面横位のヘラ磨き。にぷい赤褐色50％

D　　6．0体部は大きく開き，口緑部に至る。底部回転へラ削り後，高台貼り付普通PL230

E　　O．5端部は丸く収めている。け，ナデ。内面黒色処理。

－371－



図版番号　 券　 種　 計測値kmラ　　 音　形　 の　特　徴　　　　　 手　法　 の　特　徴　　　 始まの色調の焼成　 備 考
鉢　　 Å ［3且06］ 体部から打線部にかけての破片。 打線部内e外面ロタロナデ。体部　砂粒を雲母の長石　 ㌘射32ヱ

5　 須 恵 器 狛 8．3）i票 禁 讐霊 孟謡 雷鳥 票 摘 縦位の平行叩凱 痛 ナデ雷 噛 褐色　 ％

上下に突出している∴

言　 聾　 告雷雲：3；霊雷雲志悪霊芸笠等要、けての断c禁誓言；雷警孟孟慧孟這孟警漂慧蒜雷雲孟雲母ゆ長石羞㌶322
須　 恵　 器　　　　　　　　　　　　　　　　 庄痕 を残す0　　　　　　　 普通　　　　　　 ㌘L 23の

踊 中 穫　　　　　 計　　　 測　　　 値 i
材質　　　 特　　　　 徴

i
備　　　　 考全長亘ml 力身柄rm）身帖川1 重ねし細目茎長五m） 重量豆〕

攣 野 中 子i 賂5）　 絡5）　 2・9　　 9．逢　　　　　 持2。2） 鉄　 刀身部の破片∴ M 」ノ103　着％　 P L男手

図版番号 器 種 全 長km） 軸 径。。m 紡錘豊 潤 単票 。。m 登射 g 材質 特　　 徴　 備　 考

第鵬 8 紡　 錘　 廉が　 い さ～。6　 。4　　 ．3
（前車　　 鉄　 軸部の端部欠損∴　　 M J1旧7　鮎％　 P L 芳

∴　　　　　　　　ノ′　　　　：

位置　調査　区の中央部　Km鵬区。

重複関係　第23号住居跡を掘り込んでいる。

－　い　　　　　　、　　　　′　・・′　　　　　　　　　′

主軸方向　N－40　－W

、・′・　　′　　　、！′　－　　　　　　　　′　′

・　′、・　　　　　・・　　　　　　　　　′‥　　　　　　　′　硯　　言　′′′

應　ほぼ平坦であ軋中央部から竃の前にかけてよ　踏み固められている。

‾　′　ノ　′　′′　′ノ　′　　・　′、′ノ′l‥′　　′・　′、、・・　′・、′：′　　　′

′　　　　　－′　　　　　　′′′　′　′　　・′ノ：　　ノ　′　・　－′；、綱　′′　・′　　　－　∴・　！′ノ　′J一一・′・ノ

多　含む第　～　あ　の且層が崩落丑層と考えられる。第　の臓層は焼丑粒子を比較的多　含み　赤変してい

ノ　　　ノ　ノ　　′′、’一言　　　　・　　　ノ′′、　－　′′′　　　　′　　二

憲土層解説

1窯　褐　色　ローム粒子を焼土粒子少量，ローム小ブロックも炭化粒子・粘土粒子も砂粒微量
2　にぷい褐色　砂粒中量，焼上粒子・粘上中ソロ、ソフ・粘土粒子少鼠　ローーム粒J二・炭化粒子微量
：う　暗　褐　色　砂粒少鼠I‾‾－ト∴粒十焼十十一ブ工J、、′▼ア・焼士粒十炭化粒丁一・粘上粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子け廃土粒子ゆ炭化粒子8粘土粒子少鼠廃土小ブロック欄土中ブロックや砂粒微量
5　酪赤褐色　廃土粒子・炭化粒子。灰少鼠ローム粒子の廃土小ブロックや炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子車鼠炭化粒子e粘土粒子・砂粒ゆ灰少量

7　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少鼠ローム粒子。焼土中ブロック欄土粒子・砂粒微量
8　暗　褐　色　ローム粒子も焼土粒子e炭化粒子・砂粒少量
9　にぷい褐色

10　にぷい褐色

H　にぷい褐色

12　暗　′ホ　褐　色

13　にぷい赤褐色

14　にぷい褐色

粘土粒子中鼠砂粒少鼠　ローム粒子ゼ焼土中ブロック
ローニム粒子・廃土粒子・炭化粒子p粘土粒子ぜ砂粒少鼠
粘土粒子・砂粒中量「炭化粒子少鼠　ローム小ブロック
焼土粒子中農　ローム粒子。廃土小ブロックも炭化粒子
ローム粒子中豊夕焼土中ブロックや焼土粒子・炭化粒子

砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少鼠　ローム小ブロック

廃土粒子も炭化粒子微量
ローム小ブロック微量

「トl∴粒イ∴焼巨トゾH、、′ツ・焼日量十微晶
砂粒少量，炭化材微量
砂粒少量，ローム小ブロック微量
炭化粒子微量

i5　灰　褐　色　粘土粒子多量，砂粒の灰中農焼土粒子・炭化粒子微量

l　ノ　　　摘　－，∴：二　′　′、：∴′、′l　′・′・「′′　ノ．1つ一　′‥　ノ　ー、′・ノ　′′　　　　　－　′：：ノ
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設に伴うピットと考えられる。

覆土　22層からなる0焼土・炭化物を多く含み，ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム小ブロック

ローム粒子少量，

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム粒子少量，

ローム小ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

ローム小ブロック・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子㍗占土粒子微量
・ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
・ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化材・炭化粒子微量
・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　焼土粒子少鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化材・炭化粒子微量
9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

11黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
12　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
13　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

14　褐　　色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
15　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
16　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

17　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
18　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

19　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
20　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量
21黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
22　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片477点，須恵器片114点，鉄器1点（刀子），鉄浮1点が出土している。第250図1と2の須恵器

④　lll

第249回　第1069号住居跡実測図
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杯は，北東部の覆土下層からそれぞれ逆位と正位で出土している。3の須恵器杯は，中央部やや東壁寄りの覆

土中層から破片で出土している。4の土師器高台付杯は，北西部の覆土中層から出土している。5の土師器高

台付皿は，北西部の覆土下層から正位で出土している。6の須恵器鉢は，北東部から中央部にかけての覆土下

層から破片で出土している。7の土師器婆は，竃内から破片で出土している。8の刀子は，中央部の覆土下層

から出土している。鉄津は小片で，覆土中から出土しており，混入したものと考えられる。出土した土器片の

多くは細片ではあるが，時期的には図示で取り上げた土器と同様の傾向を示していることから，本跡廃絶時に

投棄されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

5cm

留　　守　8

：　　　　ィ　　　　！

第250図　第1069号住居跡出土遺物実測図

第1069号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第250 図 杯 A ［14．8］ 底部か ら口縁部にかけての破 片。 口緑部内 ・外面ロクロナデ。休部 砂粒 ・雲母 P 413 27

1 B　　 4．7 平底。体部は内轡 して立ち上が り， 外 面ロクロナデ後，下半斜位 と横 橙色 45％

土　 師　 器 C　　 8．4 口緑部に至る。端部は丸 く収めて

い る。

位のヘラ削 り。内面 ロタロナデ後，

横 位のヘラ磨 き。底部 1 方 向のへ

ラ削 り後，ナデ。内面黒色処理。

普通 P L 2 30
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図版番号　 器　 種　 計測倦（cm）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 胎土 や色調 ゆ焼成 備　　　 考

第250 回　　 稀　　 A 13も5　 体部から打線部にかけて一部欠損C　目線部撃体部内 ∵外面ロタロナデ。 砂粒ぬ雲母 ㌘射326
H　 ↓丁　 辛上 体部は外伸して立ち上がり， 休部卜端手持ちへラ削り．底部回　 吠黄色 粥％

須　 恵　 器　 し　 5・丁　 目緑部はわずかに外反する∴端部　 転へラ切り痕を城す 1方向のヘラ　 普通 P L 230
は丸く収めている。　　　　　　 削り。

林　　 Å 宜圧　 休部から日射 臣こかすて一部太肛　 目線乱 体部内・外面ロクロナナ　 砂粒 ・長有 ㌘姐莞8
須 恵 器 告 ．鵠 悪霊 豊 豊 ㌶ 禁 慧 溜 禁 謂 雷 ラ削 0 紬 芸 い褐色 70％

P L 230
i　　　 は丸く収めている0

高 台付 杯　 Å　 仕丁　 高台乱 休部から目線部にかけて　 目線乱 休部外面ロクロナデ∴内　 砂粒・雲母 P 41323　95％
4　 土 師 器 狛 繍 嘉雷誓 蒜霊警慧慧讐志孟悪霊‡ 票芸ヱ完 言霊；；芸警誌 豊 豊 い橙色 P L 230

休部外面に墨書
収めている∴　　　　　　　　　　 処理予 「ナ」カ

高歯付 皿　 A　 蟻も　 高台部欠損0 体部は太き　 開凱　 打線部　 体部 摘 ロタロナデ。内　 砂粒 ㌘41324
土 師 器 約 0が 豊 に至る。舶 ほ丸 収めて 霊芸孟芸誓 禁タり警禁冨芸孟票芸濃 色 80％

底部外面に墨吉

「口太」カ

鉢　　 A 胤 融　 底部から打線部にかけての破片0　 日緑部内の外面ロク吋 デ。体部　 砂粒 の雲母 の長石
P 41329

6　 須 恵 器 B （且88の）贋 悪霊量 葦讐 霊 漂 霊霊芸禁 票 竃 ㌫ 芸這鵠 色

端部は上下に突出している。　 指頭押庄痕を残すナデ。　　　　　　 i

30％

P L 231

悪　　 ∴ しぷ工　 休部から目線部にかけて叫射「　 目線部内・外面横ナデ∵休部外面　 砂粒・雲母・長石
P 」・1：325

ア　 土 師 器 B （907） 禁 霊 禁 霊 謡 完震 票 げ 。桶 へラナデ後 ナデ0　 慧 20％

P L 231
！　　 まみ上げられている。

、、 蕊口　 持田　　　　　　　　 計　　　 測　　　 値

備　　　 考出 全長 毎扇上刀身義絶扉 身幅（C扇 「重ね k壷 茎義 行m 重畳 g　 材質　 特　　 徴

撃 墜 互 生 … チ 日 華 割 「竜 「 「 竜
0．4

璽 」 守 雄 ‖ 彿丁 姦 一部欠損。刃区有り。
M 引田0　95％　P Lヱ捕

・　・・ノ　　　　く・

位置　調査　区の中央部夕狙射区。

′　．　　　　　　　′　　ノ、　　　　　言　‾　ノノ

主軸方向　N－80　－E

壁・壁高は錮～鍋臓で学　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であ鋸南壁の中央部から竃の前にかけてよく踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ挽mほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模はタ焚田部から煙道部まで

′　・′・・・∴・　、・・ノ　ノ・－∴　′′′　　　　　　了‘　′　　′′　′　　　　′　　ノノ　′′　′′．

多　含む第　～摘層が崩落土層と考えられる。第m層は廃土凝予を比較的多く含みタ赤変していることから芦

火床部と考えられる。煙道は火床画から外傾しタその後ほぼ直立する。磯部の補強材及び立脚として警乗袖端

部と東袖の燃焼部胤火床薗直上の3か所に雲母片岩が検出されている。燃焼部側と火床薗直上で検出された

雲母片岩は板状であ軋　火熱を受けた側は赤変し脆くなっている。

憲土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少鼠炭化粒子ぜ砂粒微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子お粘土粒子や鼠　ローム粒子少鼠炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　廃土粒子の炭化粒子中鼠　ローム粒子e砂粒微量
5　極暗褐色　ローム粒子少鼠廃土粒子・炭化粒子や粘土粒子微量

6　極暗赤褐色　焼土粒子や炭化粒子多量，ローム粒子少量，ローム小ブロックさ粘土小ブロック微量
7　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　ローム粒子少量，廃土粒子0焼土中ブロック微量
8　黒　褐　色　炭化粒子・粘土粒子少鼠　ローム粒子e焼土粒子や粘土小ブロック微量
9　黒　褐　色　廃土粒子も炭化粒子・粘土粒子少鼠　ローム粒子・廃土小ブロック微量
10　黒　褐　色　焼土粒子を粘土車ブロックも粘土粒子少鼠炭化粒子微量

－ll：汀5　－　－



11にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子・灰少量
12　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

ピット　1か所。南壁際の中央部に位置するPlは，径38cmの円形で，深さ17C皿である。位置的に出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土14層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　炭化材少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化材少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化材・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量

11黒褐色　粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化材・炭化粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子・炭化材少量，焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
13　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
14　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック微量

遺物　土師器片158点，須恵器片4点，鉄器2点（鋲，刀子），雲母片岩3点が出土している。第252図1～6

はすべて土師器である。1の杯と4の高台付杯は，竃の火床部から煙道部にかけて破片で出土している。2の

皿は北西部の床面から斜位で，3の皿は中央部の床面から正位で，5の高台付杯は南西部の床面から斜位で，

それぞれ出土している。6の婆は，南東コーナー部の床面から覆土下層にかけて破片で出土している。7の鉢

は，西壁際の中央部の覆土下層から出土している。8の刀子は中央部の竃寄りの覆土下層から出土している。

須恵器片は，混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

叫q

A2。．9m K

土器片

第251図　第1070号住居跡実測図
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第252図　第1070号住居跡出土遺物実測図

第1070号住居跡出土遺物観察表

10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成I備　　考

P41330
第252図杯 A［13．8］底部から口縁部にかけての破片。平口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・赤色粒

1

土　師　器

B　　3．9底。体部は内攣して立ち上がり，口底部回転へラ切り。 子 50％
C［7．8］緑部に至る。端部は丸く収めている。 明褐色，普通 PL230

2

皿 A　　8．2 口緑部一部欠軋平底。体部は外ロ緑部から体部内・外面ロクロナ砂粒・雲母・長石・P41331

土　師　器

B　l．6

C　　5．0

傾して立ち上がり，口緑部に至る。デ。底部回転糸切り。 赤色粒子

橙色，普通

98％

PL230

3

皿 A　　9．7休部からロ緑部にかけて一部欠損。口縁部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石P41332

土　師　器

B　　2．0平底。体部は外傾して立ち上がり，底部回転へラ切り。 にぷい橙色 85％
C　　5．8 口縁部に至る。端部は丸く収めて

いる。

普通 PL230

4

高台付杯A［14．9］底部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部，体部外面ロクロナデ。体砂粒・雲母 P41333

土　師　器

B　　5．5高台は「ハ」の字状に開く。体部部下端回転へラ削り。内面丁寧なにぷい黄橙色 50％
D　　6．2は内野して立ち上がり，日録部はヘラ磨き。底部高台貼り付け後，普通 PL230
E　l．2わずかに外反する。端部は丸く収

めている。

ナデ。内面黒色処理。

5

高台付杯A　　9．6休部から口緑部にかけて一部欠損。口縁部，休部外面ロクロナデ。体砂粒・雲母 P41334

土　師　器

B　　4．1高台は「ハ」の字状に開く。休部部下端回転へラ削り。内面丁寧なにぷい黄橙色 80％
D　　4．5 は内管して立ち上がり，口緑部はヘラ磨き。底部高台貼り付け後，普通 PL231
E　l．0わずかに外反する。端部は丸く収

めている。

ナデ。内面黒色処理。

6

聾 A［17．8］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P41335

土　師　器

B（18．4）休部はゆるやかに内攣して立ち上上半雑なナデ，下半横位のヘラ削褐色 20％
がり，口縁部は外反する。 り。内面へラナデ後，横ナデ。普通 PL231

l・STT



固嫡 号 音 種 全納 擁 蒜 はji 鵜蒜 。m 蒜 鋸 癖 ね）材質　 特
敵
i 備　 考

第252回7　　 鉱　　 細。8ラ　 4．5　　 3の4　　 0．7　 は9）　 0．4　 0．3～。4　0 。裏　 鉄　 茎端部屈曲。 M ∵11011 05％
三角形簸 P L 237

図版番冒　 器　 種　　　　 計　　　 測　　 値　　　　　 庚　　 患

号
全長 k m）

刀身紬 nラ身幅 毎 ）重ね海）茎長 k m） 登射 g　 材質　 特　　 徴　　 備　 考

第252図8 刀　 子 。76 0日 収 9） い ・7　 恒 ・中　 細 ！待 ・お　 鉄 棒新 報上部楓 硝 紬 iM 捕 彪 拓％ ㌘L器6

′ノJ′　　ノ　：

－　　ノ　′、　′　・・　、一　　　／　二

・、′、　　′　　　　　′ノ　　　′ノ　　′　′、′、　　　－・‘－′∴・ノ　　　　　　　．′、

一、　′　　　　l　　′　　　　′　　′

一

壁　壁高は蟻～2¢mで　外傾して立ち上がる。

、・・・二　、一　′・　・－′ノ　′　‥′　　　　　　　　　　　　　　　－　ノ　　　　　′　　　　　　、　　　ノ

U字形である。

．・　　－．r′．’　　′、　　－∴　　　　　′′　　　　　　′　　　　ノ　′　　．，

・－　′　　　　　　ノ　　′　　　　　　′・　　　　′　′　　　　ノ　　　　　′ノ　′　一　　、　ノJノ　　　　　、

ノ　　　　′、　・、′　　一、・・ノ　　・　　′　．′　　　．′　．一一　・ノ　′　く　　　′　　′　　、　　　　　　′′　　　　′

多く含む第且～3の5の6層が崩落土層と考えられる。第4層は焼土粒子を比較的多く含みタ赤愛しているこ

とから芦　火床部と考えられる。煙道はタ　火床商から緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

1　にぷい褐色　粘土車ブロックか粘土粒子中量，焼土粒子の炭化粒子微量
2　酪赤褐色　廃土粒子中量ヲ　ロ…ム粒子の粘土粒子少鼠炭化粒子さ砂粒微量
3　灰　褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子少量，廃土粒子の炭化粒子微量

4　赤　褐　色　焼士粒子も粘土粒子中量，炭化粒子少鼠　ローム粒子0焼土中ブロック微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子を粘土粒子中量，炭化粒子や砂粒少量
6　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子の粘土粒子少量
7　黒　褐　色．炭化粒子中量，粘土粒子少最，焼土粒子微量

覆豊　路層からなる。ブロック状の堆積状況からタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロックやローム粒子少鼠　焼土粒子の炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロ…ム小ブロック0ローム粒子少量，廃土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックの焼土中ブロック・廃土粒子e炭化粒子微量
4　黒　褐　色　炭化材少量，ローム小ブロック0ローム粒子れ焼土粒子0炭化粒子。粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，ローム車ブロック・焼土粒子e炭化材も炭化粒子微量
6　黒　褐　色　にト…ム小ブロックpローム粒子e焼土粒子凋紺頭上炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子げ炭化粒子・粘土粒子微量

8　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

9　黒　褐　色　粘土粒子少鼠　ローム小ブロック・ローム粒子6廃土小ブロックも焼土粒子・炭化粒子微量
摘　黒　褐　色　粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子。焼土粒子さ炭化材や炭化粒子や粘土粒子微量
H　極赤褐色　焼土中ブロック0廃土粒子の粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化材も炭化粒子さ砂粒微量
12　極暗赤褐色　廃土粒子・粘土粒子も砂粒少鼠　ローム′Jヴロックもローム粒子ず焼土中ブロックも炭化粒子微量
13　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック0焼土粒子0炭化粒子・粘土粒子微量

摘　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックゆ焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
15　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

16　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化材0炭化粒子0粘土粒子微量
1γ　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　廃し二粒子・炭化柑・粘巨粒子微量

18　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子や炭化材・炭化粒子を粘土粒子微量

－ll－∴汀8－－－1－－



遺物　土師器片298点，須恵器片2点が出土している。第253・254図1～11は，すべて土師器である。1・2

の杯と3・4・5の高台付杯，9の皿，11の嚢の底部は，上から9，3，1，2，5，4，11の順で逆位で重

ねられた状態で火床面直上から出土している。いずれも二次焼成を受けておらず，転用支脚ではない。祭祀行

為を想定させる出土状態といえる。6の高台付杯は中央部の西壁寄りから正位で，7の高台付杯は南東部の覆

土下層から逆位で，8の高台付杯は南壁際の中央部の覆土下層から逆位で，それぞれ出土している。10の聾は，

南部の覆土下層から破片で出土している。須恵器片は，混入したものと考えられる。

所見　竃内から本来供膳具である皿や杯が，逆位で積み重ねられた状態で，二次焼成を受けずに出土している

ことから，住居を廃棄するに当たって，供膳具を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えら

れる。本跡の時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

第253図　第1071号住居跡・出土遺物実測図
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‾亀
第254図　第1071号住居跡出土遺物実測図

第1071号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 25 3 図 巧こ

土　 師　 器

A　 1 5．5 底部か らロ緑部 にかけて一部欠損。 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・赤色粒子 P 4 1338

1 B　　 4．3 平底。体部は内攣気 味 に立 ち上 が 底部回転へ ラ切 り後，無調整。 浅黄橙色 50％

C　　 6．8 り，口緑部 はわず か に外 反す る。

端部は丸 く収めてい る。

普通 P L 23 1

2

杯

土　 師　 器

A　 15．1 体部か らロ縁部にかけて一部欠損。 口緑部，体部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 P 41 339

B　　 3．6 平底。体部は内野気味に立ち上が 底部回転 へラ切 り後，無調整。 浅黄橙色 70％

C　　 7．8 り，口緑部はわず かに外 反す る。

端部は丸 く収めている。

普通 P L 2 3 1

3

高 台 付 坤こ

土　 師　 器

B （3．7） 高台部か ら体部にかけての破片。 体 部外面 ロクロナデ，内面丁寧 な 砂粒 ・長石 P 4 13 43

D　　 6．1 高台は 「ハ」の字状 に開 く。休部 ヘラ磨 き。底 部高台貼 り付 け後， 浅黄橙色 3 0％

E　　 O．6 は内攣 ぎみに立ち上がる。 ナデ。 内面黒色処理。 普通 P L 2 31

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 15．2 高台端 部の一部欠損。高台は 「ハ」 口緑 部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 13 36

B　　 5．0 の字状 に開 く。体部 は内攣気味 に 底部 高台貼 り付 け後，ナデ。 にぷい橙色 9 5％

D　　 6．4

E　　 O．7

立ち上 が り，口緑部 はわずかに外

反す る。 口緑 部は丸 く収めている。

普通 P L 23 1

5

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 15．4 高台部 の一部 欠損。高台 は足高で 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 4 134 0

B　　 7ト1 「ハ」の字状に開 く。体部は内瞥気 底部高台貼 り付け後，ナデ。 浅黄橙色 90％

D　　 9．4

E　　 2．6

味 に立ち上が り，口緑部はわずかに

外反す る。端部 は丸 く収めている。

普通 P L 23 1

第 25 4 図

6

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．7］ 高台部 ・体部か ら口緑部 にかけて 口緑部，休部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲 母 P 4 133 7

B　　 5．5 ・部欠損。高台は 「ハ」の字状に 部内面丁寧なヘ ラ磨 き。底 部高台 にぷい黄橙 色 70％

D　　 5．5

E　　 O．7

開く。体部 は内攣 して立ち上が り，

口緑部はわずかに外反す る。端部

は丸 く収めている。

貼 り付け後，ナデ。 普通 P L 23 1

7

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．2］ 高台部 ・体部か ら口緑部にかけて 口緑 部，休 部外 面ロクロナデ。 内 砂粒 ・雲母 P 4 1 34 1

B　　 5．5 一部欠損。高台は 「ハ」の字状 に 面丁寧なヘラ磨 き。底部高台貼 り にぷ い黄橙色 5 0％

D ［6．0］

E　　 O．8

開 く。 体部は内轡 して立ち上が り，

口緑部はわずかに外 反する。端部

は丸 く収 めている。

付 け後，ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 P L 2 3 1

8

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．4］ 高台部 ・体 部か ら口緑 部にかけて 口緑 部，体部外 面ロクロナデ。 内 砂粒 ・雲母 P 4 13 42

B　　 5，6 一部欠損。 高台は 「ハ」 の字状 に 面丁寧 なヘ ラ磨 き。底部高台貼 り にぷい褐色 8 0％

D　　 5．7

E　　 O．6

開 く。休部 は内攣 して立 ち上が り，

口縁部 はわず かに外反す る。端部

は丸 く収 めている。

付 け後 ，ナデ。 内面黒色処理。 普通 P L 2 3 1

第 25 3 図 皿

土　 師　 器

A　　 9．2 体 部一部欠損。平底。体部 は外傾 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 134 4

9 B　　 2．0 して立 ち上が り，口緑部 に至 る。 底部 回転へ ラ切 り。 にぷい橙色 9 8％

C　　 5．2 端部 は丸 く収 めてい る。 普通 P L 23 1
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図版番号　 器　 種 桓測縮 項　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 の色調 も焼成　 備
考

第254 図　　 餐　　 Å　 ほ3　 体部から目線部にかけての破片0　日縁部内の外面横ナデ。体部外面　 砂粒 の雲母　　　 ㌘射345

B （細　 体部はゆるやかに内攣して立ち上　 輪積み痕を残す雑なナデ後　 雑な　 灰褐色　　　　　 蟻％

柑　 土 師 器　　 霊 漂 霊 を霊 霊 票 ：こ霊 へラ磨き。内浦 位のげ 。 普通　　　 P L 231

は十方と外方に突出させている∴

11 士霊器i警霊 悪霊：霊完霊票志讐霊豊票片雷票霊雷撃漂憲霊 雷雲議 普通　霊魂3

．．　　　　．　　、　　　′ノ‥．　′′　く

、　′　′　　　　′　　＼

重複関係　北西部から北東部にかけて第相関号住居に掘　込まれている。

・∴、一　′　　ニ・、　　；、ノ．一　′、、．：

′　　　　　　　′

壁　壁高はm～器cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡ってお酌全周していたものと考えられる。上幅摘～錆だm　下幅　～瓶m　深さ

3～針服で学　断面形は町字形である。

床　ほぼ平坦であ勘全体的によ　踏み固められている。

憲　東壁の中央部を壁外へ航mほど掘り込み芦砂質粘土で構築されている。北袖端部は　第相関号住居に掘り

込まれている0規模は　焚口部から煙道部まではcm　両袖部幅はcmである。天井部は崩落しておりタ竃土層

断面図軌粘土粒子の砂粒を比較的多　含む第　な　せ　層が崩落土層と考えられる。廃土粒子を比較的多く

含み赤変していることから芦第5の6層が火床部と考えられる。煙道は芦火床面から緩やかに立ち上がる。

義士層解説

1暗赤褐色　廃土小ブロック少鼠　ローム粒子せ廃土粒子4炭化粒子微量
2　暗赤褐色　廃土粒子中鼠廃土小ブロック弓削儲翫「砂粒少量

3　黒　褐　色　炭化粒子車鼠廃土粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子や粘土粒子あ砂粒少鼠炭化粒子微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子を粘土粒子を砂粒少鼠焼土中ブロック・炭化粒子微量

6　暗赤褐色　焼土中ブロックも焼土粒子車鼠　ローム粒子0炭化粒子e砂粒少量，粘土粒子微量
7　暗赤褐色　廃土小ブロック∵廃土粒子の砂粒少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子・炭化粒子q粘土粒子微量

酢捕　か所津　～㌘の。南東コーナーから中央寄りに位置する㌘　は　径銅。mの円形で　深さ2。mで

ノ　′－∴　′′・ノ　・′′∴　ノ　二　、・′　′・・　′、・．l．言・・、・‥′、∵・′′　　′ノ　′∴　　∵．こ．ノ㍉／

ノー′－1‾　ノ′、　′、一′‾ノ′　′　　　　′・′．∴二′∴・∴　ノ　，、でく、∴；′／ご－　′了－．

・′－‾　　“　′　　　′　′　　　　　　　　－′　．－　′　ノ言．、、′、　弓．　′′∴．

覆達　路層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子か炭化粒子微量

2　黒褐色　粘土粒子少量，ローム小ブロックeローム粒子・焼土中ブロックや廃土粒子e炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少鼠焼土粒子も炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　コーム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子も粘土粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックつ尭土中ブロック・焼土粒子や炭化粒子さ粘土粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロックギ焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックぁ焼土粒子e炭化粒子ザ粘土粒子・砂粒微量

9　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子。砂粒少鼠焼土中ブロック・焼土粒子8炭化材・炭化粒子微量
10　極暗褐色　ローム粒子e焼土粒子・粘土粒子・砂粒少鼠焼土中ブロック4炭化材・炭化粒子微量

は　黒褐色　ロ…ム小ブロックeローム粒子少量，焼土中ブロックや廃土粒子む炭化粒子・粘土粒子8砂粒微量
12　黒褐色　ローム小ブロックpローム粒子。焼土中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
13　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子0炭化粒子微量
14　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼土粒子や炭化粒子微量
15　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックe炭化粒子微量
16　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

一一1∴纏1－－－－…



遺物　土師器片181点，須恵器片24点，土製品1点（支脚）が出土している。第256図1の須恵器蓋は，竃の南

側の覆土中層から逆位で出土している。2と3の土師器賓は，南東部の覆土中から破片で出土している。4の

土師器賓は，竃の南側の東壁際の覆土下層から破片で出土している。支脚は細片である。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀後葉ないし8世紀前葉と考えられる。

⑥

旦

＿A＿＿

C

第255図　第1072・1073号住居跡実測図
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第256図　第1072・1073号住居跡実測図，第1072号住居跡出土遺物実測図

第1072号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 25 6 図 蓋 B （1．8） 天井部か ら外周 部にかけての破片。 天井部外面回転へラ削 り。外周部 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 13 49

1

須　 恵　 器

F　　 4．2 天井部は平坦 で，外周 部はゆるや 口緑 部内 ・外 面ロクロナデ。 灰色 6 0％

G　　 O．4 かに下降す る。つ まみ は扁平 なボ

タ ン状。

普通 P L 2 3 1

2

牽 A ［22．7］ 口緑部の破片。 口綾部 は外反 し， 口緑部外面横ナデ，内面へ ラナデ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 134 6

土　 師　 器

B （4．1） 端部 は上方につ まみ上げ られて い

る。

痕 を残す横ナデ。 石英

明赤褐色，普通

5％

3

整 A ［14．2］ 頚部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部，頸部内 ・外 面横 ナデ。頚 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 1347

土　 師　 器

B （4．3） 口綾 部は外 反 し，端 部は外 上方に

つ まみ上げられている。

部内面に輪積み痕 が残 る。 石英

明赤褐色，普通

5％

4

整 A ［12．4］ 休部上位か ら口緑部 にか けての破 ロ緑 部，体 部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・赤色粒子 P 4 13 48

土　 師　 器

B （6．4） 片。休部 は内攣 して立 ち上が り，

口緑部 は外反す る。

にぷい橙色

普通

5％

第1073号住居跡（第255～257図）

位置　調査4区の中央部，Jllal区。

重複関係　第1072号住居跡・第59号掘立柱建物跡のP3・P4を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．13m，短軸3．92mの方形である。

主軸方向　N－10　－E

壁　壁高は20～26cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅16～28cm，下幅3～10cm，深さ6～10C皿で，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，P5から竃の前にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ55cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

144cm，両袖部幅176cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，粘土粒子・砂粒を比較的多く含む第

「3・5・11・13層が崩落土層と考えられる。第9・10層は焼土粒子・灰を比較的多く含み赤変しているこ
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とからタ　火床部と考えられる。煙道はタ　火床商から外懐して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少鼠　ローム小ブロック∵焼土中ブロックと焼土粒子つ売化漉「つ路化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・廃土粒子か砂粒少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・廃土小ブロック8廃土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子さ砂粒微量
4　灰　褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子や廃土小ブロック∵廃土粒子や炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒微量
5　暗赤褐色　ローム粒子e廃土小プロ、ソタダ廃土粒子も炭化粒子少鼠　粘土粒子・砂粒微量
6　暗∵赤褐色　焼土粒子車鼠　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロック∵廃土小ブロック微量
7　暗赤褐色　ローム粒子中量，廃土小ブロックを廃土粒子ず砂粒少量，炭化粒子微量
8　暗赤　褐　色　廃土小ブロックも焼土粒子も粘土粒子や砂粒少量，炭化粒子微量
9　暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子の炭化粒子・砂粒を灰少鼠　廃土小ブロック微量

摘　暗　褐　色　ローム粒子の廃土粒子・炭化粒子少鼠　焼土中ブロックさ砂粒微量
は　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子を廃土小ブロック「つ巌化粒子か砂粒少鼠　ローム小ブロック・粘土粒子や灰微量
12　にぷい赤褐色　灰中鼠　ローム粒子〃廃土粒子サ砂粒少鼠　焼土中ブロック・炭化粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子を廃土粒子6粘土粒子さ砂粒少量プ　炭化粒子微量

摘　灰　褐　色　粘土粒子中量，粘土小ブロックt砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
15　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子。砂粒少鼠　ローム小ブロックも焼土粒子ピ炭化粒子・粘土小ブロック微量
16　暗赤褐色　ローム粒子の焼土中ブロック・廃土粒子e炭化粒子e粘土粒子8砂粒少鼠　ローム小ブロック微量
17　暗赤褐色　ローム粒子．廃土小ブロックき焼士粒子の炭化粒子少鼠炭化材・粘土粒子・砂粒。灰微量

－　　　、　　　　　　　　　　′．－　　　　　　′　′．日‾′′・●　　′．一：＿　；く十・、　ノ∴′、．．．J・三、

深さ膵～媚cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘5ほタ　径32服の円形

で言深さ摘粗である。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　蟻層からなる。ブロック状の堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。
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用

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子0炭化粒子微量
ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・廃土粒子・炭化物や炭化粒子微量
ローム粒子少鼠　ローム小ブロックぁ焼土中ブロックも焼土粒子ゆ炭化粒子微量

にトーム粒子も粘土粒子少量ク　ローム小ブロック・焼土粒子6炭化物さ炭化粒子微量
ローム小ブロック少量プ　ローム粒子e焼士粒子6炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロックサ焼土粒子q炭化材・炭化物e炭化粒子微量
ローム粒子少量，にト∴ム小ブロック・焼土中ブロックe廃土粒子は炭化材a炭化粒子微量
ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子や粘土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子中豊グ　粘土小ブロック少最，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
ローム粒子少量プ　廃土粒子が炭化粒子微量

ローム粒子や粘土粒子少鼠　ローム中ブロックもローム小ブロック∵廃土粒子も炭化材け炭化粒子ヰ砂粒微量
ローム粒子・粘土小ブロックや砂粒少量，廃土粒子・炭化粒子の粘土粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子e炭化粒子が砂粒微量

ローム粒子も廃土粒子0粘土小ブロック少鼠　ローム中ブロック0ローム小ブロックe炭化粒子凋占土粒子・砂粒微量
ローム粒子0焼土粒子凋揖建拍「砂粒少量，ローム小ブロックの廃土小ブロック。炭化粒子微量
ローム粒子中量夕　粘土粒子0砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロックt廃土粒子も炭化粒子微量

遺物　土師器榊88息須恵器則52嵐鉄器や鉄製品4点（刀子3　不明1㌦鉄浮　点が出土している。第

257図のl～689～紺ま須恵器芦　7。8は土師器である。1の須恵器杯は，中央部の覆土下層から正位で出

土している。2の高台相棒は芦　中央部の覆土中層から破片で出土している。3の高盤はタ　南西部の西壁際の覆

土中層から出土した破片が接合したものである。魂の蓋片と8の婆片は夢　竃の火床商からまとまって出土して

いる。5の蓋はプ　北東コーナーの覆土下層から破片で出土している。6の捏鉢とHの甑はタ　中央部の覆土中層

から破片で出土している。7の婆は，北東コーナーの東壁際の覆土中層と下層から破片で出土している。9の

婆はタ　中央部から南西部にかけての覆土下層から破片で出土している。用の婆は　北西コーナー部の覆土下層

から破片で出土している。12の刀子はヲ　北西部の北壁際の覆土中層から出土している。13の刀子はタ　南東部の

東壁際の覆土下層から出土している。摘の刀子は　北西部の西壁際の床面から出土している。蟻の不明鉄製品

は芦　北東部の覆土中から出土している。鉄浮は小片である。出土している土器片は多いものの，ほとんどが細

片である。覆土中の上層からまとまって出土していることから，本跡廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

一一∴う8二「一一一一…
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第相関号佳應跡　第翫～錆図）

位置　調査　区の中央部夢　狙蝮区。

重複関係　第摘花も臓腑号住居跡を掘　込んでいる。

規模起平面形　長軸　ぬ犯駅路　短軸。諏耶相の長方形である。

豊輸激闘：酢㌶ぽ　－監

壁　壁高は蟻～黒組で　外懐して立ち上がる。

壁満　堂周している。上幅摘～錮臓　下幅　～　¢m　深さ　～　監mで　断面形は閻字形である。

床　ほぼ平坦であ勘　㌘　付近から竃の前にかけてよ　踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ彪cmほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模は　焚田部から煙道部まで

は圭一In，両袖部幅1出川である。夫杵部は崩落しておi主　竃上層断面図車、焼＝位丁一・粘上粒子・砂粒を比較的

′：　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　′　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　ノ′　　　　　ノ　　　　　　　　′

2細封土焼‖粒子∴炭化粒子・峡を比較的多く含ふ，赤変していることから，火床部と考えられる。火床面（ハト

，　　　　　　　　　′　　、′　ノラノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

出されている。煙道は，火床面から緩やかな頓斜で立辛，上がる。

義士層解説

l　暗　褐　色　ローム小ブロック8∴ローム粒子の粘土粒子少鼠　廃土小ブロックの焼土粒子も炭化粒子微量

」　暗　褐　色iトー∴小十日い㍉′つ隋上粒つ∴砂粒・′レ品lトー∴粒j∴焼1斗白∴炭化粒白微量

3　暗　褐　色　粘土粒子多量プ　粘土小ブロック中量

4　にぷい赤褐色　廃土小ブロックも焼土粒子の粘土粒子中鼠　ローム小ブロックのローム粒子も灰少量

5　暗　赤　褐　色．炭化粒子も灰多量プ　廃土太ブロックぁ焼土中ブロックの焼土粒子中豊芦　粘土粒子少量

6　灰　褐　色　ローム粒子凋占土粒子少量夕　焼土粒子微量

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロックの粘土粒子中鼠　砂粒少鼠　ローム小ブロックや炭化粒子微量

にふい褐色　J・一∴粒川一品、ト．・∴小一′′、、主上．′ソ・、枯上粒守一・砂粒微量

9　暗　褐　色　ロ…ム粒子の焼土粒子の粘土粒子少量

摘　暗　褐　色　ロ…ム粒子ゆ砂粒少鼠　廃土小ブロックの廃土粒子か炭化粒子凋占土粒子微量

H　にぷい赤褐色　廃土粒子中農　ローム小ブロックか焼土中ブロック凋狛雄損「砂粒少鼠　ロ…ム粒子教義

は　暗　赤　褐　色　焼土粒子中鼠　炭化粒子少量チ　粘土粒子の砂粒微量

13　暗　褐　色　ローム粒子ぜ廃土粒子の砂粒少量ぎ　ローム小ブロックe炭化材ぷ炭化粒子せ粘土粒子さ灰微量

Ⅲ　にぷい赤褐色　焼土粒子e灰中豊プ　炭化粒子の砂粒少量芦　ローム粒子0焼土中ブロック微量

蟻　にぷい赤褐色　廃土粒子中量　ローム小ブロックの焼土中ブロックか灰少鼠　ローム粒子の焼土中ブロックさ炭化粒子の砂粒微量

l（う　暗・　褐　色　「ト∴′、粒J∴粘日量√・砂粒′レ品［トー∴小‾・′、、11、、′′1′・′・焼上′ト・／、11、‥∵・鳩十粒十・歳化粒自散量

膵　灰　褐　色　焼土粒子の炭化粒子凋土中ブロック少量　ローム粒子も焼土中ブロック凋占土粒子・砂粒微量
摘　黒　褐　色　炭化粒子ぜ粘土粒子少量言か1硝拍∴焼土粒子を砂粒教義
lt）黒　褐　色　し‾ト∴－′、粒J∴焼1二粒J∴炭化粒「′レ量，有と上中∵1ト・′∵・粘上位J∴砂粒微量
舗　褐　　　　色　砂粒中量タ　ロ…ム粒子も焼土粒子や炭化粒子や粘土小ブロックさ粘土粒子微量

21灰　褐　色　砂粒中量夢　粘土小ブロック0粘土粒子少量芦　ローム粒子の焼土中ブロックの廃土粒子を炭化粒子微量
22　褐　　　　色　砂粒中量夕　焼土粒子0粘土粒子少鼠　ローム粒子ぜ炭化粒子の粘土小ブロック微量
23　暗　褐　色　ローム粒子の粘土粒子の砂粒少農汐　廃土粒子も炭化粒子微量
24　暗　褐　色　ローム粒子も粘土粒子の砂粒少量芦　焼土中ブロックぁ焼土粒子0炭化粒子微量
25　褐　　　　色　粘土粒子中量芦　ローム粒子の砂粒少量タ　ローム小ブロックや焼土中ブロックの焼土粒子も炭化粒子微量

26　暗　褐　色　砂粒のローム粒子少量グ　廃土粒子や炭化粒子0粘土粒子微量
27　暗　赤　褐　色　廃土粒子多量ク　廃土小ブロック中量芦　炭化粒子0粘土粒子の灰少量
28　暗　褐　色　灰多鼠　ローム小ブロックのローム粒子中農芦　廃土小ブロック　の砂粒少量
29　暗　褐　色　ローム粒子中農　廃土粒子の炭化粒子少量
舗　褐　　　　色　ローム粒子中農　ローム小ブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量

凱　暗　褐　色　ローム粒子中量　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子微量

′　　　　　　　　　　　　　．　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ′　　　　　ノ　　　′　・・

′　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ー

l　　　　　　　　　　　　　′　　　′　一　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　：・　　　　　ノ　　　　　　　　・　　　　　　′　′　　　　′

うど、、月、と考えられる。

覆土11層からなる。プロ、、ノア状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・廃土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化材・炭化粒子微量
6　板暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

7　極暗赤褐色焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少呈，炭化粒子微量

9　踵暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

10　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
11暗　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物土師器片455点，須恵器片81点，鉄製品2点（紡錘，針，石製品1点（紡錘車）が出土している。第

259・26咽1～2・5～7は須恵器，3・4は土師器である01と2の杯は，竃内から破片で出土している。

3の聾は，火床面直上から逆位で出土しており支脚転用されていたものである。4と6の聾は，竃の南側の床

面と覆土下層及び竃内から出土した破片が接合したものである05の賓は，竃の両袖部に補強材として使用さ

れていたものを接合したものである07の大聾片は，南壁際と西壁際の覆土下層から出土している。軸部が破

損している8の鉢は，南西部の南壁際の覆土下層から出土している09の紡錘は，北西コーナーの覆土中層か

ら出土している010の紡錘車は，南西部の覆土下層から出土している0出土している土器片は，ほとんどが破

片である0住居跡全体から散在して出土していることから，本跡廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見竃から出土していた第259図5の須恵器賓は，同一個体の大破片を東西袖の補強材として利用しており，

燃焼部側は二次焼成を受け赤変している0また，二つに割れた部分に対に2か所，直酌．5mmほどの円孔が穿

孔された穴が確認されており，割れた後も補修して使用していたものと考えられる。6の聾も，頸部を丁寧に

削りとり，無頸聾として使用している0口綾部が割れた聾を加工して使用していたのではないかと推測される。

本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第258図　第1077号住居跡実測図
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第259図　第1077号住居跡・出土遺物実測図
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第靂鵬聞　第相澤号佳屠抄出並遺物実測図

′

の　　　　　　　　　　　5G悶』壷

踊 番号　 器　 種 桓測健つcm） 音 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i胎士の色調あ焼成 i 備　 考

窮鳥「図　　　 杯　　　 Å〔1亜」底部から目線部にかけての破片∴　目線乱 体部内・外面ロクロナナ　 砂粒・雲母　　　　 P．出78　20％

当言轟藷平底∴休部は外伸して立ち十がる∴　休部下端手持ちへラ削年　底甘不　にぷい褐色　　　　PL2黒端部は丸く収めている∵　　　　　 定方向のヘラ削年　　　　　　 普通　　　　　　　 ∴次焼成

杯　　　 1 「「用」 底部から目線部にかけての破片．　目線甘　体部内・外面ロクロナナ　 砂粒・霊母・長有　 P Jl芳　 潮％

2　　　　　　　　　　　 蓋　　複。且 平底＋休部は外伸して立ち十がる．休部下端手持ちへラ削り　底部不　にぷい黄色　　　　 P L点上

須　恵　器　 し〔7時 端部は丸く収めている÷　　　　　 定方向のヘラ削り∴　　　　　　 普通　　　　　　　 ∴次焼成

】 悪　　　 Å 10．3 底部から休部にがナて「・部欠損∴　目線部内・外面横ナデ∴休部外面　砂粒・霊母す長有・ P lは76

H　†」．り 休部は内攣して立ちん′＿＿が娠　頚部　上半ナデ　甘辛横位のへラ削 。　石英　　　　　　　 妬％

3　　 土　師　器　 C　 8。逮 は屈曲する．‖緑部は短く外反し　 内面ナデ∵底部木葉痕一　　　　　 にぷい赤褐色　　　 ∴次焼成

端部は外十方につまみ十けられて　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 P L霊ゴ

！
いる。器壁は薄い。　　　 ［

婆

4

i i

P－11器γ

鍼％

P L232
端部は外I十方へつまみ十けられて　積み痕を残すナデ．

いる。

i 嚢　 極 紹繍 底部・目線部欠損∴休部は内曾し　休部外面縦位の平行叩き，下位一　砂粒・長右　　　　 P引柵　80％

5　 須 恵 器
て立ち十がる∴　　　　　　　　　 部怖位のヘラ削年内面輪積み痕・吠黄褐色　　　　　 P Lヱだ

無文の当て共痕を残すナデ∴　　　 普通　　　　　　　 休部十位に†対の

補修孔，∴次焼成

婆　　　 Å　膵。8 休部の破片∴休部は内曾して立ち　休部外面横位の平行叩き．下端櫨　砂粒・雲母　　　　 P引3机

6　　　　　　　　　 B （26廓 十がる∴無駄　　　　　　　　　 位のヘラ削り　内面無文の当て共　黄灰色　　　　　　 調％

須　恵　器 痕＋休部十位端部削叫私　　　　 普通　　　　　　　　 P Lヱ℃

嚢　　　 B （36潮 休部の破片＋　休部は内曾して立も　休部外面ナデ．内面無文の当て共　砂粒・長石　　　　 T P引骨月

ア　 須　恵 器
十がる＋　　　　　　　　　　　　 痕．　　　　　　　　　　　　　 灰色、普通　　　　 5％

休部外面上位に自然

i 庫

踊番号 器 種 全長。毘ラ繍議 柚 茎芸m恒 葦封。mラ重射g）財嚢　 特　 徴
備　　　 考

第器図8簸　 カ恒摘 恒 中 サ～・中 e郎恒 中 細ず～私中 畑 銑　長軸カ。踊長方形
M∴‖0∴拍　50％　PL237

拍車 種i　　 計　　測　　値 i財中将　徴「二㌦
序摘中踊酌函錘車酌mラi紡錘輯紬nラ重畳施）

第2鵬函 軋」生⊥壁埜十五「苗謡訂「嘉 恒斗踊瀾斬一部塊iM4且05且50％PL237

：用（）　－



図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 貿

特　　　　　 徴 備　　　　　　　　 考
径（C皿） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第260図1 紡　 錘　 車 4．4 一一4．6 2．3 1．1 55．9 凝灰岩 丸みをおびた独楽形。外面に擦痕有り。 Q 41034　95％　 P L 239

第1100号住居跡（第261図）

位置　調査4区の北東部，Hlld7区。

重複関係　南東部で第1101号住居跡を，北部で第1102号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．68m，短軸2．53mの方形である。

1‥二

－／ ＼≧≡主義タ2
第261図　第1100・1101号住居跡実測図，第1100号住居跡出土遺物実測図

ー391－

0　　　　　　　　　　　　　2m

L l　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L l J

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－　l　　－」



童車由潮間〕射璃鮮　…牒

、

應　ほぼ平坦で　竃の前面がよ　踏み固められている。

憲　東壁の南寄　に　壁外へ紺¢mほど掘　込んで　砂質粘土で構築されている。焚田部から煙道部まで鋪軌

両袖部幅鍼踪皿である。天井部は崩落してお酌　竃土層断面図中　第　層が砂粒を多選に含んでいることからタ

、　　　　　　　　　′　　　　　　′・　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　′

′　　　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

竃土層解説

i　暗　褐　色　ローム小ブロックや廃土粒子e炭化粒子少墨
2　にぷい赤褐色　砂粒多量夕　焼土中ブロックや廃土粒子の炭化粒子を

粘土粒子少量

3　暗　赤　褐　色　廃土小ブロックが廃土粒子e炭化物も炭化粒予少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多義ヲ　炭化粒子少還
5　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック少量

ぽもソ睦　　か所　浮　～㌘射。㌘　ほ饉錆¢mのはば円形　深さ購¢皿である。北東コーナー欝　に位置してお

ノ　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　＿

と対する位置にあることから　出丸　田施設に伴　ピットと考えられる。炉　は径3¢皿の円形　深さ錆㌍mでき

竃の前面に位置し努　欝　は径舶臓の円形　深さ鍋だmで　南西コーナー部の壁際に位置している。規模からタ　経

穴の可能性が考えられる。

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′：　ノ・′′

土層解説

鼠　黒褐色　廃土粒予微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中豊

4　酪褐色．ローム小ブロック少量ア　焼土粒子の炭化粒子微量

5　暗褐色　ロ…ム粒子少量，焼土粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子か焼土粒子教義

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

土中から出土している。　の土師器高台紺輝の底部片は　竃手前の床面から出土している。いずれも　出土位

置から撃　末路に伴うものと考えられる。

所魔　時期は　出土土器から摘世紀前半と考えられる。

、　　　　　　　　　　　　　　　　一′′　　　、

図版番可器　種桓測酎cm）i　音形の特徴　！　三打法の特徴＋「鮎欄漸離日　備 考

第基　因　　　棒　　　A　は成　体部から日録部にかけての破片。　打線部内や　桁毎ログロナデ。体部　砂粒の雲母の赤色粧　㌘劇鋸4

†　｝　　　　　　 H（∴時　休部は内丹して立ち十がり†目線　外面ロクロナデ，内面横位のヘラ　千橙色　　　　　 50％

土　師　器　　　　 部はわずかに外炭する。　 i磨き0　　　　　　　　　 普通

高台付杯　H　H．黒　高台部の破片＋高台はハの字状工　高台貼り付け軋　ナぅ∵　　　　　 砂粒す霊母・赤色粒つ当00h

土師器鵠：開こき　　　　 i　　　　　 ぷい黄橙色　 謝％

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！普通

′　′

位置　調査－1区の北東部，Hlle8区。

重複関係　北西部を第且摘号住居に掘　込まれ　北西部で第蓬摘号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸圭15111，短軸2．8（う111の長方形である。

主軸方向　N一男0　－E

壁　壁高は15′＼2：う（、Illで，外順し′て立ナ〕上がる。

一一ll∴辛は　一一



床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃東壁南寄りに付設されている0焚口部から煙道部までの長さ95cmで，壁外への掘り込みは64C皿である。天

井部欄部は遺存していない0付近の覆土の含有物から，砂質粘土で構築されていたものと考えられる。火床

面は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受けて赤変硬化している0煙道は，火床部から外債し

て緩やかに後，垂直に立ち上がる。

ピット　2か所（P「P2）oplは径33cmの円形，深さ43cmで，P2は径25cmの円形，深さ24佃である。

それぞれ南東コーナー寄り，南西コート寄りに位置し，住居の主軸方向と同じ線上に並ぶことから，主柱穴
と考えられる。

貯蔵穴南西コート部に設けられている0長軸92C皿，短軸53cmの南北に長い隅丸長方形である。深さは30cm

で，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　灰褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子少量
4褐色ローム粒子中量

覆土　5層からなる0レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1褐　色　ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量・ローム小ブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

5暗褐色ローム粒子少量，焼土小プロック・焼土粒子徴量

遺物土師器片112点・須恵器片51点・土製品1点（紡錘車），鉄器2点（鎮）が出土している。第262図1の

須恵器杯の底部片は，北壁際の覆土中層から出土している0底部中央が穿孔されており，紡錘車として転用さ

れた可能性がある02の土師器高台付杯の底部片は，南東コート部の床面から出土している。3の土師器賓

の口縁部片は，竃内の火床面から出土している0いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。4

の不明鉄製品は南壁際の覆土上層から，5の不明鉄製品は北東コート寄りの覆土上層から出土しており，混
入の可能性が高い。

所見時期は，重複関係及び出土土器から，9世紀末葉から10世紀前葉と考えられる。

‾「「‾‾‾l

第262図　第1101号住居跡出土遺物実測図
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′　　　　　　　　　　ニ

図版番号 審　穫恒測億つ撒）　 器形の特徴　　　 手法の特徴　　 胎土あ色調の焼成　 備　　 考

第262回 輝　 圧 。 底部の破片。平底。　　　　 底部内面ロタロナデ外面上方向　砂粒も雲母の長石の　㌘朝鍼　柑％

且

2

のヘラ削。　　　　　　　　　　 石英　　　　　　　　 底部中盤に径。8

須　恵　器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吠褐色　　　　　　　 川の焼成後穿孔

普通　　　　　　　　 有年　紡錘車に転

用寸

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　 PL232

高台相棒　B は。封　高融から体部にかけての破片。倦部外南口タロナデ　内面へラ磨　砂粒0雲母の赤色凝序欄蟻

い　7．0　高台はハの字状に開く∴休部は内　き∵高台貼り付け偉，ナデ十　両面　子、にぷい橙色　　　 は％

十　帥　器　E　lj　専して立ち十がる∴　　　　　　　　 黒色処理＋　　　　　　　　　　　　 普通

3

婆　　 Å［禽痛！休部から打線部にかけての破片。体　打線部　頚部内を外商桟ナデ。体　砂粒の雲母の石英言㌘朝鮮

H （7証　部は内曾して立ち上がり，頭部は穣　部外面ナデ，内面へラナデ∵　　　 赤色粒子　　　　　　 5％

千　帥　器　　　　　　　 やかに屈曲し，目線部は外傾する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明褐色

端部を面取りして，角張らせている∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

5：不　　　明［＋（（用1；　け（う　；（）∴1　…　日付　．　鉄　　つ柚l’li長ノJl彬の棒状，鉄鉱の托被部片∵・ウ　　　　　＼＝川X＝lつノヱ17

第醐鍼号薩腰掛　第錆図）

位置　調査・li区の北東部，Hlle射く：。

重複関係　南東部で第旧l片上境｛湖上）込／している。

′　　　　　　　　　′

主軸方向　N－一つ01－pprE

′　　′　　　　′　　　′・′、　　′　　・′

′　′　　　．∴’‘‘、　　．、．　　　　　　′　　　　　　　　、　　　、　　　　　　　　　　　　　モ　　ノ

．　　　　　　　′　ノ　ー′′、　　　　　′　　　　　・・　　　　　　．　　　　　　　一、′　　　′　　　　′　　　　、　　ノ

∴・′　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

形である。

′　　　′　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　′　　′　　　　　　ノ

部幅且摘cmである。天井部は崩落してお酌　竃並層断面図中　第　層が砂粒や粘土粒子を多量に含んでいるこ

．一　　一　′　　　　　′　　　　′　′　　・．　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′

煙道は，火床部から緩やかに外醸し′て立ち上がる。

竃土層解説

l　褐　　　　色＿　Eト∴長粒子中農学　ローム小ブロック少量夕　廃土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロックもローム粒子少量

：1暗　褐　色；ト∴′、粒J∴焼上粒J’・′レ量

4　暗　褐　色　ローム小プロッターOにトーム粒子p粘土粒子0砂粒少量

5　にぷい黄褐色　粘土粒子も砂粒多量，ローム粒子0廃土粒子ゆ炭化粒子少量

6　にぷい赤褐色　廃土小ブロックの廃土粒子少量，ローム粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量芦　焼土粒子き炭化粒子微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′ノ

覆豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説
l　黒褐色　ローム小ブロックe焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロックゆ焼土粒子少量

4　暗褐色．ローム小ブロックもローム粒子少量

一一∴半月



遺物　土師器片54点，須恵器片40点，鉄器1点（錬），撹乱により混入した陶器片1点が出土している。第263

図1の土師器高台付杯は，竃の西袖手前の床面から正位で出土している。2の土師器杯は，中央部の床面から

正位で出土している。3の土師器鉢は，竃手前の床面と竃内の覆土中から出土した破片が接合したものである。

図示した土器は，出土位置から，いずれも本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，9世紀後葉と考えられる。

l　　　；　　　！

－395－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　　；　　　！

第263図　第1104号住居跡・出土遺物実測図

10cm

！　　；　　！



第1104号住居跡出土遣物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 2 63 図 高 台 付 坪

土　 師　 器

A　 13．6 体部 ・口緑部一部欠損。高台はハ 口縁 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 0 02 6

1 B　　 5．4 の字状に開 く。休部は内攣 して立 高台貼 り付け後，ナデ。 子 70％

D　　 8．5

E　 l．7

ち上が り，口緑部 に至る。 にぷい橙色

普通

P L 2 32

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．0］ 高台部 ・体部 ・口緑部一部欠損 。 口緑 部内 ・外面ロクロナデ。休 部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 00 27

B （4．3） 平底。休部は内野 して立ち上が り， 外面 ロクロナデ，内面横位 のヘ ラ 子 6 0％

口緑部はわずかに外反する。 磨 き。 高台月占り付 け。 内面黒色処

理。

にぷい橙色

普通

3

鉢

土　 師　 器

A ［3 0．8］ 底部 ・体部 ・口縁 部一部 欠損。平 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。体部 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 28

B　 17．5 底 。休 部は内攣 して立ち上が り， 上半 ナデ，下半横位のヘ ラ削 り， 石英 5 0％

C　 14．8 口緑部 は外反す る。端部 は面取 り

されている。

内面ナデ。 にぷい黄嘩 色

普通

P L 23 3

第1107号住居跡（第264図）

位置　調査4区の北東部，HlliO区。

重複関係　北東部を第814・815号土坑に，北西部を第816号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南側へ傾斜している地形のため，南壁の立ち上がりが確認できず，床面の広がりから規模を推

定した。東西軸は4．10m，推定される南北軸は4．18mであり，北東コーナ及び北西コーナーが直角であること

から，方形と推定される。

廿丁抑－
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第264図　第1107号住居跡・出土遺物実測図
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壁　確認できた壁高は6臓でァ外億して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でタ中央部がよく踏み固められている。

憲北壁中央部に付設されている。中央部が南北にトレンチャ一による撹乱を受けているためにタ遣存状態が

悪ら両袖部の基部だけを確認した0袖部は砂質粘土で構築されており芦確認できた両袖部幅はの融である。

酌睦　か所0㌘　は長径挽m　短径28粗の楕円形，深さ24cmでタ中央部西寄りに位置しァ規模と位置から

主柱穴の可能性がある。

覆豊　単一層である。含有物からタ　自然堆積の可能性が高い。

土層解説

1暗褐色ローム粒子車量プローム小ブロック少量

遺物　土師器椚9息須恵器射場が出土している0第26図　の須恵器杯のロ縁部鋸も覆土中から出土し

ている。

‾　、．　　　　　　′　′　′　、′．1・二　　′　′′

′∴　：′　ノ　，・．ン＿・　　　一行′つ′ら、

図版番可 器　 種　 計測酎 cm）　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土8色調。焼成　 備
考

第264図　　 埠　　 A 脇 8］「体部から目線部にかけての破片。 日縁部声体部内弓樋細クロナデ。砂粒の雲母0長石・㌘40030

1　　　　　 B （頼　 体部は外傾して立ち上が娠 打線　体部下端手持ちへラ削 。　　 石英　　　　　 柑％

須　 恵　器　　　　　 部に至る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰色

普通

∴：′二∴、一言′　二．、′　　・∴圧

位置　調査　区の北東部　Ⅲ鍼区。

重複関係　南東部を第mm号住居に掘り込凛れている。

規模起平面形　東部が調査区域外に延びているためにタ全容は不明である。南北鰍ま4。93mで，東西鰍ま5。46

mが確認できただけである0北西コーナーの南西コーナーが直角であることからタ東西に長い長方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－20　－E

壁　壁高は9～12cmで学　外優して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。竃の前面がよく踏み固められている。

竃　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ腕m　両袖部幅腕mで　壁外へは掘　込ま

れていない0天井部は崩落しておりタ竃土層断面図軌第3層が粘土粒子や砂粒を含むことから，崩落土と考

えられる0またプ第4層の下面が赤変硬化していることから，火床面と考えられる。火床部は床面から7撒ほ

ど掘りくぼめられてタ浅い皿状を皇している○煙道はタ火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1黒褐色　ロ…ム粒子ギ廃土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロックずローム粒子の廃土粒子少量，廃土小ブロック微量

3　暗赤褐色　粘土粒子車鼠焼土粒子0砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　赤褐色　焼土粒子多鼠焼土中ブロック中風炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

覆豊　3層からなる。レンズ状の堆積状況からタ　自然堆積と考えられる。

一一F一一一・一397－－1一一1一一一一



土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3黒褐色ローム粒子少量

遺物　土師器片144点，須恵器片33点，撹乱により混入した陶器片2点が出土している。出土した土器は，い

ずれも細片である。第266図1の土師器杯の口緑部片と2の土師器杯の口綾部片は，いずれも中央部の床面か

ら出土している。出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土した須恵器片が少量であることや土師器杯の形状から，9世紀後葉と考えられる。

ー398－

第265図　第1108・1111号住居跡実測図
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第266図　第1108号住居跡出土遺物実測図

第1108号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿＿i f

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成I備　　考

P40031
第266回杯A［12．4］休部から日録部にかけての破片。口緑部内・外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・石英

1

土　師　器

B（4．6）体部は内野して立ち上がり，口緑外面ロタロナデ，内面横位のヘラ橙色10％
部はわずかに外反する。磨き。 普通

2

杯A［14．6］休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面ロクロナデ。休部砂粒・長石・石英・P40032

土　師　器

B（3．0）体部は内野して立ち上がり，口緑外面ロクロナデ，内面横位のヘラ赤色粒子，灰褐色5％
部はわずかに外反する。磨き。内面黒色処理。普通

第1109号住居跡（第267図）

位置　調査4区の北東部，Hllh7区。

重複関係　南西部を第810・811号土坑に，北西部を第804・813・828号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．46m，短軌3．20mの方形である。

主軸方向　N－930　－E

壁　壁高は8～18C皿で，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の南寄りに付設されている。中央部が東西にトレンチャ一による撹乱を受けているために，遺存状態

が悪く，両袖部を確認しただけである。袖部は砂質粘土で構築されており，両袖部幅は75cmである。

ピット　4か所（Pl～P4）o Plは径26cmの円形，深さ36cmで，P2は径39cmの円形，深さ40C血である。

Plは竃南袖の西側に，P2は中央部の南寄りに位置し，規模から主柱穴の可能性がある。P3は，径31cmの

円形，深さ12cmで，中央部東寄りに位置するo P4は，長径68cm，短径58cmの南北に長い楕円形，深さ31C皿で，

中央部南西寄りに位置する。いずれも性格は不明である。

ピット土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片89点が出土している0図示した土器は，床面や覆土下層から出土したものであり，本跡に伴う

ものと考えられる0第267図1の土師器皿は，中央部の床面から正位で出土している。2の土師器皿は，竃の

北袖脇の床面から逆位で出土している03の土師器高台付杯は，南東コーナー部の覆土下層から逆位で出土し

ている。4の土師器藍の口綾部片は，南壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から，10世紀後半以降と考えられる。

却t1－1
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第267図　第1109号住居跡・出土遺物実測図

第1109号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

4　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第267図皿 A　lO．3 底部・体部・口緑部一部欠損。平ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40033

1 B　15 底。休部は外傾して立ち上がり，底部回転へラ切り。
赤色粒子 60％

土　師　器C　　8．1 口緑部に至る。 にぷい橙色，普通PL232

2

皿 A［10．0］底部からロ緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。雲母・長石・石英・P40034

B　18 平底。休部は外傾して立ち上がり，底部回転へラ切り。 赤色粒子 40％

土　師　器C［7．4］ロ緑部に至る。 橙色，普通 PL232

3

高台付杯A［15．5］体部・口緑部一部欠損。高台は短口緑部内・外面ロクロナデ。休部雲母・長石・石英・P40035

B　　5．9 くハの字状に開く。休部は内暫し外面ロタロナデ，内面横位のヘラ赤色粒子 60％

土　師　器D　　6．6て立ち上がり，口縁部はわずかに磨き。高台貼り付け後，ナデ。内橙色 PL232

E　　O．5外反する。 面黒色処理。 普通

ー400－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 i 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 40 03 6

4

斐 A ［27．4］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 口縁 部，頚部内 ・外面構ナデ。体

土　 師　 器

B （12．5） 体部は内攣 して立ち上が り，頚 部 部外 面縦位のヘ ラ削 り，内面横位 赤色粒子 15％
は くの字状 に屈 曲 し，口綾部 は外

傾す る。端部 は丸 くおさめている。

のヘ ラナデ。 にぷい赤褐色

普通

第1111号住居跡（第265・268図）

位置　調査4区の北東部，H12fl区。

重複関係　北西部で第1108号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形東部が調査区域外に延びているために，全容は不明である。南北軸は5．04mで，東西軸は2．06

mだけが確認できただけである0北西コーナー，南西コーナーが直角であることから，方形または長方形と推

定される。

主軸方向　N－100　－E

壁　壁高は20～22cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。

竃北壁際の調査区域外との境の床面に粘土粒子や砂粒の広がりが確認されていることから，北壁に砂質粘土

で構築されていたものと考えられる。

覆土　2層からなる0レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片77点，須恵器片4点，撹乱により混入した陶器片1点が出土

しており・いずれも細片である。第268図1の土師器杯の口縁部片は，南東

部の覆土中から出土している。 0　　　　　　　　　　　　10cm

L二　　；　　」

所見時期は，9世紀後葉と考えられる第1108号住居跡を掘り込んでいるこ　第268図第1111号住居跡

とや杯の口綾部の形状から，10世紀と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物実測図

第1111号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 40 05 4
第 2 68 囲 杯 A ［11月］ 休部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。休部

1

土　 師　 器

B （3．5） 体 部は内攣 して立ち上が り，口緑 外 面ロク ロナデ，内面横位のヘラ 石 英 5 ％
部はわずかに外 反する。 磨 き。 にぷ い黄橙色，普通

第1112号住居跡（第269・270図）

位置　調査4区の北東部，Illal区。

重複関係　南西部で第130号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形東側へ傾斜している地形のため，東壁の立ち上がりが確認できず，床面の広がりから規模と平

面形を推定した0南北軸は3・29m，推定される東西軸は4・66mで，東西に長い長方形と推定される。
主軸方向　N－20　－E

壁　確認できた壁高は15～26C皿で，外傾して立ち上がる。

・lい1－



床　はぼ平坦で，南西部がよく踏み固められている。東部は，硬化面が削平されている可能性が考えられる0

憲　北壁を壁外へ21cmはど掘り込んで，砂質粘土で構築されている0規模は，両袖部幅が108cmである0焚口

部はトレンチャ一による撹乱を受けているため遺存せず，確認できた火床部から煙道部までの長さが46C皿であ

る。火床部は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受けて赤変硬化している0煙道は，火床部か

ら外傾して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

ピット1か所。Plは，長径45cm，短径37cmの楕円形，深さ22cmである0西壁中央部の壁際に位置し，性格

は不明である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる0第3層は，竃から流出した

と考えられる焼土や砂粒を含んでいる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量
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第269図　第1112号住居跡実測図
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遺物　土師器片53点，須恵器片4点，鉄器1点（斧）が出土している。第270図1の須恵器杯は，竃の火床面

から正位で出土している。2の須恵器盤片は，中央部西寄りの床面から出土している。3の鉄斧は，西壁寄り

の床面から出土している。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，8世紀後菓ないし9世紀前葉と考えられる。

第270図　第1112号住居跡出土遺物実測図

第1112号住居跡出土遺物観察表

5cm

」　；　！

図版番号器　種計測値（CⅢ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第270図杯A［12．8］底部から口緑部にかけての破片。口綾部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40055
1

須　恵　器

B　　4．4平底。休部は外傾して立ち上がり，体部下端手持ちへラ削り。底部不石英 40％
C［7．6］口緑部に至る。 定方向のヘラ削り。 灰黄色，普通PL233

2

盤A［15．6］高台部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒・雲母・長石P40056

須　恵　器

B　　3．1高台はハの字状に開く。体部は外傾底部回転へラ削り後，高台貼り付灰色 20％
D［8，4］

E　　O．9

して立ち上がり，屈曲して口緑部

に至る。端部は丸くおさめている。

け。 良好

図版番号
計　　　　　測　　　　　値巨質

特　　　　　徴 備　　　　　　　　考
全長（cm）幅（C皿）厚さ（cm）重さ（g）

第270図3斧（4．9）（3．3）（2．0）（23．5）鉄袋状鉄斧，袋部の破片 M40007　30％　PL238

第1113号住居跡（第27卜272図）

位置　調査4区の北東部，Hlle9区。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．25mの南北に長い長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は36～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁際を巡っている。上幅12cm，下幅8C皿，深さ10C皿で，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に44cmはど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

108cm，両袖部幅が128cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第4層が粘土粒子や砂粒を多量に

含んでいることから，崩落土と考えられる。火床部は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受け

て赤変硬化している。煙道は，火床部から階段状に立ち上がる。

一一一・川こ1



竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　にぷい黄褐色　ローム粒子中量，砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

8　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック少量
9　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
10　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼⊥粒子微量
11にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・廃土粒子少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片30点，須恵器片66点，撹乱により混入した陶器片5点が出土している。第272図1の須恵器杯

と2の須恵器杯は，いずれも東壁際の覆土下層から横位で出土している。3の須恵器杯は，竃の火床面と中央

部の床面から出土した破片が接合したものである。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

第271図　第1113号住居跡実測図
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第272図　第1113号住居跡出土遺物実測図

第1113号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿　；　　　i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第272図杯A　13，1完形。平底。休部は外傾して立ち口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40057

1

須　恵　器

B　　4．6上がり，ロ緑部に至る。体部下端手持ちへラ削り。底部回石英，黄灰色100％．PL232

C　　6，2 転へラ削り後，ナデ。普通底部外面墨書「至」

2

坪A　12．3口縁部一部欠損。平底。休部は外傾口緑部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒・雲母・長石・P40058

須　恵　器

B　　4．8して立ち上がり，口縁部はわずかに体部下端手持ちへラ削り。底部回石英，灰色95％

C　　5．6外反する。端部は丸くおさめている。転へラ削り。普通PL232

3

杯A［12．6］底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒・雲母・長石・P40059

須　恵　器

B　　4．5平底。休部は外傾して立ち上がり，体部下端手持ちへラ削り。底部回石英50％

C　　6．4口緑部はわずかに外反する。端部転へラ切り後，1方向の手持ちへにぷい赤褐色二次焼成

は丸くおさめている。ラ削り。普通

第1114号住居跡（第273図）

位置　調査4区の北東部，I12al区。

規模と平面形　東部が調査区域外に延びているために，全容は不明である。南北軸は3．27mで，東西軸は2．56

mが確認できただけである。南西コーナー・北西コーナーが直角であることから，方形または長方形と推定さ

れる。

主軸方向　竃やピットが検出されなかったため，主軸方向は確認できなかった。南壁の直交方向は，N－50

－Wを指している。

壁　壁高は5cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
5褐色ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片39点，須恵器片15点が出土している。いずれも細片である。第273図1の須恵器杯は，休部か

ら口線部にかけての破片で，南東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から，9世紀中葉から後葉と考えられる。
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第野　間　第m摘骨住居跡砂出土遺物実測図

第m摘号住居跡出土遺物観察表

の　　　　　　　　　　　　　　　頂のC悶

』　　　姦

図版 番号 器　 種 桓 測縮 m ） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 ！ 胎 土 せ色 調 や焼 成
備　　　 考

第 2 73 回 林　　　 A 「11．5 〕 休 部 か ら＝縁 部 に か け て の破 片 ㍉　 目線 乱 体 部 内 ・外 面 ロク ロナデ㍉　 砂 粒 ・雲 母 ・長石 ・ ㌘40 06 0

温 H　 L J．丁う 休 部 は外 傾 して立 ち上 が り， 目線　 休 部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り．　　　 有 姓． 黄灰 色 5 ％
須　 恵　 器 部 に至 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普 通

．ご　　∴‘′．　　　′ノ‥ノ′、く

位置　調査　区の北部　H摘b区。

重複関係　南東部で第は22号住居跡を掘り込んでいる。

規模藍平面形　北部が調査区域外に延びているため，全容は不明である。東西鰍ま4。48mで，南北鰍ま2。28m

だけが確認できた。南東コーナーと南西コーナーが直角であることからタ方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－10　－W

・．・　　　′　　　ト′・　‾　′　ノ　　′　′ノ

璧溝　確認された壁際を巡っている。上幅は撒言下幅4撒，深さ2～5組で，断面形は町字形である。

′、′　　　　∵′′′‥′′　　　　・′－、′′、．′　′　‾‾　′′，

‘・　　′ノ・　・　　　　　′　ノ；∴∵工　∴∫／∴　ノ∴‥－3　左　上こ、・㍉′　言有　の∴言　′．＼

さ44cmである。それぞれ南東コーナー寄りタ南西コーナー寄りに位置することから，主柱穴と考えられる。㌘

は径媚cmの円形　深さ鍼cmで　南壁中央部の壁際に位置することから芦　出入りロ施設に伴うピットと考えら

れる。㌘4は長径71cmタ短径58cmの楕円軌深さ27cmで芦南西コーナー部に位置することから芦貯蔵穴の可能

性がある。

覆渡　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

一一1－－つ06・一一一一一一一一一一一一



土層解説

1極暗褐色lト∴′ト・′、11、‥1′・；「－∴粒白散量
2　暗褐色　にト…ム粒子少農

3　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

4　褐　色　にト…ム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片7点が出土している0いずれも細片であり，時期を辛勝できる遺物は出土していない。

所鳳　時期はタ主軸方向や住居の形態が第m号住居跡と近似することから芦　榊代の可能性が高い。

′′　二く　　′　．、ニ　　　　　ソ・′　′　′′

9　　　　　　　　　　　　　　　　2間

』　　　姦

ら　　　　　　′．ノ　言－∫

位置　調査　区の北部　鰭摘組区。

、Jト　三　、i　　　　　，－　‘、′．′ノ言、′．）

主軸方向　N－70　－E

壁　床面がほぼ露出した状態で検出されたためタ壁の立ち上がりは確認できなかった。

璧溝　竃部分を除き　巡っている0上幅摘～挽払　下幅　～　cm　深さ4～8cmでタ断面形はU字形である。

應　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。上部が削平されてお酌袖部の基部や火床部だけが確認できた。規模は，

両袖部幅88cmで，焚口部から火床部まで撒臓である。壁外へ掘り込んで構築されていることが予想されるがタ

壁の立ち上がりがないために確認できなかった。袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は芦床面から9撒

ほど掘り下げられておりタ　火熱を受けて赤変硬化している。

憲土層解説

ま　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子0炭化粒子少量，ローム小ブロック4焼土中ブロックも炭化物微量
2　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子8焼土中ブロックや炭化物6炭化粒子少量
3　赤　褐　色　廃土粒子多鼠　ローム粒子さ焼土中ブロック少量，焼土中ブロックも炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック0廃土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック0炭化粒子少量

一一一一…－　4（）7、一一一一



ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径24～44cmのほぼ円形で，深さ35～45cmである。いずれも各

コーナー寄りに位置することから，主柱穴と考えられる。P5は，長径54cm，短径46cmの楕円形，深さ32cmで，

南壁中央部の壁際に位置することから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径86cm，短径64cmの東西に長い楕円形である。深さは21。皿で，

壁は直立する。

遺物　土師器片34点，須恵器片18点，撹乱により混入した陶器片6点が出土している。第275図1の須恵器杯

は，竃の覆土中とPlの覆土中及びPlの北側の床面から出土した破片が接合したものである。2の須恵器杯

片は，北東部の覆土中から出土している。3の須恵器蓋片は，貯蔵穴の覆土中層から出土している。いずれも，

出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，8世紀前葉と考えられる。

叫　　ol　凸l

∈
Cu

N

苛

＼、、－エゴ

第275図　第1120号住居跡・出土遺物実測図
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′　　∴　　　　′　　　　　ケ　ノご′、、

図版番号　霹　 穫　計測億つ撒ラ　　 器形　の　特徴　　　　 手　法　の　特徴　 i始まの色調の焼成i 備
考

第2若図須若き：l；；；溌蓋…嘉蓋警誓蔓喜室蓋誉慰慧警票譜離ク咄愚勘当窯
部に至る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

埠　　 A ［掴賂］「底部から打線部にかけての破片0　打線部　倦部内の外面ロタロナデ。砂粒や雲母e長石ゆ　㌘媚的

つ須恵器告芸…霊感菜薫喜窯≡喜…薫雷豊諜慧雷ラ切胤不定方向の憂色　 警霊3

董　　 B 「郎　 天井部の破片0天井頂部は平坦で　 天井部回転へラ削　複　つまみ貼　砂粒の雲母の長石0　閥姻閥

3　　　　　　 F　 362　 扁平な擬宝珠状のつまみが付く0　り郁ナ。　　　　　　　　 赤色凝子　　　　 壷％

須 恵 器　G　 のe7　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　 灰黄褐色夕普通

．　　　　　　′　　′　、

－・・ノ　　　　　　　　ノ

・・・・′′　′　′　　　′　　　　　　り　　・　　　′　ノ　ノ　　′ノ　　　′　　　　　　′

．　　　　　　　　　　　　．・　　′－　　　　　　′　　　′

′

壁　壁高は　～腕組で　外儀して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で汐　中央部がよく踏み固められている。

一　一　　　′　　　　－　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　ノ

′　′　ノ　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　′　　　　′

されていない。袖部は遥存してお酌両袖部とも内側が赤変している。火床感は　床面から　cmほど掘り　ば

められて皿状を望し芦炎熱を受けて赤変硬化している0煙道は　火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

還土層解説

1褐　　　色　け∴′、粒J一一机i：，1ト∴′トノ’「1、りソ・焼上粒子′レ量
2　にぷい赤褐色　廃土粒子中量

3　暗赤褐色　ロ…ム小ブロック∵焼土中ブロック∵廃土粒子少量
壇　にぷい赤褐色　焼土粒子車鼠　ローム小ブロック∵炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量夕　炭化粒子少量

6　赤　褐　色　廃土粒子多量9　焼土中ブロック少羞
7　褐　　　色　ロ…ム粒子車鼠　ローム小ブロック少量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量

9　暗　褐　色　ローム粒子0焼土中ブロック少量

摘　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子e炭化粒子少量

∴　　ノ∴　　　　　　　　ノ　′、′、一　　　ノ　三・：‥　　．　′′　ノ∴′　′・　．

′′　′、－ノ　）一　　ノ　　ノ、　　シ　′∴・′ニー　　　∴　　　　　′′　　　′′　′＼　・　＿

ほ外債して立ち上がる。位置や形態から芦貯蔵穴の可能性がある。

覆丑　3層からなる0レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量夕廃土粒子0炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックやローム粒子少量
3暗褐色ローム粒子少鼠ローム中ブロッグ徴量

遺物　土師器尉鱒点　須恵器片　息撹乱によ　混入した陶磁器片2意が出土している。第2開園　の土師器

・　－ノ4－　　′　：ノ′　′・′　′　′′　　　　　　　ノ・　－′・′・　・・　′、－′ll　　一　．

の土師器皿は芦中央部西寄りの床面から正位で出土している○　且～3はタ出土位置から，本跡に伴うものと考

一一一一一つ0（．）一一一一



えられる。4の土師器皿片は，覆土中から出土している。他の土器と時期差がないことから，本跡に伴う可能

性が高い。

所見　時期は，出土土器から，10世紀後半と考えられる。

‥j

0　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

∈≡⊆才。∈≡忘謬4

／
10cm

L＿　　；　　　l

第276図　第1124・1125号住居跡実測図，第1124号住居跡出土遺物実測図
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第1124号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 2 76 図 杯

土　 師　 器

A　 14．7 完形。平底 。体 部は内管 して立ち 口緑 部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 00 98

1 B　　 3．8 上が り，口緑 部はわずかに外反す 底 部回転糸切 り。 子 100％

C　　 6．6 る。 橙色，普通 P L 2 33

2

杯

土　 師　 器

A ［15．4］ 体 部から口緑部 にかけての破片。 口緑 部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 100

B （3．6） 体 部は内攣 して立 ち上が り，口緑 赤色粒子 1 0％

部はわずか に外反す る。 橙色，普通 P L 2 33

3

皿

土　 師　 器

A　　 9．2 底部 ・休部 ・口緑部一部欠損。平 口緑部 ，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 09 9

B　 l．8 底。体部 は外方 に開き， 口緑部 に 底部 回転へ ラ切 り。 赤色粒子 70％

C　　 7．2 至 る。 橙色，普通 P L 23 3

4

皿

土　 師　 器

A ［9．5］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 26 8

B　　 2．1

C ［7．0］

平底。休部は外方 に開 き，口緑郡

に至 る。

底部回転へ ラ切 り。 赤色粒子

明赤褐色 ，普通

45％

第1125号住居跡（第276・277図）

位置　調査4区の北部，HlOc8区。

重複関係　西部で第1123号住居跡を，南西部で第1124号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－1100　－E

壁　壁高は8～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の中央部を壁外に46cm掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部までの長

さ64C皿，両袖部幅89cmである。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受けて赤変してい

る。煙道は，火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック
少量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　暗　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片26点が出土している。第277図1の土師器杯片は，北東コーナー部の床面から出土している。

2の土師器婆片は，竃の火床面から出土した破片2点が接合したものである。

所見　時期は，重複関係や出土土器から，10世紀後半以降と考えられる。

＼＿＿」＝＝ク，

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！
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第277図　第1125号住居潮こ出土遺物実測図



第1125号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 2 77 図 杯

土　 師　 器

B （1．9） 底部か ら体部 にか けての破片。平 体部内 ・外面 ロクロナデ。底 部回 雲母 ・長石 ・赤色粒 P 40 102

1 C ［8．2］ 底。体部 は外傾 して立 ち上が る。 転へ ラ切 り。 子

にぷい黄橙色 ，普通

5 ％

2

聾

土　 師　 器

A ［24，8］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 10 1

B （6．5） 休部は内野 して立ち上が り，口緑

部は外傾 する。端部を面取 りして

角張 らせ ている。

外 面ナデ。 石英 ・赤色粒子

橙色

普通

5 ％

第1126号住居跡（第278・279図）

位置　調査4区の北部，HlOcO区。

重複関係　南西部で第1127号住居跡を掘り込み，南西部から南東部にかけてを第60号溝に掘り込まれている。

8　　　2

第278回　第1126・1127号住居跡実測図

一412一
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規模と平面形　南壁を第60号溝に掘り込まれているために，全容は不明である。東西軸は3．05mで，南北軸は

2・70mだけが確認できた。北西コーナーと北東コーナーが直角であることから，方形または長方形と推定され

る。

主軸方向　N－120　－E

壁　壁高は5cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外に53cmはど掘り込んで構築されている。天井部や袖部は遣存しておらず，覆土の含有

物の状況から，砂質粘土で構築されていたと考えられる。規模は，焚口部から煙道部までの長さ98。皿，壁外に

掘り込んだ部分の燃焼部幅64cmである。火床面は，床面から10C皿ほど掘りくぼめられて浅い皿状を呈し，火熱

を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1時赤褐色　ローム粒子・廃土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　灰　褐　色　ローム粒子中島焼土大ブロック・焼土中ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　5層からなる。各層とも焼土や炭化物・砂粒を含み，ブロック状に堆積していることから，人為堆積と

考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，炭化物微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物　土師器片84点，須恵器片3点が出土している。第279図1の土師器杯片は，竃の火床面から出土してい

る。二次焼成を受けた痕跡はない。2の土師器皿は，北西コーナー部の床面から正位で出土している。3の土

師器賓片は，竃の覆土下層から出土している。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，10世紀後半以降と考えられる。

l＼
／ ′‾ 　ヽ　　　　　　　　　　 ン‾1 ンーヘ

第279図　第1126号住居跡出土遺物実測図
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第1126号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 27 9 図 杯 A ［14．2］ 底部 か らロ縁部 にかけての破片。 ロ緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 103

1 B　　 3．8 平底。体 部は内攣 して立ち上がり， 底部回転糸切 り。 赤色粒子 30％

土　 師　 器 C　　 7．1 口緑部 はわずか に外反す る。 橙色，普通

2

皿

土　 師　 器

A　　 9．5 口緑部 一部欠損。平底。体部は外 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 104

B　　 2．0

C　　 5．9

方 に開き，口緑部 に至 る。 底部回転糸切 り。 赤色粒子

橙色 ，普通

95％

P L 233

3

整

土　 師　 器

A ［2 0．8］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 105

B （7．6） 体部 は内轡 して立 ち上が り，ロ緑

部 は外傾す る。端部 を面取 りして

角張 らせ ている。

外面へ ラナデ。 石 英 ・赤色粒子

にぷい褐色

普通

5 ％

第1127号住居跡（第278・280図）

位置　調査4区の北部，HlOc9区。

重複関係　東部を第1126号住居に，南東部を第60号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－950　－E

壁　南東部を第60号溝に掘り込まれていることから，南東コーナー付近の壁の立ち上がりは確認できなかった。

それ以外の壁高は26～31cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の南寄りに，壁外に72C皿ほど掘り込んで構築されている。北部を第1126号住居に掘り込まれているた

め，北袖は遺存していない。南袖は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面からわずかに掘りくぼめら

れて浅い皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。

富士層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，粘土粒子微量
7　暗赤　褐色　ローム粒子・焼土粒子中量

8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片84点，須恵器片3点が出土している。第280図1の土師器杯片は，東壁際の床面から出土して

いる。2の土師器高台付杯片は，中央部東寄りの覆土下層から出土している。須恵器片は，混入したものと考

えられる。

所見　時期は，重複関係及び出土土器から，10世紀後半と考えられる。

謬了、とよ三者2
第280図　第1127号住居跡出土遺物実測図
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第且は　骨住居跡出土遺物観察表

図版番号　 器　 橙　 計測健つcm 自　　 答 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 の色調 の焼成　 備
考

第2雷図　 棒　 は；且言霊溌 芸：雲孟票警豊芸冒警　 打舶 体部内働 ク吋デ。 母。長石瀾 粒孟芸摘6
土　 師　 器　　　　 部は外反する〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色蔓普通

l高 台 相 棒 B 圧 封　 高融 の破片0 高跳 短 瑚 字 底部纏 へラ削 胤 高台貼 付 腑 の雲母 0長石 も　㌘硯 酵

抄　 や　 状に開　 0　　　　　　　　　 げ。内面　 方向のへラ磨凱 黒色　 赤色凝予　　　　 測％

i土　 師　 器　 E　 の。ア　　　　　　　　　　　　 処理。　　　　　　　　　 にぷい黄橙色，普通

第醐調号鍾腰跡　第邦図）
′　　　　′　　　　　、　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

重複関係　南西部を窮鼠臓号住居に掘　込まれている。

′

室朝方陶　N…鼠のの○　…藍

．　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　′　　一　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一IJ′＝　l　　　、、　　　′

で学　外憾して立ち上がる。

壁溝　竃部分を除き芦壁際を巡っている0上幅摘～腕m　下幅　～　臓　深さ　～臓だmで　断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦で芦　中央部がよく踏み固められている。

l　　　′　　　′　　　　　　　′・′　′、′　　　　ノ　′　　　　′′　′　　・ノ　　　　ー　　．　′

削平されているため　商機は基部が残存しているだけである。規模は　焚田部から煙道部までの長さ且蟻¢mタ

′　　　　　′）、′、　　′、・　　　　′　∴　′′∴・　　　　　′′・・′・′　ノ　、′′′．㌧　′　　　　′′

憲土層解説
1黒　褐　色；ト∴粒J∴焼‖定子′レ量

2　灰　褐　色　ロ…ム粒子0焼土粒子e粘土粒子も砂粒少量
3　極　暗褐色．にト∴存粒子ず廃土粒子微量
4　暗　褐　色　ロ…ム粒子e焼土粒子e砂粒少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子0焼土中ブロックも焼土粒子欄土粒子8砂粒少量
6　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子少量

、　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　日　′′　　′　一一、・l′′

呂　にぷい赤褐色　ローム粒子多鼠焼土中ブロックせ焼土粒子e粘土粒子も砂粒中鼠ローム小ブロックや炭化物せ炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子中農焼士粒子も炭化粒子・砂粒少量

′　　　　　　　′　　　′　　　′　′′・　・′′′　∴！・、‾・′′　　　　　′　′′　　・ニ　　　′

土層解説

且　暗褐色　ローム中ブロック㌦［㌻∴ム小ブロックもローム粒子め焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量芦　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子も廃土粒子さ炭化粒子少量

・l　暗褐色　廿一一一一∴中一／＝㌧！1′・：ト∴粒J「・・焼‖1可少量

5　褐　色　ローム粒子多量き　ローム中ブロック0ローム小ブロック少量
6　褐　色　ローム粒子多量

′　　　′　　一　′ノ　　　・　′　′′′、′　　′　・・一ノ　　　　　　′′　′　　，l・　　　′・∵・

は南東部の床面から連位で出土している0　の土師器皿鋸も北東コーナー部の壁溝から出土している。4の

土師器要片は　竃の火床面から出土してお酌二次焼成を受けた痕跡はみられない。いずれも芦出土位置から撃

本跡に伴うものと考えられる。

所魔　時期は　重複関係及び出土土器からタ　融資紀後半と考えられる。

一一1－－－－－、・415　－－、一一一…
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第281図　第1128号住居跡・出土遺物実測図

第1128号住居跡出土遺物観察表

竃。。 10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

回版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第281図杯

土　師　器

A　13．8口緑部一部欠損。平底。休部は内口緑郡，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40108

1 B　　3．7攣して立ち上がり，口緑部はわず底部回転へラ切り。 赤色粒子 95％

C　　6．8かに外反する。 橙色，普通 PL233

116　－－－1



図版番号 器　 種 計測値 （CⅢ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

P 4010 9
第28 1 図 皿 A　　 8．4 完形。平底。体部 は外傾 して立 ち 口縁部 ，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・
2

土　 師　 器

B　　 2．1

C　　 4．8

上が り，口緑 部に至る。 底部回転へ ラ切 り。 赤色粒 子

にぷい橙色 ，普通

100％

P L 23 3

P 4 0 110
3

皿 A　　 8．9 体部 ・口緑部一 部欠損。休部 は外 口緑 部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

土　 師　 器

B　 l．9

C　　 5．8

傾 して立 ち上が り，口緑部に至る。 底 部回転 へラ切 り。 赤色粒子

橙色，普通

75％

4

尭 A ［22．4］ 体部から口緑部にかけての破 片。体 口緑部，頚部内 ・外面横ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 1 11

土　 師　 器

B （6．8） 部は内攣して立ち上が り，頚部は く

の字状に屈曲し，日録部は外傾する。

部内 ・外面へ ラナデ。 石英

橙色 ，普通

5 ％

第1129号住居跡（第282図）

位置　調査4区の北部，HlOe2区0第1120号住居跡から西へ4．0mの距離に位置する。

規模と平面形床面が露出した状態で検出されたため，床面の広がりや竃，ピットの位置から，長軸4．47m，

短軸3．87mの長方形と推定した。

主軸方向　N－13。－E

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　住居跡の北部中央から赤変硬化した部分が検出され火床面と判断した。火床面は，長径32C皿，短径23cm

の住居跡の主軸と方向を同じくする楕円形で，床面と同じ高さの平坦面を使用していたと考えられる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは・径42cmの円形，深さ22cmである。南壁中央部と推定される付近の壁

際に位置し，竃と対する位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は径42cmの円形，

深さ29cmで，Plの北東側40C皿の距離に位置している0断面が逆三角形を呈しており，性格は不明である。
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第282図　第1129号住居跡実測図
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遺物　出土していない。

所見　時期は，第1120号住居跡と主軸方向や規模を同じくすることから，8世紀代の可能性がある0

第1130号住居跡（第283図）

位置　調査4区の北部，HlOe9区。

重複関係　北部で第1128号住居跡を，南部で第1133号住居跡の覆土を掘り込んでいる。南東部を第743号土坑

に，西部を第60号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　床面がほぼ露出した状態で検出され壁の立ち上がりを確認できなかったため，竃の位置と床

面の広がりから長軸4．26m，短軸3．55mの長方形と推定した。

主軸方向　N－25。－E

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　遣存状態が悪く，北東壁中央部の壁際から火床部が確認できただけである0火床部の土層は5層からなり・

第3層の下面が赤変硬化していることから，火床面と考えられる0火床面は，床面から8cmはど掘りくぼめら

れて，浅い皿状を呈している。竃土層断面図中の第2・4層から粘土粒子や砂粒が検出されており，竃材の一

部と考えられる。

竺二1㌢J／
2総剤　、－、＿

●－、

l　　　　　　’＼　●1

l

l　＼
l

l l

l

l

I

J

J

l

l

l

l

I

l

A21．4m

＼

Ⅴ　　！
＼

l　－　一　一　l　－

0 2m

ヽ

＼

t

1

1

1

／

Sl1133

l i l

5

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

j i　　　　！

第283図　第1130号住居跡・出土遣物実測図
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竃土層解説

1暗赤褐色　廃土小ブロック∵廃土粒子中鼠　ロ…ム粒子少量　炭化粒子教義
2　酪赤褐色　廃土粒子も粘土粒子中鼠　ローム粒子e焼土中ブロックe砂粒少農
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　黒褐色　廃土粒子少量芦　炭化粒子e粘土粒子微量
5黒　色炭化粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器椚蟻が出土している。第鍋図　はほぼ完形の土師器皿で　竃の西側の床面から正位で出土し

ている。2の土師器登別まタ火床商から出土している。いずれも資出土位置から汐本跡に伴うものと考えられ

る。

所魔　時期は　重複関係及び出土土器から夢　路陛紀後半以降と考えられる。

ノ　　　ニ　　　′　　－　′　　　　　　′′、′．′

図版番可器　橙恒梱（C項　器形の特徴 i 手法の特徴　　 胎㌣摘機中備
考

第二出図　　皿　　A　鮎　底部から‖緑部にかすての碑「　目線乱体部内・外面ロケロナナ　砂粒・雲母・長有・PⅢ112
l　　　　　　 I3　1・う　平底．休部は外方に開き，目線部　底部回転へラ切車　　　　　　 赤色粒子　　　　　㈲％
土師器C　畑に至る。　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色普通i

婆　狛蝕鋸　体部から冒縁部にかけての破片。恒嫁部頚部内の外商横ナデ。体醜8雲母や長石の序硯柑

2　土師器鋸8せ7）霊慧完窓等忘霊雷雲孟漂部内のタ滴へラげ0　　 霊芸孟赤色賠　 5％

i　　　　　　　　 角張らせている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

第綱別号住居跡　第邦図）

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　′　　・・′

′　　　′　　′l　　　　　　　　′　　　　　　′　　ノ　　　　　　　　　′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　一　　　　　　　　一

、　　　　　　′′　　　　　　　　　′

主軸方向　N－20　－E

・∴　・・　　1′・　／‾　′・／ノ

壁溝　竃部分を除き芦壁際を巡っている。上幅摘～臓m　下幅　～　cm　深さ　～。mで　断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　遺存状態が慧ら北壁中央部の壁際から火床面が確認できただけである。付近の床面に粘土粒子や砂粒が

′　′　　、′　　　　・／　ノ′　′ノ　′　′　　一′′′′′　　　　　　　　：′　　、　′′′′ノ、、二、

の楕円形でタ　床面と同じ高さの平坦面を使用している。

－　ノ　　　　′・　　　　’　　　　　　　　　　　′ノ　　　′　′′　弓　　：、、′　ノ　　　　　　　／・・′

ナー寄りに位置していることから　主柱穴と考えられる。㌘　は　径撮mほどの円形で　深さ鍋。皿である。南

壁中央部の壁際に位置していることから芦　出入り田施設に伴うピットと考えられる。

者達　5層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。第4層は芦竃から流出した

と考えられる粘土粒子や砂粒を含んでいる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロックも廃土粒子少鼠　ローム粒子微量
3　黒褐色　廃土粒子少量，ローム粒子さ炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックも廃土粒子の粘土粒子e砂粒少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片絡焦が出土している。第2鋸図　の土師器婆の打線部片は資　㌘　の覆土中から出土している。

一一…JH）、一一一一一…－



所見　時期は，第1120号住居跡と主軸方向や住居の形態が近似することや重複関係，出土土器から，8世紀代

と考えられる。

2　　　　　　3　　　4

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll一一一一一一一十l一一一　一　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L－　i　　二］

♂‾91ヒ＝土∃cm
第284図　第1131・1136号住居跡実測図，第1131号住居跡出土遺物実測図
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．・・　　　　′　　　　　　′′　∴　∵、

図版番号　一器　 種　計測射cni）　　 霹　形　の　特　徴　　　　　 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成　　 備 考
警 固　 婆　 狛 e郎 完票 禁 禁漂 慧 禁 霊 場部内の痛 横ナデ。

i土 師 器　　　　 いる。

砂粒・霊母・長有・PlO＝」
石英　　　　　　　　 5％
にぷい橙色，普通

第綱弱者鍾腰掛　第邦図）
．　　′　　　　　　　　　′

重複関係　第m34のⅢ4緒住居跡の覆土を掘り込んでいる。

規模藍平面形　南部へ憤斜した地形のため芦商壁の立ち上がりが確認できず芦床面の広がりから規模を推定し

′　　　　　　　　　l一一　　　′　　　　　　　　　　　　　ノ、　　　　　一　一　ヽ　′　　　　′　ノl

ノ　　　／

登轍捌鞠‡紅斗㌘　…牒

－　　　　　　　．　　　　－　　　　　　　′　　′　　　　′　′　　　　′　　　　′

一　、　　　′、′　　　　　　′　　　′′

憲北壁中梁部を壁外に鍋だm掘込んで砂質粘土で構築されている。規模はタ焚持部から煙道部までの長さ

′　　　・′′　　　　　－′・ノ　了　．′．　′　ノ′．′ノ．′

含んでいることからタ崩落並と考えられる0特にタ第3層の下位から検出された第4層はタ火熱を受けた痕跡

′　　′　　・　・・　′　：／・・　′　　　　′　　　　　・・、′　　　′　、

、′　′　　　　　　′　′　、′ノミ　　　　　　・J　ノ′′、‥　　′　　二′

やかに立ち上がる。

富士層解説

1暗　栂　邑Iト∴粒J∴中量，暁「幸′守・眉ヒ粒「砂粒′少晶
2　極暗褐色　ローム粒子6廃土粒子を炭化粒子少量

3　褐　　　色　粘土粒子多鼠砂粒車鼠ローム粒子の焼土中ブロックも焼土粒子ダ炭化粒子少量
4　暗赤褐色　砂粒多量芦ロ…ム粒子を焼土粒子の粘土粒子車鼠廃土小ブロックず炭化粒子少量

、　　　　　　　　　　　　　　　　　－′

一　．－、ノ　・’＼′ノ′ノ　′　　　　　一　°．．　　′　′　　′　　　′　、・．、‘．1了ノ　ノ，＿　．

と考えられる廃土や砂粒を含んでいる。

土層解説

且　暗赤褐色　焼士粒子多鼠炭化物6炭化粒子中農ローム粒子の砂粒少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多鼠ローム小ブロックさ焼土中ブロックゆ炭化粒子ゆ砂粒中鼠ローム中ブロック少量
3　黒褐色　ローム小ブロックやローム粒子の廃土粒子少鼠炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロックpローム粒子少量，ローム車ブロックも廃土粒子ぼ炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多鼠ロ…ム小ブロックも廃土粒子の炭化粒子少鼠廃土小ブロック微量
6暗褐色ローム粒子多鼠ローム小ブロック少豊

遺物　土師器桐3息石器蟻（砥石）タ混入した須恵器則3点が出土している。第285区日の須恵器捧榊まタ

内面に漆が付着している。覆土中から出土してお酌他の土器と時期差があることから芦混入したものと考え

られる02の土師器高台相棒片はタ竃の煙道部から連位で出土している。二次焼成を受けていないことから，

本跡廃絶時に投棄されたものと考えられる。の土師器高台付杯鋸も西部の床面から出土している。4の土

師器皿はタ竃東袖手前の床面から正位で出土している。5の砥石はプ北西コーナー部の床面から出土している。

2～5は浮　出士位置から撃　本跡に伴うものと考えられる。

所鳳　時期はタ出土土器から，相性紀後半以降と考えられる。

ムー一一一一一一一つ21・一一一一一一一
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第285回　第1135号住居跡・出土遺物実測図

第1135号住居跡出土遺物観察表

凰
5

10cm

」　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第285図 坤こA［12．6］休部からロ緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40122

1

須　恵　器

B（5．0）休部は外傾して立ち上がり，口緑 石英 10％

部に至る。 灰黄色，普通 休部内面漆付着

122　－ー



慧 漂 芸 i 測崇 高離 漂 ら 部 か て 離 。 体部内 外 。 。 デ 底部河 芸 窯 芸 ㌘芸 3
考

り　 e　 高台は長　 ハの字状に開 。体部　 転へラ削　 後　 高融 的 翻 。　 赤色凝予　　　　 測％

土　 師　 器　 E　 且47　 は内攣して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色，普通

高台相 棒　 B は 7） 高離 汚の破片。高台は長くハの字　 底部回転へラ削り後学高融占り付　 砂粒あ雲母も長石の　P 硯 24

3　　　　　　 D 摘 扇　 状に開　 0　　　　　　　　 け。　　　　　　　　　 赤色粒子　　　　 劫％

土　 師　 器　 E　 o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色夕普通

4 ！血　‾芸l賢芸羞警霊笠呈禁雷霊濫警豊 憲慧慧這禁豊働 タロナデ。慧霊遠雷母㈲ 孟芸㌶25
序 師 器 C　 e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぶ 潤 色 普通　 P L 器3

図版番号　 器
i 計
種
長さ（cm）

測　　　　　 健
有　質 牲　　　　　 徴 備 考幅毎日牒 さ毎刃 劃針 が

第詣 図5　砥 石　　 綿。6） （3。2）　　 綾．3）　 （37．2） 凝灰岩 紙面つ面∵　中央部が極端に薄いJ Q 40008

、　　　　　　′　　　　　　′　　－

′　　　　　′

、　　　　’　　　　　　　′　　　’　一　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　、二　、、二

′ノ

童車由方向　N…温0　－藍

′　′

璧溝　竃部分を除き芦壁際を巡っている0上幅は～摘¢Ⅲ　下幅　～　¢m　深さ　～　cmで　断面形は閻字形で

ある。

′　　　　　　′　　　，　′　メ　∵ノ　ノ′　、、ノ

′’　　′　　　′　　　　　　′　′　′＼′′　　′′　′　　．．　　　　ノ　′　：上　∴∴

犯¢m　両袖部幅腕Ⅲである0天井部は崩落してお勘竃圭層断面図軌第　層が粘土粒子や砂粒を多量含んで

いることから汐崩落土と考えられる0磯部はタ内側が炎熱を受けて赤愛している。火床面はタ床面から5瀾憺

ど掘りくぼめられてお酌火熱を受けて赤変硬化している0また夢火床商から連位で出土した土師器髪は二次

焼成を受けてお酌支脚として使用されたと考えられる0煙道は　火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック∵廃土小ブロックe焼土粒子e粘土粒子微量
2　褐　色　粘土粒子8砂粒多鼠　ロ…ム粒子中鼠焼土中ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロックの焼土中ブロック∵廃土粒子微量
4　暗赤褐色　廃土小ブロック∵焼土粒子。炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子も砂粒少鼠焼土粒子の炭化粒子微量

ノ　　　　　＼；ノ、　′了′　′　ノ　　ー壬　　′、′．、　ノ・′′　＼・　′　ノ・ノ∴∴　′

ることからタ　出入り田施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　2層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量

2暗褐色ローム小プロッグ6焼土粒予少鼠ロ…ム粒子微量

遺物　土師器則端点　須恵器片妬蕪　撹乱によ　混入した陶器片2点が出土している。第286図1の須恵器杯

はタ竃の覆土中層から出土した破舶義援合したものであ勘二次焼成を受けている。の須意器杯鋸も中央

部の床面から出土している。3の須恵器杯はタ西壁際の床面から連位で出土している。の須恵器盤鋸も㌘

一一一一　里：－



1の東側の床面から出土している。5の土師器賓の底部から休部にかけての破片は，火床面に伏せられたよう

に逆位で出土している。二次焼成を受けており，支脚として使用されたものと考えられる。いずれも，出土位

置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から，9世紀前葉と考えられる。

第286回　第1136号住居跡出土遺物実測図

第1136号住居跡出土遺物観察表

10cm

L＿　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第286図杯 A［13．9］体部・口緑部一部欠損。平底。体口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40126

1

須　恵　器

B　　4．2部は外傾して立ち上がり，口縁部休部下端手持ちへラ削り。底部回石英 70％

C　　6．8に至る。 転へラ削り。 にぷい橙色，不良PL233

2

杯 A［13．8］底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P40127

須　恵　器

B　　4．2平底。体部は外傾して立ち上がり，体部下端手持ちへラ削り。底部回石英 35％

C　　8．2 口緑部に至る。 転へラ切り後，1方向のヘラ削り。黄灰色，普通

3

j不 B（2．6）底部から体部にかけての破片。平体部内・外面ロタロナデ。体部下砂粒・雲母・長石・P40128

須　恵　器

C　　6．4底。体部は外傾して立ち上がる。端手持ちへラ削り。底部1方向の

ヘラ削り。

石英

黄灰色，普通

40％

4

盤 B（2．0）底部の破片。平底。高台はハの字底部回転へラ削り後，高台貼り付砂粒・雲母・長石・P40129

須　恵　器

D　　9．0

E　l．5

状に開く。 け。 石英　にぷい褐色，

やや不良

50％

5

襲 B（16．3）底部から体部にかけての破片。平体部外面縦位のヘラ削り，内面横砂粒・雲母・長石・P40130

土　師　器

C　　7．9底。休部は内管気味に外傾して立位のヘラナデ。 石英・赤色粒子，45％

ち上がる。 橙色，普通 PL233

424－



第1138号住居跡（第287図）

位置　調査4区の北部，HlOg5区。

重複関係　南部で第1139号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形1辺2．50mの方形である。

主軸方向　N－830　－E

壁　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認できなかった。

壁溝　竃部分を除き，壁際を巡っている。上幅8～12C皿，下幅4～6C皿，深さ4～6cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の中央部を壁外に32cmはど掘り込んで，構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで52C恥壁外

に掘り込んだ部分の燃焼部幅50C皿である。天井部や袖部は遣存してなく，竃土層断面図中の第3層に粘土粒子

や砂粒が多量に含まれていることから，砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は，床面から5。mほ

ど掘りくぼめられて浅い皿状を皇し，火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　灰褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット1か所o Plは，径28cmの円形で，深さ16C皿である。中央部の北寄りに位置しており，性格は不明で

ある。

遺物　土師器片9点が出土している0第287図1・2の土師器皿片は，いずれも竃の火床部から出土している。

火熱を受けた痕跡はない。本跡の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，住居の形態や出土土器から，10世紀後半以降と考えられる。
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第287図　第1138号住居跡・出土遺物実測図
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第温臓　常住屠跡出土遺物観察表

図版番号　 霹　 種　 計掴 叫　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 0色調 e焼成　 備
考

第警固　 皿　 芸 冒：芸歴 遠雷慧議警霊盲豊慧謡 恩 義讐慧漂離ク吋デ0 粧せ雲母を赤色凝孟莞臓且j

十　 帥　 器　 し　 柚　 圭 る∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色 ，普 通　　 P は 3 3

皿＋ 「Å 拍 湖 高相 ＝ 融 摘 一部欠損。平底。体 日緑部号俸部内 の外離 ク。ナデ。 砂粒 の雲母 。赤色凝 ㌘硯 32

？　　　　　　　 H　 川　 部 は外方 に開 き，＝緑部 に圭 る十　 底部回転へ ラ切年　　　　　　　 子　　　　　　　　 70㌦

土 師 器　 C　 6ヰ2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色，普通　　 げ L 霊 3

第綱磯の号緩腰跡（第288の2猶図）

′　ノ　　　　　　　′　　　　、　一

′′・、．′　、：．′′　；′ノ′　′・い／　’　ノ、∴　　　′　　リ　　′　′′，．．　′．　・．　　　　、．

′　　　　　′ニ

豊漁動向：酢…鮮

′　　　　　　　　　　　　　′

、　′　′　　　　　　　　　　　　　　　′′′　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

U字形である。

應　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

′　　　　′　　′l　′　．　　′　　　　　ノ　′　　　　　′　　　　　　　　　　．

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　－　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　　　′

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロックe焼土粒子e炭化粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子の廃土小ブロック∵廃土粒子や鼠　ローム小ブロックゆ焼土中ブロックの炭化粒子少鼠　ローム太ブロック微量
3　にぷい赤褐色　廃土粒子多鼠　ローム粒子の焼土中ブロック中鼠　ローム小ブロック0焼土中ブロックや炭化物p炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　口如∴ム粒子の焼土粒子中鼠　焼土中ブロックe炭化粒子8砂粒少量
5　暗　赤　褐色　ローム粒子も焼土粒子中量

6　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　ローム車ブロックの焼土粒子少量
7　暗赤褐色　ローム粒子も廃土粒子中鼠　ローム小ブロックの廃土小ブロックも炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子中量夕　廃土小ブロックの廃土粒子少量
9　暗　褐　色　ローム小ブロック6∴ローム粒子も焼土粒子少量

′言上　・　　　′ノ　′　　　　　ン　∴　　　　　　　　　．　　　　′　′　　　　一

施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　仕層からなる。ロームブロックや焼土夕炭化物を含み　ブロック状に堆積していることから　人為堆積

と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロックのローム粒子中鼠　ローム中ブロックe廃土小ブロックが炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロックをローム粒子車鼠焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム車ブロックの廃土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック8ローム粒子も焼土中ブロックp炭化粒子少量

4　灰　褐　色　粘土粒子8砂粒多鼠　ローム小ブロックをローム粒子さ廃土粒子少鼠廃土小ブロックも炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子の砂粒少量夕　焼土粒子も炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，［㌻一ム小ブロックさ廃土粒子・炭化粒子少量

7　極暗赤褐色　炭化物中農　ローム車ブロック・ローム小ブロックやローム粒子p焼土粒子少鼠焼土中ブロック・炭化粒子微量
8　暗赤褐色　にトーム小ブロック6ローーム粒子ゆ焼土中ブロックも焼土粒子・粘土粒子少量
9　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　ローム粒子や炭化粒子中量，焼土中ブロック少鼠　ローム小ブロック微量
摘　暗　褐　色　ローム粒子も廃土粒子e炭化物少量

は　暗赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム中ブロックもローム小ブロック・∴ローム粒子や焼土中ブロック∵焼土中ブロックも炭化物も炭化粒子少量

1－1－　L－12（う、一一一



遺物　土師器片146点，須恵器片131点，鉄器2点（刀子・錬），炭化材が出土している。第289図1の須恵器杯

は，南東部と南西部の覆土中から出土した破片が接合したものである。2の須恵器杯片は，東壁際の覆土中層

から出土している0　3の須恵器高台付杯は南東コーナー部の床面から逆位で出土しており，内面に漆が付着し

ている0　4の須恵器高台付杯は北東コーナー寄りの床面から正位で出土している。5の須恵器鉢は，中央部東

寄りの床面と南東部の覆土中から出土した破片が接合したものである。6の土師器整片は，南東壁際の床面か

ら出土している。7の刀子と8の鉄鉱は，ともに南東コーナー部の床面から出土している。炭化材は，各壁際

の床面から散在した状態で検出されている。1は他の土器と時期差がないことから，他の遺物は出土位置から，

いずれも本跡に伴うものと考えられる。

所見　本跡は，焼土や炭化物の堆積状況や炭化材の広がりから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器か

ら，9世紀前葉と考えられる。

第288図　第1140号住居跡実測図
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第289図　第1140号住居跡出土遺物実測図

第1140号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 28 9 図 杯 A　 13．3 底部 から口綾部 にかけての破片。 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 13 6　 5 0％

1 B　　 4．5 平底。休部 は外傾 して立ち上がり， 底部 1 方向のヘ ラ削 り。 石英 P L 23 3

須　 恵　 器 C　　 7．4 口緑部 に至 る。 灰黄褐 色，普通 外面摩滅

2
杯 B （1．2） 底部 から体部 にか けての破片。平 体部下端手持ちへ ラ削 り。底 部回 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 13 7

須　 恵　 器 C　　 6．7 底。体部は外傾 して立ち上が る。 転へ ラ削 り。 石英，黄灰色 ，普通 20％

3

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A ［16．4］ 体部 ・口緑部一部欠損。平底。高 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 13 8

B　　 6．1 台 はハの字状 に開 く。休部は外傾 底部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付 石英 70％

D　 lO．2

E　 l．2

して立ち上が り，口緑部に至る。 け。 灰色

普通

P L 23 4

体部内面漆付着

ー428－



図版番号　 器　 種　 計測縮 m）i　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 の色調 の焼成　 備
考

第 却 図 高 台 相 棒　 A　 路　 高台濱 か ら打線 部にかけての破片。 打線 部　 体 部内 e外商セ クロナデ。 砂粒 p雲母 ゆ長石　 ㌘硯 39

4　　　　　　　 B　 6・3　 平底。高台 はハ の字状 に開 く。体　 底部 回転 糸切 り後 ，高台貼 り付け。 灰色　　　　　　 甜 ％

須　 恵　 苦　 り ［8e8］ 部 は下位 に軌 磯 をもち，外傾 し　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P L 器4

i　　　　 E　 且02　 て立ち上が りタロ縁部 に至 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夕摘 摩滅

鉢　　 Å　 汲　 体部か ら目線 部にかけての破片。 目線部内 ∵外商 ロタロナデ。体部　 砂粒 を雲母 の長石 の　 P 硯 40

5　須恵器狛2碩 笠誓霊慧志孟霊警警：こ孟宗霊 芸票禁禁禁 離頭痕や禁減色　 警器3
下に突出させている㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

聾　　 A ［腑　 蜜慨から打線部にかけての破片。 日録部察頚部内湖 面横げ c　　 砂粒 8雲母の石英　 P硯 射
6　 土 師 器 鋸 5も0） 票禁 警 芸震 監 禁 警　　　　　　 謡 い橙色　 用％

上げ られている。

紳 声

［

種 全長。。m）刀身長慧 身願。m）湧ね可 志 。m 蛮射g 材質　 特　 徴 i 備　 考

第2鵬 恒 子i 略の） （堅⊥ 塑」 眼目　 廟　 ‖料丁 軒毎 から茎批 硝有り。
MlOOlニi　PL236

図版番号
i 器 種 轡 m）［鉄的 孟 臨 腑 縮。芸 鋸。m）－茎幅。讐転 摘 ね 材質　 特　 徴　 備　 考

第289図8 鍍　 恒 城 主鋤 （3。9） l∫　　 0．7　　 は小 0．5 0 湖　 銑　 雁文教　 刃先欠損　　 M 魂鋸4

・　　　．・　∴．．′　　　　′

位置　調査　区の北部　H摘摘区。

重複関係　北西部で第1臓号住居跡の覆土を　南西部で第m号住居跡の覆土を掘り込んでいる。

規模起平面形　西部の床面がほぼ露出した状態で検出され西壁の立ち上がりを確認できなかったため芦床面

l　′、！・・ノ・′・・′′　ノー′′⊥　′　・・‥：、、ノ、lノ＼ユ′∴　　・－′′′・′　′）′ノ、　　1ノ　二．・・

ナーが直角であることからヲ　方形と推定される。

主軸方向　N－（汚0　－E

璧　確認できた壁高は6cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でタ竃の前離ミよく踏み固められている。西部の床面からは硬化面が検出されていない。後世の

耕作等で削平された可能性も考えられる。

憲　東壁の中央部を壁外に粥撒掘り込んで芦砂質粘土で構築されている。規模は，焚田部から煙退部までの長

さ賄m　両袖部幅粥cmである。天井部は崩落してお酌竃土層断面図軌第　層が粘土粒子や砂粒を含んでい

ることから崩落土と考えられる。また芦第5層の下面は赤変硬化していることから芦火床商と考えられる。火

床面は芦床面と同じ高さの平坦面を使用している。煙道はタ火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

義士層解説
1　黒褐色

2　暗褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　黒褐色

ローム粒子。焼土粒子・炭化粒子少量

粘土粒子・砂粒中鼠　ローム粒子・廃土小ブロック∵焼土粒子ぜ炭化粒子少量
焼土粒子中農タ　ローム粒子6焼土中ブロックの炭化粒子少量

ローム粒子か廃土小ブロックせ焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土中ブロックe廃土粒子0炭化粒子中農　ローム粒子の焼土中ブロック少量
焼土粒子中量，ローム粒子Ⅰ炭化粒子少量

廃土小ブロック・焼土粒子中農　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
ローム小ブロックのローム粒子8焼士粒子・炭化粒子少量

覆豊　6層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。土層断面図軌第2～4層

はタ竃から流出したと考えられる廃土や砂粒夕粘土粒子を含んでいる。

一一一1一一・4然「一……



土層解説

1　暗褐色
2　暗褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ロトーム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
炭化粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片40点，須恵器片21点，鉄器2点（刀子・錬），石器1点（有孔円盤）が出土している。第290・

291図1の土師器杯片は，竃の覆土中から出土している。2の須恵器杯は，南東コーナー寄りの覆土上層から

出土しており，内面に漆が付着している。他の土器と時期差があることや出土位置から，混入したものと考え

られる。3の須恵器饗片は，南東コーナー寄りの床面から出土している。4の有孔円盤は，覆土中層から出土

している。5の鉄鉱は，中央部の床面から出土している。6の刀子片は，北東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から，9世紀後薬と考えられる。
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第290図　第1141号住居跡・出土遺物実測図
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第1141号住居跡出土遺物観察表
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図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成

砂粒・雲母・赤色粒

L備　　　考

P40143
第290図 杯 A［11．8］体部から口緑部にかけての破片。口緑弧体部内・外面ロクロナデ。

1

土　師　器

B（3，5）体部は内攣して立ち上がり，口緑

部に至る。

内面黒色処理。 子

灰黄色，普通

砂粒・雲母・長石・

5％

2

杯 B（4ユ）底部から体部にかけての破片。平体部内・外面ロクロナデ。底部回
P40142

須　恵　器

C［7．8］底。体部は外債して立ち上がる。転へラ切り後，不定方向のヘラ削石英 30％，PL233
り。 暗灰黄色，普通

砂粒・雲母・長石・

体部内面漆付着

P40144
3

整 B（5．3）底部から休部にかけての破片。平体部下端横位のヘラ削り，内面ナ

須　恵　器

C［16．2］底。体部は外傾して，直線的に立

ち上がる。

デ。 石英

灰黄褐色，普通

5％

図版番号

第291図4l

器　　種

有孔円板

計　　　　　 測　　　　　 値

石質 特　　　　　 徴 備　　　　　 考径（cIn）

3，8

厚さ（C皿）孔径（cm）重量（g）

0．9 0．4 18．5 滑　石中央に片側穿孔1か所。作り雑。Q40009　PL239

図版番号

第291図51

器　　種

鍍 I

計　　　　　 測　　　　　 値

材質 特　　　　徴 備　　　考全長（cm）

（10．1）

鍍身長（C血）

（6．3）

銀身幅（cm）

（1．9）

箆舶長（cm）箆被捌純皿）茎長（cm）厚さ（C皿）重量（g）

3．3 0．6 （1．1）0．5 （13．2）鉄柳菓赦。腸挟有り。M40015　PL237

図版番号

第291図61

器　　種

刀　　　子

計　　　　　 測　　　　　 値

材質 特　　　　徴 備　　　考全長（CⅡl）

l（4．9）

刀身長（cm）身幅（cm）重ね（cI刀）茎長（cm）重量（g）

（1．2）（1．1） 0，4 （3．7）（2．9）鉄刃部から茎部片。両関有り。M40016　PL238

第1142号住居跡（第292図）

位置　調査4区の北部，HlOi9区0東に下る緩斜面状に立地している。

重複関係北東部で第1144号住居跡の覆土を，南東部で第1155号住居跡の覆土を掘り込んでいる。北西部を第

1140号住居に，東部を第23号地下式境に掘り込まれている。

規模と平面形東に傾斜した地形のため，北東壁の立ち上がりを確認できず，床面の広がりから，規模を推定

した。南東一北西軸は3・20mで，南西一北東軸は3・90mと推定される0南コーナー及び西コーナーが直角であ

ることから，長方形と推定される。

主軸方向　N－240　－W

壁南コーナー部から西コーナー部にかけて確認できた壁高は7cmで，外債して立ち上がる。

－431－



壁溝　南西壁から北西壁にかけての壁際を巡っている。上幅12cm，下幅8cm，深さ6cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　遺存状態が悪く，北西壁中央部の壁際から火床面が確認できただけである。付近の覆土の含有状況から，

砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は，長径方向を住居の主軸と同じくする長径41cm，短径30cm

の楕円形で，火熱を受けて赤変している。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第2層は，竃から流出した

と考えられる焼土や砂粒，粘土粒子を含んでいる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器細片22点，須恵器細片5点，鉄器1点（鎮）が出土している。第292図1の鉄鋲は，南西コーナー

部の覆土中層から出土している。時期を判断できる土器は出土していない。

所見　時期は，8世紀前葉に比定される第1144号住居跡を掘り込み，9世紀前葉に比定される第1140号住居に

掘り込まれていることから，8世紀中葉ないし後薬と考えられる。

3

第292図　第1142号住居跡・出土遺物実測図

第1142号住居跡出土遺物観察表

10cm

i　　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

図版番号器　　種
計　　　　　測　　　　　値

材質特　　　　徴 備　　　考
全長（cm）箆被部長（C皿）箆枚御副皿）茎長（cm）茎幅（C皿）厚さ（cm）重量（g）

第292図1 鍍 （7．0）（2．8）0．7 （4．2）0．4 0．4 （5．0）鉄箆被部から茎那片M40017　PL237

1：121－1



第1143号住居跡（第293図）

位置　調査4区の北東部，Hllgl区。

重複関係　北部で第58号掘立柱建物跡のP3を掘り込んでいる。

規模と平面形　床面がはぼ露出した状態で検出され壁の立ち上がりを確認できなかったため，竃の位置と床

面の広がりから規模を推定した0南北軸・東西軸ともに3．10mの方形と推定される。

主軸方向　N－66。－E

床　はぼ平坦で，竃の前面がよく踏み固められている。

竃　東壁の中央部に付設されている0北部がトレンチャ一による撹乱を受けているため，火床部の北部，煙道

部，北袖部は，遺存していない0南袖の一部が残存し，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面から6cm

はど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変している。

憲土居解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量・ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　廃土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片33点，混入した須恵器片11点が出土している。第293図1の土師器杯片は，竃の北側の床面か

ら出土している。2の土師器高台付杯片は，中央部の床面から出土している。

所見　時期は，東に竃を有する住居形態や出土土器から，10世紀後半と考えられる。
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第1143号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第293図 杯 A ［14．8］口縁部の破片。口緑部は外反する。目線部内・外面ロクロナデ。 砂粒・雲母・赤色粒 P40146
1 土　師　器 B （1．7） 子，橙色，普通 5％

－433－



図版番号　 器　 楯 計測値払う　　　 器　形　の　特　徴　　　　　　 手　法　の　特　徴　　　 胎士あ色調の焼成　　 備　　　 考

誓 彗 醜 梱 迅　こ。割　 高毒酒から休部にかけての破片。　傭藩外面ログロナデ　内面へラ磨　砂粒の雲母の赤色粒　㌘硯群
D　 五1　高台は短くハの字状に開く　　　　 き∴高台貼り付け軋　ナデ∴　内面　子　　　　　　　　 20㌦

序 師 器 E　 け8　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒色処理十　　　　　　　　　　　 にぷい褐色，普通

ー　　ー　　　　　　′　　・′　、

位置　調査　区の北部　Hm鵡区。

′一　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　．　、一　′

了・　　　ノ　、、　　　　・，、、、　　　　‾、　　　　ニー　ノJ

主軸方向　N一一一一一一1猫○　…E

壁　壁高は摘～蟻だmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で芦　中央部がよく踏み固められている。

竃　遺存状態が禁鳥東壁中黛部の壁際で火床商が確認できただけである。粘土粒子や砂粒が東壁際の床面に

一　・・　　　　　　、　　　　′′′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　・・

の楕円形で芦　炎熱を受けて赤変硬化している。

、、　　　　　′　　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　ノ

’　　　　　′、一　∴　　　　′・、ノ

覆豊　温層からなる。廃土や炭化物の含有状況やブロック状の堆積状況から芦人為堆積と考えられる。

土層解説

且　黒　褐　色　ローム粒子ゆ焼土中ブロックを焼土粒子を炭化物0炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠焼土中ブロックゆ粘土粒子。砂粒や鼠　ローム粒子0炭化物や炭化粒子少量
3　極暗赤褐色　ローム粒子ぜ焼土中ブロックか焼土粒子か炭化粒子少量

4　極暗赤褐色　ローム粒子e焼土中ブロック8廃土小ブロックぜ廃土粒子せ炭化物6炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子あ炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土中ブロックを廃土粒子中量，ローム粒子の炭化粒子少量
7　赤　褐　色　廃土粒子多鼠　焼土中ブロック0廃土小ブロック中鼠炭化粒子少量
8　暗′ホ褐色　焼巨ト十日、りソ・焼上粒j∵小品「ト∴粒j∴焼巨巨！＝、、′ソ・眉ヒ物・射し二粒J’・′レ量
9　暗赤褐色　廃土粒子中量芦　焼土中ブロック0炭化物や炭化粒子少量
摘　暗赤褐色　焼土中ブロックも焼土粒子6炭化物も炭化粒子少量

il　暗赤褐色　廃土粒子多鼠　ローム粒子中量芦　焼土中ブロックや炭化物0炭化粒子少量

′　・・て・　．、ニ　ー′　′　ノ　　　′・・′、て　　　　　　　　′′　′　　㌧　′二　′　′　　　　　　　　　　　　　　ノ′ノ

′　′　　　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′′　　　　′　′　　　′

ノ　　ノ　ー　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　－l　　＿一　′　　ノー　　　　　　　　　　　　′　l　′　′、　　　　　　　　　　　　′′　　　　　′

丑している。6～8の土師器高台相棒は芦　いずれも北東コーナー部の床面から正位で出土している。9の土師

′　′’　　ノ　ー・、′　　　　′・　∴　　　　′　　　　′　　！ノ　　．　　　　．・ノ、′′′　′　′　　　．

′．　h　　′　．言　　′　　′、　　ノ　　ノ・ノ、′、　　′′　　．　　　　　　　′　′′　　・

、′　　　′1．シー．／　一．′　・・　　　　　′　′′　　－　′　　／′一、　′′　ノ　ー　′　　′　′　ノJ　　　　　　　ノ

・′　・′　′′　　　　　　　　．　、　′，　ノ　　ー／　　　　：－′′　′　　．′′‾．1、、ノ　・ゝ．　′∴

郷鋸ま竃の南側の床面からそれぞれ出土している。臓の土師器整片は竃の北側の覆土下層からタ鋼の土師器甑

片は竃の南側の床面からそれぞれ出土している。別の刀子は西壁際の床面から詔の鉄鉢は中央部の床面からタ

′′鋸．′′・r　′一一1　　∴・ノ′　　′．，∴／′　　　　　．・　∴！ノ　　′㌧－．、・，′′　　　′′・′　・．一・、了

した状態で検出されている。図示した遺物はタ　廃土や炭化材とともに覆土下層や床面から出土していることか

一一一一一　去月、、一一



ら，本跡が焼失した際に遺棄されたものと考えられる。須恵器片は，混入したものと考えられる。

所見　本跡は，覆土の堆積状況や炭化材の広がりから，焼失住居と考えられる。北東コーナー部から完形ある

いは完形に近い土師器杯がまとまって出土しており，その付近に食器類を置いておく保管施設が付設されてい

たことが想定される。時期は，出土土器から，10世紀後半と考えられる。
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第1146号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 4 図 皿 A　 lO．1 完形。平底。体部 は内攣 して立ち 口緑 部，体 部内 ・、外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母・・長石 ・ P 4 0 174

1

土　 師　 器

B　　 3．0 上が り， 口緑部 に至 る。 体 部下端手持 ちへラ削 り。底 部不 赤色粒 子 100％

ーC　 5．5 定方向のヘラ削 り。 橙色 ，普通 P L 2 34

2

皿 A　　 9．9 体部 ・口縁部一部欠損。平底。体 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 017 5

土　 師　 器

B　　 2．3 部 は内攣気味 に外傾 して立 ち上 が 底部 回転糸切 り。 赤色粒 子 95％

C　　 6．0 り， 口緑部 に至 る。 にぷ い橙色 ，普通 P L 23 4

3

皿 A　　 9．6 口緑部一部欠損。平底。体部 は内 口緑部，体部内 ・外面ログロナデ。 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 40 17 6

土　 師　 器

B　　 2．5 攣気味に外傾 して立ち上が り， 口 底部回転糸切 り。 子 95％

C　　 6．0 緑部に至る。 にぷい橙色 ，普通 P L 2 3 4

4

高 台 付 皿 A　 12．0 高台部欠損 。平底 。体部は外方へ 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 177

土　 師　 器

B （1．6） 大 きく開 き，口緑 部に至る。 底部回転糸切 り後，高台貼 り付け。 赤色粒子

橙色，普通

60％

P L 2 35

5

杯 A　 14．2 口緑部 一部欠損 。平底 。体 部は内 ロ緑 部内 ・外面 ロクロナデ。体部 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 178

土　 師　 器

B　　 4．3 攣 して立 ち上 が り，口緑部に至る。 外 面ロクロナデ，内面放射状 のへ 赤色粒 子 90％

C　　 5．9 ラ磨 き。底 部回転糸切 り。 内面黒

色処理。

にぷい橙 色

普 通

P L 2 34

6

高 台 付 杯 A　 15．9 体部 ・口緑部一部欠損。高 台はハ 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。体部 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 017 9

土　 師　 器

B　　 6．5 の字状 に開 く。体部 は内攣 して立 外面 ロクロナデ， 内面放射状 のへ 子

にぷい橙色

80％

D　　 6．8 ち上が り，口緑部 はわずか に外反 ラ磨 き。底部回転へ ラ削 り後，高 P L 23 4

E　 l．4 す る。 台貼 り付 け。l 普通

7

高 台 付 杯 A　 14．7 高台部 ・口緑部一癖欠損。高台 は 口緑部外面 ロクロナデ，内面横位 砂粒 ・長石 ・石英 P 40 180

土　 師　 器

B　　 6．3 ハの字状に開 く。体部は内攣 して のヘ ラ磨 き。体部外面ロクロナデ， にぷ い橙色 70％

D　　 7．2

E　 l．5

立ち上が り，口緑部 に至る。 内面放射状のへ ラ磨 き。底部回転

へ ラ削 り後，高台貼 り付 け。

普通 P L 2 34

第 29 5 図 高 台 付 坪 A　 15．4 体 部 ・口緑部 一部欠損。高台はハ 口緑 部内 ・外 面ロクロナデ。体部 砂 粒 ・雲母 ・長石 P 4 0 18 1

8

土　 師　 器

B　　 6．2 の字状 に開 く。．体部 は内攣 して立 外面ロタロナデ，内面横位 のヘラ にぷい褐色 55％

D　　 7．8

E　 l．2

ち上が り，口緑 部に至 る。 磨 き。底部 手持 ちへラ削 り後 ，高

台貼 り付 け。

普通 P L 2 34

9

高 台 付 杯 A　 1 2．8 高台部一部欠損。高 台は長 くハ の 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 018 2

土　 師　 器

B　　 5．7 字状 に開 く。体部 は内攣 して立 ち 底部 回転糸切 り後，高台貼 り付け。 赤色粒子 90％

D　　 7．2

E　 l．7

上が り， 口縁部 に至 る。 橙色

普通

P L 23 4

10

高 台 付 杯 A　 15．3 口緑部一部欠損。高台 は長 くハ の 口緑部外面 ロクロナデ，内面横位 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 25 1

土　 師　 器

B　　 7．9 字状に開 く。体部は内攣 して立 ち のヘ ラ磨 き。体部外面 ロクロナデ， 赤色粒子 90％

D　　 7．5

E　 ・1．5

上が り，口綾部 はわずか に外反す

る。

内面放射状のへラ磨 き。底部回転

へ ラ削 り後，高台貼 り付 け。

橙色

普通

P L 2 3 5

11

12

13

14

15

高 台 付 杯 A　 16．2 体部 ・口緑 部一部欠損。高台はハ 口緑部内 ・外 面ロクロナデ。体部 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 02 52

土　 師　 器

B　　 6．8 の字状 に開 く。体部は内攣 して立 外面ロタロナデ，内面横位 のへ ラ 赤色粒子 75％

D　　 7．6

E　 l．3

A　 14．9

ち上 が り，口縁 部に至る。 磨 き。高台貼 り付 け後 ，ナデ。 明赤褐色

普通

砂粒 ・赤色粒 子

P L 2 35

P 4 025 3高 台 付 杯 高台部 ・体部 ・口緑部 一部 欠損 。 日録部 内 ・外面 ロクロナデ。体部

土　 師　 器

J不

B　　 6．6 高台 はハ の字状 に開 く。体 部は内 外 面ロタロナデ， 内面横位 のヘラ 橙色 65％

P 40 25 4

D　　 7．4

E　 l．4

A　 15．4

攣 して立 ち上が り，口緑部に畢る。

体部か ら口緑部 にか けての破片。

磨 き。底部 回転へ ラ削 り後，高台

貼 り付 け。

口縁部内 ・外面 ロクロナデ。体部

普通

砂粒 ・雲母

土　 師　 器

B （4．9）

A　 14．2

体部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑 ．外面 ロクロナデ，内面横位のヘ ラ 橙色 40％

P 4 02 55

部はわずか に外反す る。 磨 き。 普通

高 台 付 杯 体部 ・口緑 部一部欠損。高台 はハ 口緑部内 ・外面ロクロナデ。体部 砂粒 ・雲母 ・石英 ・

土　 師　 器

高 台 付 杯

B　　 5．1 一の字状 に開 く。体部は内攣 して立 外面ロクロナデ，内面横 位のヘ ラ 赤色粒子 90％

D　　 5．9 ち上 が り，口緑 部はわずかに外反 磨 き。底 部回転 へラ削 り後，高台 明褐色 P L 2 34

P 4 025 6 ・

E　 l．3 する。 貼 り付 け。 普通

A ［15．6］ 体部 ・口緑部 一部欠損 。高台はハ 日録 部，，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・

土　 師　 器

B　　 5．4 の字状 に開 く。体部 は内攣気 味に 底 部回転糸切 り後 ，高台貼 り付け。 赤色粒 子 75％

D　　 8．8

E　 l．7

外傾 して立 ち上が り，口緑 部に至

る。

にぷい橙 色

普通

P L 23 4

ー437－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の 一特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 295 図 高 台 付 杯 A ［15．6］・高 台部下端 ，口緑部一部 欠損 。一高 口緑 部 ・体 部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 40 2 57

16 B （5．6） 台はハ の字状 に開 く。体 部は内攣 高台貼 り付 け後 ，ナデ。 子 70％

土　 師　 器 E （1．4） 気 味に外傾 して立 ち上 が り，口緑

部はわず かに外 反する。

橙色

普通

P L 2 34

17

高 台 付 杯 A　 12．5 体 部 ・口緑 部一部欠損 。高台 はハ 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 402 58

B　　 5．4 の字状 に開 く。体 部は内攣 して立 高台貼 り付け後，ナデ。 赤色粒子 70％

車　 師　 器 D　　 6．6

E　 l．5

ち上が り，口緑 部に至る。 橙色

普通

P L 2 34

第 29 4 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．0） 底部 と高台部の破 片。高台 はハの 底部内面へ ラ磨 き。高台貼 り付 け 砂粒 ・雲母 P 402 59

18 D　　 6．9

E　 l．0

字状に開 く。 後， ナデ。内面黒色処理。 橙色

普通

20％

第 295 図 嚢

土　 師　 器

A ［19．4］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 18 3

19 B （10．6） 部は内攣 して立ち上が り，頚部 はく

の字状に屈曲し，口緑部は外傾する。

ナデ，内面横位のヘ ラナデ。 石英

橙色 ，普通

10％

20

甑

土　 師　 器

B （16．8） 底部か ら体部 にか けての破片 。底 体部外面 ナデ，下端横位 のヘラ削 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 18 4

C ［14．0］ 部 は五孔式 ヵ。体部 は外傾 して立

ち上が る。

り，内面横位 のヘ ラナデ。 石英

橙色 ，普通

20％

図版番号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材質 嘩　　　 徴 備　　　 考

全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量（g ）

第295図21 刀　　　 子 （7．8） （5．8） （1．1） 0．3 （2．0） ，（5．7） 鉄 刃先欠損。南開有り。茎吾帽曲。 M 40021　P L 237

図版番号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材質 特　　　　 徴 備　　　 考

l
全長（cm）鉄身部長（cm）鉄幅部幅（cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm）茎長（cm）厚さ（cm）重量（g）

第295図22 鉄 （9．4） （4．8） （1．8） （2．2） 1．0 ・（2．4） 0．8 （16．3） 鉄 柳菓鉄，無腸挟
融4bo22

23 鉄 （11．3） （2．6） （2．8） （1．9） 0．6 （6．8） 0．4 （15．7） 鉄 雁又鉄 M 40023

第1147号住居跡（第296・297図）

位置　調査4区の北部，HlOi7区。

重複関係　南西部で第1465号住居跡を掘り込んでいる。北東部を第1140号住居に，南東部を第1149号住居に掘

り込まれている。

規模と平面形　長軸4．72m，短軸4．48mの方形である。
J

主軸方向　N－20　－E

壁　壁高は30～52cmで，ほぼ直立する。

壁溝　壁際を巡っている。上幅12～14cm，下幅6～8cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である0

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ94cm，両袖部幅126cmである。壁

外への掘り込みは，ほとんどない。袖部は砂質粘土で構築されており，内側が火熱を受けて赤変している0火

床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受けて赤変硬化している0煙道は，火床部から外債

して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色
3　暗　褐　色

4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　赤　褐　色

8　暗赤褐色

ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量

焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物中量，炭化粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

－438－



9　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
11暗赤褐色焼土粒子多畳，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径28～48C皿のほぼ円形，深さ50～61cm，P4は長径50cm，短径

35cmの楕円形，深さ62cmである。いずれも各コーナー寄りに位置していることから，主柱穴と考えられる。P

5は長径49cm，短径40cmの楕円形，深さ25cmで，南壁中央部の壁際に位置していることから，出入り口施設に

伴うピットと考えられる。



覆土　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・粘土粒子少量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片148点，須恵器片58点，鉄器1点（刀子），撹乱により混入した陶器片3点が出土している。

第297図1の須恵器杯は，P5の南側の床面から逆位で出土している。2の須恵器杯は，東壁際の覆土中層と

南東部の覆土中から出土した破片が接合したものである。3の須恵器杯は，P5の東側の床面と南西部の覆土

中から出土した破片が接合したものである。4の須恵器杯片は南西コーナー部の覆土下層から，5の須恵器蓋

片は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。6の土師器甑片は，東部の床面から出土している。7の刀

子は，南東部の床面から出土している。いずれも，出土位置から，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，重複関係及び出土土器から，8世紀前葉から中葉と考えられる。

第297図　第1147号住居跡出土遺物実測図

ー1・lL1

5cm
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第且摘　号住居跡出土遺物観察豪

図版番号　 券　 種　 計測値 磁　　 器 形　 の　 特 徴　　　　 手 法　 の　 特 徴　　　 胎士 ・色調 も焼成　 備　　 考

第2冒7回i須≡器ii ユ；；ii憲讐讐豊 篭志望豊憲慧警漂 諸賢クロげ○≡蓋芸 長石の萎誓：：；
棒　　 B は 3） 底部か ら体 部にかけての破片 0 平　 体部内 や外面 ロクロナデ。体部下　 砂粒 。雲母 。長石 や　 ㌘硯 8 6

2　　　　　　 C　 9 00　 鷹 0 体 部は外傾 して立ち上が る0　 端回転へ ラ削　 c 底部回転へ ラ削　 石英 の赤色粒子　　 緋％

須　 恵　 器　　　　　　　　　　　　　　　　 り。　　　　　　　　　 にぷい黄褐色 ，普通

琢　　　 蓋 （2潮 底部か ら体部 にかけての破 片0 平　 体 部内 の外面 ロタロナデ○底部 回　 砂粒 の雲母 の長石 の　 ㌘硯 87

3　　　　　　　　　　 C　　 7。8 底 0 体部 は外傾 して立 ち上 がる。 転へ ラ切 り胤 1 方向のヘラ削 り。 石英　　　　　　 5 5％

須　 恵　 器　　　　 上位でわずか に外反す る0　　　　　　　　　　　　　　　 黄灰色，普通

4 i 球　 警霊 霊ぎ笠孟禁霊；霊 孟宗警？墓も芸霊票漂 ロタロナデ。底部回禁も雲母㈲ 羞芸2閥
須　 恵　 器　　　　 して立ち上がる0　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰色，普通

蓋　　 B は 2） 天井部の破片。天井頂部にボタン「天井部回転へラ削り乳 つまみ貼　 砂粒 の雲母 も長石 0　㌘40271

5　　　　　　 F　 400　 状のつまみが付 く0　　　　　　 り付け0　　　　　　　　　 石英　　　　　　 20％

須　 恵　 器　 G　 O。7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰白色，普通

甑　　 A ［3時　 体部から打線部にかけての破片。 打線部内 め外面横ナデ。体部外面　 砂粒 も雲母 や石英　 ㌘硯 88

6　 序 師 器 i B （12．5）贋 豊 豊 霊 霊 芸；票 ～；‡誓 誹 繍 積み痕を残すへ ぼ 霊　　 ～10％

み上げられている。

図版番号 器 種 全長 k m）刀身長慧 ）身削 。m）湧 ね 玩議 k m） 重量 。g ） 材質　 特　 徴

備　　　 考

第頴 図 7　刀　　　 子　 は敏郎　　 ・3 1．寸 0．3 梅の （B ．告　　 鉄　 茎尻欠損∴両閲有年 M J00ユl　 P L ヱ吊

′　′ご　　　　′、　　く

位置　調査　区の北乱雑捕縛区。

重複関係　第1蟻号住居跡の覆土全体を掘り込んでいる。北東部を第1蟻号住居0第摘蟻号土坑に掘　込まれ

ている。

＿　′l‘l．、’　′、、l－．　′′　　：．1い・′　′‘）′　上‥・．

主軸方向　N－8101－E

壁　壁高は2の～5宛mで，ほぼ直立する。

璧溝　西壁から北壁にかけての壁際を巡っている0上幅6～8cm芦下幅2cmタ深さ4～6cmでジ断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁の南寄りに芦壁外に挽m掘　込んで構築されている。規模はタ焚口部から煙道部までの長さ53職であ

る0北袖はタ砂質粘土で構築されている0南榔まタトレンチャ一による那Lを受けており芦遥存していない。

火床部はタ床面と同じ高さの平坦面を使用している0赤変硬化した部分は確認できなかった。煙道は，火床部

から外債して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子車鼠ローム小ブロックのローム粒子の焼土中ブロックp炭化物・炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック∵焼土粒子中量

3　暗赤褐色　廃土粒子さ粘土粒子中量，ローム粒子や焼土中ブロック・炭化粒子げ砂粒少量
4　暗赤褐色　廃土粒子多鼠廃土小ブロック中量，ローム粒子8炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

者達　6層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

一一、－－…　二日1　－、－



土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片286点，須恵器片64点，鉄器1点（鉄）が出土している。遺物は竃付近の床面と覆土下層に集

中しており，本跡の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。第298・299図1の土師器高台付杯は，火床面から

第298図　第1148号住居跡・出土遺物実測図

1・12

－

1 　　 （

3

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿　；　　　！



逆位で出土している0二次焼成を受けてなく，祭祀に関わる遺物である可能性が考えられる。2の土師器藍片

は，竃手前の床面や覆土下層から散乱した状態で出土した破片が接合したものである。3の土師器婆片は，竃

手前の床面から出土している04の須恵器藍片は，竃北袖脇の覆土下層から出土している。5の鉄鉱は，竃の

覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から，9世紀後薬と考えられる。

10cm

トl　‥一　十一　－1

第299図　第1148号住居跡出土遺物実測図

第1148号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 I 備　　 考

P 40 18 9
第 29 8 図 高 台 付 杯 A　 13．6 口緑部一部欠損。高台はハの字状 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

1

土　 師　 器

B　　 5．2 に開 く。体 部は内攣 して立 ち上が 高台貼 り付け後，ナデ。 赤色粒 子 95％
D　　 7．8

E　 l．2

り，口緑部 はわず かに外 反する。 にぷい橙色

普通

P L 2 35

2

襲 A ［19．1］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部，頚部内 ・外面横ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 0 19 0

土　 師　 器

B （14．1） 部 は内暫 し，口緑部は外傾する。端

部は上方へ つ まみ上げられている。

部内 ・外面へ ラナデ。 橙色

普通

2 5％

3

要 A ［19．8］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑 部，頚部内 ・外 面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 19 1

土　 師　 器

B （16．1） 体 部は長胴形 を呈 し，最 大径 を上

位 にもつ。 口縁部 は外債 し，端 部

は上方 につ まみ上 げられ ている。

部内 ・外 面へラナデ。 石英 ・赤色粒子

にぷい黄橙色

普通

2 5％

第 29 9 図 要 B （17．7） 休部の破片。体部 は内攣 して立 ち 休部外面上半縦位の平行叩 き，下 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 01 92
4

須　 恵　 器

上がる。 半横 位のヘ ラ削 り，内面輸積み痕 ・

指頭痕を残すヘラナデ。

石英

にぷい橙色 ，不 良

10％

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 l材質

特　　　　 徴 備　　　 考
全長 （cm）鍍身長（cm）鉄身幅（C皿）茎長 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

第299図5 鍍 （14．0） （6．9） （4．8） （7．1） 0．3 （17．4） 鉄 刃先 ・茎尻欠損，雁又鉄 M 40025　 P L 237

ー443－
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